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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之
＊
日
本
文
化
学
科　

教
授　

中
古
・
中
世
文
学
、
和
歌
文
学

（
島
）　　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
逢

（
祐
）　　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
逢

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
逢　

中

（
三
）　　

み
す

＊
（
三
）
は
「
み
す
」
と
作
る
。
独
自
本
文
だ
が
、
お
そ
ら
く
誤
読
に
基
づ
く
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　

小
簾
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　

奉　
　

ら
ん

＊
（
内
）
は
、「
小
簾
の
戸
に
」
が
「
よ
」
と
も
読
め
る
。
ま
た
、
他
本
「
た
れ
あ
ふ
」
を

「
た
れ
ま
つ
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

待　

中

＊
（
神
1
）
も
（
内
）
と
同
じ
く
「
た
れ
待
」
と
作
る
。

（
続
）　　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

祭　

る

（
続
書
）　　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

祭　

る

（
続
内
）　　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
た
れ　
　
　
　
　

祭　

る

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
名
よ
」
と
あ
る
の
に
「
名
に
」
と
作
る
。「
よ
」
と
「
に
」
の
混
同
か
。

（
神
2
）　　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

祭　

る

右　

寒
草
嵐

（
国
）　　

い
と
ひ
こ
し
春　

の
嵐　
　

の
冬
に
き
て
又　

花
ち
ら
す
雪
の
あ
さ
ち
ふ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹　

に
花
さ
く
霜

＊
（
大
）
は
（
明
）
が
ミ
セ
ケ
チ
を
し
た
本
文
を
と
る
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く
に
花
咲　

霜

＊
（
ノ
）
は
（
大
）
と
同
文
。
こ
れ
で
確
定
。（
ノ
）
＝
（
大
）
系
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く
に
花
さ
く
霜

（
明
）　　

い
と
ひ
こ
し
春　

の
嵐　
　

の
冬
に
き
て
又　

花
ち
ら
す
雪
の
あ
さ
ち
ふ

＊
（
明
）
は
「「
ふ
く
に
花
さ
く
霜
」
ミ
セ
ケ
チ
「
又　

花
ち
ら
す
雪
」」

明
星
本
﹃
正
広
自
歌
合
﹄
の 

　
　
　
　

本
文
と
校
異
︵
2
︶

前
田
雅
之＊

二
、
明
星
本
﹃
正
広
自
歌
合
﹄
の
翻
刻
と
校
異
︵
承
前
︶

　

前
稿
（「
明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
翻
刻
と
校
異
（
1
）」
を
受
け
て
、
本
稿
で

は
、「
秋
冬
」
の
六
一
番
〜
一
二
〇
番
、「
恋
雑
」
一
番
〜
一
二
〇
番
）
の
翻
刻
と
校

異
を
掲
げ
る
。

六
十
一
番
左　

簾
葵

（
国
）　　

こ
す
の
戸
に
か
く
る
二
葉
の
草
の
名
よ
誰　

あ
ふ
中
に
神
ま
つ
る
ら
ん
」

（
大
）　　
　
　
　

こ　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　

逢　
　
　
　
　
　
　
　

む

＊
（
大
）
は
「
こ
す
の
と
」
が
「
こ
す
の
こ
」
と
読
め
る

（
ノ
）　　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
逢　

中

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
逢　

中

（
明
）　　

こ
す
の
と
に
か
く
る
二
葉
の
草
の
名
よ
た
れ
逢　

中
に
神
ま
つ
る
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
逢
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

六
十
二
番
左　

盧
橘
」（
ノ
）

（
国
）　　

風
ふ
け
は
一
村　

薄　
　

た
ち
花　

に
こ
ぬ
秋
ま
ね
く
袖
の
か
そ
す
る

（
大
）　　
　

吹　

は　
　
　

す
ゝ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゝ
き
橘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゝ
き
橘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

（
明
）　　

風
ふ
け
は
一
村　

薄　
　

橘　
　
　

に
こ
ぬ
秋
ま
ね
く
袖
の
か
そ
す
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘

（
島
）　　
　
　
　
　
　

む
ら
す
ゝ
き
橘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

む
ら
す
ゝ
き
た
ち
は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

（
三
）　　
　

吹　

は

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　

む
ら
す
ゝ
き
橘

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘

（
続
）　　
　

吹　

は　

む
ら　
　
　

橘　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　

香

（
続
書
）　　

吹　

は　

む
ら　
　
　

橘　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　

香

＊
（
続
書
）
は
「
橘
に
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。
最
初
の
「
に
」
が
や
や
読

み
に
く
い
た
め
の
措
置
か
。

（
続
内
）　　

吹　

は　

む
ら　
　
　

橘　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　

香　
　
　

」

（
神
2
）　　

吹　

は　

む
ら　
　
　

橘　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　

香

右　

冬
山
（
神
1
）（
彰
）

（
国
）　　

霜
し
ろ
く
先　

色　

か
へ
て
槙　

ひ
は
ら
つ
れ
な
き
山
も
木
枯　
　

の
声

（
大
）　　
　

白　

く

＊
こ
れ
を
み
る
と
、（
国
）
は
、（
明
）
の
後
に
成
立
し
た
こ
と
と
な
る
。（
明
）
の
訂
正
箇
所

を
反
映
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又　

花
ち
ら
す
霜

＊
（
伊
）
は
（
明
）
の
ミ
セ
ケ
チ
に
よ
っ
て
消
さ
れ
た
「
霜
」
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
か
。（
明
）

は
「
花
ち
ら
す
雪
」

（
島
）　　
　
　
　
　

は
る
の
あ
ら
し　
　
　
　
　
　

ま
た
花
ち
ら
す

（
祐
）　　
　
　
　
　

は
る
の
あ
ら
し　
　
　
　
　
　

ま
た
花
ち
ら
す

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又　

花
ち
ら
す
雪
の
浅

＊
（
書
）
は
「
ふ
く
に
」
に
傍
線
「
又
」、「
さ
く
霜
」
に
傍
線
「
ち
ら
す
雪
」
と
傍
書
。

（
書
）・（
明
）
と
も
に
（
大
）
を
こ
こ
で
改
編
。

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
又
花
ち
ら
す
雪
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ふ
く
に
花
さ
く
霜
」
と
傍
書
。
但
し
、
別
筆

か
。
先
祖
返
り
。
こ
れ
は
（
大
）
ま
で
に
戻
っ
た
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹　

に
花
さ
く
霜

＊
（
内
）
は
（
大
）
と
同
じ
。（
明
）
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
た
前
の
本
文
を
示
す
。
こ
れ
を
ど

う
考
え
る
べ
き
か
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹　

に
花
さ
く
霜

＊
（
神
1
）・（
内
）
は
「
吹
に
花
さ
く
」
と
作
る
。（
大
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　

来　

吹　

に
花
さ
く
霜　

浅　

茅
生

＊
（
大
）・（
内
）・（
明
）
の
原
文
と
同
じ
く
「
吹
に
花
咲
く
霜
」
と
作
る
。（
内
）
と
同
じ
と

い
う
こ
と
か
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　

来　

吹　

に
花
さ
く
霜　

浅　

茅
生

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　

来　

吹　

に
花
さ
く
霜　

浅　

茅
生

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　

来　

吹　

に
花
さ
く
霜　

浅　

茅
生
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
明
）　　

う
つ
り
き
て
卯　

花
山
に
か
ゝ
る
也　

春
は
桜　
　

に
嶺　

の
し
ら
雲
」（
三
六
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　

み
ね

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

也　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　

白

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　

白

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

也　
　
　
　
　
　
　

み
ね

（
続
）　　

移　

り
来　
　

の

（
続
書
）　

移　

り
来　
　

の

＊
（
続
書
）
は
「
し
ら
雪
」
の
「
雪
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
雲
」
と
傍
書
。（
内
）
系
を
見
て
の
校

訂
か
。

（
続
内
）　

移　

り
来　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら
雪

＊
（
続
内
）
は
（
神
2
）
と
同
じ
く
「
し
ら
雪
」
と
作
る
。（
続
）
系
は
こ
れ
が
本
来
の
形
だ

っ
た
か
。

（
神
2
）　

移　

り
来　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪

＊
（
神
2
）
は
「
雪
」
と
す
る
が
、
題
と
合
わ
な
い
。（
続
書
）
と
の
共
通
祖
本
が
同
一
で
あ

る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
お
そ
ら
く
同
一
本
で
あ
る
。

右　

原
雪
」（
国
）（
内
）（
静
）（
三
）

（
国
）　　

た
か
中
そ
秋
か
せ
さ
は
く
真　

葛
原　

恨　
　

は
晴　

て
つ
も
る
雪
か
な

（
大
）　　

誰
か　
　
　

風　
　
　
　

ま
く
す
は
ら
う
ら
み

（
ノ
）　　

誰
か　
　
　

風　
　
　
　

ま
く
す　
　
　
　
　
　

は
れ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　

ま
く
す　
　

う
ら
み　

は
れ　
　
　
　
　

哉

（
明
）　　

た
か
中
そ
秋
風　

さ
は
く
ま
く
す
原　

う
ら
み
は
は
れ
て
つ
も
る
雪
哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
木
檜　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
木
檜　

原　
　
　
　
　
　
　

か
ら
し

（
明
）　　

霜
し
ろ
く
先　

色　

か
へ
て
真
木
檜　

原
つ
れ
な
き
山
も
木
枯　
　

の
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
木
檜　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　

ま
つ
い
ろ　
　
　

真
木
檜　

原　
　
　
　
　
　
　

か
ら
し
の
こ
ゑ

（
祐
）　　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　

真
木
檜　

原　
　
　
　
　
　
　

か
ら
し
の
こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　

檜　

原
難　

面　

山

（
続
書
）　　
　
　
　

ま
つ　
　
　

え　
　
　

檜　

原
難　

面　

山　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　

ま
つ　
　
　

え　
　
　

檜　

原
難　

面　

山　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
続
内
）
は
「
難
面
」
に
「
本
ノ
マ
ヽ
」
と
傍
書
。「
つ
れ
な
き
」
と
読
め
な
か
っ
た
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　

ま
つ　
　
　

え　
　
　

檜　

原
難　

面　

山　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
神
2
）
は
「
槿
（
歟
）」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
槙
」、
お
そ
ら
く
「
槙
」
と
書
こ
う
と
し
た
も
の

の
、
書
き
損
じ
か
。

六
十
三
番
左　

夏
雲
」（
大
）（
内
）

（
国
）　　

う
つ
り
き
て
卯　

花
山
に
か
ゝ
る
な
り
春
は
桜　
　

に
嶺　

の
し
ら
雲
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　

う
の
花　
　
　
　
　

也　
　
　

さ
く
ら

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る　
　
　
　
　
　

峯

＊
（
ノ
）
は
「
か
ゝ
る
な
る
」
と
作
る
。（
大
）・（
明
）
は
「
也
」
を
「
な
る
」
と
読
ん
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
書
き
損
じ
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

也　
　
　

さ
く
ら　

峯　
　
　
　

く
も
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大
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（
内
）　　
　
　
　

中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ふ

（
神
1
）　　
　
　

内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
）　　
　
　
　

中　
　

い
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
書
）　　
　
　

中　
　

い
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
内
）　　
　
　

中　
　

い
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
」

（
神
2
）　　
　
　

中　
　

い
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

右　

古
寺
雪
」（
彰
）

＊
（
彰
）
は
「
寺
雪
」
と
作
る
。

（
国
）　　

法　

師
の
は
ら
ふ
と
み
れ
は
笠　

き
寺　

松
に
な
た
る
ゝ
雪
の
山　

風

（
大
）　　

法
の
師　
　
　
　
　
　
　
　

か
さ
き
て
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ
」

＊
（
ノ
）
は
「
法
の
師
」
が
（
大
）
と
同
一
。

（
彰
）

（
明
）　　

法　

師
の
は
ら
ふ
と
み
れ
は
笠　

き
寺　

松
に
な
た
る
ゝ
雪
の
山　

か
せ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

か
さ
き
て
ら　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
か
せ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　

木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
松
に
な
た
る
ゝ
」
の
「
る
ゝ
」
に
「
け
し
イ
」
と
傍
書
。
つ
ま
り
、「
な
た
け

し
」
か
。
但
し
、
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
本
文
も
も
つ
伝
本
は
な
い
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　

着　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
）　　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
さ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　

ま
く
す　
　

う
ら
み　

は
れ　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　

ま
く
す　
　

う
ら
み　

は
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　

ま
く
す
は
ら
う
ら
み　

は
れ　
　
　
　
　

哉

（
書
）　　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
く
す　
　
　
　
　
　

は
れ　
　
　
　
　

哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
く
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

は
れ　

積　

る　

哉

（
神
1
）　

誰
か　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

は
れ　
　
　
　
　

哉

（
続
）　　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
れ　

積　

る

（
続
書
）　　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
れ　

積　

る

（
続
内
）　　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
れ　

積　

る

（
神
2
）　　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
れ　

積　

る

六
十
四
番
左　

蛍
近
飛
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

ぬ
る
か
う
ち
に
入　

き
て
閨　

の
火
を
と
る
や
と
も
す
は
消　

て
飛　

蛍　
　

哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取　

や　
　
　
　
　
　
　

と
ふ

（
ノ
）　　
　
　
　

内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ふ　
　
　

か
な

（
明
）　　

ぬ
る
か
内　

に
入　

き
て
閨　

の
火
を
と
る
や
と
も
す
は
消　

て
飛　

蛍　
　

哉

＊
（
明
）
は
、「「
と
」
と
「
す
」
の
間
に
「
も
」
と
傍
書
」。

（
伊
）　　
　
　
　

内

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
え　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
え　
　
　

ほ
た
る
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ふ　
　
　

か
な

（
静
）
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
大
）　　

く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し
ろ

（
ノ
）　　

く
ら　
　
　
　
　
　
　

ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
ノ
）
は
（
大
）
他
「
む
く
ひ
」
を
「
む
く
ゐ
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
彰
）　　

く
ら

（
明
）　　

く
ら
き
夜
に
後
の
む
く
ひ
を
先　

し
る
や
網　

代
も
る
身
を
う
つ
霰　
　

哉
」

 

（
三
六
ウ
）

（
伊
）

（
島
）　　

く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　

く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
れ

（
書
）　　

く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　

く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
る
や

（
静
）　　

く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　

く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知　

や

（
神
1
）　

く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守　

身

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　

守　

身　

打　

霰　
　

か
な

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　

守　

身　

打　

霰　
　

か
な

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　

守　

身　

打　

霰　
　

か
な

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　

守　

身　

打　

霰　
　

か
な

六
十
六
番
左　

納
涼
」（
大
）

（
国
）　　

松　

か
も
と
扇　
　

は
風
の
泉　
　

に
て
涼　

し
く
匂　

ふ
庭
の
遣　

水

＊
（
国
）
は
他
本
の
「
む
か
ふ
」
に
対
し
て
「
匂
ふ
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。
そ
れ
と
も
、

「
向
」
と
「
匂
」
の
混
同
（
誤
写
）
か
。「
涼
し
く
匂
ふ
」
は
新
古
今
時
代
に
少
し
流
行
る
。

「
涼
し
く
向
ふ
」
も
同
時
に
あ
る
が
、
こ
こ
は
最
終
形
態
と
考
え
る
の
が
よ
い
か
。
誤
写
の
可

能
性
が
高
い
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゝ
し
く
向　
　
　
　

や
り

（
続
書
）　　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
さ

（
続
内
）　　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
さ

（
神
2
）　　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
さ

六
十
五
番
左　

滝
辺
蟬
（
神
1
）

（
国
）　　

声　

涼　

し
滝　

の
し
ら
糸　

ぬ
の
引
に
を
り
つ
ゝ
く
る
や
蟬　

の
は
衣

（
大
）　　
　
　

す
　ゝ
　
　
　

白　
　
　

布　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も

（
ノ
）　　
　
　

す
　ゝ
　
　
　

白　
　
　

布　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽

（
彰
）　　
　
　

す
　ゝ
　
　
　

白　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も

（
明
）　　

声　

涼　

し
滝　

の
白　

糸　

布　

引
に
を
り
つ
ゝ
く
る
や
蟬　

の
羽
衣

（
伊
）　　
　
　

す
　ゝ
　
　
　

白　
　
　

布　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽　
　

」

（
島
）　　
　
　

す
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

布　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
み　
　

こ
ろ
も

（
祐
）　　
　
　

す
　ゝ

た
き　
　
　

い
と
布　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
み　
　

こ
ろ
も

（
書
）　　

こ
ゑ
す
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

布　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽

（
三
）　　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
こ
ろ
も

（
静
）　　
　
　

す
ゝ

（
内
）　　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　

白　
　
　

布　
　
　

お

（
神
1
）　

こ
ゑ
す
　ゝ
　
　
　

白　
　
　

布

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布　
　
　

織　

つ　
　
　
　
　
　
　

は
こ
ろ
も

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布　
　
　

織　

つ　
　
　
　
　
　
　

は
こ
ろ
も
」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布　
　
　

降　

つ　
　
　
　

せ
み　

は
こ
ろ
も

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布　
　
　

織　

つ　
　
　
　
　
　
　

は
こ
ろ
も
」

右　

網
代
霰

（
国
）　　

闇　

き
夜
に
後
の
む
く
ひ
を
先　

し
る
や
網　

代
も
る
身
を
う
つ
霰　
　

哉
」

＊
（
国
）
は
「
夜
に
○
む
」
と
あ
り
、
○
の
箇
所
に
「
後
の
」
と
傍
書
。
親
本
の
ま
ま
か
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覧

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の

六
十
七
番
左　

新
樹

（
国
）　　

草
も
木
も
ひ
と
つ
に
し
け
る
色
そ
こ
き
空　

は
緑　
　

の
天　

の
か
く
山

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂　

る

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ま

（
彰
）

（
明
）　　

草
も
木
も
ひ
と
つ
に
し
け
る
色
そ
こ
き
空　

は
緑　
　

の
天　

の
か
く
山

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら　

み
と
り　
　
　
　
　
　

や
ま
」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら　

み
と
り　
　
　
　
　
　

や
ま
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
静
）

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂　

る　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　

あ
ま

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

茂　

る　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　

あ
ま

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

茂　

る　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　

あ
ま

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　

や
り

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　

や
り

（
明
）　　

松　

か
も
と
扇　
　

は
風
の
泉　
　

に
て
涼　

し
く
む
か
ふ
庭
の
遣　

水

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

（
島
）　　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き　
　
　

い
つ
み　
　
　
　
　
　

む
か

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き　
　
　

い
つ
み　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　

や
り

（
書
）　　
　
　
　

本　
　
　
　
　
　
　

い
つ
み　
　

す
　ゝ
　

む
か
ふ

（
三
）　　
　
　
　

本　
　
　
　
　
　
　

い
つ
み　
　
　
　
　
　

向
か　
　
　

や
り

（
静
）　　
　
　
　

本　
　
　
　
　
　
　

い
つ
み　
　
　
　
　
　

向

（
内
）　　
　
　
　

本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　

や
り　

」

（
神
1
）　　
　
　

本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　

や
り

（
続
）　　

ま
つ　
　
　

あ
ふ
き　
　
　

い
つ
み　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　

や
り

（
続
書
）　

ま
つ　
　
　

あ
ふ
き　
　
　

い
つ
み　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　

や
り

（
続
内
）　

ま
つ　

下　

あ
ふ
き　
　
　

い
つ
み　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　

や
り　

」

（
神
2
）　

ま
つ　
　
　

あ
ふ
き　
　
　

い
つ
み　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　

や
り

右　

歳
暮
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

春
を
ま
つ
人
の
心　
　

を
恨　
　

て
や
世
は
う
き
物　

と
年
の
行
ら
ん

（
大
）　　
　
　

待　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
明
）　　

春
を
ま
つ
人
の
心　
　

を
う
ら
み
て
や
世
は
う
き
物　

と
年
の
行
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　

う
ら
み　
　
　
　
　
　

も
の

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　

う
ら
み　
　
　
　
　
　

も
の

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
書
）　

常　

磐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い　
　
　
　
　

る
ら
ん
」

＊
（
続
書
）
は
「
嵐
」
に
「
ひ
と
つ
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　

常　

磐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
ら
ん

＊
（
続
内
）
は
「
谷
を
う
め
」
の
「
め
」
が
「
も
」
に
見
え
る
。

（
神
2
）　

常　

磐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い　
　
　
　
　

る
ら
ん
」

六
十
八
番
左　

郭
公
何
方
」（
国
）（
静
）

（
国
）　　

郭　
　
　

公
い
つ
れ
の
雲
そ
山　

ひ
こ
に
二　

声　

過　

る
村　

雨　

の
空

（
大
）

（
ノ
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　

そ
ら

＊
（
ノ
）
は
「
過
る
」
の
「
る
」
に
ミ
セ
ケ
チ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、「
過
雨
」

と
記
し
た
か
っ
た
か
。
理
由
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
。

（
彰
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
す
く
る
む
ら

（
明
）　　

ほ
と
ゝ
き
す
い
つ
れ
の
雲
そ
山　

ひ
こ
に
二　

声　

過　

る
村　

雨　

の
空
」

 

（
三
七
オ
）

（
伊
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
島
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　

む
ら　
　
　

そ
ら

（
祐
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　

や
ま
ひ
こ　
　
　

こ
ゑ
す
く
る
む
ら
さ
め

（
書
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
す
く
る

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
さ
め　

そ
ら

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　

こ
ゑ　
　
　

む
ら

＊
（
内
）
は
他
本
「
や
ま
ひ
こ
に
」
を
「
や
ま
ひ
こ
の
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

時　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
た
こ
ゑ　
　
　

む
ら
さ
め

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦　

と　
　
　
　
　
　
　

む
ら
さ
め　

そ
ら

＊
（
続
）
は
「
や
ま
彦
と
」
の
「
と
」
に
「
の
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

茂　

る　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　

あ
ま

右　

落
葉
」（
神
1
）（
ノ
）

（
国
）　　

と
き
は
木
も
嵐　
　

に
ち
ら
は
谷
を
う
め
嶺　

も
た
ひ
ら
に
山
や
な
り
な
ん

＊
（
国
）
は
末
句
を
「
な
り
な
ん
」
と
作
る
。
他
本
は
「
な
る
ら
ん
」。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成　

ら
ん

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
ら
ん

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成　

ら
ん

（
明
）　　

と
き
は
木
も
嵐　
　

に
ち
ら
は
谷
を
う
め
峯　

も
た
ひ
ら
に
山
や
な
る
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
ら
ん
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　

の　
　
　
　

み
ね　
　
　
　
　
　
　
　

る
ら
ん

＊
（
島
）
は
「
谷
の
う
め
」
と
作
る
。
誤
読
か
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　
　
　
　
　
　
　
　

る
ら
む

＊
（
祐
）
は
（
島
）
の
「
谷
の
う
め
」
を
意
味
か
ら
「
谷
を
う
め
」
に
変
え
た
か
。

（
書
）　　

常　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　

る

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　

×　
　
　
　
　
　
　

る
ら
む

＊
（
三
）
は
「
嶺
も
」
が
脱
字
。

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
谷
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
を
」、「
山
や
な
り
な
ん
」
の
「
り
」
に
ミ
セ

ケ
チ
「
る
」
と
傍
書
。
前
者
は
単
な
る
誤
写
だ
が
、
後
者
は
校
訂
、
先
祖
返
り
か
。
同
筆
か
。

（
内
）　　

常　

葉　
　

ひ
と
つ
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
ら
ん

＊
（
内
）
は
（
大
）（
明
）（
国
）
等
本
「
嵐
に
」
を
「
ひ
と
つ
に
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　

ひ
と
つ
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
ら
ん

＊
（
神
1
）
は
「
ひ
と
つ
に
」
で
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　

常　

磐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い　
　
　
　
　

る
ら
ん

＊
（
続
）
は
「
嵐
」
に
「
ひ
と
つ
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
同
じ
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
神
2
）　

打　

払
ら
ふ　
　
　
　
　
　

あ
ら
は
れ　

墨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ら

六
十
九
番
左　

月
前
蛍
」（
大
）（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

さ
ら
し
な
や
な
く
さ
め
か
ね
し
思　

ひ
か
も
月
影　

み
れ
は
行　

ほ
た
る
哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
く　
　
　

か
な

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛍　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛍　
　

か
な

（
明
）　　

さ
ら
し
な
や
な
く
さ
め
か
ね
し
思　

ひ
か
も
月
か
け
み
れ
は
行　

蛍　
　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　

蛍

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　

蛍　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　

か
け　
　
　

ゆ
く　
　
　

か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛍　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　

見　
　
　
　

蛍　
　

か
な

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
内
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛍　
　

か
な

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　

蛍

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ

右　

古
寺
冬
月
」（
三
）

（
国
）　　

寺
ふ
り
ぬ
誰　
　

も
む
す
は
て
月
ひ
と
り
水
な
き
池　

に
氷
を
そ
し
く

（
大
）　　
　

古　

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
け

（
ノ
）　　
　
　
　
　

た
れ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦　

と　
　
　
　
　
　
　

む
ら
さ
め　

そ
ら

＊
（
続
書
）
は
「
山
彦
と
」
の
「
と
」
に
「
の
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦　

と　
　
　
　
　
　
　

む
ら
さ
め　

そ
ら
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦　

に　
　
　
　
　
　
　

む
ら
さ
め　

そ
ら

＊
（
神
2
）
は
「
山
彦
に
」
と
す
る
。
他
本
と
同
じ
。
ほ
ぼ
（
続
書
）
に
等
し
い
の
に
、
ど
う

し
て
こ
う
な
っ
た
か
。
不
明
。
偶
然
か
。

右　

古
寺
夕
雪
」（
彰
）

（
国
）　　

う
ち
は
ら
ふ
袖
に
夕　
　

は
顕　
　
　

て
す
み
染　

う
す
き
雪
の
ふ
る
寺

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
は
れ　
　
　
　
　

薄　

き　
　

古

（
ノ
）　　

打　

は　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
は
れ　

墨　

染

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
は
れ　

墨

（
明
）　　

う
ち
は
ら
ふ
袖
に
夕　
　

は
あ
ら
は
れ
て
墨　

染　

う
す
き
雪
の
古　

寺

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
は
れ　

墨　
　
　
　
　
　
　
　

古

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
は
れ　

墨　
　
　
　
　
　
　
　

古

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
へ　

あ
ら
は
れ　
　
　

そ
め　
　
　
　
　

古

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
は
れ　

墨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　

あ
ら
は
れ　

墨　
　
　
　
　
　
　
　

古

＊
（
内
）
は
他
本
「
袖
に
」
を
「
袖
の
」
と
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
は
れ　

墨

（
続
）　　

打　

払
ら
ふ　
　
　
　
　
　

あ
ら
は
れ　

墨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ら

（
続
書
）　

打　

払
ら
ふ　
　
　
　
　
　

あ
ら
は
れ　

墨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ら

（
続
内
）　

打　

は　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
は
れ　

墨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ら
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
明
）　　

い
つ
は
り
の
あ
り
と
ふ
す
ふ
る
妻
な
ら
て
涙　
　

袖
せ
く
宿　

の
蚊
遣　

火

（
伊
）　　

い
つ
は
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊
遣　
　

」

（
島
）　　

い
つ
は
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　
　
　
　

蚊
遣

（
祐
）　　

い
つ
は
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　

や
と　

蚊
遣

（
書
）　　

い
つ
は
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊
遣

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊　
　

ひ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
静
）
＝
（
国
）
＝
（
内
）。

（
内
）

（
神
1
）　

い
つ
は
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊
遣

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊
遣

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊
遣　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊
遣　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊
遣　
　

」

右　

暁
爐
火
」（
彰
）

（
国
）　　

寒　

わ
ふ
る
う
き
身
に
い
つ
か
む
か
ひ
み
ん
其　

暁　
　
　

の
う
つ
み
火
の
か
け

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向　
　

み

（
ノ
）　　

さ
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埋　
　

火

（
彰
）　　

さ
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の

（
明
）　　

さ
え
わ
ふ
る
う
き
身
に
い
つ
か
む
か
ひ
み
ん
其　

暁　
　
　

の
埋　
　

火
の
か
け
」

 

（
三
七
ウ
）

（
伊
）　　

さ
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埋

（
島
）　　

さ
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
そ
の
あ
か
つ
き　

埋

（
祐
）　　

さ
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
そ
の
あ
か
つ
き　

埋

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　

埋　
　

火

（
彰
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敷

（
明
）　　

寺
ふ
り
ぬ
た
れ　

も
む
す
は
て
月
ひ
と
り
水
な
き
池　

に
氷
を
そ
し
く

（
伊
）　　
　
　
　
　

た
れ

（
島
）　　
　
　
　
　

た
れ

＊
（
島
）
は
「
ひ
ひ
と
り
」
の
最
初
の
「
ひ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
で
月
と
傍
書

（
祐
）　　
　
　
　
　

た
れ

（
書
）　　
　
　
　
　

た
れ

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）
＝
（
内
）。
初
期
か
ら
最
終
段
階
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　

た
れ　

結　

は

（
続
）　　
　
　
　
　

た
れ

（
続
書
）　　
　
　
　

た
れ

＊
（
続
書
）
は
「
氷
を
く
」
の
「
く
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
そ
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　
　
　

た
れ

＊
（
続
内
）
は
「
た
れ
」
の
「
た
」
は
何
か
を
消
し
て
上
書
き
。

（
神
2
）　　
　
　
　

た
れ

＊
（
神
2
）
は
「
た
れ
」
の
「
れ
」、「
氷
を
そ
」
の
「
そ
」
が
読
み
に
く
い
。

七
十
番　

左　

蚊
遣
火
（
神
1
）

（
国
）　　

偽　
　
　

の
あ
り
と
ふ
す
ふ
る
妻
な
ら
て
涙　
　

袖
せ
く
宿　

の
か
や
り
火
」

（
大
）　　

い
つ
は
り　

有　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と　

蚊
遣

（
ノ
）　　

い
つ
は
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊
遣　
　

」

（
彰
）　　

い
つ
は
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊
遣
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し
う
る
。

（
書
）

（
三
）

（
静
）

（
内
）

（
神
1
）

（
続
）

（
続
書
）

（
続
内
）

（
神
2
）

（
国
）　　

あ
は
さ
り
し
世
ゝ
の
思　

ひ
の
蛍　
　

か
も
岩
も
る
水
に
よ
る
の
光　
　

は

（
大
）　　
　
　
　
　
　

よ
　ゝ
　
　
　
　

ほ
た
る

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り

（
彰
）

（
明
）　　

あ
は
さ
り
し
世
ゝ
の
思　

ひ
の
蛍　
　

か
も
岩
も
る
水
に
よ
る
の
光　
　

は

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

ほ
た
る

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

ほ
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛍
の
思　
　
　
　

か
も　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
た
る
は

＊
（
三
）
は
「
あ
は
さ
り
し
世
ゝ
の
蛍
の
思
か
も
岩
も
る
水
に
よ
る
の
ほ
た
る
は
」
と
い
う
独

自
本
文
。
他
例
な
し
。
蛍
が
二
度
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
誤
写
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　

　々
　
　

×

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り

（
続
）　　
　
　
　
　
　

夜
　々

お
も
ひ

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
内
）　　
　
　

に

＊
（
内
）
は
他
本
「
わ
ふ
る
」
を
「
に
ふ
る
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　

あ
か
つ
き　

埋　
　
　
　

影

（
続
）　　

さ
え
侘　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

＊
（
続
）
は
文
末
「
も
と
」
に
「
か
け
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
、（
内
）
他
他
本
と
同
じ
。

（
続
書
）　

さ
え
侘　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の　
　
　
　
　

埋　
　
　
　

も
と

＊
（
続
書
）
は
「
も
と
」
に
「
か
け
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　

さ
え
侘　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の　
　
　
　
　

埋　
　
　
　

も
と

（
神
2
）　

さ
え
侘　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埋　
　
　
　

も
と

＊
（
神
2
）
は
「
む
か
ひ
せ
ん
」
の
「
せ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
み
」
と
傍
書
。（
続
）
系
は
も
と

も
と
末
句
は
「
も
と
」
な
の
だ
ろ
う
。

七
十
一
番
左　

水
上
蛍

（
国
）

（
大
）

（
ノ
）

（
彰
）

（
明
）

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　

×

＊
（
島
）
は
誤
写
か
。

（
祐
）　　
　
　
　

×

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
そ
の
ま
ま
承
け
た
。
つ
ま
り
、（
祐
）
は
（
島
）
を
写
し
た
本
と
見
做
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
く　
　
　
　
　
　
　
　

雪

七
十
二
番
左　

夕
立
」（
大
）

（
国
）　　

く
も
り
き
て
過
行
庭
の
夕　

立　

を
し
く
れ
に
つ
く
る
軒
の
松　

風

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　

雨　

告　

る

（
ノ
）　　

曇　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　

雨

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　

雨　
　
　
　
　
　

ま
つ
か
せ

（
明
）　　

く
も
り
き
て
過
行
庭
の
夕　

立　

を
時　

雨
に
つ
く
る
軒
の
松　

風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　

雨　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ　
　
　

時　

雨　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
た
ち　

時　

雨　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ
」

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　

雨　

つ
も
る　
　
　
　

か
せ

＊
（
内
）
は
他
本
「
つ
く
る
」
を
「
つ
も
る
」
と
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　

雨　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
）　　

曇　

り

＊
（
続
）
は
「
つ
く
る
」
の
「
く
」
に
「
も
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　

曇　

り

＊
（
続
書
）
は
「
つ
く
る
」
の
「
く
」
に
「
も
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　

曇　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

曇　

り

右　

雪
」（
国
）（
静
）（
神
1
）（
三
）（
彰
）

（
続
書
）　　
　
　
　
　

夜
　ゝ

お
も
ひ

（
続
内
）　　
　
　
　
　

夜
　ゝ

お
も
ひ

（
神
2
）　　
　
　
　
　

夜
　ゝ

お
も
ひ

右　

遠
山
雪

（
国
）　　

九
重
に
し
ら
ぬ
と
こ
よ
を
日
に
そ
へ
て
遠　
　

よ
せ
く
る
嶺
の
白　

雲

＊
私
家
集
大
成
は
「
を
」
と
読
む
が
、
お
そ
ら
く
「
遠
」
と
書
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

末
句
「
雲
」
に
し
て
も
、
最
終
形
態
か
。「
遠
く
」
だ
か
ら
「
雲
」
と
な
る
。
他
本
は
「
近
く
」

「
雪
」。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近　

く　
　
　
　
　
　
　
　

雪

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
く　
　
　
　
　
　

し
ら
雪

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
く　
　
　
　
　
　
　
　

雪

（
明
）　　

九
重
に
し
ら
ぬ
と
こ
よ
を
日
に
そ
へ
て
ち
か
く
よ
せ
く
る
嶺
の
し
ら
雪

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
く　
　
　
　
　
　
　
　

雪

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
く　
　
　
　
　
　

し
ら
雪

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
く　
　
　
　
　
　

し
ら
雪

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
く　
　
　
　
　
　
　
　

雪
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

く　
　
　
　
　
　
　
　

雪

＊
（
三
）
は
（
国
）
と
同
文
の
は
ず
で
あ
っ
た
。「
遠
く
」
で
一
致
す
る
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近　

×　
　
　
　
　
　
　
　

雪

＊
（
静
）
は
（
大
）・（
明
）
と
同
じ
。（
国
）
と
は
異
な
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
く　
　
　
　
　
　
　
　

雪

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
く　
　
　
　
　
　
　
　

雪

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
く　
　
　
　
　
　
　
　

雪

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
く　
　
　
　
　
　
　
　

雪

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
く　
　
　
　
　
　
　
　

雪
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（
国
）　　

な
く
蟬　

を
時　

雨
に
き
け
は
枝　

た
は
に
雪
を
な
ひ
か
す
鷺　

そ
む
れ
ゐ
る

（
大
）　　

鳴　

蟬

（
ノ
）　　

鳴　

蟬　

の

＊
（
ノ
）
は
「
鳴
蟬
の
」
の
「
の
」
が
独
自
本
文
。
書
き
損
じ
か
。

（
彰
）　　

啼　

せ
み

（
明
）　　

鳴　

蟬　

を
時　

雨
に
き
け
は
枝　

た
は
に
雪
を
な
ひ
か
く
鷺　

そ
む
れ
ゐ
る
」

 

（
三
八
オ
）

（
伊
）　　

鳴

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　

え
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き

（
書
）　　

鳴　

蟬

＊
（
書
）
は
「
鳴
蟬
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
を
」
と
傍
書
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　

し
く
れ

（
静
）　　
　
　
　
　
　

し
く
れ

（
内
）

（
神
1
）　　
　

せ
み

（
続
）　　

鳴　

蟬　
　

し
く
れ

（
続
書
）　

鳴　

蟬　
　

し
く
れ

（
続
内
）　

鳴　

蟬　
　

し
く
れ

（
神
2
）　

鳴　

蟬　
　

し
く
れ

右　

月
前
時
雨
」（
内
）

（
国
）　　

月
に
雲
風
に
ま
か
す
る
空　

は
れ
て
や
す
く
世
を
ふ
る
村　

時　

雨
哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴　

て　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴　

て　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　

か
な

（
彰
）

（
国
）　　

老
か
身
よ
冬
は
い
つ
く
も
と
こ
よ
哉　

頭　
　

の
雪
に
雪
を
重　
　

て

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
か
し
ら　
　
　
　
　

か
さ
ね

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
か
し
ら　
　
　
　
　

か
さ
ね

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世　
　

か
し
ら　
　
　
　
　

か
さ
ね

（
明
）　　

老
か
身
よ
冬
は
い
つ
く
も
と
こ
よ
哉　

か
し
ら
の
雪
に
雪
を
か
さ
ね
て

＊
（
明
）
は
「「
冬
は
」
の
「
は
」
は
傍
書
」

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
ら　
　
　
　
　

か
さ
ね　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
か
し
ら　
　
　
　
　

か
さ
ね

＊
（
島
）
は
七
二
番
右
〜
八
二
番
左
ま
で
後
半
に
移
動
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
ず
れ

再
検
討
し
た
い
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
か
し
ら　
　
　
　
　

か
さ
ね

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
か
し
ら　
　
　
　
　

か
さ
ね

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
ら　
　
　
　
　

か
さ
ね

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
ら

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

さ
な
か
ら　
　
　
　
　

か
し
ら　
　
　
　
　

か
さ
ね

＊
（
内
）
は
他
本
「
い
つ
く
も
」
と
あ
る
の
を
「
さ
な
か
ら
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

さ
な
か
ら　
　
　

か
な
か
し
ら　
　
　
　
　

か
さ
ね

＊
（
神
1
）
は
「
さ
な
か
ら
」
が
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
か
し
ら　
　
　
　
　

か
さ
ね

＊
（
続
）
は
「
い
つ
く
も
」
に
「
さ
な
か
ら
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
か
し
ら　
　
　
　
　

か
さ
ね　
　

」

＊
（
続
書
）
は
「
い
つ
く
も
」
に
「
さ
な
か
ら
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
か
し
ら　
　
　
　
　

か
さ
ね

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
か
し
ら　
　
　
　
　

か
さ
ね　
　

」

七
十
三
番
左　

夏
鳥
」（
内
）（
ノ
）
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
内
）

（
神
1
）

（
続
）　　
　

故

（
続
書
）　　

故

（
続
内
）　　

故

（
神
2
）　　

故

（
国
）　　

錦　
　

た
つ
昔　
　

の
人
や
郭　
　
　

公
こ
ゑ
の
あ
や
を
る
ふ
る
郷　

の
空

＊
（
国
）
は
他
本
「
あ
や
お
る
」
を
「
あ
や
を
る
」
と
作
る
。
仮
名
遣
い
で
は
「
を
る
」
が
正

し
い
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　

時　
　
　

鳥
声　
　
　
　

お　

古

（
ノ
）　　

に
し
き　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　

を　
　
　

さ
と

＊
（
ノ
）
は
（
大
）
と
異
な
り
、「
あ
や
を
る
」
と
す
る
。
仮
名
遣
い
と
し
て
は
、「
お
る
（
織

る
）」
で
よ
い
。

（
彰
）　　

に
し
き　
　

む
か
し　
　
　

時　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　
　

古　
　
　
　

そ
ら

（
明
）　　

に
し
き
た
つ
昔　
　

の
人
や
時　
　
　

鳥
こ
ゑ
の
あ
や
お
る
古　

郷　

の
そ
ら

（
伊
）　　

に
し
き　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　

お　

古　

里　
　

そ
ら

（
島
）　　

に
し
き　
　

む
か
し　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　

お　

古　
　
　
　

そ
ら

（
祐
）　　

に
し
き　
　

む
か
し　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と

＊
（
祐
）
は
「
こ
ゑ
の
あ
や
を
る
」
と
す
る
。（
島
）
の
「
こ
ゑ
の
あ
や
お
る
」
を
変
え
た
。

（
書
）　　

に
し
き　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥　
　
　
　
　

を

（
三
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　

声　
　
　
　

お　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　

古

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　

古

（
続
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　

時　
　
　

鳥
声　
　
　
　

お　
　
　

さ
と

（
明
）　　

月
に
雲
風
に
ま
か
す
る
空　

は
れ
て
や
す
く
世
を
ふ
る
村　

時　

雨
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴　

て

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
し
く
れ
か
な

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
し
く
れ
か
な

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
し
く
れ
か
な

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
し
く
れ
か
な

七
十
四
番
左　

古
郷
郭
公
」（
島
）・（
祐
）

（
国
）

（
大
）　　
　

故

（
ノ
）

（
彰
）

（
明
）

（
伊
）

（
島
）

（
祐
）

（
書
）　　
　

故

（
三
）

（
静
）
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五
年

（
国
）　　

か
ひ
な
し
や
花　

橘　
　
　

を
墨　

の
か
に
半　
　

も
て
け
つ
袖　

の
上　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み　

香　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ
哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み　

香

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

（
明
）　　

か
ひ
な
し
や
花　

橘　
　
　

を
す
み
の
香
に
半　
　

も
て
け
つ
袖　

の
上　

か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み　

香　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ
哉
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み　

香　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

は
な
た
ち
は
な　

す
み　

香　
　
　
　
　
　
　
　

そ
て　

う
へ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み　

香

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

＊
（
三
）
は
「
花
橘
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
を
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
に
よ
る
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

立
ち
花　
　

す
み　
　
　

な
か
は

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

た
ち
花　
　

す
み　
　
　

な
か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
書
）
は
「
す
し
（
ゝ
）」
の
「
し
（
ゝ
）」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
み
」。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

た
ち
花　
　

す
み　
　
　

な
か
は

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

た
ち
花　
　

す
み　
　
　

な
か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

滝
辺
時
雨
」（
三
）

（
国
）　　

雪　

ち
ら
す
な
ち
の
太
山
の
滝
な
み
を
雹
に
な
し
て
降　

時　

雨
哉

（
大
）　　

ゆ
き　
　
　
　
　
　

み　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　

ふ
る

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ
か
な
」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る　
　
　

か
な

（
明
）　　

雪　

ち
ら
す
な
ち
の
太
山
の
滝
浪　

を
雹
に
な
し
て
降　

時　

雨
哉
」（
三
八
ウ
）

（
続
書
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　

時　
　
　

鳥
声　
　
　
　

お　
　
　

さ
と

（
続
内
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　

時　
　
　

鳥
越
え　
　
　

お　
　
　

里　
　

そ
ら
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　

時　
　
　

鳥
声　
　
　
　

お　
　
　

さ
と

右　

寒
閨
霰
」（
彰
）

（
国
）　　

み
か
き
も
つ
心　
　

の
玉
を
閨　

の
戸
に
知　

や
霰　
　

の
竹
を
打　

声
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る　
　
　
　
　
　
　

う
つ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　

し
る　
　
　
　
　
　
　

う
つ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　

し
る　
　
　
　
　
　
　

う
つ
こ
ゑ

（
明
）　　

み
か
き
も
つ
心　
　

の
玉
を
閨　

の
と
に
し
る
や
霰　
　

の
竹
を
う
つ
声

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　

し
る　
　
　
　
　
　
　

う
つ

（
島
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　

ね
や　

と　

し
る　
　
　
　
　
　
　

う
つ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　

ね
や　

と　

し
る　

あ
ら
れ　
　
　

う
つ
こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る　
　
　
　
　
　
　

う
つ
こ
ゑ
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る　

あ
ら
れ　
　
　

う
つ

＊
（
三
）
は
「
竹
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
を
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
に
よ
る
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
れ　
　
　

う
つ
こ
ゑ
」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る　
　
　
　
　
　
　

う
つ
こ
ゑ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る　

あ
ら
れ　
　
　

う
つ
こ
ゑ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る

（
続
内
）　　
　
　
　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
も
つ
」
を
「
も
り
」
と
作
る
。
連
想
に
よ
る
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る

七
十
五
番
左　

橘
薫
袖
」（
大
）（
神
1
）
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
静
）

（
内
）　　
　
　

川

（
神
1
）　　
　

川

（
続
）

（
続
書
）

（
続
内
）

（
神
2
）

（
国
）　　

し
ま
つ
鳥
う
き
世
を
浪　

の
上　

に
み
よ
魚
と
水
と
に
か
ゝ
る
火
の
か
け

＊
（
国
）
は
他
本
「
篝
火
」
と
す
る
に
、「
か
ゝ
る
火
」
と
作
る
。
そ
れ
と
も
、
こ
れ
で

「
か
ゝ
り
」
と
読
む
か
。「
浪
」
が
「
か
ゝ
る
」
と
捉
え
た
か
。
お
そ
ら
く
は
本
来
は
「
か
ゝ
り

火
」
の
は
ず
。

（
大
）　　

嶋　

津　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　
　
　
　
　
　
　

篝　
　

火　

影

（
ノ
）　　

嶋　

津　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　

り　
　

影

（
彰
）　　

嶋　

津　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

（
明
）　　

嶋　

津
鳥
う
き
世
を
浪　

の
上　

に
み
よ
魚
と
水
と
に
篝　
　

火
の
影

（
伊
）　　

嶋　

津　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篝　
　
　
　

影

（
島
）　　

嶋　

津　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篝

（
祐
）　　

嶋　

津　
　
　
　
　

な
み　

う
へ　

見　
　
　
　
　
　
　
　

り

（
書
）　　

嶋　

津　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　

り

（
静
）

（
内
）　　

嶋　

津　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ゝ
り　
　
　
　
　

」

＊
（
内
）
は
「
か
ゝ
り
火
」
と
作
る
。

（
神
1
）　

嶋　

津　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　

り

（
続
）　　

嶋　

津　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り　
　

陰

（
続
書
）　

嶋　

津　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り　
　

陰

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　

し
く
れ
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　

」　
　
　
　

ふ
る
し
く
れ
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　

ふ
る

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　

雹　
　
　
　

ふ
る　
　
　

か
な

＊
（
静
）
は
、「
電
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
雹
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

那
知　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　

ふ
る　
　
　

か
な

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
続
）　　
　
　
　
　
　

那
智　
　
　
　
　

波　
　

霙　
　
　
　

ふ
る　
　
　

か
な

＊
（
続
）「
霙
」
に
「
雹
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
他
本
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　

那
智　
　
　
　
　

波　
　

霙　
　
　
　

ふ
る　
　
　

か
な

（
続
内
）　　
　
　
　
　

那
智　
　
　
　
　

波　
　

霙　
　
　
　

ふ
る　
　
　

か
な

（
神
2
）　　
　
　
　
　

那
智　
　
　
　
　

波　
　

霙　
　
　
　

ふ
る　
　
　

か
な

七
十
六
番
左　

夜
河
篝

（
国
）

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　

川

（
彰
）

（
明
）

（
伊
）

（
島
）

（
祐
）　　
　
　

川

（
書
）

（
三
）
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（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
む
ふ
る

＊
（
ノ
）
は
「
ね
む
ふ
る
」
の
「
む
」
の
下
に
「
本
ノ
マ
マ
」
と
傍
書
。「
む
」
が
不
要
な
こ

と
は
分
か
っ
て
い
た
か
。（
ノ
）
が
見
て
い
た
（
大
）
系
の
本
に
問
題
が
あ
っ
た
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か

（
明
）　　

灯　
　
　

に
む
か
ひ
て
ね　

ふ
る
窓　

ち
か
く
又　

か
た
ふ
く
や
雪
の
村　

竹

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か　

ま
た

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ど
ち
か　

ま
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
け

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村

（
内
）　　

わ
れ
壁
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か　
　
　

傾　
　

く

＊
（
内
）
は
他
本
「
灯
」
を
「
わ
れ
壁
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

わ
れ
壁
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。「
わ
れ
壁
」
が
独
自
本
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か

＊
（
続
）
は
「
灯
に
」
に
「
わ
れ
壁
に
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か

七
十
七
番
左　

雲
外
郭
公
」（
国
）（
静
）

（
国
）

（
大
）

（
ノ
）

＊
（
ノ
）
＝
（
大
）。

（
続
内
）　

嶋　

津　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　

」

＊
（
続
内
）
は
（
続
）
系
他
本
「
か
ゝ
り
火
」
と
す
る
が
、「
り
」
が
脱
字
。

（
神
2
）　

嶋　

津　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り　
　

陰

右　
　
　
　
　

窓
前
竹
雪
」（
彰
）

（
国
）

＊
他
本
と
題
が
異
な
る
。
歌
の
内
容
か
ら
は
「
竹
」
が
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　

×

（
ノ
）　　
　
　
　

×

（
彰
）　　
　
　
　

×

（
明
）　　
　
　
　

×

（
伊
）　　
　
　
　

×

（
島
）　　
　
　
　

×

（
祐
）　　
　
　
　

×

（
書
）　　
　
　
　

×

（
三
）

（
静
）

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
同
じ
。

（
内
）　　
　
　
　

×

（
神
1
）　　
　
　

×

（
続
）　　
　
　
　

×

（
続
書
）　　
　
　

×

（
続
内
）　　
　
　

×

（
神
2
）　　
　
　

×

（
国
）　　

灯　
　
　

に
む
か
ひ
て
ね　

ふ
る
窓　

近　

く
又　

か
た
ふ
く
や
雪
の
む
ら
竹

（
大
）　　
　
　
　
　
　

向　

ひ　
　
　
　
　
　
　

ち
か
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
静
）　　
　
　
　

河

＊
（
静
）
は
「
お
な
し
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ひ
と
つ
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
大
）・（
明
）
系
と

同
じ
。

（
内
）　　
　
　
　

河　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
に　
　
　

か
よ
ひ
ち

＊
（
内
）
は
他
本
（
大
）（
明
）
系
「
ひ
と
つ
」、（
国
）「
お
な
し
」
と
す
る
の
に
、「
と
も
に
」

と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　

と
も
に
嶋　
　

か
よ
ひ
ち

＊
（
神
1
）
は
他
本
「
鳰
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
嶋
」
に
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
続
）　　
　
　
　

河　
　
　
　

波　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　

ひ
と
つ
に
ほ　

通　
　

路

＊
（
続
）
は
「
ひ
と
つ
」
に
「
と
も
に
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　

河　
　
　
　

波　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　

ひ
と
つ
に
ほ　

通　
　

路

＊
（
続
書
）
は
「
ひ
と
つ
」
に
「
と
も
に
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　

河　
　
　
　

波　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　

ひ
と
つ
に
ほ
ふ
か
よ
ひ
路

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
に
ほ
の
」
と
す
る
の
に
、「
に
ほ
ふ
」
と
作
る
。
連
想
に
よ
る
書
き
損

じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　

河　
　
　
　

波　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　

ひ
と
つ
に
ほ　

通　
　

路

＊
（
神
2
）
は
「
通
」
が
「
辺
（
へ
）」
に
勘
違
い
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
、
ミ
セ
ケ
チ
「
通
」

と
傍
書
。

右　

初
冬
時
雨
（
神
1
）

（
国
）　　

山
風　

や
も
み
ち
の
錦　
　

冬
の
き
て
は
つ
る
ゝ
糸　

を
時　

雨
に
そ
み
る

（
大
）　　
　
　
　
　

紅　

葉　

に
し
き

（
ノ
）　　
　
　
　
　

紅　

葉　

に
し
き

（
彰
）　　
　
　
　
　

紅　

葉　

に
し
き

＊
（
彰
）
は
「
か
つ
る
」
の
「
か
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
は
」
と
傍
書
。
別
筆
か
。

（
明
）　　

山
風　

や
紅　

葉
の
錦　
　

冬
の
き
て
は
つ
る
ゝ
糸　

を
時　

雨
に
そ
み
る

（
彰
）　　
　
　
　
　

時
鳥

（
明
）　　
　
　
　
　

時
鳥

（
伊
）　　
　
　
　
　

時
鳥

（
島
）　　
　
　
　
　

時
鳥

（
祐
）

（
書
）

（
三
）

（
静
）

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　

時
鳥

（
続
）

（
続
書
）

（
続
内
）

（
神
2
）

（
国
）　　

湊　
　

川
雲　

し
く
浪　

の
郭　
　
　

公
な
か
す
は
お
な
し
鳰　

の
通　
　

路

＊
（
国
）
は
他
本
（（
内
）
は
「
と
も
に
」
で
独
自
だ
が
）「
ひ
と
つ
」
を
「
お
な
し
」
と
作
る
。

最
終
形
態
か
。

（
大
）　　

み
な
と
河　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥　
　
　
　

ひ
と
つ　
　
　

か
よ
ひ
ち

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　

ひ
と
つ　
　
　

か
よ
ひ
ち

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥　
　
　
　

ひ
と
つ　
　
　

か
よ
ひ
ち

（
明
）　　

湊　
　

川
雲　

し
く
浪　

の
時　
　
　

鳥
な
か
す
は
ひ
と
つ
鳰　

の
か
よ
ひ
ち

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　

ひ
と
つ　
　
　

か
よ
ひ
ち

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　

ひ
と
つ　
　
　

か
よ
ひ
ち
」

（
祐
）　　
　
　
　
　

く
も　
　

な
み　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　

ひ
と
つ　
　
　

か
よ
ひ
ち
」

（
書
）　　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ひ
ち　

（
三
）　　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す
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魚　

の
す
む
お
も
ひ
こ
そ
あ
れ
し
ま
津
鳥
い
け
る
を
は
な
つ
浪
そ
は
か
な
き
」

 

（
三
九
オ
）

＊
（
明
）
は
「
こ
そ
あ
れ
」
の
下
に
「
を
し
ら
て
」
が
消
さ
れ
て
い
る
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
そ
あ
れ

（
島
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
こ
そ
あ
れ
嶋

＊
こ
こ
で
も
（
大
）
は
（
明
）
が
削
除
す
る
原
案
を
採
用
し
て
い
る
。（
大
）
の
本
文
の
後
、

（
明
）
が
で
き
た
と
考
え
て
よ
い
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
こ
そ
あ
れ
嶋

（
書
）　　

魚　

の
す
む
思　

ひ
を
し
ら
て
嶋　

つ
鳥
い
け
る
を
は
な
つ
浪
そ
は
か
な
き

＊
（
書
）
は
（
明
）
が
書
き
改
め
た
最
初
の
案
（
思
ひ
を
し
ら
て
）
を
採
用
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×

＊
（
静
）
は
「
思
を
し
ら
て
」
の
「
を
し
ら
て
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
こ
そ
あ
れ
」
と
傍
書
。
先
祖

返
り
か
。（
大
）・（
明
）
と
同
じ
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津　
　
　
　
　
　
　
　

波　

か
な
し
き

＊
（
内
）
は
「
お
も
ひ
を
し
ら
て
」
と
（
国
）
と
一
致
す
る
も
の
の
、
末
句
が
「
か
な
し
き
」

と
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

う
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
し
き

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。
結
句
は
「
か
な
し
き
」

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　

島　

津　
　
　
　
　
　
　
　

波

＊
（
続
）
は
「
は
か
な
き
」
に
「
か
な
し
き
イ
」
と
傍
書
。「
お
も
ひ
を
し
ら
て
」
と
合
わ
せ

て
、
異
本
は
（
内
）・（
国
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　

津　
　
　
　
　
　
　
　

波

＊
（
続
書
）
は
「
は
か
な
き
」
に
「
か
な
し
き
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　

津　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　

」

（
伊
）　　
　
　
　
　

紅　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　

紅　

葉　

に
し
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
し
き　
　
　
　
　
　
　
　

い
と　

し
く
れ

（
書
）　　
　
　
　
　

紅　

葉　

に
し
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　

か
せ　
　
　
　
　

に
し
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　

見

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ

（
内
）　　
　

か
せ　

紅　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
神
1
）　　
　
　
　

紅　

葉　

に
し
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
続
）　　
　

か
せ　

紅　

葉　
　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
続
書
）　　

か
せ　

紅　

葉　
　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

」

（
続
内
）　　

か
せ　

紅　

葉　
　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
神
2
）　　

か
せ　

紅　

葉　
　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

」

七
十
八
番
左　

鵜
河

（
ノ
）　　
　
　
　

川

（
国
）　　

魚　

の
す
む
思
ひ
を
し
ら
て　

嶋　

つ
鳥
い
け
る
を
は
な
つ
浪
そ
は
か
な
き

＊
（
国
）
は
（
明
）
が
訂
正
後
「
お
も
ひ
こ
そ
あ
れ
」
と
あ
る
の
を
、「
思
ひ
を
し
ら
て
」
と

作
る
。
こ
れ
が
最
終
形
態
だ
ろ
う
。

（
大
）　　

舟
出
す
る
心
に
い
か
に
鵜
か
ひ
も
り
く
ら
き
に
入
も
篝　
　

火
の
か
け
」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
こ
そ
あ
れ
嶋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

＊
（
ノ
）
は
こ
こ
で
は
（
大
）
系
の
本
文
「
舟
て
す
る
」
を
と
っ
て
い
な
い
。（
ノ
）
が
見
た

（
大
）
系
の
本
文
は
「
こ
そ
あ
れ
」
を
も
つ
「
静
」
系
の
本
文
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
重
要
な
用
例
で
あ
る
。

（
彰
）　　

舟
出
す
る
心
に
い
か
に
鵜
か
ひ
も
り
く
ら
き
に
入
も
か
ゝ
り
火
の
影

（
明
）　　

舟
て
す
る
心
に
い
か
に
鵜
飼　

守　

く
ら
き
に
入
も
篝　
　

火
の
か
け

＊
（
明
）
は
こ
れ
に
線
を
引
い
て
削
除
、
新
た
な
和
歌
を
傍
書
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
1
）　

た　
　

見　
　

も
年　

ふ
る
庭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
か
た

＊
（
神
1
）
は
「
も
年
ふ
る
」
が
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　

た　
　
　
　
　

も
と
し
ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
か
た

（
続
書
）　

た　
　
　
　
　

も
と
し
ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
か
た

（
続
内
）　

た　
　
　
　
　

も
と
し
ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
か
た

（
神
2
）　

た　
　
　
　
　

も
と
し
ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
か
た

七
十
九
番
左　

更
衣
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

は
衣　
　

の
う
す
き
に
か
へ
て
人
こ
と
に
天
に
す
む
世
の
夏
は
き
に
け
り
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住

（
ノ
）　　

羽

（
彰
）

（
明
）　　

羽
衣　
　

の
う
す
き
に
か
へ
て
人
こ
と
に
天
に
住　

世
の
夏
は
き
に
け
り

（
伊
）　　

羽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住

（
島
）　　
　

こ
ろ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住

（
祐
）　　

羽
こ
ろ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住

（
書
）　　

羽

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来

＊
（
三
）
は
「
か
へ
す
」
の
「
す
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
て
」
と
傍
書
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　

羽

（
神
1
）　

羽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎　

に　
　
　
　
　
　
　
　

来

（
続
）　　

は
こ
ろ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎　

に　
　
　
　
　
　
　
　

来

（
続
書
）　

は
こ
ろ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎　

に　
　
　
　
　
　
　
　

来

（
続
内
）　

は
こ
ろ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎　

に　
　
　
　
　
　
　
　

来

（
神
2
）　

は
こ
ろ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎　

に　
　
　
　
　
　
　
　

来

（
神
2
）　　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　

津　
　
　
　
　
　
　
　

波

右　

庭
上
雪
」（
ノ
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

な
れ
も
み
よ
雪
に
か
た
ふ
く
庭
の
松
つ
も
れ
は
人
の
老
の
姿　
　

を

＊
他
本
「
た
れ
（
誰
）」
と
す
る
も
、（
国
）
は
「
な
れ
」
と
す
る
。
最
終
形
態
か
。
こ
ち
ら
の

方
が
和
歌
と
し
て
よ
い
。「
な
れ
」
と
呼
び
か
け
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

（
彰
）　　

た
れ　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
か
た

（
大
）　　

誰

（
ノ
）　　

誰　
　

見　
　

も

＊
（
ノ
）
は
「
雪
も
」
と
作
る
。「
雪
も
」
型
は
（
三
）・（
神
1
）・（
内
）・（
群
）
系
。

（
明
）　　

た
れ
も
み
よ
雪
に
か
た
ふ
く
庭
の
松
つ
も
れ
は
人
の
老
の
姿　
　

を

（
伊
）　　

た

（
島
）　　

た

（
祐
）　　

た　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
か
た

（
書
）　　

た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
か
た

（
三
）　　

た　
　
　
　
　

も
年　

ふ
る
庭
■
■

＊
（
三
）
は
（
神
1
）・（
内
）・（
群
）
系
と
同
じ
く
、「
雪
も
年
ふ
る
」
と
作
る
。
■
■
は
判

読
不
能
。
他
本
は
「
の
松
」。

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
な
れ
も
み
よ
雪
に
か
た
ふ
く
」
に
傍
線
を
引
い
て
消
し
「
た
れ
も
み
よ
雪
に
か

た
ふ
く
」
と
傍
書
。
但
し
、「
雪
に
と
し
ふ
る
」
と
も
書
き
、「
と
し
ふ
る
」
に
傍
線
を
引
い
て

消
す
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
本
文
「
な
れ
も
み
よ
」（
国
）、「
た
れ
も
み
よ
」

（
大
・
明
）、「
と
し
ふ
る
」（
内
・
続
）
が
こ
こ
に
現
れ
る
。（
静
）
は
大
・
明
系
に
戻
る
。

（
内
）　　

誰　
　

見　
　

も
年　

ふ
る
庭　
　

積　

れ

＊
（
内
）
は
「
誰
」
と
し
て
古
本
の
形
態
を
有
し
つ
つ
も
、
他
本
「
雪
に
か
た
ふ
く
」
と
あ
る

の
に
「
雪
も
年
ふ
る
」
と
作
る
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

浅　

間　
　
　

木
の
葉　

払　

ふ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

浅　

間　
　
　

木
の
葉　

払　

ふ

八
十
番　

左　

夜
橘
（
神
1
）

（
国
）　　

木　

間
よ
り
も
る
影　

匂　

ふ
橘　
　

に
天
津
袖　

し
る
月
の
宮　

人

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
ノ
）　　
　

の
ま　
　
　
　
　
　

に
ほ
ふ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
に
ほ
ふ
立　

花

（
明
）　　

木
の
ま
よ
り
も
る
影　

匂　

ふ
橘　
　

に
天
津
袖　

し
る
月
の
宮　

人

（
伊
）　　
　

の
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　

の
ま　
　
　
　

か
け
に
ほ
ふ

（
祐
）　　
　

の
ま　
　
　
　

か
け
に
ほ
ふ
た
ち
花　
　
　

そ
て

（
書
）　　
　

の
ま　
　
　
　
　
　

に
ほ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
匂　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ふ

（
神
1
）　　

の
ま　
　
　
　
　
　

に
ほ
ふ

（
続
）　　
　

の
ま　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
ひ
と

（
続
書
）　　

の
ま　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
ひ
と
」

（
続
内
）　　

の
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
ひ
と
」

（
神
2
）　　

の
ま　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
ひ
と
」

右　

氷
初
結
」（
彰
）

（
国
）　　

今
朝
み
れ
は
暁　
　
　

を
き
の
花
棚　

に　

雫　
　

も
こ
ほ
る
あ
か
の
水
か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く　

氷　

る
あ
か
の

＊
（
大
）
は
「
暁
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
あ
か
」
と
傍
書
。

右　

落
葉
風

（
国
）　　

遠
近　

や
い
つ
れ
を
み
る
も
あ
さ
ま
山
冬
は
木　

葉
を
は
ら
ふ
嵐　
　

に

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
は

（
彰
）　　
　

こ
ち

（
明
）　　

遠
近　

や
い
つ
れ
を
み
る
も
あ
さ
ま
山
冬
は
木　

葉
を
は
ら
ふ
嵐　
　

に

＊
（
明
）
は
「
冬
は
」
の
「
は
」
は
傍
書
。

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

（
内
）　　
　
　

に
木
の
は
み
た
れ
て
し
な
の
路
や
山
を
あ
さ
ま
に
な
す
嵐
哉

＊
（
内
）
は
二
句
め
以
降
「
あ
さ
ま
」「
嵐
」
は
あ
る
が
、
独
自
本
文
に
し
て
い
る
。

（
神
1
）　　
　

に
木　

葉
み
た
れ
て
信　

濃
ち
や
山
を
あ
さ
ま
に
な
す
嵐
か
な

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

間　
　
　

木
の
葉　

払　

ふ

＊
（
続
）
は
「
遠
近
」
以
後
「
に
こ
の
は
み
た
れ
て
信
濃
路
や
山
を
あ
さ
ま
に
な
す
あ
ら
し
か

な
イ
」
を
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

浅　

間　
　
　

木
の
葉　

払　

ふ

＊
（
続
書
）
は
「
遠
近
」
以
後
「
に
こ
の
は
み
た
れ
て
信
濃
路
や
山
を
あ
さ
ま
に
な
す
あ
ら
し

か
な
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
文
。
傍
書
「
こ
の
」
に
「
は
」
と
傍
書
。
こ
の
意
味
は

不
明
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
大
）　　
　
　
　
　

な　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も
今
朝

（
ノ
）　　
　
　
　
　

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　

な

（
明
）　　

か
す
ま
し
な
旅　

た
つ
春
の
夏　

衣　
　

今
朝
は
い
か
な
る
色
に
か
ふ
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　

な

（
島
）　　
　
　
　
　

な　
　
　
　
　
　

な
つ　
　
　

今
朝

（
祐
）　　
　
　
　
　

な
た
ひ　
　
　
　

な
つ
こ
ろ
も
今
朝

（
書
）　　
　
　
　
　

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　
　

な

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　

な

＊
（
静
）
も
「
か
す
ま
し
な
」
と
す
る
。（
国
）
系
の
最
終
段
階
前
の
本
文
に
拠
る
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　

な

＊
（
内
）
は
夏
に
「
別
本
」
と
傍
書
。

（
神
1
）　　
　
　
　

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）　　
　
　
　
　

な

（
続
書
）　　
　
　
　

な

（
続
内
）　　
　
　
　

な

（
神
2
）　　
　
　
　

な

右　

時
雨
告
冬
」（
国
）（
静
）（
三
）

（
国
）　　

世
に
吹　

や
な
た
の
塩　

風　

冬　

の
き
て
さ
ら
に
い
か
ま
も
な
き
時　

雨
哉

＊
（
国
）
は
他
本
「
い
と
ま
」
を
「
い
か
ま
」
と
作
る
。
た
だ
し
、「
と
」
を
書
こ
う
と
し
て

間
違
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。「
い
か
ま
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
誤
写
と
み
た

い
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ
か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く　

氷　

る

＊
（
ノ
）
は
「
暁
お
き
」
で
（
大
）
と
同
一
表
記
。

（
彰
）

（
明
）　　

今
朝
み
れ
は
暁　
　
　

を
き
の
花
棚　

に　

し
つ
く
も
こ
ほ
る
あ
か
の
水
哉
」

 

（
三
九
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　

あ
か
つ
き　
　
　
　
　
　
　

」
し
つ
く

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

あ
か
つ
き　
　
　
　

た
な　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
静
）
は
「
う
ほ
る
」
の
「
う
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
こ
」。
同
筆
か
。

（
内
）　　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く　

氷　

る　
　
　
　

哉

（
神
1
）　

け
さ
見　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

起　

の　

た
な

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

起　

の　

た
な

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

起　

の　

た
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

起　

の　

た
な

八
十
一
番
左　

行
路
夏
衣
」（
大
）

（
国
）　　

か
す
ま
し
る
旅　

た
つ
春
の
夏　

衣　
　

け
さ
は
い
か
な
る
色
に
か
ふ
ら
ん

＊
（
国
）
は
他
本
「
か
す
ま
し
な
」（「
か
す
ま
じ
な
」、「
霞
ま
じ
な
」
か
）
と
す
る
の
に
、

「
か
す
ま
し
る
」（
か
す
ま
じ
る
」「
霞
ま
じ
る
」）
と
作
る
。「
か
す
ま
じ
な
」
は
正
徹
に
あ
る
。

正
徹
の
語
彙
を
取
る
の
が
正
広
だ
か
ら
、
こ
こ
は
「
か
す
ま
し
な
」
と
し
た
い
が
、
意
味
的
に

考
え
て
、「
い
か
な
る
色
に
か
ふ
ら
ん
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
か
す
ま
し
る
」
の

方
が
よ
い
。
最
終
形
態
か
。
新
編
国
歌
大
観
は
「
か
ず
ま
じ
る
」
と
読
む
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
書
）　　
　
　

故

（
三
）

（
内
）

（
神
1
）

（
静
）

（
続
）　　
　
　

故

（
続
書
）　　
　

故

（
続
内
）　　
　

故

（
神
2
）　　
　

故

（
国
）　　

な
に
は
か
た
古　

き
都　
　

に
開　

や
こ
の
声　

を
花
な
る
ほ
と
ゝ
き
す
か
な

（
大
）　　

難　

波　
　

ふ
る　
　
　
　
　

さ
く　

此　
　
　
　
　
　
　

郭　
　
　

公
哉

（
ノ
）　　

難　

波　
　

ふ
る　
　
　
　
　

さ
く　

此　

こ
ゑ

（
彰
）　　

難　

波　
　

ふ
る　
　
　
　
　

咲　

や
此

（
明
）　　

難　

波
か
た
ふ
る
き
都　
　

に
さ
く
や
此　

声　

を
花
な
る
郭　
　
　

公
哉

（
伊
）　　

難　

波　
　

ふ
る　
　
　
　
　

さ
く　

此　
　
　
　
　
　
　

郭　
　
　

公
哉

（
島
）　　

難　

波　
　

ふ
る　
　
　
　
　

さ
く　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　

難　

波　
　

ふ
る　

み
や
こ　

さ
く　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　

難　

波　
　

ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　

此　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　

ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　

此　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　

ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　

此　
　
　
　
　
　
　

郭　
　
　

公
哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　

ふ
る　
　
　
　
　

咲　

や
此　

こ
ゑ　
　
　
　

時　
　
　

鳥

（
神
1
）　

難　

波　
　

ふ
る　
　
　
　
　

さ
く　

此　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
）　　
　
　
　

潟　

ふ
る　
　
　
　
　

さ
く　

こ
の
こ
ゑ　
　
　
　

郭　
　
　

公

（
続
書
）　　
　
　

潟　

ふ
る　
　
　
　
　

さ
く　

こ
の
こ
ゑ　
　
　
　

郭　
　
　

公

（
続
内
）　　
　
　

潟　

ふ
る　
　
　
　
　

さ
く　

こ
の
こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

（
神
2
）　　
　
　

潟　

ふ
る　
　
　
　
　

さ
く　

こ
の
こ
ゑ　
　
　
　

郭　
　
　

公

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

世
に
吹　

や
な
た
の
し
ほ
風　

冬　

の
き
て
さ
ら
に
い
と
ま
も
な
き
時　

雨
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ
か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　

し
く
れ

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ
か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ
か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
神
1
）　　
　

ふ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
続
）　　
　
　
　
　
　

灘　

の　
　
　
　

ふ
ゆ　

来　
　
　
　
　

と

（
続
書
）　　
　
　
　
　

灘　

の　
　
　
　

ふ
ゆ　

来　
　
　
　
　

と

（
続
内
）　　
　
　
　
　

灘　

の　
　
　
　

ふ
ゆ　

来　
　
　
　
　

と

（
神
2
）　　
　
　
　
　

灘　

の　
　
　
　

ふ
ゆ　

来　
　
　
　
　

と

八
十
二
番
左　

古
郷
郭
公

（
国
）

（
大
）

（
ノ
）

＊
（
ノ
）
＝
（
大
）。

（
彰
）

（
明
）　　
　
　

故

（
伊
）　　
　
　

故

（
島
）　　
　
　

故

（
祐
）　　
　
　

故
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
大
）　　
　
　

×

（
ノ
）　　
　
　

×

（
彰
）　　
　

×
×

＊
（
彰
）
の
題
は
「
五
月
雨
」。

（
明
）　　
　
　

×

（
伊
）　　
　
　

×

（
島
）　　
　
　

×

（
祐
）　　
　
　

×

（
書
）　　
　
　

×

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
同
じ
。

（
内
）　　
　
　

×

（
神
1
）　　
　

×

（
続
）　　
　
　

×

（
続
書
）　　
　

×

（
続
内
）　　
　

×

（
神
2
）　　
　

×

（
国
）　　

あ
さ
き
江
に
捨　

た
る
舟
の
す
に
ゐ
る
も
う
か
ふ
道　

あ
る
五
月
雨
の
比

（
大
）　　

浅　

き　
　

す
て

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

す
て

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

す
て

（
明
）　　

あ
さ
き
江
に
す
て
た
る
船
の
す
に
ゐ
る
も
う
か
ふ
道　

あ
る
五
月
雨
の
こ
ろ
」

 

（
四
〇
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

す
て　
　

船　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ

右　

杣
寒
月
」（
神
1
）（
彰
）

（
国
）　　

吹
み
た
す
杣　

山　

風　

は
さ
え
の
ほ
る
月
を
と
ふ
さ
の
木　

間
も
る
か
け

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま

（
明
）　　

吹
み
た
す
杣　

山　

風　

は
さ
え
の
ほ
る
月
を
と
ふ
さ
の
木
の
ま
も
る
か
け

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま

（
祐
）　　
　
　
　
　

そ
ま
や
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　

す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま　
　

影

＊
（
内
）
は
他
本
「
さ
え
の
ほ
る
」
を
「
す
み
の
ほ
る
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　

す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冴　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま　
　

影

＊
（
続
）
は
「
冴
」
に
「
す
み
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冴　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま　
　

影
」

＊
（
続
書
）
は
「
も
る
」
の
誤
読
を
お
そ
れ
て
ミ
セ
ケ
チ
「
も
る
」
と
傍
書
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冴　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま　
　

影

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冴　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま　
　

影

八
十
三
番
左　

江
上
五
月
雨
」（
内
）

（
国
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
明
）　　

ふ
り
つ
も
る
山　

こ
そ
あ
ら
め
鈴　

舟　

も
浪
に
雪
こ
す
す
ま
の
浦　

か
せ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ま

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
ふ
ね　
　
　
　
　
　
　

す
ま　

う
ら
か
せ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　

鈴
ふ
ね　
　
　
　
　
　
　

す
ま　

う
ら

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ま　

う
ら　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ま　

う
ら

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
か
せ
」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船　
　

波　
　
　
　

す
ま　
　
　

か
せ

（
神
1
）　

降　

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ま

（
続
）　　

降　

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ま

（
続
書
）　

降　

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ま

（
続
内
）　

降　

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
磨　

う
ら

（
神
2
）　

降　

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

錫　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ま

八
十
四
番
左　

新
樹
露
」（
大
）（
島
）（
祐
）（
ノ
）

（
国
）　　

誰　

か
き
る
山　

は
緑　
　

の
雲
の
袖　

さ
月
の
玉　

を
か
く
る
朝　

つ
ゆ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露

＊
（
ノ
）
は
「
誰
」
で
（
大
）
と
同
一
表
記
。

（
彰
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
露

（
明
）　　

た
れ
か
き
る
山　

は
み
と
り
の
雲
の
袖　

さ
月
の
玉　

を
か
く
る
朝　

露

（
伊
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露

（
島
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露

（
祐
）　　

た
れ　
　
　

や
ま　

み
と
り　
　
　

そ
て　
　
　

た
ま　
　
　
　

あ
さ
露

（
書
）　　

た
れ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
つ
ゆ

（
島
）　　
　
　
　
　
　

す
て　
　

船
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ

＊
（
島
）
は
「
船
を
」
と
す
る
。
誤
写
か
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

す
て　
　

船　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち　
　
　
　
　
　

こ
ろ

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
写
し
て
い
る
が
、「
船
を
」
は
文
脈
上
お
か
し
い
の
で
、
正
し
く
「
の
」

に
変
え
た
か
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち　
　
　
　
　
　

こ
ろ

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
国
）、
お
そ
ら
く
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
雨
×
比

＊
（
静
）
は
「
五
月
雨
比
」
で
「
の
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
脱
字
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船　
　
　
　
　
　
　
　
　

時

＊
（
内
）
は
他
本
「
う
か
ふ
道
」
と
あ
る
の
を
「
う
か
ふ
時
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　

浅　

き　
　
　
　
　
　
　
　

洲

＊
（
続
）
は
「
道
」
に
「
と
き
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　

浅　

き　

の　
　
　
　
　
　

洲

＊
（
続
書
）
は
「
浅
き
江
の
」
と
つ
く
る
。「
道
」
に
「
と
き
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　

浅　

き　

の　
　
　
　
　
　

洲

（
神
2
）　

浅　

き　

の　
　
　
　
　
　

洲

右　

駅
路
雪
」（
内
）

（
国
）　　

ふ
り
つ
も
る
山　

こ
そ
あ
ら
め
す
ゝ
舟　

も
浪
に
雪
こ
す
須
磨
の
浦　

風
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ま　

う
ら
か
せ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ま　
　
　

か
せ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ま　

う
ら
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
国
）　　

秋
は
い
ぬ
誰　

す
め
と
て
か
古　

郷　

を
落　

葉
に
か
こ
ふ
冬
の
き
ぬ
ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

ふ
る　
　
　
　
　

は

（
ノ
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち

（
彰
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち

（
明
）　　

秋
は
い
ぬ
た
れ
す
め
と
て
か
故　

郷　

を
お
ち
葉
に
か
こ
ふ
冬
の
き
ぬ
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

故　
　
　
　

お
ち

（
島
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と　

お
ち

（
祐
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と　

お
ち

（
書
）　　
　
　
　
　

た
れ

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　

た
れ

（
内
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち

（
神
1
）　　
　
　
　

た
れ

（
続
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

故

（
続
書
）　　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

故

（
続
内
）　　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

故

（
神
2
）　　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

故

八
十
五
番
左　

嶋
蛍
」（
神
1
）

（
国
）　　

こ
と
問　

む
闇　

ち
を
照　

す
種　

や
是　

蛍
を
浪
に
ま
き
の
嶋　

人

（
大
）　　

事　

問　

ん
や
み
路　

て
ら
す　
　
　

こ
れ

（
ノ
）　　
　
　

ゝ
は　

や
み
路　
　
　
　

た
ね　

こ
れ

（
彰
）　　
　
　

ゝ
は　

や
み　
　

て
ら
す
た
ね　

こ
れ

（
明
）　　

こ
と
ゝ
は
む
や
み
ち
を
照　

す
た
ね
や
こ
れ
蛍
を
浪
に
ま
き
の
嶋　

人

（
伊
）　　
　
　

ゝ
は　

や
み　
　
　
　
　

た
ね　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　

五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　

五　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
露

（
続
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　

五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露

（
続
書
）　

た
れ　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　

五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露

（
続
内
）　

た
れ　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　

五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
」

（
神
2
）　

た
れ　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　

五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露

右　
　
　

古
郷
初
冬
」（
三
）（
彰
）

（
国
）

（
大
）

（
ノ
）

（
彰
）

（
明
）

（
伊
）　　

故

（
島
）

（
祐
）

（
書
）　　

故

（
三
）

（
静
）

（
内
）

（
神
1
）

（
続
）　　

故

（
続
書
）　

故

（
続
内
）　

故

（
神
2
）　

故
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
静
）

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　

か
せ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
辺　
　

む
ら　
　
　
　
　

降　

時

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
辺　
　

む
ら　
　
　
　
　

降　

時

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
辺　
　

む
ら　
　
　
　
　

降　

時　
　

哉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
辺　
　

む
ら　
　
　
　
　

降　

時

八
十
六
番
左　

納
涼
」（
国
）（
静
）

（
国
）　　

つ
く
は
山　

吹
こ
す
風　

に
涼　

し
さ
も
嶺　

よ
り
お
つ
る
み
な
の
河　

な
み

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

＊
「
風
に
」
で
は
な
く
（
大
）
は
「
風
も
」
と
す
る
。
誤
写
か
。
意
味
的
に
は
「
に
」
を
よ
し

と
す
る
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

＊
（
ノ
）
は
（
大
）
と
異
な
り
「
風
に
」
と
作
る
。
他
本
に
よ
る
か
。

（
彰
）　　

筑　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　

川

（
明
）　　

つ
く
は
山　

吹
こ
す
風　

に
涼　

し
さ
も
嶺　

よ
り
お
つ
る
み
な
の
川　

浪

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川　

浪

＊
（
伊
）
は
（
明
）
を
写
す
際
に
「
み
な
の
河
」
を
「
み
な
月
」
と
一
旦
写
し
、「
月
」
を
ミ

セ
ケ
チ
に
し
て
「
の
」
を
置
く
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川　

な
み

（
祐
）　　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　
　

す
ゝ
し　
　

み
ね　
　
　
　
　
　
　
　

川　

な
み

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川　

浪

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
は

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
は

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波
」

（
島
）　　
　
　

ゝ
は　

や
み　
　

て
ら
す
た
ね　

こ
れ

（
祐
）　　
　
　

ゝ
は　

や
み　
　

て
ら
す
た
ね　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　

し
ま

（
書
）　　
　
　

ゝ
は
む
や
み
路　

て
ら
す　
　
　

こ
れ

＊
（
書
）
は
「
て
ら
せ
」
の
「
せ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
す
」。
同
筆
か
。

（
三
）　　
　
　

ゝ
は
ん
や
み
路

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　

ゝ
は
ん
や
み
路

（
内
）　　
　
　

ゝ
は
ん　
　

路　
　
　
　

た
ね　

こ
れ　
　

波

（
神
1
）　　
　

ゝ
は　

や
み
路　

て
ら
す
た
ね

（
続
）　　

事　

と
は　
　
　

路　

て
ら
す
た
ね　

こ
れ　
　

波　

槙　
　

島

（
続
書
）　

事　

と
は　
　
　

路　

て
ら
す
た
ね　

こ
れ　
　

波　

槙　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

事　

と
は　
　
　

路　

て
ら
す
た
ね　

こ
れ　
　

波　

槙

（
神
2
）　

事　

と
は　
　
　

路　

て
ら
す
た
ね　

こ
れ　
　

波　

槙　
　
　
　
　

」

右　

初
冬
雨

（
国
）　　

冬
き
ぬ
と
風　

も
な
ら
し
の
岡
の
へ
に　

村　

雲　

か
け
て
ふ
る
時　

雨
か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　

し
く
れ
か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
明
）　　

冬
き
ぬ
と
風　

も
な
ら
し
の
岡
の
へ
に　

村　

雲　

か
け
て
降　

時　

雨
哉
」

 

（
四
〇
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
む
ら
く
も　
　
　

降

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
む
ら
く
も　
　
　
　
　

し
く
れ
哉

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
内
）　　
　
　

上　

の　
　
　
　
　
　

き
り
〳
〵
す

（
神
1
）　　
　

上　

の　
　
　
　
　
　

き
り
〳
〵
す　
　
　
　
　
　

お
も

（
続
）　　
　
　

上　

の

（
続
書
）　　
　

上　

の

（
続
内
）　　
　

上　

の

（
神
2
）　　
　

上　

の

八
十
七
番　

左　

橋
蛍
」（
大
）

（
国
）　　

天
の
川
星　

の
思　

ひ
の
蛍　
　

か
も
夏
に
も
わ
た
せ
か
さ
ゝ
き
の
は
し

＊
私
家
集
大
成
は
「
里
」
と
読
ん
で
い
る
が
、「
星
」
で
よ
い
。

（
大
）　　

天
×
河　
　
　
　
　

×　

ほ
た
る

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋

（
彰
）　　

天
×
河
ほ
し　
　
　
　
　

ほ
た
る

（
明
）　　

天
の
川
星　

の
思　

ひ
の
蛍　
　

か
も
夏
に
も
わ
た
せ
か
さ
ゝ
き
の
は
し

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

ほ
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　

ほ
し　

お
も
ひ　

ほ
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　
　

×　
　
　
　

お
も
ひ

（
三
）　　
　
　

河　
　
　
　
　

×

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

＊
（
静
）
は
「
星
の
光
」
の
「
光
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
思
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。

（
内
）　　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　

ほ
た
る

（
神
1
）　　
　
　

ほ
し

（
続
）　　
　
　

河　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
鵲　
　
　

の

＊
（
続
）
は
「
わ
た
る
」
の
「
る
」
に
「
せ
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
他
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　

河　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
鵲　
　
　

の

＊
（
内
）
は
（
大
）
と
同
じ
く
「
風
も
」
と
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
す
ゝ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　

浪

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
「
風
も
」。

（
続
）　　

筑　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落　

る　
　
　

河　

か
な

＊
（
続
）
は
「
河
か
な
」
の
「
か
な
」
に
「
な
み
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
他
と
同
じ
。

（
続
書
）　

筑　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落　

る　
　
　

河　

か
な

＊
（
続
書
）
は
「
河
か
な
」
の
「
か
な
」
に
「
な
み
」
と
傍
書
。（
内
）
他
と
同
文
。

（
続
内
）　

筑　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落　

る　
　
　

河　

か
な
」

（
神
2
）　

筑　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落　

る　
　
　

河　

か
な

右　

神
楽
」（
彰
）

（
国
）　　

雲
の
う
へ　

庭
火
に
よ
る
の
蛬　
　
　
　

う
た
へ
と
秋
の
面　

影　

も
な
し

＊
他
本
「
上
の
」
と
す
る
も
、（
国
）
は
「
う
へ
」
で
終
え
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
か
け

（
ノ
）　　
　
　

上　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　

上　

の　
　
　
　
　
　

き
り
〳
〵
す　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
明
）　　

雲
の
上　

の
庭
火
に
よ
る
の
蛬　
　
　
　

う
た
へ
と
秋
の
面　

影　

も
な
し

（
伊
）　　
　
　

上　

の

（
島
）　　
　
　

上　

の　
　
　
　
　
　

き
り
〳
〵
す

（
祐
）　　
　
　

上　

の　
　
　
　
　
　

き
り
〳
〵
す　
　
　
　
　
　

お
も
か
け

（
書
）　　
　
　

上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
か
け　
　
　

」

（
三
）　　
　
　

上　
　

庭

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）「
雲
の
上
庭
火
」
と
す
る
本
文
。

（
静
）

＊
（
静
）
は
、「
う
へ
○
庭
」
の
○
に
「
の
」
と
傍
書
、「
蛬
こ
た
へ
」
の
「
こ
」
に
ミ
セ
ケ
チ

「
う
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
神
2
）　　
　

宇
治　

た
れ　

網　

代　

守　

身　
　

お
も
ひ
の　
　
　

そ
れ　
　
　
　
　

」

八
十
八
番
左　

首
夏　

雲

（
国
）

＊
（
国
）
が
ど
う
し
て
「
朝
」
を
抜
か
し
た
の
か
は
不
明
。
単
な
る
ミ
ス
か
。

（
大
）　　
　

首
夏
朝
雲

（
ノ
）　　
　

首
夏
朝
雲

（
彰
）　　
　

首
夏
朝
雲

（
明
）　　
　

首
夏
朝
雲

（
伊
）　　
　

首
夏
朝
雲

（
島
）　　
　

首
夏
朝
雲

（
祐
）　　
　

首
夏
朝
雲

（
書
）　　
　

首
夏
朝
雲

（
三
）　　
　

首
夏　

雲

（
静
）　　
　

首
夏
朝
雲

＊
（
静
）
は
「
首
夏
雲
」
の
「
夏
」「
雲
」
の
間
に
〇
を
し
て
「
朝
」
を
傍
書
。（
大
）・（
ノ
）

系
を
見
て
変
え
た
か
。

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　

首
夏
朝
雲

（
神
1
）　　

首
夏
朝
雲

（
続
）　　
　

首
夏
朝
雲

（
続
書
）　　

首
夏
朝
雲

（
続
内
）　　

首
夏
朝
雲

（
神
2
）　　

首
夏
朝
雲

（
国
）　　

夏
き
ぬ
と
あ
く
れ
は
誰　

も
衣　

笠　

や
日
影　

に
薄　

き
雲
そ
か
ゝ
れ
る
」

＊
（
国
）
は
他
本
「
薄
く
」
と
あ
る
の
を
「
薄
き
」
と
作
る
。「
薄
き
雲
」
が
か
か
っ
て
い
る

＊
（
続
書
）（
は
「
わ
た
る
」
の
「
る
」
に
「
せ
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　

河　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
鵲　
　
　

の

（
神
2
）　　
　

河　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
鵲　
　
　

の

＊
（
続
）
系
は
本
来
「
わ
た
る
」
だ
と
思
わ
れ
る
。

右　

網
代
」（
神
1
）（
三
）

（
国
）　　

世
を
う
ち
に
誰　

も
あ
し
ろ
を
も
る
身
哉　

思　

ひ
の
か
ゝ
り
其　

も
か
は
ら
て

（
大
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

（
ノ
）　　
　
　

宇
治　

た
れ　

網　

代　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　

そ
れ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ

（
明
）　　

世
を
宇
治
に
た
れ
も
網　

代
を
も
る
身
哉　

思　

ひ
の
篝　
　

そ
れ
も
か
は
ら
て

（
伊
）　　
　
　

宇
治　

た
れ　

網　

代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篝　
　

そ
れ　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　

宇
治　

た
れ　

網　

代　
　
　
　

い　

お
も
ひ　

篝　
　

そ
れ

＊
（
島
）
が
ど
う
し
て
「
哉
」
を
「
い
」
と
し
た
の
か
は
不
明
。
哉
の
略
体
字
か
。

（
祐
）　　
　
　

宇
治　

た
れ　

網　

代　
　
　
　

か
な
お
も
ひ　
　
　
　

そ
れ

＊
（
島
）
を
見
た
（
祐
）
は
文
脈
上
、「
い
」
を
「
か
な
」
と
直
し
た
か
。

（
書
）　　
　
　

宇
治　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
お
も
ひ　
　
　
　

そ
れ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な　
　

×

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　

そ
れ

＊
（
静
）
は
「
无
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
そ
の
」
と
傍
書
。
お
そ
ら
く
「
其
」
と
書
こ
う
と
し
て
書

き
損
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
筆
。

（
内
）　　
　
　

宇
治　

た
れ　

網　

代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ

（
神
1
）　　
　

宇
治　
　
　
　

網　

代　

守　

身　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ

（
続
）　　
　
　

宇
治　

た
れ　

網　

代　

守　

身　
　

お
も
ひ
の
篝　
　

そ
れ

（
続
書
）　　
　

宇
治　

た
れ　

網　

代　

守　

身　
　

お
も
ひ
の　
　
　

そ
れ　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　

宇
治　

た
れ　

網　

代　

守　

身　
　

お
も
ひ
の　
　
　

そ
れ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
国
）　　

春
そ
こ
れ
た
く
火
に
あ
ま
た
ま
と
ひ
し
て
心　
　

を
花
に
ひ
ら
く
盃

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か
月

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か
つ
き

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か
つ
き

（
明
）　　

春
そ
こ
れ
た
く
火
に
あ
ま
た
ま
と
ひ
し
て
心　
　

を
花
に
ひ
ら
く
さ
か
月

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か
月

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

さ
か
月

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

さ
か
つ
き

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か
月

（
三
）　　
　
　

是

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　

是

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰　

も
ま　

ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盞

＊
（
内
）
は
他
本
「
あ
ま
た
ま
と
ひ
」
を
「
誰
も
ま
と
ゐ
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
も　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　

春

＊
（
神
1
）
は
「
た
れ
も
」
は
（
内
）
と
同
文
。
但
し
、「
春
に
ひ
ら
く
」
と
い
う
独
自
文
が

あ
る
。「
春
」
は
重
複
で
あ
り
、
書
き
損
じ
か
。

（
続
）　　
　
　
　
　

焼　

火　
　
　
　

円　

ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か
つ
き

＊
（
続
）
は
「
あ
ま
た
」
に
「
た
れ
も
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　

焼　

火　
　
　
　

円　

ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か
つ
き

＊
（
続
書
）
は
「
円
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ゐ
」、
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　
　
　

焼　

火　
　
　
　

円　

ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

し　

さ
か
つ
き

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
ひ
ら
く
」
を
「
ひ
し
く
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　

焼　

火　
　
　
　

円　

ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か
つ
き

八
十
九
番
左　

河
夕
立
」（
島
）（
祐
）

と
こ
ろ
か
、
題
か
ら
「
朝
」
を
は
ず
し
た
か
、
不
明
。
と
ま
れ
、
こ
れ
が
最
終
形
態
ら
し
い
。

（
大
）　　
　

来　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　

う
す
く

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　

う
す
く

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

き
ぬ
か
さ　
　
　
　
　

う
す
く

（
明
）　　

夏
き
ぬ
と
あ
く
れ
は
た
れ
も
き
ぬ
笠　

や
日
影　

に
う
す
く
雲
そ
か
ゝ
れ
る
」

 

（
四
一
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　

う
す
く

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

き
ぬ　
　
　
　

か
け　

う
す
く

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

き
ぬ　
　
　
　

か
け　

う
す
く

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　

う
す
く

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
す
き

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
静
）
は
「
う
す
き
」
の
「
き
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
く
」。
同
筆
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
す
く

（
続
）　　
　
　
　
　

明　

れ　

た
れ　

き
ぬ
か
さ　
　
　
　

も
う
す
く　
　
　

く

＊
（
続
）
は
「
か
け
も
」
の
「
も
」
に
「
に
イ
」、「
か
く
れ
る
」
の
「
く
」
に
「
ゝ
イ
」
と
傍

書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　

明　

れ　

た
れ　

き
ぬ
か
さ　
　
　
　

も
う
す
く

＊
（
続
書
）
に
は
傍
書
な
し
「
か
け
も
」。
独
自
本
文
。（
神
2
）
も
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　
　

明　

れ　

た
れ　

き
ぬ
か
さ　
　
　
　

も
う
す
く　
　
　

く
る
ゝ
」

＊
（
続
内
）
は
末
尾
は
「
か
く
る
ゝ
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
も
あ
る
か
。
独
自
文
と
も
言
え
る
。

（
神
2
）　　
　
　
　

明　

れ　

た
れ　

き
ぬ
か
さ　
　
　
　

も
う
す
く

右　

爐
火
似
春
」（
彰
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

＊
（
国
）
他
本
「
ひ
と
つ
に
」
を
「
ひ
と
つ
の
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

に

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　

こ
ゑ
」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　

か
ら
し

（
明
）　　

冬
の
色
は
草
に
も
木
に
も
む
な
し
く
て
時　

雨
ひ
と
つ
に
木
枯　
　

の
声

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　

か
ら
し　

こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　

の　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　

の

＊
（
静
）
は
「
ひ
と
つ
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」。
同
筆
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
し　

こ
ゑ
」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　

か
ら
し

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　

か
ら
し

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　

か
ら
し

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　

か
ら
し

九
十
番　

左　

夏
草
」（
大
）（
神
1
）

（
国
）　　

鹿　

や
よ
る
さ
ゆ
る
花
開　

夕　

月
夜
ゆ
す
ゑ
か
く
し
て
と
も
す
火
の
か
け

＊
（
国
）
は
「
さ
む
る
」
と
す
る
。
こ
れ
は
正
徹
に
も
あ
る
用
例
。
最
終
形
態
か
。
た
し
か
に

「
る
」
と
し
か
読
め
な
い
が
、
こ
の
「
る
」
の
字
母
は
「
り
」
に
も
似
た
形
で
あ
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

り　

さ
く　
　
　
　

弓
す
ゑ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　

弓　

末

（
伊
）　　
　
　

川

（
国
）　　

天
の
川
水
か
さ
よ
い
か
に
雲　

の
浪　

か
た
野
に
あ
ま
る
夕　

立　

の
声

（
大
）　　
　

×　

み

（
ノ
）　　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
片　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
彰
）　　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

天
の
川
み
か
さ
よ
い
か
に
雲　

の
浪　

片　

野
に
あ
ま
る
夕　

立　

の
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
島
）　　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　

く
も
の
な
み
片　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
祐
）　　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　

く
も
の
な
み　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
た
ち　

こ
ゑ

（
書
）　　
　

×　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
内
）　　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　

く
た
る　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
内
）
は
他
本
「
あ
ま
る
」
を
「
く
た
る
」
と
作
る
。
夕
立
故
の
改
変
か
。
独
自
本
文
。
な

お
、「
夕
立
＋
く
だ
る
」
の
表
現
は
正
徹
・
正
広
に
あ
る
。

（
神
1
）　　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
た
ち　

こ
ゑ

＊
（
続
）
は
「
あ
ま
る
」
に
「
く
た
る
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　

河　
　
　

に　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
た
ち　

こ
ゑ

＊
（
続
書
）
は
「
に
」「
よ
」
を
混
同
し
て
書
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。

（
続
内
）　　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
た
ち　

こ
ゑ

（
神
2
）　　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
た
ち　

こ
ゑ

右　

木
枯

（
国
）　　

冬
の
色
は
草
に
も
木
に
も
む
な
し
く
て
時　

雨
ひ
と
つ
の
木
枯　
　

の
声
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
ノ
）　　
　
　

く
れ　
　
　
　
　
　

あ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
れ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し

＊
（
彰
）
は
「
雪
に
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
よ
」
と
傍
書
。
別
筆
。

（
明
）　　

年
の
く
れ
雲
も
世
に
ふ
る
あ
し
な
み
の
さ
ら
に
ひ
ま
な
き
雪
よ
霰　
　

よ
」

 

（
四
一
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し

（
島
）　　
　
　

く
れ　
　
　
　
　
　

あ
し　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
れ

（
祐
）　　
　
　

く
れ　
　
　
　
　
　

あ
し　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
れ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
国
）、
表
記
同
一
。

（
静
）　　
　
　

く
れ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隙　

な

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し　
　
　

更　

に

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し　
　
　

更　

に

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し　
　
　

更　

に

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し　
　
　

更　

に

九
十
一
番
左　

家
ゝ
納
涼

（
国
）　　

山
ふ
か
く
す
ま
は
や
行　

て
松　

か
本　

谷
に
く
た
れ
は
庭
の
ま
し
水

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
き
て　
　
　

も
と

＊
（
ノ
）
は
他
本
「
行
て
」
と
あ
る
の
に
、「
に
き
て
」
と
作
る
。
そ
の
前
の
「
や
」
に
「
ほ
」

と
傍
書
。
こ
れ
で
よ
む
と
、「
す
ま
は
ほ
に
き
て
」
と
な
る
。
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
か
は
分

か
ら
な
い
。（
ノ
）
の
底
本
か
ら
間
違
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
ん
と
か
意
味
が
通
ず
る

＊
（
ノ
）
は
「
さ
ゆ
る
」
の
「
る
」
に
「
り
歟
」
と
傍
書
。
後
で
（
大
）
系
で
校
訂
か
。
そ
れ

と
も
書
き
損
じ
に
気
づ
い
た
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

り　

さ
く　
　
　
　

弓
す
ゑ

（
明
）　　

鹿　

や
よ
る
さ
ゆ
り
花
さ
く
夕　

月
夜
弓　

末
か
く
し
て
と
も
す
火
の
か
け

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

り　

さ
く　
　
　
　

弓　

末　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

り　
　
　
　
　
　
　

弓　

末　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

り　

さ
く　
　
　
　

弓　

末

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

り　

さ
く
ゆ
ふ　
　

弓　

末

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

り

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
事
な
り
、「
さ
ゆ
り
」
と
作
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

り　

さ
く　
　
　
　

弓　

末

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　

弓　

末　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

＊
（
神
1
）
は
「
さ
ゆ
る
」
と
作
る
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

り　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　

へ

＊
（
続
）
は
他
本
「
か
く
し
て
」
を
「
か
へ
し
て
」
と
作
る
。
も
と
も
と
の
本
文
。

（
続
書
）　

し
か　
　
　
　
　

り　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

し
か　
　
　
　
　

り　

さ
く　
　
　
　
　
　

る　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
内
）
は
「
ゆ
す
る
」
に
「
本
ノ
マ
ヽ
」
と
傍
書
。「
ゆ
す
ゑ
」
で
は
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。

意
味
が
と
れ
な
い
。

（
神
2
）　

し
か　
　
　
　
　

り　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

冬
雲
」（
国
）（
静
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

年
の
暮　

雲
も
世
に
ふ
る
足　

な
み
の
さ
ら
に
ひ
ま
な
き
雪
よ
霰　
　

よ

（
大
）
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（
明
）　　

水
は
み
つ
氷
は
こ
ほ
り
今
朝
み
れ
は
ま
す
田
の
池
の
ま
す
か
た
そ
な
き

（
伊
）　　
　
　

み
つ　
　

こ
ほ
り
今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た

（
島
）　　
　
　

み
つ　
　

こ
ほ
り
今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た

（
祐
）　　
　
　

み
つ　
　

こ
ほ
り　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た

（
書
）　　
　
　

み
つ　
　

こ
ほ
り
今
朝

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

（
内
）　　
　
　

み
つ　
　

こ
ほ
り
今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
朝
見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

益　

田

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

益　

田

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

益　

田

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

益　

田

九
十
二
番
左　

行
路
夏
衣

（
国
）　　

布　

ひ
き
や
滝
津
岩　

ほ
の
苔　

衣　
　

か
へ
ぬ
も
露
の
色　

そ
涼　

し
き

＊
（
国
）
は
他
本
「
露
の
上
」
と
す
る
の
を
「
露
の
色
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　

引　

や　

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　
　

す
ゝ

（
ノ
）　　
　
　

引　

や　

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　
　

す
ゝ

＊
（
ノ
）
＝
（
大
）。

（
彰
）　　
　
　

引　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　
　

す
ゝ

（
明
）　　

布　

引　

や
滝
津
岩　

ほ
の
苔　

衣　
　

か
へ
ぬ
も
露
の
上　

そ
涼　

し
き

（
伊
）　　
　
　

引　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
島
）　　
　
　

引　
　
　
　
　
　
　
　

こ
け
こ
ろ
も　
　
　
　
　
　

上　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　

引　
　
　
　
　
　
　
　

こ
け
こ
ろ
も　
　
　
　
　
　

う
へ　
　
　
　

」

よ
う
に
し
た
か
。「
ほ
」
は
「
帆
」
か
、
ま
さ
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き

（
明
）　　

山
ふ
か
く
す
ま
は
や
行　

て
松　

か
も
と
谷
に
く
た
れ
は
庭
の
ま
し
水

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
か
も
と

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
か
も
と

（
静
）

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

＊
（
三
）
は
「
す
ま
は
ゝ
行
て
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
り

＊
（
内
）
は
末
句
を
「
や
り
水
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　
　
　

や
り

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
（
や
り
水
）。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

＊
（
続
）
は
「
ま
し
」
に
「
や
り
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

＊
（
続
書
）
は
「
ま
し
」
に
「
や
り
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

右　

池
水
半
氷

（
国
）　　

水
は
水　

氷
は
氷　
　

け
さ
み
れ
は
ま
す
田
の
池
の
ま
す
方　

そ
な
き

（
大
）　　
　
　

み
つ

（
ノ
）　　
　
　

み
つ　
　

こ
ほ
り　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
静
）　　

晴

（
内
）　　

晴

（
神
1
）　

晴

（
続
）　　

晴

（
続
書
）　

晴

（
続
内
）　

晴

（
神
2
）　

晴

（
国
）　　

衣
ほ
す
さ
ほ
川
は
れ
て
行　

雲　

の
山
は
み
か
さ
を　

ふ
る
時　

雨
哉
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　

雨

（
ノ
）　　
　
　
　

棹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ
か
な
」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ

（
明
）　　

衣
ほ
す
棹　

川
は
れ
て
行　

雲　

の
山
は
み
か
さ
を　

降　

時　

雨
哉

（
伊
）　　
　
　
　

棹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　
　
　
　

か
な
」

（
島
）　　
　
　
　

棹　
　
　
　
　

ゆ
く
く
も　
　
　
　
　
　
　
　

降　

し
く
れ
か
な

＊
ま
た
丁
合
が
ず
れ
て
い
る
。
次
の
丁
は
九
五
番
右
下
句
か
ら
始
ま
る
。

（
祐
）　　
　
　
　

棹　
　
　
　
　

ゆ
く
く
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ
か
な

（
書
）　　
　
　
　

棹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　

河

＊
（
三
）
＝
（
静
）、「
河
」
以
外
は
（
国
）
も
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
神
1
）　　
　
　

棹

（
続
）　　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ

（
続
書
）　　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　

」

（
続
内
）　　
　
　

×
×
河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ふ
る
む
ら
時
雨

＊
（
続
内
）
は
「
さ
ほ
」
が
な
く
、
他
本
「
ふ
る
」
が
「
さ
ふ
る
」、
他
本
「
時
雨
」
が
「
む

（
書
）　　
　
　

引　

や　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も　
　
　
　
　
　

上

（
三
）　　

ぬ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゝ

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）。

（
静
）　　

ぬ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゝ

＊
（
静
）
は
「
ね
の
ひ
き
」
の
「
ね
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ぬ
」、「
色
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
上
」。

「
ぬ
」
は
同
筆
だ
ろ
う
が
、「
上
」
別
筆
の
可
能
性
も
あ
り
。
先
祖
返
り
の
一
つ
。

（
内
）　　
　
　

引　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　

す
ゝ

（
神
1
）　　
　

引　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

（
続
）　　
　
　

引　
　
　
　

い
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

（
続
書
）　　
　

引　
　
　
　

い
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

（
続
内
）　　
　

引　
　
　
　

い
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　

引　
　
　
　

い
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

右　

時
雨
清
」（
神
1
）（
彰
）

（
国
）　　

晴
歟

＊
（
国
）
は
、
他
本
「
晴
」
と
す
る
の
に
「
清
」
と
す
る
。
最
終
案
か
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。
意

味
的
に
は
「
晴
」
で
よ
い
。「
晴
」
と
「
清
」
は
字
形
が
似
て
い
る
。

（
大
）　　

晴

（
ノ
）　　

晴

（
彰
）　　

晴

（
明
）　　

晴

（
伊
）　　

晴

（
島
）　　

晴

（
祐
）　　

晴

（
書
）　　

晴

（
三
）　　

晴
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右　

竹
雪
」（
内
）（
三
）

（
国
）　　

よ
し
や
我　

千
世
を
こ
め
た
る
よ
は
ひ
た
に
雪
に
か
た
ふ
く
庭
の
村　

た
け

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

（
ノ
）　　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
竹

（
彰
）　　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

（
明
）　　

よ
し
や
わ
れ
千
世
を
こ
め
た
る
よ
は
ひ
た
に
雪
に
か
た
ふ
く
庭
の
村　

竹

（
伊
）　　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

（
島
）　　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

（
祐
）　　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
書
）　　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

＊
（
三
）
＝
（
静
）、「
竹
」
以
外
は
（
国
）
も
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

（
内
）　　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

（
神
1
）　　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

（
続
）　　
　
　
　

わ
か　

代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

（
続
書
）　　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

（
神
2
）　　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

＊
（
続
）
系
は
「
わ
か
」
と
作
る
。

九
十
四
番
左　

雨
後
夏
月
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

心　
　

有　

て
涼　

し
く
は
る
ゝ
村　

雨　

に
ま
た
れ
て
出　

る
不
知　

夜
の
月

（
大
）　　
　
　
　

あ
り　

す
　ゝ
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

空

＊
（
大
）
の
み
末
尾
が
「
月
」
が
「
空
」
と
な
っ
て
い
る
。
校
訂
の
一
過
程
を
示
す
か
。
当
初

の
段
階
は
「
空
」
だ
っ
た
か
。

ら
時
雨
」
と
独
自
本
文
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　

」

九
十
三
番
左　

納
涼
」（
大
）（
内
）

（
国
）　　

滝
殿　

は
さ
ら
に
氷　

室
そ
結　

ふ
手
の
氷　
　

は
袖　

の
上　

の
月
か
け

（
大
）　　
　

と
の　
　
　
　
　
　
　
　

結　
　

て　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結　
　

て

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結　
　

て　

こ
ほ
り　
　
　
　

う
へ　
　

影

（
明
）　　

滝
殿　

は
さ
ら
に
氷　

室
そ
結　
　

て
の
氷　
　

は
袖　

の
上　

の
月
か
け
」

 

（
四
二
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結　
　

て　

こ
ほ
り　

そ
て

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
す
ひ
て　

こ
ほ
り　
　

上
の
袖
の

＊
（
島
）
の
異
同
は
目
移
り
に
よ
る
も
の
か
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
す
ひ
て　

こ
ほ
り　
　

上
の
そ
て
の

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
そ
の
ま
ま
受
け
た
も
の
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　

影

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
す
ふ
て

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結　
　

手

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結　
　

手　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
む
ろ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

ひ
む
ろ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

ひ
む
ろ　
　
　
　
　
　

ヽ
×
×
×

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
氷
は
」
が
「
ヽ
」
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
の
乱
れ
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

ひ
む
ろ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る　
　

む
ら

（
彰
）　　

ふ
り

（
明
）　　

降　

つ
み
て
か
た
ふ
く
雪
に
ふ
し
待　

も
は
や
く
そ
出　

る
庭
の
村　

竹

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る　
　

む
ら

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　

い
つ

（
三
）　　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　

月

＊
（
三
）
は
「
か
た
ふ
く
月
」
と
作
る
。
連
想
に
よ
る
書
き
損
じ
か
。

（
静
）　　

ふ
り

＊
（
静
）
は
「
无
や
く
」
の
「
无
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
は
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。

（
内
）　　

ふ
り　
　
　

傾　
　

く　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

＊
（
内
）
は
「
雪
に
」
と
読
ん
だ
が
、「
に
」
が
や
や
不
安
。

（
神
1
）　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る

（
続
）　　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る　
　

む
ら

（
続
書
）　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る　
　

む
ら

（
続
内
）　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る　
　

む
ら

（
神
2
）　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る　
　

む
ら

九
十
五
番
左　

鵜
河
篝
」（
国
）（
静
）（
神
1
）

（
国
）　　

鵜
舟
さ
す
ほ
か
け
に
ほ
へ
る
梅
津
川
花
に
は
あ
ら
て
闇　

そ
あ
や
な
き

（
大
）　　

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ　
　
　
　
　
　
　

や
み

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
み

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
み

（
明
）　　

鵜
舟
さ
す
ほ
か
け
に
ほ
へ
る
梅
津
川
花
に
は
あ
ら
て
や
み
そ
あ
や
な
き

（
ノ
）　　
　
　
　

あ
り　

す
ゝ

＊
（
ノ
）
は
（
大
）
と
異
な
り
、
末
尾
は
「
月
」。
他
本
に
よ
る
か
。
他
本
は
下
手
し
た
ら

（
静
）
系
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
彰
）　　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ

（
明
）　　

心　
　

あ
り
て
す
ゝ
し
く
は
る
ゝ
村　

雨　

に
ま
た
れ
て
出　

る
不
知　

夜
の
月

＊
（
明
）
段
階
で
は
す
で
に
「
月
」
と
改
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。（
大
）
で
「
空
」
↓

（
明
）
で
「
月
」。

（
伊
）　　
　
　
　

あ
り　

す
ゝ

（
島
）　　

こ
ゝ
ろ
あ
り　

す
ゝ

（
祐
）　　

こ
ゝ
ろ
あ
り　

す
　ゝ
　
　
　
　

む
ら
さ
め

（
書
）　　
　
　
　

あ
り　

す
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ

（
三
）　　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
る　
　
　

よ

（
静
）　　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
る

（
内
）　　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
さ
よ
ひ

（
神
1
）　　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
さ
よ
ひ

（
続
）　　
　
　
　

あ
り　

す
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ゆ
る
十
六　

夜

＊
（
続
）
は
「
み
ゆ
る
」
の
「
み
ゆ
」
に
「
い
つ
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
他
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
ゆ
る
十
六　

夜

＊
（
続
書
）
は
「
み
ゆ
る
」
の
「
み
ゆ
」
に
「
い
つ
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
ゆ
る
十
六　

夜　
　

」

（
神
2
）　　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
ゆ
る
十
六　

夜

＊
（
神
1
）・（
内
）・（
続
）
系
は
「
十
六
夜
」
で
一
致
。
だ
が
、（
続
）
系
は
「
見
ゆ
る
」
と

独
自
本
文
。

右　

月
前
深
雪
」（
彰
）

（
国
）　　

降　

つ
み
て
か
た
ふ
く
雪
に
ふ
し
待　

も
は
や
く
そ
い
つ
る
庭
の
村　

竹
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
三
）　　

落
葉

＊
（
三
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　

落
葉
風

＊
（
静
）
の
本
文
は
ど
の
辺
に
あ
る
か
。（
ノ
）
系
に
よ
る
か
。
但
し
、
ミ
セ
ケ
チ
等
は
な
し
。

（
内
）　　

落
葉
風

（
神
1
）　

落
葉
風

（
続
）　　

落
葉
風

（
続
書
）　

落
葉
風

（
続
内
）　

落
葉
風

（
神
2
）　

落
葉
風

（
国
）　　

山
姫
の
心　
　

詞　
　

の
ち
る
空　

に　

う
へ
な
き
風　

の
す
か
た
を
そ
み
る

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
と
は

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
と
葉　
　
　
　
　
　
　

上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
と
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
明
）　　

山
姫
の
心　
　

こ
と
葉
の
ち
る
空　

に　

上　

な
き
風　

の
姿　
　

を
そ
み
る
」

 

（
四
二
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
と
葉　
　
　
　
　
　
　

上

（
島
）　　
　
　
　

こ
ゝ
ろ
こ
と
葉　
　
　
　
　
　

」
上

（
祐
）　　
　
　
　

こ
ゝ
ろ
こ
と
葉　
　
　

そ
ら　

」
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
と
葉　
　
　
　
　
　
　

上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　

見

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
と
は　
　
　
　
　
　
　

上　
　
　
　
　
　

姿

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

こ
と
葉　
　
　
　
　
　
　

上　
　
　
　
　
　

姿　
　
　
　

見

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

言　

葉　

散　

空

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
み　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
み

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
み

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
み

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　

や
み

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　

や
み

（
内
）　　
　
　
　
　
　

影　
　
　
　
　
　
　

河

（
神
1
）　　
　
　
　
　

影　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
み

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

へ　
　
　

河

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

匂　

へ　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

匂　

へ　
　
　

河

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

匂　

へ　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　
　
　

落
葉

（
国
）

＊
（
国
）
は
他
本
の
よ
う
な
「
風
」
が
な
い
。
熟
慮
の
末
に
「
風
」
を
削
っ
た
か
。
正
徹
・
松

下
集
に
「
落
葉
風
」
と
い
う
題
は
あ
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　

落
葉
風

（
ノ
）　　

落
葉
風

（
彰
）　　

落
葉
風

（
明
）　　

落
葉
風

（
伊
）　　

落
葉
風

（
島
）　　

落
葉
風

（
祐
）　　

落
葉
風

（
書
）　　

落
葉
風
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
内
）　

つ
ま　
　
　

是　

も
あ
ふ
き　
　
　

焼　

の　
　
　
　
　
　
　

ね
や　
　
　
　

」

（
神
2
）　

つ
ま　
　
　

是　

も
あ
ふ
き　
　
　

焼　

の　
　
　
　
　
　
　

ね
や

＊
（
続
）
系
は
も
と
も
と
「
煙
に
」
で
あ
る
。（
続
）
の
編
者
が
早
ま
っ
て
最
初
に
（
内
）
系

の
本
文
を
入
れ
た
か
。
不
明
。

右　

深
雪
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

雪
た
か
き
天　

の
か
く
山　

出　

る
日
に
身
の
し
ろ
衣　
　

い
く
へ
ほ
す
ら
ん

＊
私
家
集
大
成
は
「
ふ
か
き
」
と
読
む
が
「
た
か
き
」
で
よ
い
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

＊
（
大
）
の
み
「
ふ
か
き
」
で
は
な
く
「
た
か
き
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　

こ
ろ
も　
　

重

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
る　
　

み

（
明
）　　

雪
た
か
き
天　

の
か
く
山　

出　

る
日
に
み
の
し
ろ
衣　
　

い
く
重
ほ
す
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重

（
島
）　　
　
　
　
　

あ
ま　
　
　
　
　

い
つ　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　

重

（
祐
）　　
　
　
　
　

あ
ま　
　
　

や
ま
い
つ　
　
　

み　
　
　

こ
ろ
も　
　

重

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ　
　
　
　
　

白

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幾　

重

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　

重

（
続
）　　
　

高　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ

（
続
書
）　　

高　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ

（
続
内
）　　

高　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ

（
神
2
）　　

高　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　

言　

葉　

散　

空　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

言　

葉　

散　

空　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　

言　

葉　

散　

空　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

九
十
六
番
左　

閨
扇
」（
大
）

（
国
）　　

妻　

こ
か
す
こ
れ
も
扇　
　

そ
空　

た
き
の
煙　
　

に
匂　

ふ
閨　

の
月
か
け

（
大
）　　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
ノ
）　　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
彰
）　　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
明
）　　

つ
ま
こ
か
す
こ
れ
も
扇　
　

そ
空　

た
き
の
煙　
　

に
匂　

ふ
閨　

の
月
か
け

（
伊
）　　

つ
ま

（
島
）　　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら　
　
　

け
ふ
り

（
祐
）　　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら　
　
　

け
ふ
り　

に
ほ
ふ
ね
や

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
×

＊
（
三
）
は
「
空
」
を
脱
字
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
内
）　　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
内
）
は
他
本
「
煙
に
」
と
あ
る
に
「
け
ふ
り
も
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
に
ほ
ふ
ね
や

＊
（
神
1
）
も
「
煙
も
」
で
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　

つ
ま　
　
　

是　

も
あ
ふ
き　
　
　

焼　

の　
　
　

も　
　
　

ね
や

＊
（
続
）
は
「
煙
も
」
の
「
も
」
に
「
に
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
大
）・（
明
）・（
国
）
と
同

じ
。
珍
し
く
異
文
が
（
内
）
と
一
致
し
な
い
と
い
う
か
、
逆
に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
そ
う

な
っ
た
か
、（
内
）
の
校
訂
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
だ
け
だ
ろ
。

（
続
書
）　

つ
ま　
　
　

是　

も
あ
ふ
き　
　
　

焼　

の　
　
　
　
　
　
　

ね
や
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

に　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

枝

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　

枯　
　

に　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

さ
え
〳
〵
て
つ
も
る
か
上　

の
木
枯　
　

に
雪
の
こ
ゑ
き
く
庭
の
松　

か
え

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

に　
　

こ
ゑ
聞　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　

枯　
　

に　
　

こ
ゑ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　

枯　
　

に　
　

こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ

＊
（
三
）
は
「
さ
え
〳
〵
に
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
に
よ
る
か
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　

積　

る　
　
　
　
　

枯　
　

に　
　

こ
ゑ
聞

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

に　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　
　
　
　

積　

る　

う
へ　
　

枯　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝

（
続
書
）　　
　
　
　
　

積　

る　

う
へ　
　

枯　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝
」

（
続
内
）　　
　
　
　
　

積　

る　

う
へ　
　

枯　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝

（
神
2
）　　
　
　
　
　

積　

る　

う
へ　
　

枯　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝
」

九
十
八
番
左　

首
夏

（
国
）　　

難　

波
か
た
花　

鳥　

過　

て
蘆　

垣　

や
誰　

も
隙　

あ
る
夏
は
き
に
け
り

（
大
）　　

な
に
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き　
　
　
　

ひ
ま

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

ひ
ま

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
き　

あ
し
か
き　
　
　
　

ひ
ま

（
明
）　　

な
に
は
か
た
花　

鳥　

過　

て
蘆　

垣　

や
た
れ
も
ひ
ま
あ
る
夏
は
き
に
け
り
」

 

（
四
三
オ
）

（
伊
）　　

な
に
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

ひ
ま

（
島
）　　

な
に
は　
　
　
　

と
り　
　
　

あ
し　
　
　

た
れ　

ひ
ま

九
十
七
番　

左　

里
蛍

（
国
）　　

と
ふ
蛍　
　

一　
　

二　
　

の
影　

な
ら
は
夜
は
に
火
を
と
る
う
ち
の
里　

人
」

（
大
）　　
　
　

ほ
た
る

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

一　

つ
二　

つ　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　

宇
治

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

ひ
と
つ
ふ
た
つ　
　
　
　
　
　
　

半

（
明
）　　

と
ふ
蛍　
　

一　
　

二　
　

の
影　

な
ら
は
夜
は
に
火
を
と
る
宇
治
の
さ
と　

人

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　

は　
　
　
　
　

宇
治　

さ
と

（
島
）　　
　
　

ほ
た
る　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　

る　
　
　
　
　

宇
治　
　
　
　

」

＊
（
島
）
は
（
明
）
の
「
夜
は
」
を
「
夜
る
」
と
読
ん
だ
。（
明
）
の
「
は
」
は
「
る
」
に
誤

読
さ
れ
や
す
い
書
き
方
。

（
祐
）　　
　
　

ほ
た
る　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　

る　
　
　
　
　

宇
治　
　
　
　

」

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
そ
の
ま
ま
受
け
た
。

（
書
）　　

飛　

蛍　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　

ほ
た
る　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　

宇
治　

さ
と

（
続
）　　

飛　

ほ
た
る
ひ
と
つ
ふ
た
つ　
　
　
　
　
　
　

半　

ひ　
　
　

宇
治

（
続
書
）　

飛　

ほ
た
る
ひ
と
つ
ふ
た
つ　
　
　
　
　
　
　

半　

ひ　
　
　

宇
治

（
続
内
）　

飛　

ほ
た
る
ひ
と
つ
ふ
ち
つ　
　
　
　
　
　
　

半　

ひ　
　
　

宇
治

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
ふ
た
つ
」
を
「
ふ
ち
つ
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　

飛　

ほ
た
る
ひ
と
つ
ふ
た
つ　
　
　
　
　
　
　

半　

ひ　
　
　

宇
治

右　

松
雪
」（
神
1
）

（
国
）　　

さ
え
〳
〵
て
つ
も
る
か
上　

の
木
か
ら
し
に
雪
の
声　

き
く
庭
の
松　

か
え

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　

枯　
　

に
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　

村　
　
　
　

哉

（
続
）　　
　
　

来　
　
　
　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
書
）　　
　

来　
　
　
　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
内
）　　
　

来　
　
　
　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
2
）　　
　

来　
　
　
　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　
　
　
　
　

哉

九
十
九
番
左　

夏
月
涼
」（
大
）（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

涼　

し
と
て
今　

夜
は
な
ら
す
風　

も
な
し
扇　
　

を
あ
く
る
月
に
ま
か
せ
て

（
大
）　　

す
　ゝ
　
　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明　

る

（
ノ
）　　

す
　ゝ
　
　

こ
よ
ひ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

こ
よ
ひ

＊
（
彰
）
は
「
こ
と
よ
ひ
」
の
「
こ
と
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
こ
」
と
傍
書
。
別
筆
。

（
明
）　　

す
ゝ
し
と
て
こ
よ
ひ
は
な
ら
す
風　

も
な
し
扇　
　

を
あ
く
る
月
に
ま
か
せ
て

（
伊
）　　

す
　ゝ
　
　

こ
よ
ひ

（
島
）　　

す
　ゝ
　
　

こ
よ
ひ

（
祐
）　　

す
　ゝ
　
　

こ
よ
ひ

（
書
）　　

す
　ゝ
　
　

こ
よ
ひ

（
三
）　　

す
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
静
）　　

す
ゝ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　

こ
よ
ひ

（
続
）　　
　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き

（
続
書
）　　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き

（
続
内
）　　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き

（
神
2
）　　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き

（
祐
）　　

な
に
は　
　
　
　

と
り
す
き　
　
　

か
き　

た
れ　

ひ
ま

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し
か
き　

た
れ　

ひ
ま

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

と
り

＊
（
三
）
は
「
と
り
」
以
外
、（
静
）・（
国
）
と
同
一
表
記
。

（
静
）

（
内
）　　

な
に
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き　

た
れ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し
か
き　

た
れ　

ひ
ま

（
続
）　　
　
　
　
　
　

は
な
と
り　
　
　

あ
し　
　
　
　
　
　

ひ
ま　
　
　
　

来

（
続
書
）　　
　
　
　
　

は
な
と
り　
　
　

あ
し　
　
　
　
　
　

ひ
ま　
　
　
　

来

（
続
内
）　　
　
　
　
　

は
な
と
り　
　
　

あ
し　
　
　
　
　
　

ひ
あ
ま　
　
　

来　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　

は
な
と
り　
　
　

あ
し　
　
　
　
　
　

ひ
ま　
　
　
　

来

右　

初
冬
時
雨
」（
彰
）

（
国
）　　

冬
の
き
て
柳　
　

さ
く
ら
を
ひ
ら
く
へ
き
花
の
種　

ま
く
む
ら
時　

雨
か
な

（
大
）　　
　
　

来
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　

村　
　
　
　

か
な
」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　

村　
　
　
　

哉

（
明
）　　

冬
の
き
て
柳　
　

桜　
　

を
ひ
ら
く
へ
き
花
の
た
ね
ま
く
村　

時　

雨
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　

村　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね

（
祐
）　　
　
　
　
　

や
な
き
さ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　
　

し
く
れ
哉

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村　
　
　
　

哉
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村　

し
く
れ
か
な

＊
（
三
）
は
「
種
」「
さ
く
ら
」
で
（
静
）・（
国
）
と
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村　

し
く
れ
哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　

村　
　
　
　

哉
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星
大
学
研
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【
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・
日
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文
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】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き　
　

す
む
程　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き　
　

す
む　
　
　

み
し
か
夜

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
け　

か
き　
　

す
む　
　
　

み
し
か
夜

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

す
む

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き　
　

す
む
程　

や　
　
　

よ

＊
（
内
）
は
他
本
「
す
む
ほ
ど
も
」
を
「
す
む
ほ
ど
や
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き　
　

す
む　
　

や

＊
（
神
1
）
も
（
内
）
と
同
じ
く
「
す
む
ほ
と
や
」
と
作
る
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
む

＊
（
続
）
は
「
ほ
と
も
」
の
「
も
」
に
「
や
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
書
）
は
「
す
む
ほ
と
も
」
の
「
も
」
に
「
や
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

す
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

月
前
雪
」（
彰
）」

（
国
）　　

こ
れ
そ
こ
の
つ
も
れ
は
人
の
そ
れ
な
ら
ぬ
老　

そ
の
杜　

も
雪
の
月
影

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　

か
け

＊
（
大
）
と
（
彰
）
の
み
「
杜
の
」
と
す
る
。（
内
）
で
は
「
杜
も
」
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
、

「
杜
の
」
に
改
め
、
そ
の
後
（
明
）
段
階
で
再
び
「
杜
も
」
に
改
め
た
か
。

（
ノ
）　　
　
　
　

此

＊
（
ノ
）
は
「
杜
も
」
と
し
て
、（
大
）
と
異
な
る
。
他
本
（
静
系
）
に
よ
る
か
。
但
し
、
ミ

セ
ケ
チ
は
な
い
。

右　

河
冬
月
」（
国
）（
静
）（
三
）

（
国
）　　

雲
ゐ
よ
り
ひ
と
つ
に
落　

て
み
な
の
川
月
は
氷　

の
ち
る
嵐　
　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　

一　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
ち

（
明
）　　

雲
ゐ
よ
り
ひ
と
つ
に
お
ち
て
み
な
の
川
月
は
氷　

の
ち
る
嵐　
　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
哉
」

（
神
1
）　　

居　
　
　
　
　
　

お
ち

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち　
　
　
　

河　
　
　
　
　

散　

あ
ら
し

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち　
　
　
　

河　
　
　
　
　

散　

あ
ら
し

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち　
　
　
　

河　
　

雲
路　

散　

あ
ら
し

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
氷
」
を
「
雲
路
」
と
作
る
。
理
由
は
不
明
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち　
　
　
　

河　
　
　
　
　

散　

あ
ら
し

百
番　

左　

山
家
夏
月
」（
神
1
）

（
国
）　　

は
か
な
し
な
柴
の
庵
に
竹　

の
垣　

わ
か
住　

ほ
と
も
短　
　

夜
の
月

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き
我　

す
む
程　
　

み
し
か
夜

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き　
　

す
む

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き
我　

す
む　
　
　

み
し
か
よ

（
明
）　　

は
か
な
し
な
柴
の
庵
に
竹　

の
か
き
わ
か
す
む
ほ
と
も
短　
　

夜
の
月
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
続
）
は
異
本
が
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　

風
（
月
が
傍
書
）

＊
（
続
書
）
は
傍
書
が
（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　

月

（
神
2
）　　
　
　

風

（
国
）　　

秋
は
い
つ
月
待　

ほ
と
の
袖
に
き
て
ふ
け
し
か
し
は
し
荻　

の
上
風

＊
（
国
）
は
他
本
「
う
し
」
を
「
い
つ
」、
他
本
「
ふ
け
か
し
し
は
し
」
を
「
ふ
け
し
か
し
は

し
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
で
は
な
い
か
。
お
そ
ら
く
「
か
し
」
を
「
し
か
」
と
写
し
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

（
大
）　　
　
　

う
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
か
し
し
は
し

（
ノ
）　　
　
　

う
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
か
し
し
は
し

（
彰
）　　
　
　

う
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
か
し
し
は
し

（
明
）　　

秋
は
う
し
月
待　

ほ
と
の
袖
に
き
て
ふ
け
か
し
し
は
し
荻　

の
上
風

（
伊
）　　
　
　

う
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
か
し
し
は
し

（
島
）　　
　
　

う
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
か
し
し
は
し

（
祐
）　　
　
　

う
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
か
し
し
は
し
お
き

（
書
）　　
　
　

う
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
か
し
し
は
し

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来　

ふ
け
か
し
し
は
し　
　
　
　

か
せ

＊
（
三
）
は
「
程
も
」
の
「
も
」
に
「
の
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
か
。（
三
）・（
静
）・（
国
）

と
（
内
）・（
神
1
）
は
「
秋
は
い
つ
」
と
作
る
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
か
し
し
は
し

＊
（
静
）
は
「
い
つ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
う
し
」。
先
祖
返
り
か
。
ま
た
、「
ふ
け
か
し
し
は
し
」

と
な
っ
て
い
る
の
で
、（
静
）
の
見
た
本
は
（
国
）
で
は
な
い
。
但
し
、
丁
数
・
区
切
り
は
一

致
す
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
か
し
し
は
し　
　
　
　

か
せ

＊
（
内
）
は
（
国
）
と
同
様
に
「
秋
は
い
つ
」
と
作
る
も
、「
ふ
け
か
し
し
は
し
」
は
他
本
と

（
彰
）　　
　
　
　

此　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
り
の

（
明
）　　

こ
れ
そ
此　

つ
も
れ
は
人
の
そ
れ
な
ら
ぬ
老　

そ
の
杜　

も
雪
の
月
影
」（
四
三
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　

此　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
り　
　
　
　

か
け

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　

も
り
×　
　
　

か
け

＊
（
祐
）
の
「
老
そ
の
も
り
雪
」
は
「
も
」
の
脱
字
。
仮
名
に
開
い
た
結
果
か
。

（
書
）　　
　
　
　

此

（
三
）　　

是　
　

此　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
内
）　　
　
　
　

此　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
続
）　　
　
　
　

此　

積　

れ　
　
　
　
　
　
　
　

お
い　
　

森

（
続
書
）　　
　
　

此　

積　

れ　
　
　
　
　
　
　
　

お
い　
　

森

（
続
内
）　　
　
　

此　

積　

れ　
　
　
　
　
　
　
　

お
い　
　

森　
　
　
　
　

か
け

（
神
2
）　　
　
　

此　

積　

れ　
　
　
　
　
　
　
　

お
い　
　

森

百
一
番
左　

夏
夜
侍
風

（
ノ
）　　
　
　
　

風

（
彰
）　　
　
　
　

風

（
書
）　　
　
　
　

風

（
三
）　　
　
　
　

風

（
静
）　　
　
　
　

風

（
内
）　　
　
　
　

月

＊
（
神
1
）（
内
）
は
「
月
」。

（
神
1
）　　
　
　

月

（
続
）　　
　
　
　

風
（
月
イ
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

＊
（
内
）
は
他
本
「
う
つ
め
よ
し
」
と
あ
る
の
を
「
う
つ
め
か
し
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比　

そ　
　

や
ま

（
続
）　　
　
　
　

に　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比　

そ　
　
　
　

か
せ

＊
（
続
）
は
基
本
的
に
は
（
内
）
に
近
い
が
、「
う
つ
め
か
し
」「
う
つ
め
に
し
」
は
誤
読
に
よ

る
も
の
だ
ろ
う
が
、
誤
読
し
や
す
い
語
排
列
で
あ
る
。

（
続
書
）　　
　
　

に　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比　

そ　
　
　
　

か
せ

（
続
内
）　　
　
　

に　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比　

そ

＊
（
続
）
系
「
う
つ
め
に
し
」
は
「
に
」
と
「
よ
」
が
似
た
形
に
よ
る
誤
伝
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比　

そ　
　
　
　

か
せ

＊
（
神
2
）
は
「
う
つ
め
よ
し
」
と
も
「
う
つ
め
に
し
」
と
も
と
れ
る
。（
神
1
）・（
内
）・

（
続
）
系
は
「
比
そ
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

百
二
番
左　

雨
中
盧
橘
」（
大
）

（
国
）　　

春
な
ら
は
き
ゆ
る
水
か
さ
を
雨
に
み
ん
花　

橘　
　
　

の
雪
の
山　

川

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　

見

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち
は
な

（
明
）　　

春
な
ら
は
き
ゆ
る
み
か
さ
を
雨
に
み
ん
花　

橘　
　
　

の
雪
の
山　

川

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
は

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　

む　
　

た
ち
は
な　
　
　

や
ま
か
は
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
河

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
内
）　　
　
　
　
　

消　

る
み　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

＊
（
内
）
は
末
句
が
他
本
「
山
川
」
で
あ
る
の
に
「
山
か
せ
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

同
じ
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
か
し
し
は
し　
　
　
　

か
せ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
か
し
ゝ
は
し　
　
　
　

か
せ

（
続
書
）　　
　

う
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
か
し
し
は
し　
　
　
　

か
せ

（
続
内
）　　
　

う
し　
　
　
　
　
　
　
　

来　

ふ
け
か
し
し
は
し　
　
　
　

か
せ

（
神
2
）　　
　

う
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
か
し
し
は
し　
　
　
　

か
せ

＊
（
続
）
系
は
本
来
（
大
）（
明
）
系
本
文
。

右　

雪
埋
山
路
」（
ノ
）

（
国
）　　

う
つ
め
よ
し
心　
　

木　

葉
も
道　

た
え
て
色
な
き
法　

の
雪
の
山　

風

＊
（
国
）
は
、
他
本
「
比
」
を
「
法
」
と
作
る
。「
色
な
き
」
を
受
け
て
の
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比

＊
（
ノ
）
は
「
う
つ
め
よ
し
」
の
「
よ
」
に
「
か
歟
」
と
傍
書
。
後
筆
か
。
あ
る
い
は
（
内
）

系
を
見
た
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比

（
明
）　　

う
つ
め
よ
し
心　
　

木　

葉
も
道　

た
え
て
色
な
き
比　

の
雪
の
山　

か
せ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比

（
島
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

み
ち　
　
　
　
　
　

こ
ろ　
　
　
　
　

か
せ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

み
ち　
　
　
　
　
　

こ
ろ　
　
　

や
ま

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比

＊
（
静
）
は
「
比
」
と
作
る
。（
国
）
と
は
異
な
る
。

（
内
）　　
　
　
　

か　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比　

そ　
　
　
　

か
せ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
続
）
は
「
あ
は
と
」
の
「
と
」
に
「
ち
歟
」
と
す
る
。「
ち
」
と
す
る
の
で
は
（
内
）
と

同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　

波　
　

は　

は
る
か
に　
　
　

し
ら　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　

波　
　

は　

は
る
か
に　
　
　

白

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　

波　
　

は　

は
る
か
に　
　
　

し
ら　

」

＊
（
続
）
系
は
本
来
「
嶺
の
し
ら
雪
」。
独
自
本
文
。

百
三
番
左　

暁
郭
公
」（
内
）

（
国
）　　

庭　

津
鳥
あ
く
る
を
つ
く
る
空
に
又　

を
の
か
時　

し
る
郭　
　
　

公
か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す
哉

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す
哉

（
明
）　　

庭　

津
鳥
あ
く
る
を
つ
く
る
空
に
又　

を
の
か
時　

し
る
郭　
　
　

公
哉
」

 

（
四
四
オ
）

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　

と
き　
　

ほ
と
ゝ
き
す

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

告　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す
哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
「
哉
」
の
表
記
以
外
、（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）、
さ
ら
に
、（
神
1
）・（
内
）
も
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
1
）

（
続
）　　

に
は　
　

明　

る　

告　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥

（
続
書
）　

に
は　
　

明　

る　

告　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥

（
続
内
）　

に
は　
　

明　

る　

告　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
風

＊
（
神
1
）
は
「
や
ま
風
」
と
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　

消　

る　
　
　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
続
書
）　　
　
　
　

消　

る　
　
　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
続
内
）　　
　
　
　

消　

る　
　
　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
は
」

（
神
2
）　　
　
　
　

消　

る　
　
　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

右　

海
辺
初
雪
」（
神
1
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

難　

波
か
た
今
朝
こ
そ
つ
ゝ
け
し
ら
浪
の
あ
わ
と
遥　
　

に
嶺　

の
初　

雪

＊
（
国
）
の
「
あ
わ
」（
他
本
「
あ
は
」）
は
通
常
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
は
正
し
い
。

（
大
）　　

な
に
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　
　
　
　

は　

は
る
か
に

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　
　
　
　

は　
　
　
　
　

峯　
　

は
つ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　

波　
　

は　

は
る
か
に

（
明
）　　

難　

波
か
た
今
朝
こ
そ
つ
ゝ
け
白　

浪
の
あ
は
と
遥　
　

に
嶺　

の
は
つ
雪

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　

は
る
か
に　
　

は
つ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　

は　

は
る
か
に
み
ね　

は
つ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　

は
る
か
に

（
三
）　　

な
に
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　

は
る
か
に

＊
「
あ
わ
」
で
（
国
）
＝
（
静
）
＝
（
三
）、
お
よ
び
（
神
1
）・（
内
）
が
同
一
表
記
。

（
静
）　　

な
に
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

白

＊
（
静
）
は
「
あ
わ
」
と
し
て
（
国
）
に
同
じ
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　
　
　

淡　
　

は
る
か
に

＊
（
内
）
の
「
淡
と
」
の
「
と
」
に
「
ち
也
」
と
傍
書

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　
　
　

淡　
　

は
る
か
に

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　

波　
　

は　

は
る
か
に
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星
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究
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（
国
）　　
　
　

河

（
大
）　　
　
　

河

（
ノ
）　　
　
　

川

＊
（
大
）
系
の
は
ず
だ
が
、
表
記
は
（
明
）
系
と
同
じ
。

（
彰
）　　
　
　

河

（
明
）　　
　
　

川

（
伊
）　　
　
　

川

（
島
）　　
　
　

川

（
祐
）　　
　
　

川

（
書
）　　
　
　

河

（
三
）　　
　
　

河

（
静
）　　
　
　

河

（
内
）　　
　
　

河

（
神
1
）　　
　

河

（
続
）　　
　
　

河

（
続
書
）　　
　

河

（
続
内
）　　
　

河

（
神
2
）　　
　

河

＊
非
（
明
）
系
は
い
ず
れ
も
「
河
」。

（
国
）　　

嶋　

つ
鳥
う
ち
の
網　

代
に
よ
る
ひ
を
の
思　

ひ
を
又　

や
か
ゝ
り
火
の
か
け

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し
ろ

（
ノ
）　　

し
ま
つ　

宇
治　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篝　
　

火　
　
　

」

（
彰
）　　

し
ま
つ　

宇
治　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ

（
明
）　　

し
ま
津
鳥
宇
治
の
網　

代
に
よ
る
ひ
を
の
思　

ひ
を
又　

や
篝　
　

火
の
か
け

（
伊
）　　

し
ま
津　

宇
治　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篝

（
島
）　　

し
ま
津　

宇
治　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

ま
た　

篝

（
神
2
）　

に
は　
　

明　

る　

告　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥

右　

樵
路
雪
」（
内
）

（
国
）　　

山　

人
そ
ふ
ゝ
き
を
か
た
る
都　
　

に
は
つ
も
ら
ぬ
雪
を
柴　

に
残　

し
て

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ

（
明
）　　

山　

人
そ
ふ
ゝ
き
を
か
た
る
都　
　

に
は
つ
も
ら
ぬ
雪
を
柴　

に
の
こ
し
て

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ

＊
（
伊
）
は
「
都
」
に
「
ミ
ヤ
コ
と
ル
ビ
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ

（
祐
）　　

や
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ

（
書
）

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　

に　
　
　

そ

＊
（
内
）
は
他
本
「
山
人
そ
ふ
ゝ
き
を
」
を
「
山
人
に
ふ
ゝ
き
そ
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
は

＊
（
続
）
は
「
そ
ふ
る
き
を
」
に
「
に
ふ
ゝ
き
そ
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
は

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
は

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
は

百
四
番
左　

鵜
河
」（
国
）（
島
）（
祐
）（
静
）
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
1
）　　
　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　

夜

（
続
）　　
　
　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
河　
　
　
　
　

夜　
　
　

う
へ

（
続
書
）　　
　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
河　
　
　
　
　

夜　
　
　

う
へ

（
続
内
）　　
　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
河　
　
　
　
　

夜　
　
　

う
へ

（
神
2
）　　
　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
河　
　
　
　
　

夜　
　
　

う
へ

百
五
番
左　

昌
蒲
」（
大
）（
神
1
）

（
静
）　　
「
易
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
蒲
」

（
国
）　　

か
れ
〳
〵
に
見
え
つ
る
夢
の
う
き
草　

や
か
た
し
き
捨　

る
あ
や
め
な
る
ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
つ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
つ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
つ

（
明
）　　

か
れ
〳
〵
に
み
え
つ
る
夢
の
う
き
草　

や
か
た
し
き
す
つ
る
あ
や
め
な
る
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
つ　
　
　
　

成　

ら　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　

く
さ　
　
　
　
　

す
つ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
さ　
　
　
　
　

す
つ

（
書
）　　
　
　
　
　
　

み

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袖　

に
か
た
し
き
あ
や
め
な
る
ら
ん

＊
（
三
）
の
本
文
は
、（
内
）
系
だ
が
、「
か
た
し
き
」
が
異
な
る
。（
静
）
は
（
内
）
系
も
見

た
か
。（
三
）
本
文
が
形
成
さ
れ
る
際
に
、（
内
）
系
本
文
が
再
び
想
起
さ
れ
た
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成　

ら

＊
（
静
）
は
「
か
た
し
き
」
の
「
か
た
」
に
「
袖
に
」
を
傍
書
し
て
消
す
。「
■
る
」（
■
判
読

で
き
な
い
）
に
ミ
セ
ケ
チ
「
捨
る
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袖　

に
か
た
し
く
あ
や
め
な
る
ら
ん

＊
（
内
）
は
他
本
「
か
た
し
き
す
つ
る
」
を
「
袖
に
か
た
し
く
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袖　

に
か
た
し
く
あ
や
め
な
る
ら
ん

（
祐
）　　

し
ま
津　

宇
治　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

ま
た　

篝

（
書
）　　
　
　

津　

宇
治　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　

篝　
　

火　

影

（
三
）　　
　
　

津

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

（
内
）　　

嶋　

津　

宇
治　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
神
1
）　　
　

津　

宇
治　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
続
）　　

島　

津　

宇
治　

あ
し
ろ　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

ま
た　

篝

（
続
書
）　

嶋　

津　

宇
治　

あ
し
ろ　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

ま
た

（
続
内
）　

嶋　

津　

宇
治　

あ
し
ろ　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

ま
た　
　
　
　
　
　

影
」

（
神
2
）　

嶋　

津　

宇
治　

あ
し
ろ　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

ま
た

右　

神
楽
」（
彰
）

（
国
）　　

あ
ふ
瀬
あ
ら
は
空　

に
や
め
て
ん
天　

川
星　

う
た
ふ
よ
の
雲
の
上　

人

（
大
）　　
　
　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　

ほ
し

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　

夜

（
彰
）　　
　
　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
明
）　　

あ
ふ
瀬
あ
ら
は
空　

に
や
め
て
ん
天
の
川
星　

う
た
ふ
夜
の
雲
の
上　

人

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　

夜

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　

夜

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

そ
ら　
　
　
　

む　

の　
　
　
　
　
　

夜

（
書
）　　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津

＊
（
三
）
は
天
津
に
つ
く
る
。
お
そ
ら
く
川
を
「
つ
」
と
読
み
、
つ
＝
津
と
記
し
た
の
だ
ろ
う
。

（
静
）　　
　
　

せ

（
内
）　　
　
　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
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文
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日
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（
続
内
）　　

風

（
神
2
）　　

風

（
国
）　　

春
日
野
の
か
の
子
に
散　

て
朝　

あ
ら
し
山
は
ふ
る
と
も
み
え
ぬ
雪
哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

こ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

こ　

ち
り　
　
　

嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　

　ゝ
　

こ　
　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　
　
　
　

見

＊
（
彰
）
は
「
ふ
も
と
」
の
「
も
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
る
」
と
傍
書
。
別
筆
。

（
明
）　　

春
日
野
ゝ
か
の
こ
に
ち
り
て
朝　

嵐　
　

山
は
ふ
る
と
も
み
え
ぬ
雪
哉
」（
四
四
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　

　ゝ
　

こ　

ち
り　
　
　

嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
島
）　　
　
　
　

　ゝ
　

こ　

ち
り　
　
　

嵐
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　

　ゝ
　

こ　

ち
り　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　

か
な

（
書
）　　
　
　
　

　ゝ
　
　
　

ち
り　
　
　

嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　

　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）、
但
し
、
部
分
的
に
微
小
な
差
異
は
あ
る
。

（
静
）　　
　
　
　

ゝ

（
内
）　　
　
　
　

は　
　
　
　

ち
り　

あ
さ
嵐

＊
（
神
1
）・（
内
）
は
「
春
日
野
は
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　

は　
　
　
　

ち
り　
　
　

嵐　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

こ　

ち
り

＊
（
続
）
は
「
春
日
野
の
」
の
「
の
」
に
「
は
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　

　ゝ
　

こ　

ち
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

＊
（
続
書
）
は
「
春
日
野
ゝ
」
の
「
ゝ
」
に
「
は
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

こ　

ち
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
神
2
）　　
　
　

　ゝ
　

こ　

ち
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

百
六
番
左　

余
花

＊
（
神
1
）
は
「
袖
に
か
た
し
く
」
が
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袖　

に
か
た
し
く
あ
や
め
な
る
ら
ん

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袖　

に
か
た
し
く
あ
や
め
な
る
ら
ん
」

（
続
内
）　　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袖　

に
か
た
し
く
あ
や
め
な
る
ら
ん

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袖　

に
か
た
し
く
あ
や
め
な
る
ら
ん
」

右　

枯
野
朝
風
」（
三
）

（
国
）　　
　

風

（
大
）　　
　

嵐

（
ノ
）　　
　

風

＊
（
ノ
）
は
（
大
）・（
明
）
系
だ
が
、「
風
」
に
作
る
。（
内
）
系
あ
た
り
を
見
て
改
め
た
か
。

（
彰
）　　
　

嵐

（
明
）　　
　

嵐

（
伊
）　　
　

嵐

（
島
）　　
　

嵐

（
祐
）　　
　

嵐

（
書
）　　
　

嵐

（
三
）　　
　

風

（
静
）　　
　

嵐

＊
（
静
）
は
（
大
）・（
明
）
と
同
じ
く
「
嵐
」
に
作
る
。（
ノ
）
系
の
影
響
に
よ
る
か
。

（
内
）　　
　

風

＊
（
国
）
と
（
内
）・（
続
）
系
は
「
風
」
に
作
る
。
意
味
的
に
は
「
嵐
」
が
よ
い
か
。

（
神
1
）　　

風

（
続
）　　
　

風

（
続
書
）　　

風
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

右　
　

寒
松
嵐
」（
彰
）

（
国
）

（
大
）

（
ノ
）

（
彰
）

（
明
）

（
伊
）

（
島
）　　
　

風

＊
（
島
）
が
「
嵐
」
を
「
風
」
と
読
み
損
な
っ
た
か
。

（
祐
）　　
　

風

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
受
け
た
だ
け
。

（
書
）

（
三
）　　
　

風

＊
（
三
）
は
な
ぜ
「
風
」
に
し
た
か
。
不
明
。

（
静
）

（
内
）
寒
松
×

＊
（
内
）
は
独
自
題
。

（
神
1
）　

×

（
続
）
寒
松

＊
（
続
）
は
、「
嵐
」
に
「
イ
无
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
（「
イ
无
」
と
傍
書
）

（
続
内
）

（
神
2
）

＊
（
続
）
系
は
本
来
「
寒
松
嵐
」

（
国
）　　

山
か
せ
の
松　

の
は
は
ら
ふ
朝　

霜　

に
村　

〳
〵
く
も
る
岡　

の
へ
の
さ
と

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里

（
国
）　　

山
桜　
　

人
の
心　
　

の
あ
か
し
と
て
夏
く
は
ゝ
る
に
猶　

匂　

ふ
ら
ん
」

（
大
）　　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ　
　

む

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ

＊
（
ノ
）
は
「
あ
か
し
」
が
「
あ
り
し
」
と
も
読
め
る
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
を
に
ほ

（
明
）　　

山
桜　
　

人
の
心　
　

の
あ
か
し
と
て
夏
く
は
ゝ
る
に
猶　

に
ほ
ふ
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ　
　

む

（
島
）　　
　

さ
く
ら　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ

（
祐
）　　
　

さ
く
ら　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
を
に
ほ　
　

む

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ　
　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ　
　

む

（
静
）　　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　

な
を　
　
　
　
　
　

」

＊
（
内
）
は
、
他
本
「
心
の
」
を
「
心
は
」、
他
本
「
あ
か
し
と
て
」
を
「
あ
か
し
と
や
」
と

作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　

な
を
に
ほ

＊
（
神
1
）
は
「
心
は
」「
と
や
」
で
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
を

＊
（
続
）
は
「
心
の
」
の
「
の
」
に
「
は
イ
」、「
あ
か
し
と
て
」
の
「
て
」
に
「
や
イ
」
と
傍

書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
を

＊
（
続
書
）
は
「
心
の
」
の
「
の
」
に
「
は
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。
但
し
、「
あ
か
し
と

て
」
に
は
傍
書
は
な
い
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
を　
　
　
　

む　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
を
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
伊
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　

帰　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
そ　
　
　

声

（
島
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
そ　

ふ
る　
　

」

（
祐
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　

こ
そ　

ふ
る　
　

」

（
書
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　

帰　

り　
　

稲　

葉　
　
　
　

こ
そ

（
三
）　　

時　
　
　

鳥

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）
は
（
三
）
の
「
時
鳥
」
以
外
同
一
表
記
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　

誰　

待
×
と　
　

帰　

り

（
神
1
）　

ほ
と
ゝ
き
す
誰　

待
×
と　
　

帰　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
そ　

ふ
る

（
続
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　

待
×
と　
　

帰　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
そ　

ふ
る
声

（
続
書
）　

ほ
と
ゝ
き
す　
　

待
×
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
そ　

ふ
る
声

（
続
内
）　

ほ
と
ゝ
き
す　
　

待
×
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
そ　

ふ
る
声

（
神
2
）　

ほ
と
ゝ
き
す　
　

待
×
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
そ　

ふ
る
声

右　

海
辺
雪
」（
神
1
）

（
国
）　　

わ
た
の
原　

み
ぬ
も
ろ
こ
し
も
浪
に
き
て
面　

影　

う
か
ふ
雪
の
遠　

山

（
大
）

（
ノ
）

＊
（
ノ
）
＝
（
大
）。

（
彰
）　　

和
田　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
を

（
明
）　　

わ
た
の
は
ら
み
ぬ
も
ろ
こ
し
も
浪
に
き
て
面　

影　

う
か
ふ
雪
の
遠　

山

（
伊
）　　
　
　
　

は
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　

は
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
祐
）　　
　
　
　

は
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
か
け　
　
　
　
　

と
を
や
ま

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
か
け　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
ノ
）　　
　

風　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里

（
彰
）　　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
明
）　　

山
風　

の
松　

の
葉
は
ら
ふ
朝　

霜　

に
む
ら
〳
〵
く
も
る
岡　

の
へ
の
さ
と

（
伊
）　　
　

風　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
島
）　　
　

風　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
祐
）　　
　

風　
　

ま
つ　

葉　
　
　

あ
さ
し
も　

む
ら　
　
　
　
　

を
か

（
書
）　　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　

里

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　

野
辺
の
宿

＊
（
内
）
は
「
く
も
る
」
の
「
も
」
に
「
別
本
」
？
、
他
本
「
の
へ
の
さ
と
」
と
あ
る
が
「
野

辺
の
宿
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　

風　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

＊
（
神
1
）
も
「
宿
」
と
し
て
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　

野
辺　

里

＊
（
続
）
は
文
末
「
里
」
と
し
、（
内
）
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
異
本
注
記
も
な
い
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　

野
辺　

里

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　

野
辺　

里

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　

野
辺　

里

百
七
番　

左　

初
郭
公
」（
ノ
）

（
国
）　　

郭　
　
　

公
た
れ
ま
つ
と
て
か
か
へ
り
く
る
い
な
は
の
山　

の
去
年
の
古　

こ
ゑ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

待
×
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
そ　
　
　

声

（
ノ
）　　

ほ
と
ゝ
き
す
誰　

ま　
　
　
　

帰　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
そ

（
彰
）　　

時　
　
　

鳥　
　

待
×
と　
　

帰　

×
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る

（
明
）　　

ほ
と
ゝ
き
す
た
れ
ま
つ
と
て
か
帰　

り
く
る
い
な
は
の
山　

の
こ
そ　

古　

こ
ゑ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
静
）
は
「
に
き
は
へ
る
」
と
作
る
。

（
内
）　　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
や
継　
　

に　
　
　
　
　

哉

（
神
1
）　　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
や
継　
　

に
取
×

（
続
）　　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
や

（
続
書
）　　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
や

（
続
内
）　　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
や

右　
　

河
氷
」（
国
）（
静
）（
三
）（
彰
）

（
祐
）　

川

（
国
）　　

み
な
の
川
雲
の
浪　

ま
の
月
な
か
ら
嶺　

よ
り
四
方
に
敷　

氷　

り
か
な

＊
（
国
）
は
「
氷
」
の
次
に
「
り
」
の
ご
と
き
字
が
読
め
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　

し
く　
　

×
哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く　
　

×

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　

し
く　
　

×

（
明
）　　

み
な
の
川
雲
の
浪　

ま
の
月
な
か
ら
嶺　

よ
り
四
方
に
し
く
氷　

×
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　
　
　
　
　

し
く

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　

み
ね　
　
　
　
　

し
く
こ
ほ
り

（
書
）　　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く　
　

×

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

（
静
）　　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く　
　

×
哉

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く　
　

×

（
続
）　　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　
　

よ
も　

し
く　
　

×
哉

（
続
書
）　　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　
　

よ
も　

し
く　
　

×
哉

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）、
但
し
、（
三
）
は
「
面
か
け
」
と
表
記
。

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
も
み
こ
し
」
の
「
み
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ろ
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
を

（
神
1
）

（
続
）　　

和
田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
か
け

（
続
書
）　

和
田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
か
け　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

和
田　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も

（
神
2
）　

和
田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
か
け　
　
　
　
　
　
　
　

」

百
八
番
左　

夕
早
苗
」（
大
）

（
国
）　　

に
き
わ
へ
る
い
な
は
の
雲
の
夕　

煙　
　

又　

弥　

つ
き　

に
と
る
さ
な
へ
か
な

＊
（
国
）
は
「
に
き
わ
へ
る
」
と
作
る
が
、
通
常
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
は
、
他
本
「
に
き
は

へ
る
」
が
正
し
い
。
書
き
損
じ
か
。

（
大
）　　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
や　
　
　
　
　
　

早　

苗
哉

（
ノ
）　　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
や　
　
　
　

取　

早　

苗

（
彰
）　　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　

い
や

（
明
）　　

に
き
は
へ
る
い
な
葉
の
雲
の
夕　

煙　
　

又　

い
や
つ
き　

に
取　

早　

苗
哉
」

 
（
四
五
オ
）

（
伊
）　　
　
　

は　
　
　
　

葉　
　
　
　
　

烟　
　
　
　

い
や　
　
　
　
　
　

早　

苗

（
島
）　　
　
　

は　
　
　
　

葉　
　
　

ゆ
ふ
け
ふ
り
ま
た
い
や　
　
　
　
　
　

早　

苗

（
祐
）　　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
け
ふ
り
ま
た
い
や　
　
　
　
　
　

早　

苗

（
書
）　　
　
　

は　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

継　
　
　
　
　

早　

苗

（
三
）　　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
に　
　

早　

苗
哉

＊
（
三
）
は
「
弥
つ
き
か
に
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
に
よ
る
か
。
字
余
り
。

（
静
）　　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
続
内
）　　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
の　
　
　
　
　

み
ね

（
神
2
）　　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
の　
　
　
　
　

み
ね　

初

右　

遠
山
初
雪

（
国
）　　

霞
た
ち
霧　

の
へ
た
つ
る
山
を
今
朝
う
つ
み
あ
ら
は
す
嶺　

の
し
ら
雪

＊
（
国
）
は
他
本
「
へ
た
て
し
」
を
（
内
）
と
同
様
に
「
へ
た
つ
る
」
と
す
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　

た
つ　
　
　
　
　

て
し　
　

け
さ
埋　
　

あ　
　
　
　
　
　

白

（
ノ
）　　
　

立　

霧　
　
　
　

て
し　
　
　
　

埋　
　

あ　
　
　

峯　
　

白　
　

」

（
彰
）　　
　

立　

霧　
　
　
　

て
し　
　
　
　

埋　
　

あ

（
明
）　　

霞
立　

霧　

の
へ
た
て
し
山
を
今
朝
埋　
　

あ
ら
は
す
嶺　

の
白　

雪

（
伊
）　　
　

立　
　
　
　
　
　

て
し　
　
　
　

埋　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　

ゆ
き

（
島
）　　
　

立　
　
　
　
　
　

て
し　
　
　
　

埋

（
祐
）　　
　
　
　

き
り　
　
　

て
し
や
ま　
　

埋　
　
　
　
　
　

み
ね　
　
　

ゆ
き

（
書
）　　
　

立　

霧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埋　

み　
　
　
　
　
　
　

白

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）
＝
（
神
1
）
＝
（
内
）
＝
（
続
）
系
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白

＊
（
静
）
は
「
へ
た
つ
る
」
の
「
つ
る
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
て
し
」
で
（
大
）・（
明
）
系
と
同
じ
。

先
祖
返
り
か
。「
う
つ
み
」
の
「
う
つ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
う
つ
」。
こ
れ
は
ど
う
し
た
の
か
。

「
う
つ
」
を
「
か
へ
」
と
読
ん
だ
の
か
。
ミ
セ
ケ
チ
の
字
は
お
そ
ら
く
別
筆
。
校
訂
の
結
果
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埋　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　
　

」

＊
（
内
）
は
「
へ
た
つ
る
」
で
（
国
）
と
同
じ
。

（
神
1
）　　

立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埋　
　

あ

＊
（
神
1
）
は
「
立
」
の
し
た
に
小
さ
く
「
ち
」
と
傍
書
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白

＊
（
続
書
）
は
「
み
ね
よ
り
」
の
「
よ
」
が
読
み
に
く
い
た
め
か
、
ミ
セ
ケ
チ
し
て
「
よ
」
と

傍
書
。
書
き
損
じ
の
類
か
。

（
続
内
）　　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　
　

よ
も　

し
く　
　

×
哉

（
神
2
）　　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　
　

よ
も　

し
く　
　

×
哉

百
九
番
左　

卯
花
初
開
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

つ
も
れ
な
を
吹　

こ
す
風　

も
寒　

か
ら
す
卯　

花　

山　

の
嶺　

の
は
つ
雪

（
大
）　　
　
　
　

猶　

ふ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卯
の
花　
　
　
　

峯　
　

初

（
ノ
）　　
　
　
　

猶　
　
　
　
　

か
せ　

さ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　

初

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
む　
　
　

う
の　
　
　
　
　

み
ね

（
明
）　　

つ
も
れ
猶　

吹　

こ
す
風　

も
さ
む
か
ら
す
卯　

花　

山　

の
み
ね
の
初　

雪

（
伊
）　　
　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　
　

さ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　

初

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
む　
　
　
　
　

は
な
や
ま　

み
ね

（
書
）　　
　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初

＊
（
書
）
は
「
風
に
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
も
」
と
傍
書

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　

初

＊
（
三
）
は
「
卯
花
山
に
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初

（
内
）　　

積　

れ　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　

て　

の　
　
　
　
　

峯

＊
（
内
）
は
他
本
「
さ
む
か
ら
す
」
を
「
さ
む
か
ら
て
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　
　

さ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初

（
続
）　　
　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
の　
　
　
　
　

み
ね　

初

＊
（
続
）
は
「
さ
む
か
ら
す
」
の
「
す
」
に
「
て
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
の　
　
　
　
　

み
ね　

初

＊
（
続
書
）
は
「
寒
か
ら
す
」
の
「
す
」
に
「
て
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　

こ
そ　
　

ふ
け
む
す
ふ
氷
室
と

＊
（
内
）
は
他
本
「
嵐
そ
」
を
「
風
こ
そ
」、
他
本
「
吹
結
ひ
み
つ
と
」
を
「
ふ
け
む
す
ふ
氷

室
と
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
す
ふ
氷
室
と

＊
（
神
1
）
は
「
む
す
ふ
氷
室
」
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　

こ
そ　
　

ふ
け
む
す
ふ
ひ
水
と

＊
（
続
）
は
基
本
的
に
（
内
）
と
同
じ
だ
が
、（
内
）
が
「
氷
室
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
「
ひ
水
」

に
作
る
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く
む
す
ふ
ひ
水
と　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
書
）
は
「
ふ
く
」
の
「
く
」
に
「
け
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。
但
し
、「
氷
室
」
と

は
な
っ
て
い
な
い
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く
む
す
ふ
し
水
と　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
内
）
は
続
系
「
ひ
水
」
を
「
し
水
」
と
作
る
。
意
味
を
考
え
て
書
き
換
え
た
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く
む
す
ふ
ひ
水
と　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

暮
山
雪
」（
彰
）

（
国
）　　

埋　
　

を
く
山
こ
そ
あ
ら
め
空
晴　

て
夕
暮　

か
く
す
四
方
の
雪
か
な
」

（
大
）　　

う
つ
み

（
ノ
）　　

う
つ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
れ

（
彰
）　　

う
つ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
も

（
明
）　　

う
つ
み
を
く
山
こ
そ
あ
ら
め
空
は
れ
て
夕
暮　

か
く
す
四
方
の
雪
哉
」（
四
五
ウ
）

（
伊
）　　

う
つ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　

う
つ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
く
れ

（
祐
）　　

う
つ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
く
れ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ　
　
　

よ
も　
　

哉

（
続
内
）

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白

百
十
番
左　

水
風
涼
」（
神
1
）

（
国
）　　

さ
え
〳
〵
て
冬
の
嵐　
　

そ
袖　

に
吹　

結　

ふ
ひ
み
つ
と
な
ら
す
扇　
　

に

＊
（
国
）
は
私
家
集
大
成
で
は
、「
み
つ
」
と
あ
る
も
の
が
、
原
文
で
は
「
ひ
み
つ
」
と
作
る
。

「
結
ひ
み
つ
」
と
書
こ
う
と
し
て
「
結
ふ
ひ
み
つ
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
。「
ひ
み
つ
」
は

「
氷
水
（
ひ
み
づ
）」
の
こ
と
。
氷
水
は
正
徹
・
正
広
語
彙
の
一
つ
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　

ふ
き
結　
　

ひ
水

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
水　
　
　
　
　
　
　
　

と

＊
（
ノ
）
は
「
結
ひ
水
」
の
「
ひ
」
と
「
水
」
の
間
に
「
し
歟
」
と
傍
書
。
後
筆
だ
ろ
う
が
、

誤
読
し
て
い
る
。
ま
た
、
末
尾
が
「
と
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く
む
す
ひ
し
水　

と

＊
（
彰
）
は
独
自
本
文
。「
氷
水
（
ひ
み
つ
）」
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

（
明
）　　

さ
え
〳
〵
て
冬
の
嵐　
　

そ
袖　

に
吹　

結　
　

ひ
水　

と
な
ら
す
あ
ふ
き
に

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結　
　

ひ
水　
　
　
　
　

あ
ふ
き　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　

結
ひ　

し
水　
　
　
　
　

あ
ふ
き

＊
（
島
）
の
「
結
ひ
し
」
は
意
味
的
に
考
え
て
付
加
し
た
か
。
但
し
、
誤
解
し
て
い
る
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

そ
て　
　
　

結
ひ　

し
水　
　
　
　
　

あ
ふ
き

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
そ
の
ま
ま
受
け
た
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
す
ふ
ひ
水

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）、
本
文
的
に
は
、（
大
）・（
明
）
系
も
同
じ
。

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
ふ
ひ
み
つ
」
を
墨
で
消
し
、「
氷
」
と
傍
書
。（
国
）
そ
の
も
の
の
本
文
を
却
け
、

（
内
）
系
本
文
を
見
て
、
校
訂
し
た
か
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
三
）　　

か
ら　
　
　
　
　
　
　
　

り　
　
　
　
　
　
　

行　

舟　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
内
）
＝
（
続
）
系
か
。
文
法
的
・
意
味
的
に
は
「
や
と
る
」
が
よ
い
。

「
や
や
と
る
」
で
係
り
結
び
に
な
っ
て
い
る
か
ら
。
だ
が
、
こ
れ
を
「
や
と
り
」
と
す
る
こ
と

も
、
意
味
的
に
は
可
能
で
あ
る
。「
宿
っ
て
」
と
し
て
、
次
に
繫
げ
ば
よ
い
か
ら
。

（
静
）　　

か
ら
さ
き　
　
　
　
　
　

り　
　
　
　
　
　
　

行　

舟

＊
（
静
）
は
（
国
）
が
「
や
と
る
」
と
す
る
の
に
、「
や
と
り
」
に
作
る
。
誤
読
か
。
そ
れ
と

も
、（
内
）・（
続
）
系
を
見
た
か
。
見
た
ら
、
ミ
セ
ケ
チ
に
す
る
の
で
、
誤
読
の
可
能
性
大
か
。

（
内
）　　

か
ら
さ
き　
　
　
　
　
　

り
時　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　
　

あ
と　
　

こ
ゑ

（
神
1
）　

か
ら　
　
　
　
　
　
　
　

り　
　
　
　
　
　
　

行　

舟　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　

辛　
　
　
　
　
　
　

　ゝ

り
ほ
と
ゝ
き
す
漕　

行　

舟　
　

あ
と

（
続
書
）　

辛　
　
　
　
　
　
　

　ゝ

り
ほ
と
ゝ
き
す
漕　

行　

舟　
　

あ
と

（
続
内
）　

辛　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ほ
と
ゝ
き
す
漕　

行　

舟　
　

あ
と

（
神
2
）　

辛　
　
　
　
　
　
　

　ゝ

り
ほ
と
ゝ
き
す
漕　

行　

舟　
　

あ
と

右　

雪
中
爐
火
」（
三
）

（
国
）　　

さ
え
あ
か
す
夜
半
と
も
し
ら
す
あ
た
ゝ
か
に
松
を
は
雪
の
埋　
　

火
の
も
と

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

は

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

＊
（
ノ
）
は
「
夜
半
と
は
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
つ
み

＊
（
彰
）
は
「
夜
半
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
と
」
と
傍
書
。
別
筆
か
。

（
明
）　　

さ
え
あ
か
す
夜
は
と
も
し
ら
す
あ
た
ゝ
か
に
松
を
は
雪
の
埋　
　

火
の
本

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

＊
（
伊
）
は
「
あ
は
」
を
ミ
セ
ケ
チ
「
た
ゝ
」。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

は

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

は

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）
＝
（
内
）
は
「
埋
を
く
」
と
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
も　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
も

（
神
1
）　

う
つ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
）　　

う
つ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
れ　
　
　
　
　
　
　
　

極　

山
哉

＊
（
続
）
は
、
文
末
は
他
本
と
異
な
り
、「
山
哉
」
と
な
っ
て
い
る
。
何
故
か
。「
山
こ
そ
あ
ら

め
」
と
前
に
も
出
て
い
る
の
で
、
明
ら
か
に
お
か
し
い
。

（
続
書
）　

う
つ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
れ　
　
　
　
　
　
　
　

極　

山
哉

（
続
内
）　

う
つ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
哉

（
神
2
）　

う
つ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
れ　
　
　
　
　
　
　
　

極　

山
哉

＊
（
続
）
系
は
末
句
「
山
哉
」
と
な
っ
て
い
る
。
お
か
し
い
が
。

百
十
一
番
左　

郭
公
一
声
」（
大
）

（
国
）　　

唐　

崎　

の
松
も
や
や
と
る
郭　
　
　

公
こ
き
ゆ
く
舟　

の
跡　

の
一
声

＊
（
国
）
は
「
や
と
る
」
と
す
る
。
最
終
形
態
か
。
但
し
、「
と
る
」
の
「
る
」
は
「
り
」
に

読
め
な
い
こ
と
は
な
い
。

（
大
）　　

か
ら　
　
　
　
　
　
　
　

り
ほ
と
ゝ
き
す

（
ノ
）　　

か
ら　
　
　
　
　
　
　
　

り
ほ
と
ゝ
き
す　
　

行　

舟　
　

あ
と

（
彰
）　　

か
ら　
　
　
　

に　
　
　

る
時　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　
　

あ
と

＊
（
彰
）
は
他
本
「
松
も
や
」
を
「
松
に
や
」
と
読
ん
だ
の
で
、
他
本
「
や
と
り
」
を
「
や
と

る
」
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

（
明
）　　

か
ら
崎　

の
松
も
や
や
と
り
郭　
　
　

公
こ
き
行　

舟　

の
あ
と
の
一
こ
ゑ

（
伊
）　　

か
ら　
　
　
　
　
　
　
　

り　
　
　
　
　
　
　

行　
　
　
　

あ
と　
　

こ
ゑ

（
島
）　　

か
ら　
　
　
　
　
　
　
　

り
ほ
と
ゝ
き
す　
　

行　

ふ
ね　

あ
と　
　

こ
ゑ

（
祐
）　　

か
ら
さ
き　
　
　
　
　
　

り
ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　

ふ
ね　

あ
と　
　

こ
ゑ

（
書
）　　

か
ら　
　
　
　
　
　
　
　

り
時　
　
　

鳥
漕　

行　

舟　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬　
　
　
　

船　
　
　
　

い
る　

篝　
　

火　

か
け

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬　

鵜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
続
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　

の
ち　
　
　
　
　
　

暗　

き

（
続
書
）　

た
れ　
　
　
　
　
　

の
ち　
　
　
　
　
　

暗　

き

（
続
内
）　

た
れ　
　
　
　
　
　

の
ち　
　
　
　
　
　

暗　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

た
れ　
　
　
　
　
　

の
ち　
　
　
　
　
　

暗　

き

＊
（
神
2
）
は
「
の
ち
せ
も
」
の
「
も
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
を
」、「
暗
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
暗
」
と

傍
書
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

右　

早
梅
開
」（
神
1
）（
ノ
）（
彰
）

（
国
）　　

開　

つ
く
せ
一　
　

の
花
に
初　

春　

を
冬
よ
り
ひ
ゝ
く
天　

か
し
た
か
な

＊
（
国
）
は
他
本
「
つ
ゝ
け
」
を
「
つ
く
せ
」、「
ひ
ら
く
」
を
「
ひ
ゝ
く
」
と
作
る
。
最
終
形

態
か
。
だ
が
、
意
味
的
に
は
ど
う
み
て
も
「
ひ
ら
く
」
で
あ
る
。
私
家
集
大
成
は
「
ひ
ゝ
く
」

と
読
ん
だ
が
、（
国
）
本
は
「
ら
」
と
読
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

（
大
）　　

さ
き
つ
ゝ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
く　
　
　

下　

哉

（
ノ
）　　

さ
き
つ
ゝ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
く　
　
　

下

（
彰
）　　

咲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天　

×
下

（
明
）　　

さ
き
つ
ゝ
け
一　
　

の
花
に
初　

春　

を
冬
よ
り
ひ
ら
く
天　

か
下　

哉

（
伊
）　　

さ
き
つ
ゝ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
く　
　
　

下　
　

」

（
島
）　　

さ
き
つ
ゝ
け　
　
　
　
　
　

は
つ
は
る　
　
　
　

ひ
ら
く　
　
　

下

（
祐
）　　

さ
き
つ
ゝ
け　
　
　
　
　
　

は
つ
は
る　
　
　
　

ひ
ら
く　
　
　

下

（
書
）　　

さ
き
つ
ゝ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
く　
　

×
下

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
く　
　
　

下

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
つ
み　
　

本

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

＊
（
静
）
は
「
本
（
夲
）」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
本
」
と
傍
書
。
別
筆
。
但
し
、
そ
の
前
に
「
声
」

を
消
し
て
、「
夲
」
を
書
い
た
形
跡
あ
り
。
そ
こ
で
改
め
て
「
本
」
を
傍
書
し
た
か
。

（
内
）

＊
（
内
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　

へ　
　
　
　

は

（
続
）　　

冴　

あ

（
続
書
）　

冴　

あ

＊
（
続
書
）
は
「
冴
」
の
字
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
ミ
セ
ケ
チ
し
て
「
冴
」
と
傍
書
。

（
続
内
）　

冴　

あ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た

（
神
2
）　

冴　

あ

百
十
二
番
左　

鵜
河
篝

（
国
）　　

誰　

も
身
を
た
の
め
後　

せ
を
う
か
ひ
舟
く
ら
き
に
入　

も
か
ゝ
り
火
の
影

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鵜
飼　
　
　
　
　
　
　
　
　

篝　
　

火　

か
け

（
彰
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鵜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
明
）　　

た
れ
も
身
を
た
の
め
後　

せ
を
う
か
ひ
船
く
ら
き
に
入　

も
か
ゝ
り
火
の
影

（
伊
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
島
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
」

（
祐
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
」

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篝　
　

火　

か
け
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）、（
三
）
は
「
か
ゝ
り
」
の
「
か
ゝ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
か
ゝ
」
と

傍
書
。
そ
う
と
読
み
に
く
い
故
だ
ろ
う
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鵜　
　
　
　
　
　

篝　
　
　
　
　

や
り

（
神
1
）　　
　
　
　

蛍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篝　
　
　
　
　

や
り

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鵜
飼　

舟　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
り

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鵜
飼　

舟　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
り

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鵜
飼　

舟　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
り

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鵜
飼　

舟　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
り

右　

夕
木
枯
」（
内
）

（
国
）　　

夕
ま
く
れ
松
に
や
と
り
を
た
の
み
き
て
我　

名
を
か
く
す
冬
の
山　

か
せ

（
大
）　　
　
　

暮　
　
　
　
　
　
　

憑　
　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
彰
）　　
　
　

暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
明
）　　

夕
ま
暮　

松
に
や
と
り
を
た
の
み
き
て
我　

名
を
か
く
す
冬
の
山　

風

（
伊
）　　
　
　

暮

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼　
　

き

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　
　

暮　
　
　
　
　
　
　

馮　
　

き　

わ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
神
1
）　　
　

暮　
　
　
　
　
　
　

馮　
　

き　
　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
続
）　　
　
　

暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
く　
　
　

下

＊
（
静
）
は
「
つ
く
せ
」
の
「
く
せ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
つ
け
」
と
傍
書
。
別
筆
か
。
だ
が
、

「
ひ
ゝ
く
」
は
「
ひ
ら
く
」
と
作
る
。
但
し
、「
ひ
ゝ
く
」
と
「
ひ
ら
く
」
は
微
妙
。（
静
）
も

「
ひ
ゝ
く
」
と
読
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

（
内
）　　
　
　

つ
ゝ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
く
よ
も
の
梅
や
ま

＊
（
内
）
は
末
句
が
「
よ
も
の
梅
や
ま
」
は
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

さ
き
つ
ゝ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
く
四
方
の
梅
山

＊
（
神
1
）
末
句
「
四
方
の
梅
山
」
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　

さ
き
つ
ゝ
け
ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
く
あ
め　
　
　

哉

＊
（
続
）
は
「
あ
め
か
し
た
」
に
「
よ
も
の
梅
山
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　

さ
き
つ
ゝ
け
ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
く
あ
め　
　
　

哉
」

＊
（
続
書
）
は
末
句
「
あ
め
か
し
た
か
な
」
に
「
よ
も
の
梅
山
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　

さ
き
つ
ゝ
け
ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
く
あ
め　
　
　

哉

（
神
2
）　

さ
き
つ
ゝ
け
ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
く
あ
め　
　
　

哉
」

百
十
三
番
左　

水
上
蛍
」（
国
）（
内
）（
静
）

（
国
）　　

う
き
草
に
ほ
た
る
な
か
る
ゝ
う
か
ひ
舟
と
も
す
か
ゝ
り
に
庭
の
遣　

水

（
大
）　　
　
　
　
　

蛍

（
ノ
）　　
　
　
　
　

蛍　
　
　
　
　
　

鵜
飼　
　
　
　
　

篝

（
彰
）　　

浮　

草　
　
　
　
　
　
　
　

鵜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
り

（
明
）　　

う
き
草
に
ほ
た
る
な
か
る
ゝ
鵜
か
ひ
舟
と
も
す
篝　
　

に
庭
の
遣　

水
」（
四
六
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鵜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
り

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篝

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
り

（
書
）　　
　
　
　
　

蛍　
　
　
　
　
　

鵜　
　
　
　
　
　

篝　
　
　
　
　

や
り

（
三
）
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
書
）　

郭　
　
　

公

＊
（
続
書
）
は
「
声
も
」
の
「
も
」
に
「
は
」
と
傍
書
。
但
し
、
後
半
の
「
た
く
ひ
は
」
に
は

傍
書
な
し
。

（
続
内
）　

郭　
　
　

公　
　
　
　
　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

郭　
　
　

公

右　

嶋
千
鳥
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

立　

別　
　

な
く
や
千
鳥　

の
い
も
か
嶋　

月
を　

形　

見
の
在　

明　

の
こ
ゑ

（
大
）　　
　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　
　
　
　
　

声

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
み

（
明
）　　

た
ち
わ
か
れ
な
く
や
千
鳥　

の
い
も
か
嶋　

月
を　

形　

見
の
在　

明　

の
こ
ゑ

（
伊
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま　
　
　

か
た　
　
　
　
　
　
　

声

（
島
）　　

た
ち
わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り

（
祐
）　　

た
ち
わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　

あ
り
あ
け

（
書
）　　

た
ち
わ
か
れ
鳴　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　

有

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

鵆　
　
　
　
　
　

し
ま

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
内
）　　
　
　

わ
か
れ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有　

明

（
続
）　　

た
ち
わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　

妹　

か
島　
　
　
　

か
た
み　

有　

明　
　

声

（
続
書
）　

た
ち
わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　

妹　

か
嶋　
　
　
　

か
た
み　

有　

明　
　

声

（
続
内
）　

た
ち
わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　

妹　

か
嶋　
　
　
　

か
た
み　

有　

明　
　

声

＊
（
続
内
）
の
「
た
ち
」
の
「
ち
」
は
消
し
た
後
に
上
書
き
。

（
神
2
）　

た
ち
わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　

妹　

か
嶋　
　
　
　

か
た
み　

有　

明　
　

声

（
続
書
）　　
　

暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
神
2
）　　
　

暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

百
十
四
番
左　

郭
公
一
声
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

郭　
　
　

公
み
の
ゝ
を
山　

の
松
に
き
て
声　

も
た
く
ひ
は
な
き
嵐　
　

哉

（
大
）　　

時　
　
　

鳥

（
ノ
）　　

時　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
ノ
）
は
「
時
鳥
」
で
（
大
）
と
同
一
表
記
。

（
彰
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　

お

（
明
）　　

ほ
と
ゝ
き
す
み
の
ゝ
を
山　

の
松
に
き
て
こ
ゑ
も
た
く
ひ
は
な
き
嵐　
　

哉

（
伊
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
か
な

（
島
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
祐
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
か
な

（
書
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）、（
静
）
は
「
松
も
」
の
「
も
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。「
も
」
は

書
き
損
じ
で
は
な
い
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　

も　
　

あ
ら
し

＊
（
内
）
は
他
本
「
声
も
た
く
ひ
は
な
き
」
を
「
声
は
た
く
ひ
も
な
き
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
一
致
し
な
い
。

（
続
）　　

郭　
　
　

公

＊
（
続
）
は
「
声
も
」
の
「
も
」
に
「
は
イ
」、「
た
く
ひ
は
」
の
「
は
」
に
「
も
イ
」
と
傍
書
。

異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

「
立
」
と
書
い
た
か
。
他
本
は
い
ず
れ
も
「
足
」。

（
大
）　　
　

霰　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
天　
　
　

あ
し　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天　
　
　

足

（
明
）　　

雪
霰　
　

い
つ
れ
の
た
め
そ
中
空
に
先　

足　

は
や
き
雲　

の　

一
む
ら
」

 

（
四
六
ウ
）

（
伊
）　　
　

霰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
島
）　　
　

霰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　

あ
し　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
祐
）　　
　

霰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
ま
つ
あ
し　
　
　

く
も　
　
　

む
ら

（
書
）　　
　

霰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足

＊
（
静
）
は
「
足
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
足
」
と
傍
書
。
こ
れ
も
読
み
誤
り
を
防
ぐ
ミ
セ
ケ
チ
か
。

但
し
、（
静
）
が
「
立
」
を
と
ら
な
か
っ
た
の
は
注
意
。「
足
は
や
き
」
は
正
徹
語
彙
。「
立
は

や
き
」
は
正
広
の
み
。
や
は
り
、「
足
は
や
き
」
で
よ
い
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
天　
　
　

足

（
神
1
）　　

霰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
あ
し　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
あ
し　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
あ
し　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
あ
し　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

百
十
六
番
左　

簾
中
更
衣

＊
（
静
）「
簾
」
は
傍
書
。
書
き
間
違
い
し
た
字
を
消
し
て
い
る
。

（
国
）　　

立　

か
へ
て
う
す
き
う
ち
め
は
こ
す
の
戸
に
し
ら
ぬ
は
し
る
き
衣　

の
音
哉

＊
（
国
）
は
他
本
「
し
ら
ぬ
も
」
を
「
し
ら
ぬ
は
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

百
十
五
番
左　

馬
上
蟬
」（
神
1
）

（
国
）　　

駒
と
む
る
一
木
の
陰　

に
な
く
蟬
の
雨
に
は
あ
ら
て
声　

そ
し
く
る
ゝ
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
雨
る
ゝ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

蟬　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　

鳴　

蟬　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

駒
と
む
る
一
木
の
陰　

に
な
く
蟬
の
雨
に
は
あ
ら
て
声　

そ
し
く
る
ゝ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　

雨
ゝ
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

蟬　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　

時　

雨
ゝ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　

雨
ゝ
」

＊
（
静
）
は
「
一
木
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
一
木
」
と
傍
書
。
同
筆
。
お
そ
ら
く
最
初
に
書
い
た

「
一
木
」
が
「
禾
」
の
よ
う
に
読
め
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
改
め
て
「
一
木
」
と
記
し
た
の

だ
ろ
う
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

蟬　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　

時　

雨
ゝ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　

鳴　

蟬

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

か
け　

鳴　

蟬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

影　
　

鳴　

蟬　
　
　
　
　
　

さ

＊
（
続
内
）
の
他
本
「
あ
ら
て
」
が
「
あ
ら
さ
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

か
け　

鳴　

蟬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

冬
雲

（
国
）　　

雪
あ
ら
れ
い
つ
れ
の
た
め
そ
中
空
に
先　

立　

は
や
き
雲　

の　

一
村

＊
（
国
）
は
他
本
「
足
」
を
「
立
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。
そ
れ
と
も
、「
足
」
を
誤
っ
て
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
彰
）　　

さ
た
め　
　
　
　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　

と
ゝ

（
明
）　　

さ
た
め
な
き
嵐　
　

の
宿　

に
こ
ゑ
過　

て
松
に
と
ゝ
ま
る
村　

時　

雨
哉

（
伊
）　　

さ
た
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ゝ

（
島
）　　

さ
た
め　
　

あ
ら
し　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　

と
　ゝ
　

む
ら
し
く
れ

（
祐
）　　

さ
た
め　
　

あ
ら
し　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　

と
　ゝ
　

む
ら
し
く
れ

（
書
）　　

さ
た
め　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　

と
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
　ゝ
　
　
　

し
く
れ
哉

＊
（
三
）・（
静
）・（
静
）
は
「
定
な
き
」
で
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
　ゝ
　
　
　

し
く
れ

（
内
）　　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
　ゝ
　

む
ら　
　
　

哉

（
神
1
）　

さ
た
め　
　

あ
ら
し　

や
と　

こ
ゑ　
　
　
　
　

と
　ゝ
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
）　　

さ
た
め　
　
　
　
　
　

や
と　
　
　

す
き　
　
　

と
　ゝ
　

む
ら　
　
　

哉

（
続
書
）　

さ
た
め　
　
　
　
　
　

や
と　
　
　

す
き　
　
　

と
　ゝ
　

む
ら　
　
　

哉

（
続
内
）　

さ
た
め　
　
　
　
　
　

や
と　
　
　

す
き　
　
　

と
　ゝ
　

む
ら　
　
　

哉

（
神
2
）　

さ
た
め　
　
　
　
　
　

や
と　
　
　

す
き　
　
　

と
　ゝ
　

む
ら　
　
　

哉

百
十
七
番　

左　

卯
花
似
雪
」（
大
）

（
国
）　　

松
た
て
る
卯　

花　

山
の
夕　

煙　
　

さ
ら
に
余
所
め
は
雪
の
炭　

竈

（
大
）　　
　
　
　
　

卯
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

更　

に
よ
そ　
　
　
　
　
　

か
ま

（
ノ
）　　
　
　
　
　

う
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ　
　
　
　

す
み
か
ま

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ　
　
　
　

す
み
か
ま

（
明
）　　

松
た
て
る
う
の
花　

山
の
夕　

煙　
　

さ
ら
に
よ
そ
め
は
雪
の
す
み
か
ま

（
伊
）　　
　
　
　
　

う
の　
　
　
　
　
　

烟　
　
　
　
　

よ
そ　
　
　
　

す
み
か
ま

（
島
）　　
　
　
　
　

う
の　
　
　
　

ゆ
ふ
け
ふ
り　
　
　

よ
そ　
　
　
　

す
み
か
ま
」

（
祐
）　　
　
　
　
　

う
の
は
な　
　

ゆ
ふ
け
ふ
り　
　
　

よ
そ　
　
　
　

す
み
か
ま
」

（
書
）　　
　
　
　
　

う
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ

（
大
）　　

た
ち　
　
　

薄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
ノ
）　　

た
ち　
　
　

薄　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　

も　
　
　

き
ぬ

（
彰
）　　

た
ち

（
明
）　　

た
ち
か
へ
て
薄　

き
う
ち
め
は
こ
す
の
と
に
し
ら
ぬ
も
し
る
き
き
ぬ
の
音
哉

（
伊
）　　

た
ち　
　
　

薄　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　

も

（
島
）　　

た
ち　
　
　

薄　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　

も　
　
　

き
ぬ　
　

か
な

（
祐
）　　

た
ち　
　
　

薄　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　

も　
　
　

き
ぬ

（
書
）　　

た
ち　
　
　

薄　

き

（
三
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

＊
（
三
）
は
「
し
ら
ぬ
し
る
き
」
と
作
る
。
脱
字
か
。

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
し
ら
ぬ
は
」
の
「
は
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
も
」。
別
筆
か
。
先
祖
返
り
。（
静
）
初

期
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知　
　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　

た
ち　
　
　

薄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

＊
（
神
1
）
の
「
戸
」
に
「
外
イ
」
と
傍
書
。

（
続
）　　

た
ち　
　
　

薄　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　

も

（
続
書
）　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　

も　
　
　

き
ぬ

（
続
内
）　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　

も　
　
　

き
ぬ　
　

色　

」

＊
（
続
内
）
は
末
尾
「
色
哉
」
と
す
る
。
独
自
本
文
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　

も　
　
　

き
ぬ

右　

時
雨
」

（
国
）　　

定　
　

な
き
嵐　
　

の
宿　

に
声　

過　

て
松
に
留　

ま
る
村　

時　

雨
か
な

（
大
）　　

さ
た
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
　ゝ
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　

さ
た
め　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　

と
　ゝ
　

む
ら
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（
続
書
）　　
　

氷　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　

氷　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く

（
神
2
）　　
　

氷　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

」

百
十
八
番
左　

初
郭
公

（
国
）

（
島
）　　

時　
　
　

鳥

（
国
）　　

ほ
と
ゝ
き
す
桜　
　

の
花　

を
鶯　
　
　

の
雪
の
ふ
る
す
と
聞　

忍　
　

ら
ん

＊
（
国
）
は
他
本
「
さ
く
卯
の
花
」
を
「
桜
の
花
」、「
ふ
る
す
と
こ
ゑ
」
を
「
ふ
る
す
と
聞

（
き
）」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　

時　
　
　

鳥
さ
く
卯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古　

巣　

声　
　
　

ふ

（
ノ
）　　

杜　
　
　

鵑
さ
く
卯
×
花　
　

う
く
ひ
す　
　
　
　
　

巣　

声　

忍　

ふ

（
彰
）　　

時　
　
　

鳥
咲　

う
の　
　
　

う
く
ひ
す　
　
　
　
　
　
　

声　

し
た
ふ
ら
ん

＊
（
彰
）
は
他
本
「
し
の
ふ
」
を
「
し
た
ふ
」
に
作
る
。
他
は
（
大
）
と
同
文
。

（
明
）　　

時　
　
　

鳥
さ
く
う
の
花　

を
鶯　
　
　

の
雪
の
古　

巣
と
こ
ゑ
忍　

ふ
ら
ん
」

 

（
四
七
オ
）

＊
（
明
）
は
「
さ
く
う
の
花
」
と
す
る
。（
明
）
↓
（
書
）
か
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

さ
く
う　
　
　
　

う
く
ひ
す　
　
　

古　

巣　

声　
　
　

ふ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　

う
く
ひ
す　
　
　

古　

巣　

こ
ゑ
し
の
ふ

＊
（
島
）
は
「
う
の
花
」
を
「
う
花
」
と
す
る
。
こ
れ
で
「
う
の
は
な
」
と
読
ま
せ
た
い
の
だ

ろ
う
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

さ
く
う　

は
な　

う
く
ひ
す　
　
　

古　

巣　

こ
ゑ

＊
（
祐
）
は
「
う
の
は
な
」
と
「
の
」
を
補
っ
た
。

（
書
）　　

時　
　
　

鳥
さ
く
ら　
　
　
　

う
く
ひ
す　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
忍　

ふ
ら
ん

＊
（
書
）
は
「
さ
く
ら
の
花
」
を
傍
線
、
別
筆
で
「
の
こ
る
さ
く
ら
」
と
傍
書
。
こ
れ
は

（
内
）
と
同
一
本
文
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ　
　
　
　

す
み
か
ま

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ

（
内
）　　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　

よ
そ　
　
　
　

す
み
か
ま

（
神
1
）　　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ
目

（
続
）　　
　
　
　
　

う
の　
　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　

よ
そ　
　
　
　

す
み
か
ま

（
続
書
）　　
　
　
　

う
の　
　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　

よ
そ　
　
　
　

す
み
か
ま

＊
（
続
書
）
は
「
す
え
か
ま
」
の
「
え
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
み
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　
　
　

う
の　
　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　

よ
そ　
　
　
　

す
み
か
ま

（
神
2
）　　
　
　
　

う
の　
　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　

よ
そ　
　
　
　

す
み
か
ま

右　

寒
草
霜
」（
国
）（
静
）（
神
1
）（
三
）

（
国
）　　

さ
え
こ
ほ
る
嵐　
　

も
よ
し
や
朝　

な
〳
〵
か
れ
て
花　

開　

霜
の
浅
茅　

生

（
大
）　　
　
　

氷　

る
あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　

て　
　

さ
く

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ　
　
　

枯　

て　
　

咲　

霜

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ　
　
　

枯　

て　
　

さ
く　
　

あ
さ
ち
ふ

（
明
）　　

さ
え
こ
ほ
る
嵐　
　

も
よ
し
や
あ
さ
な
〳
〵
枯　

て
花　

さ
く
霜
の
あ
さ
ち
ふ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ　
　
　

枯　
　
　
　

さ
く　
　

あ
さ
ち
ふ

（
島
）　　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　

あ
さ　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　

あ
さ
ち
ふ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　

あ
さ　
　
　

枯　
　

は
な
さ
く　
　

あ
さ
ち
ふ

（
書
）　　

寒　

こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　

て　
　

さ
く　
　
　
　

ち
ふ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
ち
ふ

＊
（
三
）・（
静
）・（
国
）
は
「
あ
さ
ち
ふ
」
以
外
は
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
ち
ふ

（
内
）　　
　
　

氷　

る
あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　

て　
　

さ
く　
　

あ
さ
ち
ふ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　

て　
　

さ
く　
　

浅　

ち
ふ

（
続
）　　
　
　

氷　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

斗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　
　
　

そ
ら　
　
　

計

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

斗　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
神
1
）

（
続
）　　
　

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

＊
（
続
）
は
「
朝
霜
に
」
の
「
に
」
に
「
の
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
他
本
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰　
　
　
　

に

＊
（
続
書
）
は
他
本
「
た
ゝ
」
を
「
誰
」。
独
自
本
文
。
ま
た
、「
朝
霜
に
」
の
「
に
」
に

「
の
」
と
傍
書
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰　
　
　
　

に

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰　
　
　
　

に

＊
（
続
）
系
は
「
誰
朝
霜
に
」
が
も
と
も
と
の
形
。

百
十
九
番
左　

湖
辺
蛍
多
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

風　

に
ち
る
蛍　
　

か
星　

か
た
か
嶋　

や
か
ち
の
は
袖
の
く
ら
き
夜
も
な
し

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　
　
　
　
　
　

野

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
し　

高　
　
　
　
　
　

野

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

ほ
た
る　

ほ
し　
　
　

し
ま　
　
　

野

（
明
）　　

風　

に
ち
る
蛍　
　

か
星　

か
高　

嶋　

や
か
ち
野
は
袖
の
く
ら
き
夜
も
な
し

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　
　
　
　
　
　

野

（
島
）　　
　
　
　
　
　

ほ
た
る　
　
　
　
　
　

し
ま　
　
　

野

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

ほ
た
る　
　
　
　
　
　

し
ま　
　
　

野

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　
　
　
　
　
　

野

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
声　

忍　

ふ

＊
（
三
）
は
「
桜
」
と
あ
っ
て
（
国
）
と
同
一
だ
が
、
後
半
は
「
声
忍
ふ
」
と
な
り
、（
大
）・

（
明
）
系
と
同
じ
。
な
お
、「
ふ
る
す
も
」
と
作
る
。

（
静
）　　

郭　
　
　

公
さ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

＊
（
静
）
は
「
さ
く
ら
」
の
「
ら
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
う
」、「
聞
忍
」
の
「
聞
」
に
ミ
セ
ケ
チ

「
声
」
と
そ
れ
ぞ
れ
傍
書
。
別
筆
か
。
先
祖
返
り
。

＊
（
静
）
初
期
＝
（
国
）

（
内
）　　

郭　
　
　

公
の
こ
る
桜
を　
　

鶯　
　
　

の
雪
の
ふ
る
す
と
こ
ゑ
忍　

ふ
ら
む

＊
（
内
）
は
他
本
「
さ
く
う
の
花
を
」、（
国
）
は
「
桜
の
花
を
」
と
す
る
が
、「
の
こ
る
桜
を
」

と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

郭　
　
　

公
の
こ
る
桜
を　
　

う
く
ひ
す　
　
　
　
　
　
　

声　

忍　

ふ
ら
ん

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
し
の
ふ

＊
（
続
）
は
「
桜
の
花
」
に
「
残
る
桜
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声　

し
の
ふ

＊
（
続
書
）
は
「
桜
の
花
」
に
「
残
る
さ
く
ら
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声　

し
の
ふ　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声　

し
の
ふ

右　

浅
雪

（
国
）　　

天
津
空　

く
も
る
は
か
り
を
け
ち
め
に
て
た
ゝ
朝　

霜
の
ふ
か
き
雪
哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

斗

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ

（
明
）　　

天
津
空　

く
も
る
斗　
　

を
け
ち
め
に
て
た
ゝ
朝　

霜
の
ふ
か
き
雪
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

斗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な



86

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
続
）　　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

思　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼　

も
尽　

さ

（
続
書
）　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

家　

思　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼　

も
尽　

さ

（
続
内
）　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

家　
　
　
　

×
×　
　
　
　
　

燃　

も
尽　

さ

＊
（
続
内
）
は
「
世
の
」
が
脱
字
。
た
め
か
「
な
け
き
」
に
「
本
ノ
マ
ヽ
」
と
傍
書
。

（
神
2
）　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

家　

思　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼　

も
尽　

さ

＊
（
続
）
系
は
「
我
」
を
「
家
」
と
書
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

百
廿
番
左　

六
月
祓
」（
大
）（
神
1
）

（
国
）　　

御　

祓
川
あ
さ
ち
す
か
ぬ
く
は
て
は
又　

我　

身
に
こ
ゆ
る
老
の
浪　

か
な

（
大
）　　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
哉

（
ノ
）　　

み
そ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か

（
彰
）　　

み
そ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　

な
み
哉

＊
（
彰
）
は
「
ま
て
は
」
の
「
ま
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
は
」
と
傍
書
。
別
筆
か
。

（
明
）　　

み
そ
き
川
あ
さ
ち
す
か
ぬ
く
は
て
は
又　

我　

身
に
こ
ゆ
る
老
の
浪　

哉

（
伊
）　　

み
そ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

＊　
「
そ
」
ミ
セ
ケ
チ
「
は
」

（
島
）　　

み
そ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
わ
か

（
祐
）　　

み
そ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
わ
か　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
書
）　　

み
そ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

＊
（
三
）・（
静
）・（
国
）
は
「
浪
か
な
」
以
外
は
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　

み
そ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　

哉

（
神
1
）　

み
そ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
）　　

み
そ
き
河
浅　

茅　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　

越　

る　
　

波　

哉

（
続
書
）　

み
そ
き
河
浅　

茅　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　

越　

る　
　

波　

哉
」

（
三
）　　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　

ほ
た
る　
　
　
　

高　
　
　
　
　
　

野

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　
　
　
　
　
　

野

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
し　

高　

島

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
し　

高

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
し　

高

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
し　

高

右　

爐
辺
閑
談

（
国
）　　

問　

人
も
か
た
り
そ
あ
か
す
わ
か
思　

ひ
世
の
な
け
き
を
は
た
き
も
つ
く
さ
て
」

（
大
）　　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

お
も　
　
　
　
　
　
　
　

焼　

も
尽　

さ

（
ノ
）　　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も

（
彰
）　　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
か

（
明
）　　

と
ふ
人
も
か
た
り
そ
あ
か
す
わ
か
お
も
ひ
世
の
な
け
き
を
は
た
き
も
つ
く
さ
て

（
伊
）　　

と
ふ

（
島
）　　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も

（
祐
）　　

と
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も

＊
（
祐
）
の
「
と
く
」
は
「
と
ふ
」
の
写
し
間
違
い
か
。

（
書
）　　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
か
お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

思　

×　
　
　

か

＊
（
三
）
は
他
本
「
な
け
き
」
を
「
な
か
き
」
と
作
る
。
誤
読
に
よ
る
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

思　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼　

も　
　
　
　

」

（
神
1
）　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

思
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

い
う
歌
こ
と
ば
は
あ
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
す
か
川　
　

を
く　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ
か
な

＊
「
夢
か
、
さ
は
」
と
い
う
表
現
で
あ
り
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
か
ら
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、

意
味
的
に
異
に
異
っ
て
「
明
日
か
ら
は
」
の
方
が
よ
い
と
正
広
が
最
終
判
断
し
た
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
す
か
川　
　

を
く　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ
か
な

（
続
）　　
　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　

あ
す
か
河　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し

（
続
書
）　　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　

あ
す
か
河　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し

（
続
内
）　　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　

あ
す
か
河　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し

（
神
2
）　　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　

あ
す
か
河　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し

恋
雑
（
国
）

一
番　

左　

初
恋

（
国
）

（
大
）　　
　
　
　
　
　

恋
雑

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

恋
雑

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

×
×

＊
（
彰
）
に
は
「
恋
雑
」
と
い
う
記
述
は
な
い
。

（
明
）　　
　
　
　
　
　

恋
雑

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

恋
雑

（
島
）　　
　
　
　
　
　

恋
雑

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

恋
雑

＊
（
大
）（
明
）
系
は
、
一
番
の
後
に
「
恋
雑
」
と
記
す
。

（
書
）

＊
（
書
）
は
「
恋
雑
」
と
記
し
て
、
行
替
え
を
し
、「
左　

初
恋
」
と
な
る
。

（
三
）

＊
（
続
書
）
は
「
浅
茅
ぬ
か
つ
く
」
の
「
ぬ
か
つ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
す
か
ぬ
」
と
傍
書
。（
内
）

系
に
基
づ
く
校
訂
か
。

（
続
内
）　

み
そ
き
河
浅　

茅　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　

越　

る　
　

波　

哉
」

（
神
2
）　

み
そ
き
河
浅　

茅
ぬ
か
つ
く　
　
　
　
　

わ
か　
　

越　

る　
　

波　

哉

＊
（
続
）
系
は
「
浅
茅
ぬ
か
つ
く
」
が
も
と
も
と
の
形
。

右　

歳
暮
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

夢
か
さ
は
昨　

日
の
春
を
明
日
か
ら
は　

送　

り
む
か
ふ
る
年　

の
暮　

哉

＊
（
国
）
は
他
本
「
あ
す
か
川
」
を
「
明
日
か
ら
は
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。
但
し
、「
明

日
か
ゝ
は
」
と
読
め
な
い
こ
と
も
な
い
。
お
そ
ら
く
、「
明
日
か
ゝ
は
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。「
明
日
か
ら
は
」
で
は
意
味
的
に
お
か
し
い
か
ら
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
す
か
川　
　

を
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　

あ
す
か
川　
　

を
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
」

＊
（
ノ
）
は
（
大
）
と
同
様
に
、「
を
く
り
」
と
す
る
。
仮
名
遣
い
で
は
「
お
く
り
」
が
正
し

い
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
す
か
河　
　

を
く　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ
か
な

（
明
）　　

夢
か
さ
は
昨　

日
の
春
を
あ
す
か
川　
　

お
く
り
む
か
ふ
る
年　

の
暮　

哉
」

 
（
四
七
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
す
か
川　
　

お
く　
　
　
　
　

と
し

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
す
か
川　

」
お
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
す
か
か
は
」
を
く　
　
　
　
　

と
し　
　
　

か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
す
か
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
す
か
ゝ
は　

を
く　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ
か
な
」

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
す
か
か
は　

を
く　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

＊
（
静
）
は
（
国
）
の
よ
う
に
、「
明
日
か
ら
は
」
と
は
読
ん
で
い
な
い
。「
明
日
か
ら
は
」
と
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

＊
（
続
書
）
は
「
ぬ
ま
の
」
の
「
ぬ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
あ
」
と
傍
書
。（
内
）
系
と
の
校
訂
に

よ
る
。（
神
2
）
系
統
の
本
が
原
形
。

（
続
内
）　

み
や
こ　
　

け
さ　
　
　
　
　

わ
か

（
神
2
）　

み
や
こ　
　

け
さ　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ

＊
（
神
2
）
の
「
ぬ
ま
」
は
書
き
損
じ
か
。

右　

暁
鶏

（
国
）　　

心　
　

な
き
な
に
の
恨　
　

そ
立　

田
山
ゆ
ふ
付　

鳥　

に
雲
の
わ
か
る
ゝ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　

夕　

つ
け

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
け
と
り

（
彰
）

（
明
）　　

心　
　

な
き
な
に
の
恨　
　

そ
立　

田
山
ゆ
ふ
つ
け
鳥　

に
雲
の
わ
か
る
ゝ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
け

（
島
）　　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　

つ
け

（
祐
）　　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　

う
ら
み　

た
つ
た　
　
　

つ
け
と
り

（
書
）　　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　

う
ら
み

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
け

＊
（
三
）・（
静
）・（
国
）
は
「
つ
け
」
以
外
は
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
け

（
内
）　　
　
　
　
　
　

何　

の
思　

ひ　

た
つ
た　

夕　

つ
け

＊
（
内
）
は
他
本
「
何
の
恨
そ
」
と
あ
る
の
を
「
何
の
思
ひ
そ
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　

つ
け

＊
（
神
1
）
も
（
内
）
と
同
じ
く
「
お
も
ひ
」
と
す
る
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍　
　
　

夕　

つ
け

＊
（
続
）
は
「
恨
」
に
「
思
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍　
　
　

夕　

つ
け

（
静
）

＊
（
静
）
の
「
恋
雑
」
は
貼
紙
、
書
き
損
じ
に
よ
る
訂
正
か
。

（
内
）

＊
表
記
の
違
い
の
み
。

（
神
1
）

＊
（
神
1
）
は
「
恋
雑
」
と
最
初
に
記
し
、
そ
れ
か
ら
「
一
番
左　
　

初
恋
」
と
な
る
。

（
続
）

（
続
書
）

（
続
内
）　

三
百
六
十
番
自
歌
合　

下　
　
　

松
下
正
広　

一
番　

左
初
恋

（
神
2
）

＊
（
続
）
系
は
「
恋
雑
」
の
表
記
な
し
。

（
国
）　　

都　
　

を
は
今
朝
そ
旅　

た
つ
我　

思　

ひ
忍　

ふ
も
遠　

き
あ
ま
の
た
く
な
は

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　

し
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

縄

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ

（
明
）　　

都　
　

を
は
今
朝
そ
旅　

た
つ
我　

思　

ひ
し
の
ふ
も
遠　

き
あ
ま
の
た
く
縄

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

縄

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ひ　
　
　
　
　
　
　

し
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

縄

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
び　
　
　
　
　
　
　

し
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

縄

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
か
お
も
ひ
し
の
ふ　

と
を
き　
　
　
　
　

縄

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
し
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

縄

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

縄

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
も　
　
　
　
　
　

焼　

な
は

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
か
お
も
ひ　
　

×
も　
　
　
　
　
　
　
　

縄

（
続
）　　

み
や
こ　
　

け
さ　
　
　
　
　

わ
か

（
続
書
）　

み
や
こ　
　

け
さ　
　
　
　
　

わ
か
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
あ
め　

つ
ち　
　
　

を

＊
（
続
）・（
神
2
）
は
「
な
が
む
ら
ん
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。
単
に
間
違
い
に
気
が
つ
か
な

か
っ
た
か
。

右　

山
家
雲
」（
内
）（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

い
て
い
ら
は
あ
ら
し
な
は
て
そ
嶺
の
雲
半　
　

床　

か
す
庵　

の
篠　

ふ
き

（
大
）　　
　
　

入　

は　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ゝ

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ゝ

＊
（
彰
）
は
「
い
は
は
」
の
「
は
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
と
」
と
傍
書
。
よ
っ
て
、「
い
と
は
」
と

い
う
不
思
議
な
本
文
に
な
っ
て
い
る
。

（
明
）　　

い
て
い
ら
は
あ
ら
し
な
は
て
そ
嶺
の
雲
半　
　

床　

か
す
庵　

の
篠　

ふ
き

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ゝ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
は

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ゝ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ゝ

（
続
）　　
　
　

入　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
は
と
こ　
　
　
　
　

さ
ゝ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
は
と
こ　
　

い
ほ　

さ
　ゝ
　

」

＊
（
続
書
）
は
「
は
て
は
」
の
後
の
「
は
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
そ
」
と
傍
書
。（
内
）
系
で
校
訂

か
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
は
と
こ　
　

い
ほ　

さ
ヽ

＊
（
続
書
）
も
「
恨
」
に
「
思
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

思　

×　

龍　
　
　

夕　

つ
け

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍　
　
　

夕　

つ
け

二
番　

左　

寄
天
恋
」（
内
）

（
国
）　　

さ
て
こ
そ
は
空
を
は
人
の
な
か
む
ら
め
天　

と
地　

と
の
恋
の
は
し
め
は

＊
（
国
）
は
他
本
「
恋
を
は
し
め
は
」
を
「
恋
の
は
し
め
は
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。「
を
」

よ
り
も
「
の
」
の
方
が
意
味
は
す
っ
く
り
と
分
か
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
明
）　　

さ
て
こ
そ
は
空
を
は
人
の
な
か
む
ら
め
天　

と
地　

と
の
恋
を
は
し
め
は

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）。

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
恋
の
は
し
め
は
」
の
「
の
」
に
「
を
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
大
）（
明
）
系

か
。
同
筆
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
あ
め　

つ
ち　
　
　

を

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
あ
め　

つ
ち　
　
　

を　
　
　
　

」
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明
星
大
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研
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紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゑ　
　
　
　
　

そ
て

右　

旅
宿
見
月
」（
ノ
）（
三
）

（
国
）　　

月
は
さ
そ
や
と
り
か
ね
て
や
曇　
　

ら
ん
い
ふ
せ
や
土
に
賤　

か
す
か
こ
も

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る　

む

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る

（
明
）　　

月
は
さ
そ
や
と
り
か
ね
て
や
く
も
る
ら
ん
い
ふ
せ
や
土
に
し
つ
か
す
か
こ
も

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る　

む　
　
　
　
　
　

し
つ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る

＊
（
静
）
の
「
土
」
の
字
は
何
か
を
書
い
て
消
し
た
後
に
記
さ
れ
て
い
る
。
書
き
損
じ
に
よ
る

か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覧

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

管　

こ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

管　

こ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

管　

こ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

管　

こ

四
番　

左　

寄
月
恋
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

天
津
空　

袖
の
涙　
　

に
雲
と
め
て
心　
　

の
道　

に
ま
よ
ふ
月
か
な

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　

な
か
は
と
こ　
　

い
ほ　

さ
　ゝ
　

」

三
番　

左　

伝
聞
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　

水　

上　

の
山
路
よ
い
か
に
菊　

の
水
末　

の
な
か
れ
も
袖　

そ
匂　

へ
る

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ

（
ノ
）　　

み
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ

（
明
）　　

み
な
上　

の
山
路
よ
い
か
に
菊　

の
水
末　

の
な
か
れ
も
袖　

そ
に
ほ
へ
る
」

 

（
四
八
オ
）

（
伊
）　　

み
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
て　

に
ほ

（
島
）　　

み
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ

（
祐
）　　

み
な
か
み　
　
　
　
　
　
　

き
く　
　

す
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ

（
書
）

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　

に
露
す
ゑ

＊
（
内
）
は
「
菊
」
を
「
草
」
に
読
ん
だ
か
。
他
本
「
菊
の
水
」
と
あ
る
の
を
「
草
に
露
」
と

作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

み
な
か
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
じ
く
「
露
」
と
す
る
。
た
だ
し
、「
菊
の
露
」
で
あ
り
、「
菊
に

露
」
で
は
な
い
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゑ　
　
　
　
　

そ
て

＊
（
続
）
は
（
内
）
の
「
草
に
露
」
の
異
本
表
記
を
し
て
い
な
い
。
珍
し
い
例
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゑ　
　
　
　
　

そ
て

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゑ　
　
　
　
　

そ
て
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
彰
）　　

厳

（
明
）　　

厳

（
伊
）　　

巌

（
島
）　　

巌

（
祐
）　　

巌

（
書
）

＊
（
書
）
は
岩　

や
は
り
、（
明
）
↓
（
書
）
か
。

（
三
）

（
静
）

（
内
）

（
神
1
）　

巌

（
続
）

（
続
書
）

（
続
内
）

（
神
2
）

（
国
）　　

す
む
水
も
お
な
し
緑　
　

の
岩　

ね
松　

よ
せ
こ
し
浪
や
種　

と
成　

け
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら

＊
（
彰
）
は
「
成
ら
ん
」
と
作
る
。
理
由
は
不
明
。

（
明
）　　

す
む
水
も
お
な
し
緑　
　

の
岩　

ね
松　

よ
せ
こ
し
浪
や
た
ね
と
成　

け
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
ね
ま
つ　
　
　
　
　
　

た
ね　

な
り

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　

い
は
ね
ま
つ　
　
　
　
　
　

た
ね　

な
り

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
ん

＊
（
国
）
は
他
本
「
と
ち
て
」
を
あ
る
の
を
「
と
め
て
」
と
作
る
。
意
味
的
改
変
。
最
終
形
態

か
。
そ
れ
と
も
単
な
る
誤
記
か
。「
雲
と
め
て
」
は
こ
の
用
例
の
み
。「
雲
と
ち
て
」
は
正
徹
に

二
例
、
誤
記
の
可
能
性
大
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　

ち

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち

（
明
）　　

天
津
空　

袖
の
涙　
　

に
雲
と
ち
て
心　
　

の
道　

に
ま
よ
ふ
月
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち　
　
　
　
　

み
ち

＊
ま
と
ふ
の
「
と
」
ミ
セ
ケ
チ
「
よ
」。

（
島
）　　
　

つ
そ
ら　
　

な
み
た　
　
　

ち　

こ
ゝ
ろ

（
祐
）　　
　

つ
そ
ら　
　

な
み
た　
　
　

ち　

こ
ゝ
ろ　

み
ち

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち　

こ
ゝ
ろ

（
三
）　　
　
　

そ
ら　
　
　
　
　
　
　
　

ち

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち　
　
　
　
　

み
ち

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち　
　
　
　
　

み
ち

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち　
　
　
　
　

み
ち

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち　
　
　
　
　

み
ち　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち　
　
　
　
　

み
ち

右　
　
　

岩
松
」（
彰
）

（
国
）

（
大
）　　

巌

（
ノ
）　　

巌

＊
（
大
）・（
明
）
系
は
「
巌
」。
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（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
三
）・（
静
）・（
国
）
は
「
哉
」
以
外
は
同
一
表
記
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　

れ　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
内
）
は
「
し
ら
れ
ぬ
」
に
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　

れ

＊
（
神
1
）
も
（
内
）
と
同
じ
く
「
し
ら
れ
ぬ
」
に
作
る
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ゝ
み　
　
　
　
　

れ　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
じ
く
「
し
ら
れ
ぬ
」
と
す
る
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ゝ
み
我　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ゝ
み
我　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ゝ
み
我　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

＊
（
続
書
）・（
神
2
）
は
、「
我
」
で
は
な
く
「
家
」
に
見
え
る
、
そ
し
て
、「
し
ら
せ
ぬ
」
と

つ
く
る
。「
我
」
を
「
家
」
に
近
く
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
。

右　

旅
行
鐘
」（
神
1
）（
書
）

（
国
）　　

鐘　

の
声　

い
つ
の
契　
　

に
し
た
ふ
ら
ん
と
ま
ら
て
過　

る
道　

の
へ
の
や
と

＊
私
家
集
大
成
は
「
と
ま
し
て
」
と
読
む
が
、
こ
こ
は
「
と
ま
ら
て
」
で
よ
い
。
ま
た
、
文
末

を
「
雪
」
と
読
む
。
題
か
ら
し
て
意
味
は
「
や
と
」
の
方
が
よ
い
。
そ
し
て
、（
明
）
を
み
る

と
、「
や
と
」
と
「
雪
」
が
実
に
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、（
国
）
も
「
雪
」
に
見
え

る
が
「
や
と
」
と
書
こ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、「
や
と
」
に
改
め
た
。「
宿
」

の
可
能
性
も
あ
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と

（
ノ
）　　

か
ね　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
彰
）

＊
（
三
）
は
末
尾
が
「
成
ら
ん
」
と
作
る
。（
内
）・（
続
）
系
と
同
一
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　

ら

＊
（
内
）
は
、「
す
み
水
も
」
の
「
も
」
は
「
も
」
以
外
は
な
い
。
他
本
「
成
け
ん
」
と
あ
る

の
に
「
成
ら
ん
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　

根

＊
（
神
1
）「
す
む
水
も
」
の
「
も
」
は
「
に
」
に
似
て
い
る
。

（
続
）　　
　
　
　

に
同　

し
み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　

ら

＊
（
続
）
は
「
水
に
」
の
「
に
」
に
「
も
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
文
末
「
ら
ん
」
と
共
に

（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　

に
同　

し
み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　

ら

＊
（
続
書
）
は
「
水
に
」
の
「
に
」
に
「
も
」
と
傍
書
。

（
続
内
）　　
　
　
　

同　

し
み
と
り　
　
　

根　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　

ら

（
神
2
）　　
　
　

に
同　

し
み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　

ら

＊
（
神
2
）
は
「
た
ね
に
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
や
」
と
傍
書
。
こ
れ
は
書
き
損
じ
か
。

（
内
）
〜
（
続
）
系
は
、「
成
ら
ん
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

五
番　

左　

忍
恋
」（
国
）（
静
）

（
国
）　　

日
に
そ
へ
て
身
の
お
と
ろ
へ
そ
ま
す
鏡　
　

我　

に
し
ら
せ
ぬ
心　
　

と
も
か
な

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
彰
）

（
明
）　　

日
に
そ
へ
て
身
の
お
と
ろ
へ
そ
ま
す
鏡　
　

わ
れ
に
し
ら
せ
ぬ
心　
　

と
も
か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　

共　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ゝ
み
わ
れ　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
明
）　　

い
に
し
へ
の
お
も
ひ
や
猶　

も
あ
さ
ま
山　

煙　
　

た
て
ゝ
も
み
え
む
恋　

か
は

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

お
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
て
　ゝ

み　

む

＊
あ
さ
か
の
「
か
」
ミ
セ
ケ
チ
「
ま
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　

お
も　
　

な
を　
　
　
　
　
　

け
ふ
り
た
て
　ゝ

み　

む

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

お
も　
　

な
を　
　
　
　

や
ま
け
ふ
り
た
て
　ゝ
　
　

む

（
書
）　　
　
　
　
　
　

お
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
て
　ゝ

み　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　

こ
ひ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

＊
（
静
）
は
「
た
え
て
」
に
「
た
て
ゝ
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
大
）・（
明
）・（
内
）・（
続
）

と
同
じ
。

（
内
）　　

古　
　
　

の　
　
　
　

な
を　
　
　
　
　
　

け
ふ
り
た
て
　ゝ
　
　
　

こ
ひ
し
さ

＊
（
内
）
は
末
句
を
「
こ
ひ
し
さ
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　

お
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
て
　ゝ

み　

む

（
続
）　　
　
　
　
　
　

お
も　
　
　
　
　

浅　

ま　
　

け
ふ
り
た
て
　ゝ

み

＊
（
続
）
の
末
尾
は
（
内
）
と
異
な
る
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　

お
も　
　
　
　
　

浅　

ま　
　

け
ふ
り
た
て
　ゝ

み

（
続
内
）　　
　
　
　
　

お
も　
　
　
　
　

浅　

ま　
　

け
ふ
り
た
て
　ゝ

み　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　

お
も　
　
　
　
　

浅　

ま　
　

け
ふ
り
た
て
　ゝ

み

右　

閑
居
松
風
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

松
の
風　

古　

葉
み
た
れ
て
板
ひ
さ
し
音　

も
さ
な
か
ら
ふ
る
時　

雨
哉

（
大
）　　
　
　
　
　

ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
」

（
ノ
）　　
　
　
　
　

ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
ノ
）
＝
（
大
）

（
彰
）　　
　
　
　
　

ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
と

（
明
）　　

松
の
風　

ふ
る
葉
み
た
れ
て
板
ひ
さ
し
を
と
も
さ
な
か
ら
ふ
る
時　

雨
哉

（
明
）　　

か
ね
の
声　

い
つ
の
契　
　

に
し
た
ふ
ら
ん
と
ま
ら
て
過　

る
道　

の
へ
の
や
と
」

 

（
四
八
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と

（
島
）　　

か
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と

（
祐
）　　

か
ね　

こ
ゑ　
　
　

ち
き
り　
　
　
　
　

」　
　
　
　

す
く　

み
ち　
　
　

や
と

（
書
）　　

か
ね　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
三
）　　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
内
）　　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
ふ　
　
　
　
　

宿

＊
（
内
）
は
他
本
「
と
ま
ら
て
過　

る
」
と
す
る
の
を
「
と
ま
ら
て
し
た
ふ
」
と
作
る
。
独
自

本
文
。

（
神
1
）　　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
ふ　
　
　
　
　

宿

＊
（
神
1
）
は
「
し
た
ふ
」
が
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

六
番　

左　

寄
山
恋

（
国
）　　

い
に
し
へ
の
思　

ひ
や
猶　

も
あ
さ
ま
山　

煙　
　

た
え
て
も
見
え
ん
恋　

か
は

＊
（
国
）
は
他
本
「
煙
た
て
ゝ
」
を
「
た
え
て
」
と
作
る
。
煙
が
な
く
な
っ
て
も
見
え
る
と
い

う
意
味
で
は
、「
た
え
て
」
が
よ
い
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

お
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
て
ゝ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

お
も　
　
　
　
　

浅　

間　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　

む　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
て
ゝ

＊
（
彰
）
は
「
か
な
」
の
「
な
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
は
」
と
傍
書
。
別
筆
か
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
伊
）　　

と
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
身　
　
　
　
　

海
ま

（
島
）　　

と
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
身　
　
　
　
　
　
　
　
　

船
」

（
祐
）　　

と
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
身　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　

と
を

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　

碇　
　

お

（
神
1
）　　
　
　
　
　

碇　
　

お　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
士

（
続
）　　
　
　

浅　

に

（
続
書
）　　
　

浅　

に

（
続
内
）　　
　

浅　

に

（
神
2
）　　
　

浅　

に

右　

旅
宿
嵐

（
国
）　　

み
し
夢
や
ふ
も
と
の
野
へ
に
迷　
　

ら
ん
枕　
　

を
こ
ゆ
る
嶺
の
嵐　
　

に

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　

ま
よ
ふ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
彰
）　　
　
　
　
　

麓　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ

（
明
）　　

み
し
夢
や
ふ
も
と
の
野
へ
に
ま
よ
ふ
ら
ん
枕　
　

を
こ
ゆ
る
嶺
の
嵐　
　

に

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ　
　

ま
く
ら　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ　
　

ま
く
ら　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ　

む

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
伊
）　　
　
　
　
　

ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
と

（
島
）　　
　
　
　
　

ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　

ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　

ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
と

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
国
）、（
静
）
も
「
か
な
」
以
外
は
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
内
）　　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　

ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
と

（
続
）　　
　
　
　
　

ふ
る　

乱　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　

時

（
続
書
）　　
　
　
　

ふ
る　

乱　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　

時

（
続
内
）　　
　
　
　

ふ
る　

乱　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　

時

（
神
2
）　　
　
　
　

ふ
る　

乱　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　

時

七
番　

左　

憑
媒
恋

（
国
）　　

遠　

あ
さ
に
い
か
り
お
ろ
し
て
人
は
こ
す
我　

身
こ
し
て
よ
あ
ま
の
は
し
舟
」

（
大
）　　

と
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
を

＊
（
大
）
は
、「
我
身
」
で
は
な
く
「
わ
れ
を
」
と
す
る
。
初
期
形
態
「
我
身
」
を
「
わ
れ
」

に
改
め
た
の
だ
ろ
う
。

（
ノ
）　　

と
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
を　
　
　
　

蜑

＊
（
ノ
）
は
「
わ
れ
を
」
で
（
大
）
と
同
一
表
記
。（
ノ
）
＝
（
大
）。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　

我　

を　
　
　

や
蜑

＊
（
彰
）
は
他
本
「
こ
し
て
よ
」
を
「
こ
し
て
や
」
と
作
る
。
連
想
に
基
づ
く
誤
読
か
。

（
明
）　　

と
を
あ
さ
に
い
か
り
お
ろ
し
て
人
は
こ
す
わ
か
身
こ
し
て
よ
あ
ま
の
は
し
船

＊
（
明
）
は
、「
わ
れ
を
」
の
「
れ
を
」
に
ミ
セ
ケ
チ
、「
か
身
」
と
小
書
き
傍
書
。（
大
）
が

古
い
形
を
持
ち
、
そ
れ
を
改
め
た
の
が
（
明
）、
そ
し
て
、（
国
）
が
そ
れ
を
受
け
た
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
か
せ

＊
（
三
）・（
静
）・（
国
）
は
「
猶
捨
舟
」
で
は
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

＊
「
く
た
す
」
の
「
す
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
く
」
と
傍
書
。
先
祖
返
り
か
。
同
筆
・
別
筆
不
明
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
て　
　
　
　
　

く
な
み

＊
（
内
）
も
「
く
た
く
」
で
あ
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　

す
て　
　
　
　
　

く

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

　々
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　

す
て
船　
　
　
　

く
波

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　

　ゝ
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　

す
て
船　
　
　
　

く
波

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

　ゝ
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　

す
て
船　
　
　
　

く
波　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　

　ゝ
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　

す
て
船　
　
　
　

く
波

右　

野
篠
（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

あ
り
ふ
れ
は
う
き
ふ
し
し
け
み
我　

身
世
に
す
ま
て
た
ゝ
に
や
い
な
の
篠　

は
ら

＊
私
家
集
大
成
は
「
し
け
き
」
と
す
る
が
、「
き
」
に
ミ
セ
ケ
チ
が
あ
り
、「
み
」
で
あ
る
か
ら
、

他
本
と
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
も
親
本
に
あ
っ
た
の
を
そ
の
ま
ま
透
写
し
た
の
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゐ　
　

さ
ゝ
原

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ゝ
原

（
明
）　　

あ
り
ふ
れ
は
う
き
ふ
し
し
け
み
我　

身
世
に
す
ま
て
た
ゝ
に
や
い
な
の
さ
ゝ
原

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ゝ
原

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ゝ
原

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゐ　
　

さ
ゝ
原

＊
（
祐
）
が
「
ゐ
な
の
」
に
し
た
理
由
は
不
明
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
か
身　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原

（
静
）

（
内
）　　

見　
　
　

麓　
　

の
野　
　

ま
よ
ふ

（
神
1
）　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
続
）　　

見　
　
　
　
　
　
　
　

辺　

ま
よ
ふ　
　
　
　
　
　

越　

る　
　

あ
ら
し

（
続
書
）　

見　
　
　
　
　
　
　
　

辺　

ま
よ
ふ　
　
　
　
　
　

越　

る　
　

あ
ら
し　

」

（
続
内
）　

見　
　
　
　
　
　
　
　

辺　

ま
よ
ふ　
　
　
　
　
　

越　

る

（
神
2
）　

見　
　
　
　
　
　
　
　

辺　

ま
よ
ふ　
　
　
　
　
　

越　

る　
　

あ
ら
し　

」

八
番　

左　

寄
舟
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　

か
よ
ひ
こ
し
世
ゝ
の
浦　

か
せ
し
た
ひ
き
て
猶　

捨　

舟　

を
く
た
す
浪　

哉

＊
（
国
）
は
、
他
本
「
く
た
く
」
で
は
な
く
、「
く
た
す
浪
」
と
作
る
。
た
だ
し
、「
く
た
す
」

で
は
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。「
く
」
の
崩
し
字
「
供
」
を
「
す
」
の
崩
し
字
「
須
」
と
し

た
か
。
不
明
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
草
根
集
に
「
浪
に
く
だ
す
舟
人
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に

倣
っ
た
と
考
え
る
の
が
無
難
だ
ろ
う
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
て　
　
　
　
　

く

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

か
よ
ひ
こ
し
世
ゝ
の
浦　

風　

し
た
ひ
き
て
猶　

す
て
舟　

を
く
た
く
浪　

哉
」

 
（
四
九
オ
）

＊
（
明
）
の
末
句
は
「
く
た
く
」
と
読
め
「
く
た
す
」
と
は
読
め
な
い
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　

す
て　
　
　
　
　

く

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
風　
　
　
　
　
　

な
を
す
て
ふ
ね
の　
　

く　
　

か
な

＊
（
島
）
は
「
す
て
ふ
ね
の
」
と
す
る
。
誤
写
か
。
但
し
、（
明
）
で
は
、「
を
」
に
し
か
読
め

な
い
。
勘
違
い
か
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
風　
　
　
　
　
　

な
を
す
て
ふ
ね
の　
　

く　
　

か
な

＊
（
祐
）
は
（
島
）
の
「
す
て
ふ
ね
の
」
を
そ
の
ま
ま
受
け
た
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

＊
（
静
）
は
「
神
の
恵
」
を
そ
の
ま
ま
う
け
て
、
異
文
注
記
が
な
い
。

（
内
）　　

玉
充　
　
　
　
　
　

見　
　

お
も
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心

（
神
1
）　　

充　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　

こ
ゝ
ろ

＊
（
神
1
）
は
他
本
「
松
浦
」
を
「
松
か
せ
」
に
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ　
　
　
　
　

ま
つ
ら　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

＊
（
続
書
）
は
「
つ
ら
き
枕
」
の
「
枕
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ま
つ
ら
」
と
傍
書
。（
内
）
系
を
見

て
校
訂
か
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ　
　
　
　
　

ま
つ
ら　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ　
　
　
　
　

枕　
　
　

の　
　

こ
ゝ
ろ

＊
（
神
2
）
は
他
本
「
ま
つ
ら
」（
松
風
）
を
「
ま
く
ら
」
と
す
る
。
松
浦
明
神
の
伝
説
を
踏

ま
え
て
い
る
か
ら
、「
枕
」
で
は
お
か
し
い
。「
ま
つ
ら
」
を
「
ま
く
ら
」
と
読
ん
だ
こ
と
に
よ

る
と
思
わ
れ
る
。

右　

慶
賀
」（
国
）（
静
）（
三
）

（
国
）　　

尋　
　

み
よ
蓬　
　

か
嶋
そ
和
哥
の
道
心　
　

を
の
へ
て
人
は
老
せ
す

（
大
）　　
　
　
　
　
　

よ
も
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

よ
も
き　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
彰
）　　

た
つ
ね

（
明
）　　

尋　
　

み
よ
よ
も
き
か
嶋
そ
和
哥
の
道
心　
　

を
の
へ
て
人
は
老
せ
す

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

よ
も
き

（
島
）　　

た
つ
ね
み
よ
よ
も
き　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
祐
）　　

た
つ
ね
み
よ
よ
も
き　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
書
）

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）
＝
（
神
1
）。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原

＊
（
三
）・（
静
）・（
国
）
は
「
原
」
以
外
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
」

＊
（
内
）
は
（
明
）
が
ミ
セ
ケ
チ
に
し
た
「
し
け
き
」
と
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原

（
続
）　　

有　

ふ　
　
　
　
　
　

繁　

み　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　

ゐ　
　

さ
ゝ
原

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　

ゐ　
　

さ
ゝ
原

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　

ゐ　
　

さ
ゝ
原

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　

ゐ　
　

さ
ゝ
原

九
番　

左　

誓
恋
」（
島
）（
祐
）（
ノ
）

（
国
）　　

玉
く
し
け
鏡　
　

を
み
て
も
思　

ふ
か
な
つ
ら
き
松　

浦　

の
神
の
恵　
　

を

＊
私
家
集
大
成
は
「
思
」
と
読
ん
で
い
る
が
、「
恵
」
で
あ
ろ
う
。（
国
）
は
他
本
「
神
の
心

を
」
を
「
神
の
恵
を
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　

充　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心

（
ノ
）　　
　

充　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
彰
）　　
　

充　
　

か
ゝ
み　

見　
　
　
　
　

哉　
　
　
　

ま
つ
ら　
　
　
　

心

（
明
）　　

玉
霈　
　

鏡　
　

を
み
て
も
思　

ふ
か
な
つ
ら
き
松　

浦　

の
神
の
心　
　

を

（
伊
）　　
　

充　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心

（
島
）　　
　

充　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
祐
）　　
　

充　
　
　
　
　
　

見　
　

お
も
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
書
）　　
　

充　
　

か
ゝ
み　
　
　
　

お
も
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
書
）　

む
す
ひ　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

ん
か
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

む
す
ひ　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

ん
か
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

む
す
ひ　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

ん
か
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

月
前
鐘
」（
神
1
）（
彰
）

（
国
）　　

は
つ
せ
山
す
み
の
ほ
る
月
を
朧　
　

夜
の
春
に
か
す
む
る
鐘　

の
声　

か
な

（
大
）　　

泊　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　

泊　

瀬　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
彰
）　　

泊　

瀬　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
哉

（
明
）　　

泊　

瀬
山
す
み
の
ほ
る
月
を
お
ほ
ろ
夜
の
春
に
か
す
む
る
鐘　

の
こ
ゑ
哉
」（
四
九
ウ
）

（
伊
）　　

泊　

瀬　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　

泊　

瀬　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　

」　
　
　
　

か
ね
の
こ
ゑ

（
祐
）　　

泊　

瀬　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　

」　
　
　
　

か
ね
の
こ
ゑ

（
書
）　　

泊　

瀬　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
三
）・（
静
）・（
国
）
は
「
声
か
な
」
以
外
は
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　

め　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
内
）
は
他
本
「
か
す
む
る
」
を
「
か
す
め
る
」
に
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

泊　

瀬　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
哉

（
続
）　　

初　

せ　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　
　
　
　

め　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
続
）
も
「
か
す
め
る
」
で
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　

初　

せ　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
続
書
）
は
「
か
す
む
る
」
の
「
む
」
に
「
め
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　

初　

せ　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　
　
　
　

め　
　
　
　
　
　

哉

（
神
2
）　

初　

せ　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か　
　

こ
ゝ
ろ

（
神
1
）

（
続
）　　

尋　

ね　
　
　
　
　
　

島　

わ
か

（
続
書
）　

尋　

ね　
　
　
　
　
　
　
　

和
か

（
続
内
）　

尋　

ね　
　
　
　
　
　
　
　

和
か

（
神
2
）　

尋　

ね　
　
　
　
　
　
　
　

和
か

十
番　

左　

寄
笠
恋

（
国
）　　

結　
　

を
く
契　
　

な
り
と
も
い
か
ゝ
せ
む
笠　

の
か
り
て
の
か
く
れ
は
て
す
は

（
大
）　　

む
す
ひ

（
ノ
）　　

む
す
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
彰
）　　

む
す
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
明
）　　

む
す
ひ
を
く
契　
　

な
り
と
も
い
か
ゝ
せ
ん
笠　

の
か
り
て
の
か
く
れ
は
て
す
は

（
伊
）　　

む
す
ひ　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

ん
か
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　

む
す
ひ　
　

ち
き
り　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
祐
）　　

む
す
ひ　
　

ち
き
り　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
書
）　　

結　

ひ

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
か
り
て
」
の
「
か
」
と
「
り
」
の
間
に
ミ
セ
ケ
チ
「
下
」
を
傍
書
。
読
み
は
変

わ
ら
な
い
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手

（
続
）　　

む
す
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　

隠　

れ
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大
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研
究
紀
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【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
み
哉

（
ノ
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
み
哉
」

（
彰
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
み
哉

（
明
）　　

わ
れ
に
み
る
衣
の
関　

よ
い
か
に
と
も
こ
ゆ
る
道　

な
く
ま
よ
ふ
や
み
哉

（
伊
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
み

（
島
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
み
哉

＊
（
島
）
は
「
い
か
に
せ
」
の
「
せ
」
ミ
セ
ケ
チ
で
「
と
」

（
祐
）　　

わ
れ　
　

見　
　

せ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち　
　
　
　
　

や
み

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
み

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
三
）「
衣
の
関
に
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
よ
」
と
傍
書
。「
哉
」
以
外
は
（
三
）・

（
静
）・（
国
）
は
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
1
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
み

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

十
二
番
左　

寄
貝
恋
」（
内
）

（
国
）　　
　
　

見

＊
歌
の
内
容
か
ら
し
て
も
こ
こ
は
「
貝
」
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。「
貝
」
と
書
こ
う
と
し
て

「
見
」
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
書
き
損
じ
と
認
定
す
る
。
な
お
、「
寄
貝
恋
」
は
『
林
葉
集
』
か

ら
あ
る
。
新
編
国
歌
大
観
は
校
訂
し
て
「
貝
」
と
し
た
。
次
が
「
僅
見
恋
」
な
の
で
、
目
移
り

を
起
こ
し
た
か
。

十
一
番
左　

契
久
恋

（
国
）　　

夢
か
と
よ
た
の
め
し
な
か
ら
久　

か
た
の
月
も
そ
の
夜
は
く
も
り
は
て
ゝ
き

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其　

夜

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堅　
　
　
　

其　

夜

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方

（
明
）　　

夢
か
と
よ
た
の
め
し
な
か
ら
久　

堅　

の
月
も
其　

夜
は
く
も
り
は
て
ゝ
き

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堅　
　
　
　

其

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
さ
か
た

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堅　
　
　
　

其　

夜

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其

＊
（
三
）
も
「
其
」
以
外
は
（
静
）・（
国
）
と
同
一
表
記
。

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堅　
　
　
　
　
　

よ　

霞　
　

は

＊
（
内
）
は
他
本
「
く
も
り
」
を
「
霞
」
と
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堅　
　
　
　

其　
　
　

霞　
　

は

＊
（
神
1
）
は
「
霞
」
で
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堅　
　
　
　
　
　

よ　

曇　

り

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堅　
　
　
　
　
　

よ　

曇　

り

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堅　
　
　
　
　
　

よ　

曇　

り

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堅　
　
　
　
　
　

よ　

曇　

り

右　

夜
過
関
路
」（
書
）

（
国
）　　

我　

に
み
る
衣
の
関　

よ
い
か
に
と
も
こ
ゆ
る
道　

な
く
ま
よ
ふ
闇　

か
な
」
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
す
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
か
け　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
か
け　

む

（
三
）　　

ま　

砂

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）。

（
静
）　　

ま　

砂

＊
（
静
）
は
「
か
ゝ
り
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
も
か
け
」。
先
祖
返
り
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
か
け

＊
（
内
）
は
（
大
）（
明
）
系
の
「
も
か
け
」
で
は
な
く
「
に
か
け
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
か
け

（
続
）　　

ま
さ
こ　
　
　
　
　
　
　
　

忘　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
か
け

＊
（
続
）
は
（
大
）（
明
）
系
と
同
じ
く
「
浪
も
か
け
」
と
作
る
。（
内
）
と
一
致
し
な
い
。

（
続
書
）　

ま
さ
こ　
　
　
　
　
　
　
　

忘　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
か
け

（
続
内
）　

ま
さ
こ　
　
　
　
　
　
　
　

忘　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
か
け　
　
　

」

（
神
2
）　

ま
さ
こ　
　
　
　
　
　
　
　

忘　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
か
け

右　

海
路
」（
内
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

我　

お
き
つ
浪
を
は
こ
か
て
磯　

物　

に
命　
　

を
つ
な
く
舟
そ
は
か
な
き

（
大
）　　

我
か
お　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　

わ
れ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
そ

（
明
）　　

わ
れ
お
き
つ
浪
を
は
こ
か
て
磯　

物　

に
命　
　

を
つ
な
く
船
そ
は
か
な
き

（
伊
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船　
　
　
　
　

」

（
島
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船

（
祐
）　　

わ
れ

（
書
）　　

わ
れ

（
三
）　　

わ
れ

（
大
）　　
　
　

貝

（
ノ
）　　
　
　

貝

（
彰
）　　
　
　

貝

（
明
）　　
　
　

貝

（
伊
）　　
　
　

貝

（
島
）　　
　
　

貝

（
祐
）　　
　
　

貝

（
書
）　　
　
　

貝

（
三
）　　
　
　

貝

（
静
）　　
　
　

貝

（
内
）　　
　
　

貝

（
神
1
）　　
　

貝

（
続
）　　
　
　

貝

（
続
書
）　　
　

貝

（
続
内
）　　
　

貝

（
神
2
）　　
　

貝

（
国
）　　

真　

砂
山
く
た
け
て
ま
し
る
忘　
　

貝
い
つ
の
世
ま
て
か
浪
か
ゝ
り
け
ん

＊
（
国
）
は
（
大
）（
明
）
系
が
「
も
か
け
」
と
す
る
の
を
「
か
ゝ
り
」
と
作
る
。
最
終
形
態

か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
か
け

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
か
け

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
か
け
ゝ
ん

（
明
）　　

真　

砂
山
く
た
け
て
ま
し
る
忘　
　

貝
い
つ
の
世
ま
て
か
浪
も
か
け
け
ん

＊
（
明
）「
山
」
小
書
き
傍
書
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
か
け

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
す
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
か
け　
　

」
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要
【
人
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部
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日
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】
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二
〇
一
五
年

（
続
書
）　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
続
内
）　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　

見

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
さ
は
か
り
」
の
「
は
」
を
脱
字
。

（
神
2
）　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

右　

山
中
滝

（
国
）　　

山
姫
の
思　

ひ
を
高　

く
み
く
ま
野
や
水　

の
煙　
　

に
滝
の
岩
な
み

（
大
）　　
　
　
　

お
も　
　

た
か　
　

熊　

の

（
ノ
）　　
　
　
　

お
も　
　

た
か　
　

熊

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　

の

（
明
）　　

山
姫
の
お
も
ひ
を
た
か
く
み
熊　

野
や
水　

の
煙　
　

に
滝
の
岩
浪

（
伊
）　　
　
　
　

お
も　
　

た
か　
　

熊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
島
）　　
　
　
　

お
も　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　
　

浪

（
祐
）　　
　
　
　

お
も　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　
　

浪

（
書
）　　
　
　
　

お
も　
　

た
か　
　

熊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
三
）　　
　
　
　

お
も　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
静
）　　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　

の

（
神
1
）　　
　
　

お
も　
　

た
か　
　

熊

（
続
）　　
　
　
　

お
も　
　

た
か　
　

熊　
　
　

み
つ　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
続
書
）　　
　
　

お
も　
　

た
か　
　

熊　
　
　

み
つ　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
続
内
）　　
　
　

お
も　
　

た
か　
　

熊　
　
　

み
つ

（
神
2
）　　
　
　

お
も　
　

た
か　
　

熊　
　
　

み
つ　
　
　
　
　
　
　
　

波

十
四
番
左　

寄
花
別
恋
」（
国
）（
島
）（
祐
）（
静
）

（
国
）　　

心　
　

な
き
夜
は
の
嵐　
　

に
人
そ
み
ん
花
に
雪
ふ
む
衣　

〳
〵
の
み
ち

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）。

（
内
）　　

わ
れ

（
神
1
）　

わ
れ
沖　

津

（
続
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
そ

（
続
書
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
そ　
　
　

い
の
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
そ　
　
　

い
の
ち

＊
（
続
内
）
の
「
こ
か
て
」
の
「
て
」
は
「
み
」
に
見
え
る
。

（
神
2
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
そ　
　
　

い
の
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

十
三
番
左　

僅
見
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　

立　

つ
ゝ
く
道　

行　

ふ
り
に
さ
は
か
り
を
か
へ
り
み
す
れ
は
人
そ
ま
き
る
ゝ

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き

（
明
）　　

立　

つ
ゝ
く
道　

ゆ
き
ふ
り
に
さ
は
か
り
を
か
へ
り
見
す
れ
は
人
そ
ま
き
る
ゝ
」

 

（
五
〇
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
島
）　　
　
　
　
　
　

み
ち
ゆ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

み
ち
ゆ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
三
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計　
　

を

（
静
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斗　
　

を

（
内
）　　
　
　
　
　
　

路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
神
1
）　　
　
　
　
　

路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
続
書
）
は
「
み
ん
」
が
読
み
に
く
か
っ
た
の
か
、
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て
「
み
ん
」
と
傍
書
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　
　
　

あ
と
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　
　
　

あ
と

右　
　

松
樹
増
色
」（
ノ
）（
書
）（
彰
）

（
ノ
）　　

蟬

＊
（
ノ
）
は
「
蟬
」
に
「
本
ノ
マ
マ
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
後
筆
。

（
国
）　　

二
葉
よ
り
そ
め
て
い
く
よ
の
霜
の
松
今　

年
も
春
に
そ
ふ
緑　
　

哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世　
　
　
　

こ
と
し

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世　
　
　
　

こ
と
し　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り

（
明
）　　

二
葉
よ
り
そ
め
て
い
く
世
の
霜
の
松
こ
と
し
も
春
に
そ
ふ
緑　
　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世　
　
　
　

こ
と
し　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
こ
の
葉
の
「
こ
の
」
ミ
セ
ケ
チ
「
二
」。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世　
　
　
　

こ
と
し　
　
　
　
　

み
と
り
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世　
　
　
　

こ
と
し　
　
　
　
　

み
と
り
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　

染　

て　
　

世　
　
　
　

こ
と
し　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
し

＊
（
三
）
＝
（
静
）、（
三
）・（
静
）・（
国
）
は
「
こ
と
し
」
以
外
は
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
し

（
内
）　　
　
　
　
　

染　

て

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

世　
　
　
　

こ
と
し　
　
　
　
　

み
と
り

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

幾　

世　
　
　
　

こ
と
し　
　
　
　
　

み
と
り
か
な

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

幾　

世　
　
　
　

こ
と
し　
　
　
　
　

み
と
り
か
な

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

幾　

世　
　
　
　

こ
と
し　
　
　
　
　

み
と
り
か
な

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

幾　

世　
　
　
　

こ
と
し　
　
　
　
　

み
と
り
か
な

＊
（
国
）
は
、「
夜
は
の
嵐
に
」
と
「
に
」
に
作
る
。
字
母
か
ら
し
て
「
に
」
と
し
て
か
読
め

な
い
。
ま
た
、
末
句
を
他
本
「
衣
〳
〵
の
跡
」
で
は
な
く
、「
衣
〳
〵
の
み
ち
」
と
作
る
。
共

に
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

半　

あ
ら
し
よ　

や　
　
　
　
　
　

む　
　

〳
　〵

跡

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

半　

あ
ら
し
よ　

や
見　
　
　
　
　
　

き
ぬ　
　
　

跡

＊
（
ノ
）「
人
や
見
ん
」
は
（
大
）
と
同
一
本
文
。
な
お
、「
あ
ら
し
よ
」
の
「
よ
」
に
「
と

歟
」
と
傍
書
。
後
人
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　

よ　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
と

（
明
）　　

心　
　

な
き
夜
は
の
嵐　
　

よ
人
そ
み
ん
花
に
雪
ふ
む
衣　

　々

の
跡

＊
（
明
）
は
、「
人
や
」
の
「
や
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
そ
」。（
明
）
は
（
大
）
の
「
や
」
を
「
そ
」

に
改
訂
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　々
　

あ
と

（
島
）　　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　

あ
ら
し
よ　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　

　々
　

あ
と

（
祐
）　　

こ
こ
ろ　
　
　
　
　

あ
ら
し
よ　
　

見　
　
　
　
　
　

き
ぬ　
　
　

あ
と

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

跡

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

半　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道

＊
（
静
）
は
「
嵐
よ
」
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、「
人
そ
み
ん
」
の
「
そ
」
に
ミ
セ
ケ
チ

「
や
」、「
道
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
跡
」。
こ
う
な
る
と
、（
静
）
が
校
合
し
た
本
は
、（
大
）
系
か
。

＊
（
国
）
以
外
、「
嵐
よ
」
と
作
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
と

＊
（
内
）
は
他
本
「
あ
ら
し
に
」
を
「
あ
ら
し
よ
」
と
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ゝ
　

あ
と

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　
　
　

あ
と

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　
　
　

あ
と
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

＊
（
国
）
は
「
す
筵
」
と
作
る
。「
か
」
が
な
い
と
意
味
が
通
じ
ず
、
字
足
ら
ず
に
な
る
の
で
、

脱
字
だ
ろ
う
。

（
大
）　　

故　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

（
明
）　　

故
郷
も
お
な
し
は
に
ふ
の
す
か
筵　
　

身
は
な
ら
は
し
の
い
ふ
せ
く
も
な
し
」

 

（
五
〇
ウ
）

（
伊
）　　

故　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

（
島
）　　

故　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
む
し
ろ
」

（
祐
）　　

故　
　
　
　
　
　
　

×　
　

か
む
し
ろ
」

＊
（
祐
）
は
「
は
に
ふ
」
の
「
ふ
」
が
脱
字
。

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

（
内
）　　

故　

に　
　
　
　
　
　
　
　

か

＊
（
内
）
は
他
本
「
故
郷
も
」
と
あ
る
の
に
「
故
郷
に
」
と
作
る
。
独
自
本
文
だ
が
、
意
味
的

に
は
よ
く
な
い
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

（
続
）　　

故　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

（
続
書
）　

故　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

＊
（
続
書
）
は
「
身
を
な
ら
は
し
」
の
「
を
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
は
」
と
傍
書
。（
内
）
系
に
よ

る
校
訂
。

（
続
内
）　

故　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
む
し
ろ

（
神
2
）　

故　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

＊
（
神
2
）
は
「
身
を
な
ら
は
し
」
と
作
る
。（
続
）
は
こ
れ
が
も
と
も
と
の
形
態
だ
ろ
う
。

十
五
番
左　

忍
逢
恋

（
国
）　　

道　

の
く
や
忍　

ふ
の
お
く
に
こ
え
そ
行
あ
り
と
も
き
か
ぬ
逢　

坂　

の
関

（
大
）　　

み
ち

（
ノ
）　　

み
ち　
　
　
　
　

×

（
彰
）　　

み
ち　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
さ
か

（
明
）　　

み
ち
の
く
や
忍　

×
の
お
く
に
こ
え
そ
行
あ
り
と
も
き
か
ぬ
逢　

坂　

の
関

（
伊
）　　

み
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　

み
ち

＊
（
島
）
は
「
こ
え
す
」
の
「
す
」
に
「
そ
」
と
傍
書

（
祐
）　　

み
ち　
　
　

し
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
さ
か

（
書
）　　

み
ち　
　
　

し
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山

＊
（
書
）
は
「
逢
坂
の
関
」
の
「
関
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
山
」
と
傍
書
。
但
し
、
山
と
あ
る
の
は

（
書
）
だ
け
で
あ
る
。
別
筆
か
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　

し
の

＊
（
三
）
＝
（
静
）、「
し
の
」
以
外
は
（
三
）・（
静
）・（
国
）
は
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

し
の

（
内
）　　

み
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
き
」

（
神
1
）　

み
ち　
　
　

忍　

ふ

（
続
）　　

陸　
　

奥
や
し
の

（
続
書
）　

陸　
　

奥
や
し
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

陸　
　

澳
や
し
の

（
神
2
）　

陸　
　

奥
や
し
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

旅
店
」（
神
1
）（
三
）

（
国
）　　

古
郷
も
お
な
し
は
に
ふ
の
す
×
莚　
　

身
は
な
ら
は
し
の
い
ふ
せ
く
も
な
し
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
彰
）　　

岸
頭
竹

（
明
）　　

岸
頭
竹

（
伊
）　　

岸
頭
竹

（
島
）　　

岸
頭
竹

（
祐
）　　

岸
頭
竹

（
書
）　　

岸
頭
竹

（
三
）　　

岸
頭
待
舟

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　

岸
頭
待
舟

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
同
じ
。

（
内
）　　

岸
頭
竹

（
神
1
）　

岸
頭
竹

＊
（
神
1
）
の
岸
は
「
峯
」
に
近
い
。
書
き
損
じ
か
。

（
続
）　　

岸
頭
竹

（
続
書
）　

岸
頭
竹

（
続
内
）　

岸
頭
竹

（
神
2
）　

岸
頭
竹

（
国
）　　

い
そ
き
ゝ
て
舟
待　

ほ
と
の
や
す
ら
ひ
に
駒
の
鞭　

き
る
岸　

の
さ
ゝ
竹

＊
他
本
は
「
や
す
ら
ひ
に
」
と
読
む
。
私
家
集
大
成
は
「
よ
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
も

「
に
」
と
読
む
べ
き
だ
ろ
う
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ち

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ち

（
明
）　　

い
そ
き
き
て
舩
待　

ほ
と
の
や
す
ら
ひ
に
駒
の
鞭　

き
る
岸　

の
さ
ゝ
竹

（
伊
）　　
　
　
　

き　

舩

（
島
）　　
　
　
　

き　

船
ま
つ

十
六
番
左　

寄
潟
恋

（
国
）　　

立　

か
へ
り
い
つ
浪　

か
け
む
遠
干
か
た
真　

砂
の
上　

の
海
士
の
捨　

舟
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　

ひ　
　
　
　
　
　

う
へ　

あ
ま

（
ノ
）　　
　
　

帰　

り　
　

な
み　
　

ん　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ま

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　

ひ　
　

ま
さ
こ　

う
へ　

あ
ま　

す
て

（
明
）　　

立　

か
へ
り
い
つ
浪　

か
け
ん
遠
ひ
か
た
ま
さ
こ
の
上　

の
あ
ま
の
す
て
舟

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　

ひ　
　

ま
さ
こ　
　
　
　

あ
ま　

す
て

（
島
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　

ひ　
　

ま
さ
こ　
　
　
　

あ
ま　

す
て

（
祐
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　

ひ　
　

ま
さ
こ　

う
へ　

あ
ま　

す
て

（
書
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ま

（
三
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　

ま　

砂　
　
　
　

あ
ま

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま　

砂　
　
　
　

あ
ま　
　
　
　

」

（
内
）　　

立　

帰　

り　
　

波　
　
　
　
　
　

潟

（
神
1
）　

立　

帰　

り　
　
　
　
　
　
　
　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ま　

す
て

（
続
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ま　

す
て
ふ
ね

（
続
書
）　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ま　

す
て
ふ
ね

（
続
内
）　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ま　

す
て
ふ
ね
」

（
神
2
）　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ま　

す
て
ふ
ね

右　
　
　

岸
頭
待
舟
」（
彰
）

（
国
）　　

岸
頭
待
舟

＊
他
本
は
「
岸
頭
竹
」
で
あ
る
が
、（
国
）
は
「
岸
頭
待
舟
」
の
四
字
題
に
し
た
。
最
終
形
態

だ
ろ
う
。

（
大
）　　

岸
頭
竹

（
ノ
）　　

岸
頭
竹
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
内
）　　
　
　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ　

満　

干

（
神
1
）　　
　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜑　
　
　
　
　

も
の
汐　
　
　
　
　
　
　
　
　

計　
　

は

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
汐

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
汐

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
汐

右　

眺
望
日
暮
」（
書
）

（
国
）　　

富
士
の
ね
は
の
こ
る
日
影　

を
暮　

は
て
ゝ
た
か
ふ
す
雲
そ
さ
夜
の
中
山
」（
伊
）

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

＊
（
大
）
は
「
雪
」
に
ミ
セ
ケ
チ
で
「
雲
」。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰
か

（
彰
）　　
　
　
　

根

（
明
）　　

富
士
の
ね
は
の
こ
る
日
影　

を
暮　

は
て
ゝ
た
か
ふ
す
雲
そ
さ
夜
の
中
山

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
書
）

（
三
）　　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
静
）　　

ふ
し

＊
（
静
）
は
「
た
り
ふ
」
の
「
り
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
か
」。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。
同
筆
か
。

（
内
）　　
　
　
　

根　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰
か　
　
　
　
　

よ

＊
（
内
）
は
「
誰
か
」
の
「
か
」
は
「
カ
」
と
傍
書
。

（
神
1
）　　
　
　

根

（
続
）　　

ふ
し　

根　

残　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
夜

（
続
書
）　

ふ
し　

根　

残　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
夜　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　

き　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
し　
　
　

た
け

（
書
）　　
　
　
　

き

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠

（
内
）

＊
（
内
）
＝
（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ち

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ち

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ち

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ち

十
七
番
左　

時
々
見
恋

（
国
）　　

身
を
う
ら
に
は
か
な
や
あ
ま
の
か
い
つ
物　

塩　

の
み
ち
ひ
に
ひ
ろ
ふ
斗　
　

は

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　

浦　
　
　
　
　
　

蜑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り

（
明
）　　

身
を
浦　

に
は
か
な
や
あ
ま
の
か
い
つ
物　

塩　

の
み
ち
ひ
に
ひ
ろ
ふ
斗　
　

は

（
伊
）　　

み　

浦

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
し
ほ　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り　

」

（
書
）　　
　
　

浦

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

干　
　
　
　

計　
　

は

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

（
明
）　　

ゆ
ふ
は
山　

う
き
て
世
に
ふ
る
人
心
さ
そ
ひ
か
ね
て
や
雲
帰　

る
ら
ん

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

（
祐
）　　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

（
内
）　　

夕　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帰　

る　
　

」

（
神
1
）　

夕　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

＊
（
続
書
）
は
「
心
心
」
の
最
初
の
「
心
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
人
」
と
傍
書
。（
内
）
系
に
よ
る

校
訂
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
心　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

＊
（
神
2
）
の
「
心
心
」
の
最
初
の
「
心
」
は
「
人
」
と
書
こ
う
と
し
て
誤
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

十
九
番
左　

契
恋
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

結　

へ
と
も
心　
　

の
秋
の
み
た
れ
は
ゝ
ま
た
ふ
し
わ
ふ
る
露
の
下　

荻

（
大
）　　

む
す

（
ノ
）　　

む
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
は

（
彰
）　　

む
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
続
内
）　

ふ
し　

根　

残　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
夜

（
神
2
）　

ふ
し　

根　

残　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
夜　
　
　

」

十
八
番
左　

寄
雲
恋

（
国
）　　

夕
ま
く
れ
し
は
し
た
な
ひ
く
雲
消　

て
心　
　

の
や
と
る
契　
　

た
に
な
し

（
大
）　　
　
　

暮　

し

（
ノ
）　　
　

間
暮　

し　
　
　
　

引　

雲

（
彰
）

（
明
）　　

夕
ま
く
れ
し
は
し
た
な
ひ
く
雲
消　

て
心　
　

の
や
と
る
契　
　

た
に
な
し
」

 

（
五
一
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
き
り

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

ち
き
り

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

ち
き
り

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

引　

雲　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

引　

雲
き
へ
て

＊
（
三
）
は
「
き
へ
て
」
と
作
る
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
え
て

（
内
）　　
　
　

暮　

し

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

引　

雲
き
え
て

（
続
）　　
　
　

暮　

し　
　
　
　

引　

雲
き
え
て　
　
　
　
　
　
　

契　

り

（
続
書
）　　
　

暮　

し　
　
　
　

引　

雲
き
え
て　
　
　
　
　
　
　

契　

り

（
続
内
）　　
　

暮　

し　
　
　
　

引　

雲
き
え
て　
　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　

暮　

し　
　
　
　

引　

雲
き
え
て　
　
　
　
　
　
　

契　

り

右　

暮
雲
」（
国
）（
静
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

ゆ
ふ
は
山　

う
き
て
世
に
ふ
る
人
心
さ
そ
ひ
か
ね
て
や
雲
帰　

る
ら
ん
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
島
）　　
　
　
　
　

垣
内　

あ
り

（
祐
）　　

く
れ　
　

垣
内　

あ
り

（
書
）　　
　
　
　
　
　

う
ち
あ
り

（
三
）　　
　
　
　
　
　

う
ち
あ
れ　
　
　
　
　
　
　

よ

＊
（
三
）
＝
（
静
）。「
垣
内
あ
り
て
」（
大
・
明
）
↓
「
垣
う
ち
あ
れ
て
」（
三
・
静
）
↓
「
垣

よ
り
あ
れ
て
」（
国
）
と
い
う
図
式
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

う
ち
あ
れ

＊
（
静
）
は
「
吴
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
無
呉
」、「
あ
れ
」
の
「
れ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
り
」。（
静
）

は
（
国
）
の
「
垣
よ
り
」
は
と
っ
て
い
な
い
。

（
内
）　　
　
　
　
　

垣
内　

あ
り

（
神
1
）　　
　
　
　

垣
内　

あ
り

（
続
）　　
　
　
　
　
　

う
ち
あ
り

（
続
書
）　　
　
　
　
　

う
ち
あ
り

（
続
内
）　　
　
　
　
　

う
ち
あ
り

（
神
2
）　　
　
　
　
　

う
ち
あ
り

廿
番　

左　

寄
虫
恋
」（
ノ
）

（
国
）　　

な
く
蟬　

の
涙　
　

し
く
る
ゝ
袂
に
て
よ
る
は
蛍　
　

の
胸　

そ
く
る
し
き

（
大
）　　
　
　

せ
み　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
た
る　

む
ね

（
ノ
）　　
　
　

せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ね

（
彰
）　　

鳴　

せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
た
る　

む
ね

（
明
）　　

な
く
せ
み
の
涙　
　

し
く
る
ゝ
袂
に
て
よ
る
は
蛍　
　

の
む
ね
そ
く
る
し
き

（
伊
）　　
　
　

せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ね　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　

せ
み　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ほ
た
る　

む
ね

＊
（
島
）
は
（
明
）
の
「
よ
る
は
」
を
「
よ
る
の
」
と
誤
読
し
た
か
。

（
祐
）　　
　
　

せ
み　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ほ
た
る　

む
ね

（
明
）　　

む
す
へ
と
も
心　
　

の
秋
の
み
た
れ
葉
は
ま
た
ふ
し
わ
ふ
る
露
の
下　

荻

（
伊
）　　

む
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
き

（
島
）　　

む
す　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

葉
は

（
祐
）　　

む
す　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

葉
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た

（
書
）　　

む
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
は

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
萩
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」。
こ
の
本
は
「
荻
」
を
だ
い
た
い
「
萩
」
と
書
き
、

ミ
セ
ケ
チ
で
訂
正
す
る
傾
向
が
あ
る
。（
静
）
＝
（
国
）、（
三
）
も
「
し
た
」
以
外
は
同
一
表

記
。

（
内
）　　

む
す

（
神
1
）　

む
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
ゝ

（
続
）　　

む
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ　
　

又

（
続
書
）　

む
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ　
　

又

（
続
内
）　

む
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ　
　

又

（
神
2
）　

む
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ　
　

又

右　

里
竹

（
国
）　　

呉　

竹
の
垣
よ
り
あ
れ
て
家
も
な
し
た
れ
世
を
う
し
と
住
は
な
れ
け
ん

＊
（
国
）
は
他
本
「
垣
内
あ
り
」
を
「
垣
よ
り
あ
れ
」
と
作
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
意
味
が
よ
く

通
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　

垣
内　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

離　
　

け
ん

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り

（
彰
）　　
　
　
　
　

垣
内　

あ
り

（
明
）　　

呉　

竹
の
垣
内　

あ
り
て
家
も
な
し
た
れ
世
を
う
し
と
住
は
な
れ
け
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　

垣
内　

あ
り
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
三
）　　
　
　

間
暮　

か
へ
る

（
静
）　　
　
　
　
　
　

か
へ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　

暮　
　
　
　
　

き

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
と

（
続
）　　
　
　
　

暮　

か
へ
る　
　
　
　

息　

杖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち

（
続
書
）　　
　
　
　
　

か
へ
る　
　
　
　

息　

杖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち

＊
（
続
書
）
は
歌
の
欄
外
上
部
に
「
息
杖
」
と
記
す
。

（
続
内
）　　
　
　

暮　

か
へ
る　
　
　
　

息　

杖　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　
　

み
ち

（
神
2
）　　
　
　
　
　

か
へ
る　
　
　
　

息　

杖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち

廿
一
番
左　

難
忘
恋

（
国
）　　

月
を
め
て
花
を
み
る
に
も
面　

影　

の
先　

さ
き
立　

て
そ
ふ
思　

ひ
哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま　

た
ち　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
ノ
）
は
「
先
ま
ち
」
の
「
ま
」
に
「
た
歟
」
と
傍
書
か
。
も
と
も
と
は
書
き
損
じ
に
よ
る

か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　

た
ち
て　
　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

月
を
め
て
花
を
み
る
に
も
面　

影　

の
先　

さ
き
立　

て
そ
ふ
思　
　

か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　

た
ち　
　
　

思　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　

お
も
か
け　

ま
つ　
　

た
ち　
　
　

お
も
ひ
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ

＊
（
三
）・（
静
）・（
国
）
は
「
お
も
ひ
」
以
外
は
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
先　

立　

て　
　

お
も
ひ
哉

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
受
け
た
か
。

（
書
）　　

鳴　

蟬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ね

（
三
）　　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　

む
ね

＊
（
三
）
は
「
袂
に
そ
」
と
作
る
。
誤
記
か
。

（
静
）

（
内
）　　

鳴　

せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜　

は
ほ
た
る　
　
　

の　
　
　

さ

＊
（
内
）
は
末
句
が
「
胸
の
苦
し
さ
」
と
作
る
。
あ
る
種
の
独
自
本
文
だ
ろ
う
。

（
神
1
）　　
　

せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜　

は　
　
　
　

む
ね
の

＊
（
神
1
）
は
「
む
ね
の
」
と
つ
く
り
、（
内
）
と
同
文
だ
が
、
文
末
は
、「
く
る
し
き
」
と
他

本
と
同
文
。

（
続
）　　

鳴　

蟬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ね

（
続
書
）　

鳴　

蟬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ね　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

鳴　

蟬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ね　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

鳴　

蟬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ね　
　
　
　
　
　

」

右　

樵
夫
雪
」（
神
1
）（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

夕　

ま
く
れ
帰　

る
や
木
こ
り
い
き
杖　

の
石
に
音　

す
る
山　

の
下
道
」

（
大
）　　
　
　
　

暮　

帰

（
ノ
）　　

ゆ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
と

（
彰
）　　
　
　
　

暮　

か
へ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　

み
ち

（
明
）　　

ゆ
ふ
ま
く
れ
帰　

る
や
木
こ
り
い
き
杖　

の
石
に
を
と
す
る
山　

の
下
み
ち
」

 

（
五
一
ウ
）

（
伊
）　　

ゆ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　

み
ち

（
島
）　　

ゆ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

を
と　
　
　
　
　
　

み
ち

（
祐
）　　

ゆ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
え　

」　

を
と　
　

や
ま　
　

み
ち

（
書
）　　
　
　
　

暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
と
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日
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学
科
】
第
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二
〇
一
五
年

廿
二
番
左　

寄
杖
恋
」（
内
）

（
国
）　　

く
る
し
さ
を
し
は
し
や
す
め
よ
鳩
の
杖
よ
は
り
行
身
の
声　

立　

す
と
も

＊
（
国
）
は
他
本
「
や
め
て
」
を
「
や
す
め
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
て

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
た
て

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
め
て
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
　ゝ

共

＊
（
彰
）
は
独
自
本
文
。

（
明
）　　

く
る
し
さ
を
し
は
し
や
め
て
よ
鳩
の
杖
よ
は
り
行
身
の
こ
ゑ
た
て
す
と
も

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
め
て
も　
　
　
　
　
　
　

み　

こ
ゑ
た
て

＊
（
明
）
の
「
よ
」
を
（
伊
）
は
「
も
」
と
読
ん
だ
か
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
た
て　
　
　

」

＊
（
島
）
は
「
た
て
つ
」
の
「
つ
」
に
「
す
」
と
傍
書
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
た
て　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
た
て

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
て

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）「
や
す
め
よ
」
が
共
通
本
文
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共

＊
（
静
）
は
「
や
す
め
」
の
「
す
め
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
め
て
」、「
立
す
共
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
た

て
す
と
も
」
と
傍
書
。（
大
）
系
に
よ
っ
て
校
訂
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

や
め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
た
て

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
て

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

や
め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
て

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

や
め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
て　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

や
め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
て

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

見

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　

た
ち　
　
　

お
も
ひ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　

た
ち　
　
　

お
も
ひ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　

た
ち　
　
　

お
も
ひ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　

た
ち　
　
　

お
も
ひ

右　

嶋
松
」（
三
）

（
国
）　　

つ
ら
き
世
を
は
な
れ
こ
嶋　

の
一　
　

松
わ
れ
宿　

か
ら
む
陰　

な
隔　
　

そ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
た
て　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　

へ
た
て

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　

へ
た
て

（
明
）　　

つ
ら
き
世
を
は
な
れ
こ
し
ま
の
一　
　

松
わ
れ
宿　

か
ら
む
陰　

な
へ
た
て
そ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
た
て

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　

へ
た
て

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　

へ
た
て

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
た
て

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
た
ち

＊
（
三
）
が
他
本
「
陰
（
か
け
）」
と
あ
る
の
に
「
た
ち
」
と
作
る
。
理
由
は
不
明
。
次
の
歌

に
「
た
て
」
と
あ
る
の
で
、
目
移
り
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

小

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

小　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　

へ
た
て

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　
　
　

ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　

へ
た
て

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

小　
　
　

ひ
と
つ　
　
　

や
と　
　

ん　
　
　

へ
た
て

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

小　
　
　

ひ
と
つ　
　
　

や
と　
　

ん　
　
　

へ
た
て

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

小　
　
　

ひ
と
つ　
　
　

や
と　
　

ん　
　
　

へ
た
て
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

廿
三
番
左　

祈
恋
」（
国
）（
静
）（
神
1
）

（
国
）　　

い
つ
か
さ
て
う
き
身
を
か
へ
ん
生　
　

き
て
た
ま
〳
〵
祈　
　

道
そ
は
か
な
き

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

適　
　
　

い
の
る

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　

適　
　
　

祈　
　

道

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

適　
　
　

祈　
　

道

（
明
）　　

い
つ
か
さ
て
う
き
身
を
か
へ
ん
生　
　

き
て
適　
　
　

祈　
　

道
そ
は
か
な
き
」

 

（
五
二
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

適

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ま
れ
き
て　
　
　
　

い
の
る

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ま
れ
き
て　
　
　
　

い
の
る

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祈　

る

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
る

＊
（
三
）
の
「
い
の
る
」
以
外
、（
静
）
＝
（
国
）
と
同
一
表
記
。
な
お
、（
神
1
）・（
内
）
＝

（
国
）
で
も
あ
る
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
る

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　

憂　

身　
　
　
　

生　

れ　
　
　
　
　
　

祈　

る

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生　

れ　
　
　
　
　
　

祈　

る

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

身　
　
　
　

生　

れ　
　
　
　
　
　

祈　

る

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生　

れ　
　
　
　
　
　

祈　

る

右　

海
辺
松
」（
書
）

（
国
）　　

あ
ま
の
焼　

煙　
　

も
空　

に
立　

そ
そ
ふ
こ
や
浦　

嶋　

か
箱　

崎　

の
ま
つ

（
大
）　　
　
　
　

た
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま　
　
　
　
　
　

松

（
ノ
）　　
　
　
　

た
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松

右　

羇
中
舟
」（
内
）（
彰
）

（
国
）　　

一
夜
ぬ
る
川
へ
の
舟　

の
あ
さ
の
ま
に
里　

の
子
い
て
ゝ
先　

そ　

お
り
の
る

（
大
）　　
　
　
　
　
　

辺

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

て　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　

河
辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
明
）　　

一
夜
ぬ
る
川
辺
の
舟　

の
あ
さ
の
ま
に
さ
と
の
子
出　

て
先　

そ　

お
り
の
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

て　
　
　
　

居　

の
る
」

＊
「
居
ゐ
る
」
の
「
ゐ
る
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
の
る
」。

（
島
）　　
　
　
　
　
　

辺　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と　
　

出　

て
ま
つ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

辺　

ふ
ね　
　
　
　
　
　

さ
と　
　

出　

て
ま
つ

（
書
）　　
　
　
　
　

河
辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

て

（
三
）　　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　
　
　
　

河
辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

て　
　
　
　
　
　

ぬ

＊
（
内
）
は
末
句
は
他
本
「
お
り
の
る
」
で
は
な
く
「
お
り
ぬ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
独
自
本

文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　

辺　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と　
　

出　

て

（
続
）　　
　
　
　
　

河
辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

て
ま
つ

（
続
書
）　　
　
　
　

河
辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

て
ま
つ　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
書
）
は
「
海
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
河
は
」
と
傍
書
。（
内
）
系
に
よ
っ
て
校
訂
か
。

（
続
内
）　　
　
　
　

河
辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

て
ま
つ

（
神
2
）　　
　
　
　

海
辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

て
ま
つ　
　
　
　
　
　

」

＊
（
神
2
）
は
「
海
辺
」
に
作
る
。
こ
ち
ら
が
こ
の
系
統
で
は
原
形
。
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（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

や
り　
　
　

か
た　

な
み
た

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　
　
　
　
　
　

隠　
　

つ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

や
り　
　
　
　
　
　

泪

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

や
り　
　
　

か
た

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

や
り

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

や
り

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

や
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

や
り

右　

橋
上
苔
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

苔　

き
さ
む
石
に
は
あ
ら
て
石　

の
橋　

哥　

か
た
と
む
る
浪　

の
下
水

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
う
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
う
た

（
彰
）　　

こ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
う
た

（
明
）　　

苔　

き
さ
む
石
に
は
あ
ら
て
石　

の
は
し
う
た
か
た
と
む
る
浪　

の
下
水

（
伊
）　　

こ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
う
た

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
う
た

（
祐
）　　

こ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
う
た

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
う
た

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
し　
　
　

哥

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哥

＊
（
静
）
は
「
き
ま
む
」
の
「
ま
」
ミ
セ
ケ
チ
「
さ
」、「
哥
」
ミ
セ
ケ
チ
「
う
た
」、「
ま
」
は

書
き
損
じ
、「
う
た
」
は
（
大
）
系
に
よ
る
校
訂
か
。（
静
）
初
期
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
た　
　
　
　
　

な
み

（
彰
）　　

蜑　
　

た
く
け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松

（
明
）　　

あ
ま
の
た
く
煙　
　

も
空　

に
立　

そ
そ
ふ
こ
や
浦　

嶋　

か
箱　

崎　

の
松

（
伊
）　　
　
　
　

た
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋　
　
　
　

さ
き　

松

（
島
）　　
　
　
　

た
く
け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
嶋　
　
　
　
　
　
　

松

（
祐
）　　
　
　
　

た
く
け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
嶋　
　

は
こ
さ
き　

松

（
書
）　　
　
　
　

た
く　
　
　
　

そ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松

（
三
）　　
　
　
　

た
く　
　
　
　

そ
ら　

た
ち　
　
　
　
　

う
ら　
　
　
　
　
　
　
　

松

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら　
　
　
　
　
　
　
　

松

（
内
）　　
　
　
　

た
く　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
こ
さ
き

＊
（
内
）
は
他
本
「
空
に
立
そ
」
を
「
波
に
立
そ
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　

た
く　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き

（
続
）　　

海
士　

た
く　
　
　
　

な
み　
　
　
　

　ゝ
　
　
　
　

島　
　

は
こ

（
続
書
）　

海
士　

た
く　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
こ

＊
（
続
書
）
は
「
そ
ら
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
な
み
」
と
傍
書
。（
内
）
系
に
よ
る
校
訂
か
。

（
続
内
）　

海
士　

た
く　
　
　
　

そ
ら　
　
　
　

　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

は
こ

（
神
2
）　

海
士　

た
く　
　
　
　

そ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
こ

＊
（
神
2
）
は
「
そ
ら
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
が
原
形
。

廿
四
番
左　

寄
遣
水
恋
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

は
る
け
や
る
庭
の
遣　

水
や
る
方　

も
涙　
　

に
袖
は
草
か
く
れ
つ
ゝ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　

な
み
た

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

や
り　
　
　

か
た

（
明
）　　

は
る
け
や
る
庭
の
遣　

水
や
る
か
た
も
涙　
　

に
袖
は
草
か
く
れ
つ
ゝ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

右　

古
郷
路
」（
神
1
）（
ノ
）

（
国
）　　

ふ
る
郷　

と
問
ひ
し
は
い
つ
そ
み
ち
の
草
駒
か
ふ
の
み
の
あ
け
ま
き
の
声

（
大
）　　

故　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　

道

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
彰
）　　

古　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

古　

郷　

と
と
ひ
し
は
い
つ
そ
道　

の
草
駒
か
ふ
の
み
の
あ
け
ま
き
の
こ
ゑ
」

 

（
五
二
ウ
）

（
伊
）　　
　
　

さ
と　

と　
　
　
　
　
　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻

（
島
）　　

古　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　

道　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
書
）　　

古　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　

古　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
静
）　　

古　
　
　
　

ゝ

（
内
）　　

古　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
神
1
）　

古　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　

さ
と　

　ゝ
　
　
　
　
　

道

（
続
書
）　　
　

さ
と　

　ゝ
　
　
　
　
　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
書
）
は
「
そ
角
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
あ
け
ま
き
」
と
傍
書
。（
明
）
系
に
よ
る
校
訂
か
。

（
続
内
）　　
　

さ
と
ゝ
と　
　
　
　
　

と
道

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
い
つ
そ
」
を
「
い
つ
と
」
に
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　

さ
と　

　ゝ
　
　
　
　
　

道　
　
　
　
　
　
　
　

そ
角　
　
　

の

＊
（
神
2
）
は
「
駒
か
ふ
の
み
そ
角
の
声
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
角
」
の
前
に
「
総
」
が
脱

字
し
た
の
で
は
な
い
か
。
本
来
、「
駒
か
ふ
の
み
そ
総
角
の
声
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

廿
六
番
左　

寄
柏
木
恋

（
国
）　　

朽　

ぬ
へ
き
後　

の
落　

葉
や
思　

ひ
を
く
其　

世
に
消　

し
柏
木
の
露

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
た

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
た　
　
　
　
　

波

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
た　
　
　
　
　

波

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
た　
　
　
　
　

波　
　
　

み
つ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
た　
　
　
　
　

波

廿
五
番
左　

秋
久
恋

（
国
）　　

秋
を
へ
て
ま
さ
き
の
き
つ
な
身
の
た
め
に
又　

長
月
の
そ
ふ
思　

ひ
哉
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

×

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

秋
を
へ
て
ま
さ
木　

き
つ
な
身
の
た
め
に
又　

長
月
の
そ
ふ
思　
　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

×　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

木　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　

お
も
ひ
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

木　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　

お
も
ひ
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

木

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
三
）・（
静
）・（
国
）
は
「
思
ひ
哉
」
以
外
は
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　

」

（
内
）　　
　
　
　
　

正　

木　
　

綱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　
　

か
な

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

木　
　

綱

（
続
）　　
　
　
　
　

正　

木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
か
な

（
続
書
）　　
　
　
　

正　

木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
か
な
」

（
続
内
）　　
　
　
　

正　

木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
か
な

（
神
2
）　　
　
　
　

正　

木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
か
な
」
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

跡　
　
　
　
　
　
　

河

（
明
）　　

岩
つ
た
ふ
水
の
な
か
れ
を
し
は
し
み
て
跡　

の
人
ま
つ
山　

川　

の
橋

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

あ
と　
　
　
　

や
ま
か
は　

は
し

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

待　

山　
　
　
　

は
し

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　

は
し

＊
（
三
）
は
他
本
「
な
か
れ
」
を
「
し
つ
く
」
に
作
る
。
連
想
に
よ
る
誤
記
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

＊
（
静
）
＝
（
国
）、
但
し
、「
河
」
の
表
記
は
異
な
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
と　
　

待　
　
　

河　
　

は
し

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
と　
　
　
　
　
　

河　
　

は
し

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
と　
　
　
　
　
　

河　
　

は
し

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
と　
　
　
　
　
　

河　
　

は
し

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
と　
　
　
　
　
　

河　
　

は
し

廿
七
番
左　

逢
恋

（
国
）　　

こ
す
の
戸
に
ひ
と
り
や
月
の
深　

ぬ
ら
ん
日
比　

の
袖
の
涙　
　

た
つ
ね
て

＊
（
国
）
は
、（
大
）
が
「
消
ぬ
ら
ん
」
を
「
ふ
け
ぬ
ら
ん
」
と
改
め
、（
明
）
が
そ
れ
を
受
け

た
の
を
そ
ま
ま
受
け
て
い
る
が
、
他
方
、（
大
）・（
明
）
が
「
夜
こ
ろ
」
と
す
る
の
を
「
日
比
」

と
改
め
た
。
最
終
形
態
だ
ろ
う
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け　
　
　

夜
比

＊
（
大
）
は
「
消
ぬ
ら
ん
」
の
「
消
」
に
「
ふ
け
イ
」、「
夜
比
」
の
「
夜
」
に
「
日
イ
」
と
す

る
。（
大
）
の
奥
書
に
引
か
れ
る
歌
は
、「
ふ
け
」
で
あ
り
、「
日
比
」
で
あ
る
。

（
ノ
）　　

待
簾　

と　
　
　
　
　
　
　

ふ
け　
　
　

夜
こ
ろ　
　
　

な
み
た
尋　
　

て

＊
（
大
）
は
「
落
葉
は
」
と
し
、（
明
）
の
段
階
で
「
落
葉
や
」
と
し
た
の
が
、（
国
）
で
も
継

承j
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
用
例
。

（
大
）　　

く
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
思　
　
　
　
　
　
　
　

き
え

（
ノ
）

（
彰
）　　

く
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の

（
明
）　　

く
ち
ぬ
へ
き
後　

の
落　

葉
や
思　
　

を
く
其　

世
に
消　

し
柏
木
の
露

（
伊
）　　

く
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思

（
島
）　　

く
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ

（
祐
）　　

く
ち　
　
　

の
ち　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　

そ
の　
　

き
え

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ

（
三
）　　

く
ち　
　
　

の
ち　
　
　
　
　
　
　

×

＊
（
三
）
＝
（
静
）
同
一
表
記
。

（
静
）　　

く
ち　
　
　

の
ち　
　
　
　
　
　
　

×

（
内
）

＊
（
内
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　

く
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ

（
続
）　　
　
　
　
　
　

の
ち　

お
ち
は　

お
も
ひ　
　

そ
の

（
続
書
）　　
　
　
　
　

の
ち　

お
ち
は　

お
も
ひ　
　

そ
の

（
続
内
）　　
　
　
　
　

の
ち　

お
ち
は　

お
も
ひ　
　

そ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　

の
ち　

お
ち
は　

お
も
ひ　
　

そ
の

右　

旅
人
休
橋
」（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

岩
つ
た
ふ
水
の
な
か
れ
を
し
は
し
み
て
跡　

の
人
ま
つ
山　

川　

の
橋

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

待　

山

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　

待　

山

＊
（
ノ
）
と
（
大
）
は
「
待
山
川
の
橋
」
が
同
一
表
記
。
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（
国
）　　

め
か
れ
せ
ぬ
う
き
世
や
い
と
ふ
花
ま
て
も
開　

て
ひ
ま
あ
る
山　

の
奥　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　
　
　
　

お
く

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
明
）　　

め
か
れ
せ
ぬ
う
き
世
や
い
と
ふ
花
ま
て
も
さ
き
て
ひ
ま
あ
る
山　

の
奥　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　

や
ま　
　
　

哉

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
三
）
は
「
世
を
」
の
「
を
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
や
」
と
傍
書
。（
三
）
の
「
哉
」
以
外
、

（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

迄　
　

さ
き　

隙　

あ　
　
　
　

お
く
哉

（
神
1
）　

あ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　
　
　
　

お
く
哉

＊
（
神
1
）
は
他
本
「
め
か
れ
」
を
「
あ
か
れ
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

＊
（
続
書
）
は
「
咲
く
」
の
「
く
」
に
近
い
「
て
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
て
」
と
傍
書
。（
内
）
系

に
よ
る
校
訂
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

＊
（
神
2
）
は
「
咲
て
」
の
「
て
」
は
「
く
」
と
混
同
し
や
す
い
形
。

廿
八
番
左　

寄
松
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　
　
　

杜
歟

＊
（
ノ
）
は
「
夜
こ
ろ
」
が
（
大
）
と
同
一
本
文
。「
待
簾
」
で
「
こ
す
」
と
読
ま
せ
る
の
だ

ろ
う
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消　

ぬ　
　

夜
比　
　
　
　
　
　
　

尋　
　

て

＊
（
彰
）
は
（
大
）
が
消
し
た
本
文
を
維
持
し
て
い
る
。

（
明
）　　

こ
す
の
と
に
ひ
と
り
や
月
の
深　

ぬ
ら
ん
夜
こ
ろ
の
袖
の
涙　
　

尋　
　

て

（
伊
）　　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
比　
　
　
　
　
　
　

尋　
　

て

（
島
）　　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
こ
ろ　
　
　

な
み
た
尋　
　

て
」

＊
（
島
）
は
ど
う
し
て
（
明
）
に
「
夜
こ
ろ
」
と
あ
る
の
に
、「
日
こ
ろ
」
と
変
え
た
の
か
。

意
味
的
に
か
。

（
祐
）　　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
こ
ろ　
　
　

な
み
た　
　
　
　

」

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
受
け
た
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　

尋　
　

て

（
三
）　　
　
　
　

と

＊
（
三
）・（
国
）
は
「
戸
」
以
外
同
一
表
記
。
そ
の
他
、（
神
1
）
も
。

（
静
）　　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尋　
　

て

＊
（
静
）
は
「
日
比
」
の
「
日
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
夜
」。（
大
）
系
に
よ
る
か
。

（
内
）　　
　
　
　

と　

独　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
た
尋　
　

て

（
神
1
）　　
　
　

と

（
続
）　　
　
　
　

外　
　
　
　
　
　
　

更　

ぬ

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
じ
く
「
日
比
」
と
す
る
。

（
続
書
）　　
　
　

外　
　
　
　
　
　
　

更　

ぬ

（
続
内
）　　
　
　

外　
　
　
　
　
　
　

更　

ぬ

（
神
2
）　　
　
　

外　
　
　
　
　
　
　

更　

ぬ

＊
（
神
2
）
は
「
戸
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
外
」
と
傍
書
。
同
筆
。

右　

山
家
花
」（
国
）（
静
）
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二
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一
五
年

（
彰
）　　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杜　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
明
）　　

契　
　

こ
し
わ
か
世
も
つ
ゐ
に
月
よ
み
の
杜
の
葉
薄　

き
有　

明
の
影
」（
五
三
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

杜　

葉　
　
　
　
　
　
　

影

（
島
）　　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

杜　

葉

（
祐
）　　

ち
き
り　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

杜　

葉

（
書
）　　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

杜　

葉　
　
　

あ
り　
　

影

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杜

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杜　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
異
な
り
「
杜
」
に
作
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

葉
薄　

き
有

（
神
1
）　　
　
　
　
　

我
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

杜　

葉　
　
　

有　
　
　

影

（
続
）　　

契　

り　
　

わ
か　
　
　
　
　
　

読　

の　
　
　
　
　
　

有　
　
　

影

（
続
書
）　

契　

り　
　

わ
か　
　
　
　
　
　

読　

の　
　
　
　
　
　

有　
　
　

影

（
続
内
）　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

読　

の　
　
　
　
　
　

有　
　
　

影
」

（
神
2
）　

契　

り　
　

わ
か　
　
　
　
　
　

読　

の
杜　
　
　
　
　

有　
　
　

影

右　

不
破
関
」（
彰
）

（
国
）　　

あ
ら
せ
よ
し
人
の
心　
　

も
こ
と
の
は
も
あ
は
ぬ
う
き
世
そ
不
破
の
関
守

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
は

（
明
）　　

あ
ら
せ
よ
し
人
の
心　
　

も
こ
と
の
葉
も
あ
は
ぬ
う
き
世
そ
不
破
の
関
守

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉　
　

か

＊
（
明
）
本
「
あ
は
ぬ
」
を
（
伊
）
は
「
あ
か
ぬ
」
と
読
ん
だ
か
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

葉

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

葉

＊
正
広
・
正
徹
は
「
寄
松
恋
」・「
寄
杜
恋
」
を
数
首
詠
ん
で
い
る
。
但
し
、「
月
よ
み
の
松
」

は
本
歌
し
か
な
い
が
、「
月
よ
み
の
杜
」
は
四
五
例
を
数
え
る
の
で
、
書
き
損
じ
と
み
る
。

（
大
）　　
　
　

杜

（
ノ
）　　
　
　

杜

（
彰
）　　
　
　

杜

（
明
）　　
　
　

杜

（
伊
）　　
　
　

杜

（
島
）　　
　
　

杜

（
祐
）　　
　
　

杜

（
書
）　　
　
　

杜

（
三
）　　
　
　

杜

（
静
）　　
　
　

杜

＊
（
国
）（
内
）（
続
）
以
外
は
「
松
」
で
は
な
く
「
杜
」。

（
内
）　　
　
　

松

（
神
1
）　　
　

杜

（
続
）　　
　
　

松

（
続
書
）　　
　

松

（
続
内
）　　
　

松

（
神
2
）　　
　

杜

＊
（
神
2
）
が
杜
と
な
っ
て
い
る
の
は
注
意
。（
内
）
に
よ
る
校
訂
が
（
続
書
）
で
は
行
わ
れ

た
。

（
国
）　　

契　
　

こ
し
我　

世
も
つ
ゐ
に
月
よ
み
の
松
の
は
う
す
き
在　

明
の
か
け

＊
（
国
）
は
「
松
」
に
つ
く
る
。
但
し
、「
松
」
と
「
杜
」
は
紛
ら
わ
し
い
。「
杜
」
と
書
こ
う

と
し
て
「
松
」
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
月
よ
み
の
杜
」
は
歌
語
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杜

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

葉
薄　
　
　
　
　
　
　

」
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（
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之

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
し
く
れ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
し
く
れ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
し
く
れ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
し
く
れ

右　
　

河
橋
」（
書
）

（
国
）

（
伊
）　

川

（
祐
）　

川

（
国
）　　

八　

橋
や
く
も
て
に
か
け
て
誰　

も
世
の
一　

す
ち
な
ら
ぬ
道　

そ
く
る
し
き
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ

（
彰
）　　

や
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ

（
明
）　　

八　

橋
や
く
も
て
に
か
け
て
た
れ
も
世
の
一　

す
ち
な
ら
ぬ
道　

そ
く
る
し
き

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

筋

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
し
き

＊
（
内
）
は
末
句
を
「
か
な
し
き
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
し
き

＊
（
神
1
）
は
末
句
「
か
な
し
き
」。（
内
）
と
同
文
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言　
　

葉

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

（
続
）　　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　
　

言　

の

＊
（
続
）
が
「
あ
ら
せ
か
し
」
と
す
る
理
由
は
不
明
。「
か
」
は
誤
読
か
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言　

の

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言　

の

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言　

の

廿
九
番
左　

冬
待
恋
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

人
心　
　

さ
た
め
な
き
世
を
中　

空　

に
を
し
へ
て
過　

る
村　

時　

雨
か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天　
　
　
　
　
　

す
ぐ
る　
　
　
　
　

哉

（
明
）　　

人
心　
　

さ
た
め
な
き
世
を
中　

空　

に
を
し
へ
て
過　

る
村　

時　

雨
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　

哉

（
島
）　　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

＊
（
島
）
は
「
さ
た
る
」
の
「
る
」
に
「
め
」
と
傍
書
。

（
祐
）　　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら　
　
　
　
　

す
く　

む
ら

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　

定　
　

な　
　
　

半　

天

（
神
1
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

右　

羇
中
懐
都
」（
神
1
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

懐

＊
（
国
）
だ
け
「
懐
」。
最
終
形
態
か
。
但
し
、
意
味
的
に
は
「
憶
」
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。

書
き
損
じ
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
大
）　　

憶

（
ノ
）　　

憶

（
彰
）　　

憶

（
明
）　　

憶

（
伊
）　　

憶

（
島
）　　

憶

（
祐
）　　

憶

（
書
）　　

憶

（
三
）　　

憶

（
静
）　　

憶

（
内
）　　

憶

（
神
1
）　

憶

（
続
）　　

憶

（
続
書
）　

憶

（
続
内
）　

憶

（
神
2
）　

憶

（
国
）　　

す
み
た
川
昔　
　

は
さ
そ
な
我　

か
た
を　

問　

へ
き
鳥　

も
浪　

の
う
へ
哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　
　

」

（
ノ
）　　

隅　

田　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　

と
ふ　
　
　
　
　

波　
　

上　

か
な

（
彰
）　　

角　

田　

む
か
し　
　
　
　
　
　

方　
　
　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
明
）　　

す
み
た
川
む
か
し
は
さ
そ
な
わ
か
方　

を　

と
ふ
へ
き
鳥　

も
浪　

の
上　

哉
」

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　

ひ
と

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　

ひ
と

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　

ひ
と

三
十
番
左　

寄
鐘
待
恋

（
国
）　　

契　
　

き
や
ひ
と
つ
嵐　
　

の
松
に
き
て
面　

影　

は
こ
ふ
入　

相　

の
こ
ゑ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

逢　
　

声

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ひ

（
彰
）　　

ち
き
り

（
明
）　　

契　
　

き
や
ひ
と
つ
嵐　
　

の
松
に
き
て
面　

影　

は
こ
ふ
入　

相　

の
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
祐
）　　

ち
き
り　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　

お
も
か
け　
　
　

い
り
あ
ひ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　

来　
　
　

か
け

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ひ

＊
（
内
）
は
歌
の
右
上
に
「
上
」
と
記
す
。
書
く
順
を
間
違
え
た
か
ら
で
あ
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
り
あ
ひ

（
続
）　　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
か
け　
　
　

い
り
あ
ひ　

声

（
続
書
）　

契　

り　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　

お
も
か
け　
　
　

い
り
あ
ひ　

声
」

（
続
内
）　

契　

り　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　

お
も
か
け　
　
　

い
り
あ
ひ　

声
」

（
神
2
）　

契　

り　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　

お
も
か
け　
　
　

い
り
あ
ひ　

声
」
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
三
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　

ん

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）、（
三
）
も
「
む
か
し
」「
ん
」
以
外
は
同
一
表
記
。

（
内
）

＊
（
内
）
は
「
も
ら
す
ら
ん
」
の
「
す
」
ミ
セ
ケ
チ
「
さ
」
と
す
る
。

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
続
書
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
続
内
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
神
2
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

右　

江
上
舟

（（
明
）
は
「
江
上
舟
」
に
線
引
、「
水
郷
鷺　

川
風
に
お
ほ
く
む
れ
ゐ
る
鷺
そ
立
さ
ら
せ
る
布

を
跡
に
の
こ
し
て
」、『
松
下
集
』
に
は
「
水
郷
鷺　

九
四
四　

河
か
ぜ
に
ひ
ろ
く
お
り
ゐ
る
鷺

ぞ
た
つ
さ
ら
せ
る
布
を
跡
に
の
こ
し
て
」
と
あ
る
）

（
国
）　　

江
上
舟

＊
正
広
は
最
終
形
態
に
す
る
と
き
に
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
は
、（
大
）
ま
で
戻
っ
た
の
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、（
明
）
で
の
改
訂
を
再
改
訂
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
大
）　　

江
上
舟

（
ノ
）　　

江
上
舟

＊
（
ノ
）
＝
（
大
）

（
彰
）　　

江
上
舟

（
明
）　　

水
郷
鷺

（
伊
）　　

水
郷
鷺

（
島
）　　

水
郷
鷺

（
祐
）　　

水
郷
鷺

 

（
五
三
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

わ
か
方　
　
　

と
ふ　
　
　
　
　

な
み　

上

（
島
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

我
か
方　
　

」
と
ふ　
　

と
り
も
な
み
の
う
へ
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
と
ふ　
　

と
り
も
な
み
の
う
へ
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
方　
　
　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方　
　
　

と
ふ　
　
　
　
　

な
み　

上

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
方　
　
　

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
続
）　　
　
　

田
河
む
か
し　
　
　
　

わ
か
　ゝ
　
　

と
ふ

（
続
書
）　　
　

田
河
む
か
し　
　
　
　

わ
か
　ゝ
　
　

と
ふ　
　
　
　
　

な
み

＊
（
続
書
）
は
「
な
ゝ
」
に
「
ゝ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
み
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　

田
河
む
か
し　
　
　
　

わ
か
　ゝ
　
　

と
ふ　
　
　
　
　

な
み

（
神
2
）　　
　

田
河
む
か
し　
　
　
　

わ
か
　ゝ
　
　

と
ふ　
　
　
　
　

な
み

卅
一
番
左　

逢
不
遇
恋
」（
ノ
）

（
国
）　　

板　

ひ
さ
し
昔　
　

は
月
や
も
ら
さ
ら
む
あ
れ
て
く
る
し
き
不
破
の
山
か
せ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒　

て　
　
　
　

ふ
は

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　

ふ
は

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　

ふ
は

（
明
）　　

い
た
ひ
さ
し
む
か
し
は
月
や
も
ら
さ
ら
ん
あ
れ
て
く
る
し
き
ふ
は
の
山
か
せ

（
伊
）　　

い
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
島
）　　

い
た　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　

ふ
は

（
祐
）　　

い
た　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　

ふ
は

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

で
あ
り
、
和
歌
全
体
に
傍
線
で
消
去
跡
、（
大
）
と
同
じ
本
文
で
あ
る
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

む
れ
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　
　

て

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

む
れ
ゐ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
と
に

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

む
れ
ゐ
る
さ
き　

た
つ　
　
　
　
　
　

あ
と
に

（
書
）　　

難　

波　
　

は
か
な
き
あ
ま
の
小
舟
に
も
う
か
ふ
道
し
る
浪
の
上　

哉

＊
（
書
）
は
お
そ
ら
く
他
筆
で
「
は
か
な
き
あ
ま
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
浪
に
つ
り
す
る
」、「
に

も
」「
道
し
る
浪
の
上
か
な
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
は
し
つ
む
道
そ
は
か
な
き
」
と
傍
書
。（
内
）
に

よ
る
訂
正
か
。

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）
＝
（
神
1
）
＝
（
内
）。

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
な
に
や
江
や
」
以
降
「
浪
に
釣
」
に
ミ
セ
ケ
チ
、
以
後
「
す
る
〜
は
か
な
き
」

ま
で
傍
線
で
消
去
し
、「
は
か
な
き
あ
ま
の
を
ふ
ね
に
も
う
か
ふ
道
し
る
波
の
上
哉
」
と
傍
書
。

こ
れ
は
（
大
）
と
同
じ
。
や
は
り
、（
大
）
系
で
校
訂
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。（
大
）
を
選
ん

だ
理
由
は
最
古
の
写
本
だ
か
ら
か
。
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。（
大
）
は
（
ノ
）
に
も
絡
ん

で
お
り
、
独
自
の
伝
来
・
享
受
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
内
）　　

な
に
は
江
や
波　

に
釣　

す
る
あ
ま
小
舟
浮　

ふ
は
し
つ
む
道
そ
は
か
な
き

＊
（
内
）
の
本
文
は
、（
国
）
と
同
じ
で
あ
る
。
や
は
り
、（
内
）
が
（
明
）
と
（
国
）
に
間
に

成
立
し
た
こ
と
を
物
語
る
。

（
神
1
）　

難　

波
江
や
浪　

に
つ
り
す
る
あ
ま
小
舟
う
か
ふ
は
し
つ
む
道
そ
は
か
な
き

＊
（
神
1
）
は
（
内
）・（
国
）
と
同
文
。

（
続
）　　

難　

波
江
や
は
か
な
き
あ
ま
の
小
舟
に
も
う
か
ふ
道
し
る
波
の
う
へ
か
な

＊
（
続
）「
は
か
な
き
あ
ま
の
小
舟
に
も
う
か
ふ
道
」
に
「
波
に
釣
す
る
あ
ま
小
舟
う
か
は
ふ

は
し
つ
む
道
を
は
か
な
き
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）・（
国
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　

難　

波
江
や
は
か
な
き
あ
ま
の
小
舟
に
も
う
か
ふ
道
し
る
波
の
う
へ
か
な

（
続
内
）　

難　

波
江
や
は
か
な
き
あ
ま
の
小
舟
に
も
う
か
ふ
道
し
る
波
の
う
へ
か
な

＊
（
明
）
系
の
み
「
水
郷
鷺
」

（
書
）　　

江
上
舟

（
三
）　　

江
上
舟

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）

（
静
）　　

江
上
舟

（
内
）　　

江
上
舟

（
神
1
）　

江
上
舟

（
続
）　　

江
上
舟

（
続
書
）　

江
上
舟

（
続
内
）　

江
上
舟

（
神
2
）　

江
上
舟

（
国
）　　

な
に
は
江
や
浪　

に
釣　

す
る
あ
ま
を
舟
う
か
ふ
は
し
つ
む
道
そ
は
か
な
き

＊
（
国
）
は
、（
大
）・
消
さ
れ
た
（
明
）
と
比
較
し
て
「
は
な
か
き
あ
ま
の
小
舟
に
も
」
を

「
浪
に
釣
り
す
る
あ
ま
を
舟
」
に
、
さ
ら
に
「
う
か
ふ
道
し
る
浪
の
上
哉
」
を
「
う
か
ふ
は
し

つ
む
道
そ
は
か
な
き
」
と
改
訂
し
た
。
つ
ま
り
、
題
を
元
に
戻
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
歌
の
改

訂
し
て
新
た
に
し
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、（
明
）
は
中
間
形
態
を
示
す
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
推
敲
の
跡
が
偲
ば
れ
る
好
例
で
あ
る
。

（
大
）　　

難　

波
江
や
は
か
な
き
あ
ま
の
小
舟
に
も
う
か
ふ
道
し
る
浪
の
上　

哉

＊
（
大
）
は
改
訂
前
の
原
本
文
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（
ノ
）　　

難　

波　
　

は
か
な
き
あ
ま
の
小
舟
に
も
う
か
ふ
道
し
る
浪
の
上　

か
な

＊
（
ノ
）
＝
（
大
）
＝
（
彰
）、（
大
）
は
（
続
）
系
が
同
一
本
文
。

（
彰
）　　

難　

波　
　

は
か
な
き
あ
ま
の
小
舟
に
も
う
か
ふ
道
し
る
浪
の
上　

か
な
＊
（
彰
）

＝
（
大
）

（
明
）　　

川
風
に
お
ほ
く
む
れ
ゐ
る
鷺　

そ
立　

さ
ら
せ
る
布
を
跡　

に
の
こ
し
て

＊
消
さ
れ
た
本
文
は

　
　
　
　

難　

波
江
や
は
か
な
き
あ
ま
の
小
舟
に
も
う
か
ふ
道
し
る
浪
の
上　

哉
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　

な
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　

な
か

＊
（
神
2
）
は
「
心
の
」
の
「
心
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
人
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

右　
　
　

山
館
杉
」（
内
）（
書
）（
彰
）

（
続
書
）　
「
山
路
杉
」
の
「
路
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
館
」。（
内
）
系
に
よ
る
校
訂
か
。

（
続
内
）　

山
舘
杉

（
神
2
）　

山
路
杉

（
国
）　　

山
川
や
ま
へ
に
な
か
れ
て
ひ
と
り
す
む
か
り
庵
に
お
し
き
杉　

の
村　

立

＊
（
国
）
は
「
か
り
庵
」
は
「
か
り
い
ほ
」
と
読
ま
せ
る
か
、
そ
れ
と
も
「
か
り
ほ
」
か
。
お

そ
ら
く
後
者
だ
ろ
う
。

（
大
）　　
　
　
　

前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち

（
ノ
）　　
　
　
　

前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ　

を

（
彰
）　　
　

河　

前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ　

を

（
明
）　　

山
川
や
前　

に
な
か
れ
て
ひ
と
り
す
む
か
り
ほ
に
を
し
き
杉　

の
村　

立

（
伊
）　　
　
　
　

前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　

前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ　

を　
　
　
　
　

む
ら

（
祐
）　　
　
　
　

前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ　
　
　
　

す
き　

む
ら

＊
（
祐
）
は
（
島
）
の
「
を
し
き
」
を
「
お
し
き
」
と
作
る
。

（
書
）　　
　

河

（
三
）　　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　

独　
　

す　

×
×
庵　

を　
　
　
　
　

む
ら

＊
（
三
）
＝
（
静
）。
こ
ち
ら
は
「
庵
」
＝
い
ほ
り
と
読
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
×
庵

＊
（
静
）
は
「
庵
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
か
り
庵
イ
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
か
。
不
明
。（
大
）
は

「
か
り
ほ
」、（
国
）
は
「
か
り
庵
」。

（
神
2
）　

難　

波
江
や
は
か
な
き
あ
ま
の
小
舟
に
も
う
か
ふ
道
し
る
波
の
う
へ
か
な

＊
（
続
）
系
は
（
大
）
と
同
文
。

卅
二
番
左　

寄
山
恨
恋
」（
国
）（
内
）（
静
）

＊
（
神
1
）
は
「
根
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
恨
」。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

（
国
）　　

色
か
は
る
人
の
心　
　

の
あ
わ
た
山
中　

〳
〵
こ
え
し
関　

の
岩　

か
と

＊
（
国
）
は
「
あ
わ
た
山
」
と
作
る
が
、
通
常
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
は
、「
あ
は
た
山
」
が

正
し
い
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

＊
（
ノ
）
＝
（
大
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟　

田

（
明
）　　

色
か
は
る
人
の
心　
　

の
あ
は
た
山
中　

〳
〵
こ
え
し
関　

の
岩　

か
と

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
き

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
き　
　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
き

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　

な
か

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　

な
か

＊
（
続
書
）
は
「
か
は
」
が
「
見
」
に
見
え
る
の
で
ミ
セ
ケ
チ
「
か
は
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ

だ
ろ
う
。
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（
続
）　　

限　

り　
　
　

は
な　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓬　

生

（
続
書
）　

限　

り　
　
　

は
な　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓬　

生

＊
（
続
書
）
は
「
た
ち
花
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。（
内
）
系
に
よ
る
校

訂
か
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓬　

生

（
神
2
）　

限　

り　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓬　

生

＊
（
神
2
）
は
「
た
ち
花
の
」
と
作
る
。
こ
れ
が
原
形
。

右　

夕
鳥
」（
三
）

（
国
）　　

村　

す
ゝ
め
声　

あ
つ
ま
り
て
又　

そ
立　

ね
く
ら
や
浅　

き
庭
の
さ
ゝ
竹

（
大
）　　

む
ら
雀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
大
）
は
「
竹
」
の
字
が
本
の
「
喉
」
の
箇
所
故
よ
く
読
め
な
い
。

（
ノ
）　　
　
　

雀　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　

む
ら
雀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　
　

あ
さ

（
明
）　　

村　

雀　
　

こ
ゑ
あ
つ
ま
り
て
又　

そ
立　

ね
く
ら
や
あ
さ
き
庭
の
さ
ゝ
竹

（
伊
）　　
　
　

雀　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ

（
島
）　　

む
ら
雀　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ

（
祐
）　　

む
ら　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ

（
書
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ

（
三
）　　
　
　

雀　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　
　

あ
さ

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　

雀　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　
　

あ
さ

（
内
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪
の

＊
（
内
）
は
他
本
「
庭
の
さ
ゝ
竹
」
と
す
る
の
を
、「
雪
の
さ
ゝ
竹
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ　

雪
の

＊
（
神
1
）
は
「
雪
の
さ
ゝ
竹
」
と
作
り
、（
内
）
と
同
文
。

（
内
）　　
　
　
　

前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ

＊
（
内
）
は
（
国
）
と
同
じ
く
「
お
し
き
」（
他
本
「
を
し
き
」）
と
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　

前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ　

を

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
じ
く
「
お
し
き
」。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち
」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち
」

卅
三
番
左　

稀
問
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　

限　
　

あ
れ
は
花　

た
ち
花　

の
雪
の
袖　

又　

露
は
ら
ふ
よ
も
き
ふ
の
や
と

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　

そ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
ノ
）　　

か
き
り　
　
　
　
　

橘　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な

（
明
）　　

か
き
り
あ
れ
は
花　

橘　
　
　

の
雪
の
袖　

又　

露
は
ら
ふ
よ
も
き
ふ
の
宿
」

 

（
五
四
オ
）

（
伊
）　　

か
き
り　
　
　
　
　

橘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
島
）　　

か
き
り　
　
　
　
　

橘　
　
　
　
　
　

そ
て
ま
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
祐
）　　

か
き
り　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　

そ
て
ま
た

（
書
）　　

か
き
り　
　
　
　
　

橘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
内
）　　
　
　

り　
　
　
　
　

橘　
　
　

に

＊
（
内
）
は
他
本
「
花
橘
の
」
と
す
る
に
対
し
て
「
花
橘
に
」
と
作
る
。
一
種
の
独
自
本
文
か
。

（
神
1
）　

か
き
り　
　
　
　
　

橘　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

＊
（
神
1
）
は
「
橘
に
」
と
（
内
）
と
同
文
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

右　

河
上
鳥
」（
彰
）

（
国
）　　

夢
の
世
を
し
る
や
江　

川
の
臥　

柳　
　

ふ
さ
て
ね
ふ
れ
る
鷺　

の
心　
　

は

（
大
）　　
　
　
　
　

知　

や　
　
　
　

ふ
し

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
明
）　　

夢
の
世
を
し
る
や
江　

川
の
臥　

柳　
　

ふ
さ
て
ね
ふ
れ
る
鷺　

の
心　
　

は

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し
や
な
き　
　
　
　
　
　
　

さ
き　

こ
ゝ
ろ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　

ふ
し

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
内
）

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

え
か
は　

ふ
し

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

え
か
は　

ふ
し

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

え
か
は　

ふ
し

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

え
か
は　

ふ
し

卅
五
番
左　

卜
恋

（
国
）　　

お
と
ろ
ふ
る
末　

い
か
な
ら
ん
石　

神　

も
あ
か
り
て
の
世
の
う
ら
や
ま
さ
し
き

＊
（
国
）
は
他
本
「
世
は
う
ら
や
ま
さ
し
き
」
を
「
世
の
う
ら
や
ま
し
き
」
と
作
る
。（
静
）

が
「
世
の
」
な
の
で
、
最
終
形
態
か
。
だ
が
、「
あ
か
り
て
の
世
」
と
き
て
、
ま
た
「
の
」
が

く
る
の
は
や
や
不
自
然
。
書
き
損
じ
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
続
）　　

む
ら
雀　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　

た
つ　
　
　
　

あ
さ

＊
（
続
）
は
他
本
同
様
「
庭
の
さ
ゝ
竹
」

（
続
書
）　

む
ら
雀　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　

た
つ　
　
　
　

あ
さ

（
続
内
）　

む
ら
雀　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　

た
つ　
　
　
　

あ
さ

（
神
2
）　

む
ら
雀　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　

た
つ　
　
　
　

あ
さ

卅
四
番
左　

寄
衣
恋
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

た
ち
初　

し
月
日
は
い
つ
そ
さ
夜
衣　
　

恨　
　

を
そ
へ
て
ひ
と
り
臥　

ぬ
る
」

（
大
）　　

立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
ノ
）　　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

＊
（
ノ
）
は
他
本
「
衣
」
と
す
る
の
に
、「
長
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。（
大
）
も
「
衣
」

（
彰
）　　

立　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　

独　
　

ふ
し

（
明
）　　

た
ち
そ
め
し
月
日
は
い
つ
そ
さ
夜
衣　
　

恨　
　

を
そ
へ
て
ひ
と
り
ふ
し
ぬ
る

（
伊
）　　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

添　

て　
　
　

ふ
し

（
島
）　　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
祐
）　　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も
う
ら
み　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
書
）　　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　

」

（
内
）　　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
神
1
）　　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
続
）　　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　

小　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　

独　
　

ふ
し

（
続
書
）　　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　

小　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
続
内
）　

た
ち
そ
め　
　
　
　
　
　
　

小　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　

」

（
神
2
）　　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　

小　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　

ふ
し



122

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き
り　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き
り　
　
　
　
　
　

み

（
明
）　　

さ
ひ
し
さ
も
う
き
も
か
き
り
は
な
き
世
哉　

太
山
お
ろ
し
に
夕　

暮　

の
雨
」

 

（
五
四
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き
り　
　
　
　

か
な

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き
り　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き
り　
　
　
　

か
な
」　

を　
　
　

ゆ
ふ
く
れ

＊
（
祐
）
は
「
お
ろ
し
」
を
「
を
ろ
し
」
と
作
る
。
仮
名
遣
い
で
は
「
お
ろ
し
」
で
よ
い
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き
り

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　

み　

颪　
　

に　
　
　
　
　

あ
め

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　

み　

颪　
　

に

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
き
り

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

卅
六
番
左　

寄
海
松
恋

（
国
）　　

わ
か
思　

ひ
入　

ぬ
る
磯　

の
い
つ
ま
て
か
よ
る
浪
し
ら
て
人
を
こ
ふ
ら
ん

（
大
）　　

我　

思　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
ノ
）　　
　
　

お
も

（
彰
）　　

我　

思　
　
　
　
　
　

い
そ

（
明
）　　

わ
か
お
も
ひ
入　

ぬ
る
磯　

の
い
つ
ま
て
か
よ
る
浪
し
ら
て
人
を
こ
ふ
ら
む

（
伊
）　　
　
　

お
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恋
ふ

（
彰
）　　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
明
）　　

お
と
ろ
ふ
る
末　

い
か
な
ら
ん
石　

神　

も
あ
か
り
て
の
世
は
う
ら
や
ま
さ
し
き

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

す
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
異
な
り
、「
世
は
」
と
作
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

す
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
内
）
も
「
世
は
う
ら
や
ま
さ
し
き
」
と
す
る
。（
国
）
の
段
階
で
先
祖
返
り
＝
初
期
形
態

返
り
を
し
た
か
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
み　
　
　
　
　
　
　

は
占　

や
正　

し

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
し
か
み　
　
　
　
　
　
　

は
占　

や
ま
さ
し
き
」

＊
（
続
書
）
は
「
い
し
か
え
や
」
の
「
え
や
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
み
も
」
と
傍
書
。（
内
）
系
に

よ
る
校
訂
か
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
し
か
み
を　
　
　
　
　
　

は
占　

や
ま
さ
し
き

＊
（
続
内
）
は
「
い
し
か
み
を
」
と
作
る
。（
続
）
系
は
（
続
内
）・（
神
2
）
で
こ
こ
に
乱
れ

が
あ
る
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
し
か
み
や　
　
　
　
　
　

は
占　

や
ま
さ
し
き
」

＊
（
神
2
）
は
「
い
し
か
み
や
」
と
す
る
。（
続
書
）
は
「
み
」
を
「
え
」
と
読
ん
だ
か
。

右　

山
居
夕
」（
神
1
）（
書
）

（
国
）　　

さ
ひ
し
さ
も
う
き
も
限　

り
は
な
き
世
哉　

太
山
お
ろ
し
に
夕　

暮　

の
雨

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き
り



123

明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う

＊
（
伊
）
は
「
う
す
く
」
の
「
す
」
ミ
セ
ケ
チ
「
こ
」
と
す
る
。
連
想
に
よ
る
誤
写
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　

か
け

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　

か
け

（
書
）　　
　
　
　
　
　

葉

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　

真
柴　
　
　
　
　
　

ま
暮　
　

の
み

＊
（
内
）
は
他
本
「
夕
日
影
」
を
「
夕
ま
暮
」、「
雲
の
は
う
ご
く
」
を
「
雲
の
み
う
こ
く
」
と

作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　

ま
く
れ

＊
（
神
1
）
は
「
夕
ま
く
れ
」
が
（
内
）
と
同
文
。
但
し
、「
雲
の
は
」
は
他
本
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　

真
柴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち

＊
（
続
）
は
「
日
影
」
に
「
間
く
れ
イ
」、「
雲
の
は
」
の
「
は
」
に
「
み
イ
」
と
傍
書
。
異
文

は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　

真
柴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち

＊
（
続
書
）
は
「
日
影
」
に
「
間
く
れ
」、「
雲
の
は
」
の
「
は
」
に
「
み
」
と
そ
れ
ぞ
れ
傍
書
。

（
内
）
系
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　

真
柴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち

＊
（
続
内
）
は
「
日
影
」
に
「
間
く
れ
イ
」
と
傍
書
。「
雲
の
み
」
に
は
傍
書
な
し
。

（
神
2
）　　
　
　

真
柴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち

卅
七
番
左　

契
経
年
恋

（
国
）　　

昔　
　

た
に
猶　

其　

か
み
の
草
の
名
よ
わ
く
る
山
ち
の
露
の
ま
も
な
し

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　
　
　
　
　
　

分　

る　

路

（
島
）　　
　
　

お
も　
　
　
　
　

い
そ

（
祐
）　　
　
　

お
も　
　
　
　
　

い
そ

（
書
）　　

我
か
お
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恋　

ら
む

（
三
）　　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

＊
（
三
）
と
（
静
）
は
共
に
「
思
入
ぬ
る
」
と
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恋　

ら

（
内
）　　

我　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

迄　

か　
　

波

（
神
1
）　　
　

お
も

（
続
）　　
　
　

お
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
続
書
）　　
　

お
も　

い
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　

と

＊
（
続
書
）
は
末
句
が
「
と
ふ
ら
ん
」
と
な
っ
て
い
る
。
独
自
本
文
。
書
き
損
じ
か
。

（
続
内
）　　
　

お
も　

い
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　

お
も　

い
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

＊
（
神
2
）
の
「
こ
ふ
ら
ん
」
の
「
こ
」
の
字
母
が
「
古
」、
こ
れ
を
「
と
」
と
読
み
誤
っ
た

の
が
（
続
書
）
か
。

右　

樵
路
日
暮
」（
国
）（
静
）（
ノ
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

山
人
の
ま
し
は
や
つ
ゝ
く
夕
日
影　

雲
の
は
う
こ
く
岩
の
か
け
道

＊
私
家
集
大
成
は
「
雲
の
は
ら
」
と
読
む
。
た
し
か
に
そ
う
も
見
え
る
が
、
そ
れ
で
は
意
味
が

と
れ
な
い
。（
大
）・（
明
）
の
よ
う
に
「
雲
の
は
う
」
と
読
み
、「
こ
く
」
と
続
け
る
こ
と
に
す

る
。
こ
の
字
は
「
う
」
に
も
読
め
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　

柴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
大
）
は
「
は
う
ふ
く
」
の
「
ふ
」
ミ
セ
ケ
チ
「
こ
」
と
す
る
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち

（
彰
）

（
明
）　　

山
人
の
ま
し
葉
や
つ
ゝ
く
夕
日
影　

雲
の
は
う
こ
く
岩
の
か
け
道
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明
星
大
学
研
究
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【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
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】
第
二
十
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〇
一
五
年

（
彰
）　　
　
　

に　
　

あ
は
せ
て
た
れ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
明
）　　

神　

に
身
を
あ
は
せ
て
誰　

も
清　

く
す
め
心　
　

の
水
に
み
や
川
の
浪

（
伊
）　　
　
　

に　
　

あ
は
せ
て
誰　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や　
　

波
」

（
島
）　　
　
　

に　
　

あ
は
せ
て
誰　

も　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

み
や　
　

浪

（
祐
）　　
　
　

に　
　

あ
は
せ
て
誰　

も　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

み
や

（
書
）　　
　
　

に　
　
　
　
　
　

誰　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や　
　

浪

（
三
）　　
　
　

に　
　

あ
は
せ
て
誰　

も　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　

波

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　

に　
　

あ
は
せ
て
誰　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
異
な
り
、（
大
）・（
明
）
と
同
じ
。

（
内
）

＊
（
内
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
続
）　　

か
み
に　
　

あ
は
せ
て
た
れ
も
き
よ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

＊
（
続
）
は
「
神
に
」
の
「
に
」
に
「
も
イ
」、「
た
れ
も
」
に
「
君
と
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は

（
内
）・（
国
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　

か
み
に　
　

あ
は
せ
て
た
れ
も
き
よ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波
」

＊
（
続
書
）
は
「
か
み
に
」
の
「
に
」
に
「
も
」、「
た
れ
も
」
に
「
君
と
」
と
傍
書
。（
内
）

系
と
同
文
。

（
続
内
）　

か
み
も　
　

あ
は
せ
て
た
れ
も
き
よ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

＊
（
続
内
）
は
、「
た
れ
も
」
に
「
君
と
イ
」
と
傍
書
。
ま
た
、「
か
み
も
」
と
す
る
。（
内
）

と
同
じ
。

（
神
2
）　

か
み
に　
　

あ
は
せ
て
た
れ
も
き
よ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波
」

＊
（
神
2
）
が
（
続
）
系
の
原
文
。

卅
八
番
左　

寄
涙
恋
」（
神
1
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

な
を　
　

上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の　
　
　
　
　
　
　

分　

る　

路

（
明
）　　

昔　
　

た
に
猶　

其　

上　

の
草
の
名
よ
わ
く
る
山
路
の
露
の
ま
も
な
し

（
伊
）　　

む
か
し　
　
　
　
　
　

上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路

（
島
）　　

む
か
し　
　

な
を
そ
の
う
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

路　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　

む
か
し　
　

な
を
そ
の
う
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

路　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の　
　
　
　
　
　
　

分　

る　

路

＊
（
三
）
＝
（
静
）、
但
し
「
そ
の
」
以
外
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分　

る　

路

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の　
　
　
　
　
　
　

分　

る　

路

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

そ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路

（
続
）　　

む
か
し　
　

な
を
そ
の　
　
　
　
　
　
　

分　

る　

路

（
続
書
）　

む
か
し　
　

な
を
そ
の　
　
　
　
　
　
　

分　

る　

路

＊
（
続
書
）
は
「
そ
の
う
へ
」
の
「
う
へ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
か
み
」
と
傍
書
。（
内
）
系
に
よ

る
校
訂
。

（
続
内
）　

む
か
し　
　

な
を
そ
の　
　
　
　
　
　
　

分　

る

（
神
2
）　

む
か
し　
　

な
を
そ
の
う
へ　
　
　
　
　

分　

る　

路

右　

河
水
清

（
国
）　　

神　

も
身
を
合　
　

て
君　

と
清　

く
す
め
心　
　

の
水
に
宮　

川
の
な
み

＊
（
国
）
は
、（
大
）・（
明
）
系
本
「
神
に
」
を
「
神
も
」、「
誰
も
」
を
「
君
と
」
と
作
る
。

（
内
）
も
同
じ
。
最
終
形
態
か
。「
君
戸
」
の
「
戸
」
に
ミ
セ
ケ
チ
で
「
と
」
と
傍
書
。
こ
れ
も

親
本
を
そ
の
ま
ま
透
写
し
た
か
。
神
が
身
を
合
わ
せ
て
君
と
、
と
い
う
解
釈
だ
。

（
大
）　　
　
　

に　
　
　
　
　
　

た
れ
も
き
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や　
　

波

（
ノ
）　　
　
　

に　
　
　
　
　
　

誰　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
国
）　　

も
る
人
は
い
な
は
か
り
ほ
の
冬
さ
れ
に
独　
　

時　

雨
を
は
こ
ふ
雲　

哉
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り

（
明
）　　

も
る
人
は
い
な
葉
か
り
ほ
の
冬
さ
れ
に
ひ
と
り
時　

雨
を
は
こ
ふ
雲　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り　
　
　
　
　
　
　

く
も
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り

＊
（
三
）
＝
（
国
）。
但
し
「
ひ
と
り
」
以
外
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
静
）
＝
（
国
）。
但
し
、「
葉
」
以
外
。

（
内
）　　

守　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
内
）
は
他
本
「
ひ
と
り
」
を
「
ひ
と
つ
」
と
作
る
。「
り
」
を
「
つ
」
を
読
ん
だ
か
。

（
神
1
）　

守　

人　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り
し
く
れ

（
続
）　　

守　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り
し
く
れ

＊
（
続
）
は
「
ひ
と
り
」
の
「
り
」
に
「
つ
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　

守　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り
し
く
れ

（
続
内
）　

守　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り
し
く
れ

（
神
2
）　

守　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り
し
く
れ

卅
九
番
左　

前
世
恨
恋
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

し
ら
す
わ
れ
真
葛　

か
原　

に
捨　

し
身
の
露
や
涙　
　

に
消　

帰　

る
ら
ん

（
大
）　　
　
　
　

我　

ま
く
す　

は
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

ま
く
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　
　
　
　

か
へ　
　
　

」

（
国
）　　

涙　
　

川　

人
の
か
よ
は
ぬ
中
絶　

て
紅　
　
　

な
か
す
袖　

の
上　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

（
ノ
）　　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
え　

く
れ
な
ゐ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
え　

く
れ
な
ゐ

（
明
）　　

涙　
　

川　

人
の
か
よ
は
ぬ
中
た
え
て
紅　
　
　

な
か
す
袖　

の
上　

か
な
」

 

（
五
五
オ
）

（
伊
）　　

泪　
　

か
は　
　
　
　
　
　
　

た
え　
　
　
　
　
　
　
　

そ
て　

う
へ

（
島
）　　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　

ん　

た
え　

く
れ
な
ゐ　
　
　
　
　
　

う
へ

＊
（
島
）
は
（
明
）
の
「
か
よ
は
ぬ
」
を
「
か
よ
は
ん
」
と
誤
写
し
た
。

（
祐
）　　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　

む　

た
え　

く
れ
な
ゐ　
　
　

そ
て　

う
へ

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
受
け
た
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
て　

う
へ

（
三
）　　
　
　
　

河　
　

も　
　
　
　
　

た
え　
　
　
　
　
　
　
　

そ
て　

う
へ

＊
（
三
）
は
他
本
「
人
の
」
を
「
人
も
」
と
作
る
。（
静
）
は
ミ
セ
ケ
チ
で
消
し
て
い
る
が
、

「
人
も
」
と
あ
っ
た
本
を
写
し
た
の
か
、
書
き
損
じ
（
誤
写
）
か
は
不
明
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

＊
（
静
）
は
「
人
も
」
の
「
も
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
の
」。
同
筆
か
。

（
内
）　　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

終　

て
く
れ
な
ゐ　
　
　
　
　
　

う
へ
哉

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
え　

く
れ
な
ゐ

（
続
）　　

泪　
　

河　
　
　
　
　
　

ん　

た
え　

く
れ
な
ゐ　
　
　

そ
て　

う
へ

＊
（
続
）
の
「
か
よ
は
ん
」
は
（
島
）
同
様
誤
写
・
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

（
続
書
）　

泪　
　

河　
　
　
　
　
　

ん　

た
え　

く
れ
な
ゐ　
　
　

そ
て　

う
へ

（
続
内
）　

泪　
　

河　
　
　
　
　
　

ん　

た
え　

く
れ
な
ゐ　
　
　

そ
て　

う
へ　
　

」

（
神
2
）　

泪　
　

河　
　
　
　
　
　

ん　

た
え　

く
れ
な
ゐ　
　
　

そ
て　

う
へ

右　

田
家
雨
」（
書
）（
彰
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
島
）　　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね　

あ
ら
し　
　
　

く
れ

（
祐
）　　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね　

あ
ら
し　
　
　

く
れ

（
書
）　　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

＊
（
静
）
は
、「
鐘
」
に
ミ
セ
ケ
チ
し
、「
童
」
と
傍
書
。
ど
こ
か
で
勘
違
い
し
た
か
。

（
内
）　　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　

く
れ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね

四
十
番　

左　

寄
櫛
恋

（
国
）　　

く
し
の
は
を
心　
　

に
引　

て
か
よ
へ
と
も
わ
か
て
に
か
く
る
黒　

髪　

も
な
し

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

て　
　
　
　

く
ろ
か
み

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手　
　
　
　
　
　

か
み

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
か
手　
　
　
　

く
ろ
か
み

（
明
）　　

く
し
の
は
を
心　
　

に
引　

て
か
よ
へ
と
も
わ
か
て
に
か
く
る
く
ろ
か
み
も
な
し

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ろ
か
み　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ろ
か
み

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ろ
か
み

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ろ
か
み

＊
（
書
）
は
「
か
へ
る
」
の
「
へ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
く
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

手　
　
　
　

く
ろ
か
み

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

＊
（
ノ
）
の
「
は
ら
に
」
の
「
に
」
は
「
も
」
に
も
見
え
る
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

ま
く
す　
　
　
　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
明
）　　

し
ら
す
わ
れ
ま
く
す
か
原　

に
す
て
し
身
の
露
や
涙　
　

に
消　

か
へ
る
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

ま
く
す　
　
　
　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
島
）　　
　
　
　
　
　

ま
く
す　
　
　
　

す
て　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　

か
へ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

ま
く
す　

は
ら　

す
て　
　
　
　
　

な
み
た　

き
え
か
へ

（
書
）　　
　
　
　
　
　

ま　
　
　
　
　
　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
三
）　　
　
　
　

我　

ま
く
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
へ
か
え

＊
（
三
）
は
「
き
へ
か
え
る
」
と
表
記
。（
三
）
に
は
仮
名
遣
い
の
間
違
い
が
多
い
。

（
静
）　　
　
　
　

我　

ま
く
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
え
か
へ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
え

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
え
か
へ

（
続
）　　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　
　

き
え
か
へ

（
続
書
）　　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　
　

き
え
か
へ

（
続
内
）　　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　
　

き
え
か
へ

（
神
2
）　　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　
　

き
え
か
へ

右　

古
寺
夕
嵐
」（
三
）

（
国
）　　

今　

も
世
に
さ
そ
は
ま
し
か
は
鷲
の
山
鐘　

を
嵐　
　

の
夕　

暮　

の
こ
ゑ

＊
私
家
集
大
成
は
「
銭
」
と
読
ん
で
い
る
が
、「
鐘
」
で
よ
い
。

（
大
）　　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
大
）
は
「
こ
ゑ
」
の
二
字
が
薄
い
か
つ
喉
で
実
に
読
み
に
く
い
。

（
ノ
）　　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ

（
明
）　　

い
ま
も
世
に
さ
そ
は
ま
し
か
は
鷲
の
山
鐘　

を
嵐　
　

の
夕　

暮　

の
こ
ゑ

（
伊
）　　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　

声
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
静
）
は
「
習
は
」
の
「
は
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
を
」。
同
筆
か
。

「
さ
か
よ
」
と
し
て
い
る
の
は
、（
国
）・（
内
）・（
続
）・（
静
）。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ら
ひ

＊
（
内
）
は
「
う
き
世
の
坂
よ
」
と
作
る
。
こ
れ
は
こ
れ
で
よ
い
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ら
ひ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

息　

つ　

ほ
と　

休　

む
な
ら
ひ

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
じ
本
文
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

息　

つ　

ほ
と　
　
　
　

な
ら
ひ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

息　

つ　

ほ
と　
　
　
　

な
ら
ひ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

息　

つ　

ほ
と　
　
　
　

な
ら
ひ

四
十
一
番
左　

憚
人
不
逢
恋
」（
国
）（
静
）

（
国
）　　

か
よ
ひ
し
は
い
つ
れ
の
年　

そ
文　

を
さ
へ
安　

く
と
を
さ
ぬ
文
字
の
関
守

＊
（
国
）
は
（
大
）（
明
）
系
が
「
あ
け
て
」
と
す
る
の
を
「
安
く
」
と
す
る
。（
内
）（
神
1
）

も
同
じ
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け
て　
　
　
　

も
し

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　

あ
け
て　
　
　
　

も
し

（
彰
）　　
　
　
　

ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け
て　
　
　
　

も
し

＊
（
彰
）
は
他
本
「
か
よ
ひ
し
」
を
「
か
よ
ひ
ち
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
明
）　　

か
よ
ひ
し
は
い
つ
れ
の
年　

そ
ふ
み
を
さ
へ
あ
け
て
と
を
さ
ぬ
も
し
の
関
守

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　

あ
け
て　
　
　
　

も
し

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　

あ
け
て　
　
　
　

も
し

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　

あ
け
て　
　
　
　

も
し

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　

あ
け
て

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け
て　
　
　
　

も
し

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け
て　
　
　
　

も
し

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

手　
　
　
　

く
ろ
か
み

（
内
）　　

櫛　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

手　
　
　
　

く
ろ
か
み

（
神
1
）　

櫛　

の　
　
　
　
　
　

ひ
き　
　
　
　
　
　

我　

手　
　
　
　

く
ろ
か
み

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

樵
夫
帰
」（
神
1
）（
彰
）

（
国
）　　

な
け
き
こ
る
う
き
世
の
さ
か
よ
山
人
も
い
き
つ
く
程　

は
や
す
む
習　
　

を

＊
私
家
集
大
成
は
「
な
け
木
」
と
し
、「
木
」
と
記
さ
れ
る
が
、「
な
げ
き
こ
る
」
は
「
歎
き
」

と
「
木
こ
る
」
の
掛
詞
だ
か
ら
、
表
記
は
仮
名
の
「
き
」
で
よ
し
と
す
る
。（
国
）
は
「
さ
か

よ
」。
最
終
形
態
か
。
但
し
、（
大
）・（
明
）
は
「
う
き
世
の
坂
に
」
と
作
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

休　

む
な
ら
ひ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　

休　

む
な
ら
ひ

＊
（
ノ
）
と
（
大
）
は
「
休
む
」
で
同
一
表
記
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂　

に　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　

な
ら
ひ

（
明
）　　

な
け
木
こ
る
う
き
世
の
坂　

に
山
人
も
い
き
つ
く
程　

は
や
す
む
な
ら
ひ
を
」

 
（
五
五
ウ
）

（
伊
）　　
　
　

木　
　
　
　
　
　

坂　

に　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　

な
ら
ひ

（
島
）　　
　
　

木　
　
　
　
　
　

坂　

に　
　
　

」　
　
　

ほ
と　
　
　
　

な
ら
ひ

（
祐
）　　
　
　

木　
　
　
　
　
　

坂　

に　
　
　

」　
　
　

ほ
と　
　
　
　

な
ら
ひ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂　

に　
　
　
　
　
　
　

ほ
と

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

＊
（
三
）
は
末
尾
が
「
は
」
と
な
る
。（
静
）
初
期
本
と
同
じ
。（
三
）
＝
（
静
）
初
期
。

（
静
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
内
）　　
　

む
か　
　
　
　
　
　

え　
　
　
　
　
　

吹　

れ
て　
　
　

さ
き

（
神
1
）　　

む
か　
　
　
　

い
り

（
続
）　　
　

む
か　

み
な
と　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
続
書
）　　

む
か　

み
な
と　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
続
内
）　　

む
か　

み
な
と　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
神
2
）　　

む
か　

み
な
と　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　

か
へ

四
十
二
番
左　

寄
鳥
恋
」（
内
）（
ノ
）

（
国
）　　

は
ね　

か
は
す
た
め
し
に
は
あ
ら
て
鳥　

の
子
を
な
と
て
か
さ
ぬ
る
中　

と
成　

け

ん＊
（
国
）
は
（
大
）（
明
）
系
末
句
「
契
な
り
け
」
を
「
中
と
成
け
ん
」
と
作
る
。（
内
）
も
同

じ
。
最
終
形
態
か
。「
契
」
か
「
中
（
＝
仲
）」
で
悩
ん
だ
の
だ
ろ
う
。「
か
さ
ぬ
」
＋
「
中
」

は
正
徹
に
あ
る
が
、「
か
さ
ぬ
」
＋
「
契
」
は
な
い
。
こ
れ
が
決
定
打
か
。

（
大
）　　

羽
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

な
り
け
ん

（
ノ
）　　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

な
り
け
ん

＊
（
ノ
）
が
ど
う
し
て
字
余
り
の
「
は
ね
を
か
は
す
」
と
し
た
の
か
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

な
る
ら
ん

＊
（
彰
）
は
語
尾
が
（
三
）
と
同
じ
く
、「
な
る
ら
ん
」
と
作
る
。
理
由
は
不
明
。

（
明
）　　

は
ね　

か
は
す
た
め
し
に
は
あ
ら
て
鳥　

の
子
を
な
と
て
か
さ
ぬ
る
契　

な
り
け
ん

（
伊
）　　

羽
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

成　

ら
ん

＊
（
伊
）
は
「
契
な
り
け
ん
」
を
「
契
成
ら
ん
」
と
誤
写
し
た
か

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

な
り
け
ん
」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
き
り
な
り
け
ん
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

な
り
け
ん

（
三
）　　

羽
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

成　

ら
ん

＊
（
三
）
は
末
句
が
（
大
）・（
明
）
系
に
近
い
が
、
末
尾
は
「
ら
ん
」
と
独
自
本
文
。

＊
（
静
）
は
（
国
）
の
「
安
く
」
で
は
な
く
、（
大
）・（
明
）
系
の
「
あ
け
て
」

（
内
）

＊
（
内
）・（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
す
く

（
続
）　　

思　

ひ　
　
　
　
　
　

と
し　

ふ
み　
　
　

明　

て　
　
　
　

も
し

＊
（
続
）
は
「
思
ひ
」
に
「
か
よ
イ
」、「
明
て
」
に
「
や
す
く
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）

と
同
じ
。

（
続
書
）　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　

と
し　

ふ
み　
　
　

明　

て　
　
　
　

も
し

（
続
内
）　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　

と
し　

ふ
み　
　
　

明　

て　
　
　
　

も
し

＊
（
続
内
）
は
「
ふ
み
」
の
「
み
」
が
「
し
」
に
読
め
る
。

（
神
2
）　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　

と
し　

ふ
み　
　
　

明　

て　
　
　
　

も
し

＊
（
続
）
系
は
「
お
も
ひ
し
」
と
な
っ
て
い
る
。
独
自
本
文
。

右　

江
雨
鷺
飛
」（
書
）

（
国
）　　

風
向　

ふ
湊　
　

入　

江
の
村　

雨　

に
ふ
か
れ
て
帰　

る
鷺　

の
一　

つ
れ

（
大
）　　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
ノ
）　　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
彰
）　　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　

か
へ

＊
（
彰
）
は
「
一
む
ら
」
の
「
む
ら
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
つ
れ
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。

（
明
）　　

風
む
か
ふ
湊　
　

入　

江
の
村　

雨　

に
ふ
か
れ
て
か
へ
る
鷺　

の
一　

つ
れ

（
伊
）　　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
島
）　　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
祐
）　　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
さ
め　
　
　
　
　

か
へ

（
書
）　　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き　

ひ
と

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ　

さ
き

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ　

さ
き　

ひ
と
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

ま
」
だ
ろ
う
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

や
と

（
三
）　　
　

く
れ　
　
　
　
　
　
　
　

ん
う
つ
の
山　
　
　
　
　
　
　

路

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　

く
れ　
　
　
　
　
　
　
　

ん
う
つ
の
山　
　
　
　
　
　
　

路

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

や
と　
　

ん
う
つ
の
山　
　
　
　
　
　
　

路

＊
（
内
）
は
他
本
「
空
山
」「
空
の
山
」
を
「
う
つ
の
山
」
と
作
る
。（
静
）・（
三
）
と
同
一
表

記
。

（
神
1
）　　

く
れ　
　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路
ふ
く

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

や
と
ま
ら
ん
う
つ
の
山　
　
　

あ
ら
し　

路
ふ
く

＊
（
続
）
は
「
や
と
ま
ら
ん
」
と
作
る
。「
よ
し
や
と
ま
ら
ん
」
と
読
ん
だ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

や
と
ま
ら
ん
う
つ
の
山　
　
　

あ
ら
し　

路
ふ
く　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

や
と
ま
ら
ん
う
つ
の
山　
　
　

あ
ら
し　

路
ふ
く

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

や
と
ま
ら
ん
う
つ
の
山　
　
　

あ
ら
し　

路
ふ
く　
　

」

＊
（
続
）
系
は
「
よ
し
や
と
ま
ら
ん
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

四
十
三
番
左　

逢
後
増
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　

漕　

向　

ふ
人
の
心　
　

の
た
か
せ
舟　

こ
え
て
中
〳
〵
し
つ
む
浪　

か
な
」

（
大
）　　

こ
き
む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　

む
か

（
彰
）　　

こ
き
む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
明
）　　

漕　

む
か
ふ
人
の
心　
　

の
た
か
せ
舟　

こ
え
て
中
〳
〵
し
つ
む
浪　

か
な
」

 

（
五
六
オ
）

（
伊
）　　

こ
き
む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　

む
か　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

ふ
ね　
　
　

な
か

（
祐
）　　

こ
き
む
か　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

ふ
ね　
　
　

な
か

（
静
）　　

羽
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

成　

け
ん

＊
（
静
）
は
末
尾
が
（
大
）（
明
）
と
同
じ
。

（
内
）　　

羽
×

＊
（
内
）
＝
（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　

羽
×

＊
（
神
1
）
は
（
内
）・（
国
）
と
同
文
。
末
句
は
「
中
と
成
け
ん
」

（
続
）　　

羽
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　
　

な
る
覧

＊
（
続
）
は
「
契
な
る
覧
」
に
「
中
と
成
け
ん
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り
な
る
ら
ん

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

成　

 

ら
ん
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り
な
る
ら
ん

＊
（
続
）
系
は
末
句
「
契
り
な
る
ら
ん
」
と
作
る
。

右　

旅
宿
夕
」（
内
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

日
暮　

た
り
よ
し
宿　

か
ら
む
空　
　

山
蔦
ち
る
嵐　
　

夢
ち
吹　

と
も

（
大
）　　
　

く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路　
　
　
　

」

＊
（
大
）「
空
」
に
「
ム
ナ
シ
」
と
い
う
左
注

（
ノ
）　　
　

く
れ　
　
　
　

や
と　
　

ん
穴　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

路

＊
（
ノ
）
は
「
穴
」
に
「
空
―
歟
」
と
傍
書
。「
穴
」
と
「
空
」
は
く
ず
し
字
が
似
て
い
る
故

か
。「
空
」
で
よ
い
。

（
彰
）　　
　

く
れ　
　
　
　

や
と　
　

ん　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

路
ふ
く

（
明
）　　

日
く
れ
た
り
よ
し
や
と
か
ら
む
空　
　

山
蔦
ち
る
嵐　
　

夢
路
吹　

と
も

（
伊
）　　
　

く
れ　
　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

路　
　
　
　

」

（
島
）　　
　

く
れ　
　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

路

（
祐
）　　
　

く
れ　
　
　
　

や
と　
　
　
　
　

の　
　
　
　

あ
ら
し　

路

＊
（
祐
）
は
（
島
）
の
「
空
山
」
を
「
空
の
山
」
と
作
る
。
訓
み
は
ど
の
本
も
「
う
つ
の
や
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　

嶺　
　
　
　
　
　
　

し
ら

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　

や
ま
み
ね　
　
　

お
き　

し
ら

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
く　
　
　
　
　
　

嶺　
　
　
　

お
き　
　
　

波

＊
（
三
）
も
「
い
つ
く
」
と
す
る
。（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
く　

た
つ
た　
　

嶺　
　
　
　

お
き　
　
　

波

＊
（
静
）
は
他
本
「
い
く
へ
」
に
作
る
の
を
「
い
つ
く
」
と
す
る
。
独
自
本
文
。

（
内
）　　
　
　

津　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　
　
　
　

お
き　
　
　

波

（
神
1
）　　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　
　
　
　

沖　

津

（
続
）　　
　
　
　

み　

見　
　
　
　

へ　

龍　
　
　
　

嶺　
　
　
　

沖　
　

し
ら

（
続
書
）　　
　
　

み　

見　
　
　
　

へ　

龍　
　
　
　

嶺　
　
　
　

沖　

津
し
ら

（
続
内
）　　
　
　

み　

見　
　
　
　

へ　

龍　
　
　
　

嶺　
　
　
　

沖　

津
し
ら

（
神
2
）　　
　
　

み　

見　
　
　
　

へ　

龍　
　
　
　

嶺　
　
　
　

沖　

津

四
十
四
番
左　

寄
月
逢
恋
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

し
る
ら
め
や
ね
よ
と
の
か
ね
を
先　

立　

て
今　

夜
は
出　

ぬ
山
の
は
の
月

＊
（
国
）
は
、（
明
）
の
「
よ
こ
ひ
」
を
正
し
く
「
こ
よ
ひ
（
今
夜
）」
と
改
め
た
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　

こ
よ
ひ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　

こ
よ
ひ　

い
て　
　

×
端

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　

こ
よ
ひ　

い
て

（
明
）　　

し
る
ら
め
や
ね
よ
と
の
鐘　

を
先　

立　

て
よ
こ
ひ
は
い
て
ぬ
山
の
は
の
月

＊
（
明
）
が
「
よ
こ
ひ
」
と
し
た
の
は
誤
写
か
。
意
味
的
に
は
「
こ
よ
ひ
」
し
か
な
い
。（
明
）

は
「
よ
」
は
「
今
」
と
書
こ
う
と
し
て
、
途
中
で
「
よ
」
に
変
え
た
と
も
読
め
る
。
す
べ
て
は

こ
の
書
き
損
じ
に
始
ま
る
か
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　

よ
本
ノ
ひ　
　
　

い
て

＊
（
伊
）
は
「
よ
ひ
」
を
変
だ
と
感
じ
て
「
本
ノ
」
と
傍
書
し
た
。（
明
）
の
書
き
損
じ
で
あ

（
書
）　　
　
　

む
か

（
三
）　　

こ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
静
）　　

こ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
静
）
は
「
た
か
せ
」
の
「
せ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
せ
」
と
傍
書
。「
た
か
せ
」
の
「
せ
」
の

上
に
消
し
跡
が
あ
る
の
で
、
誤
写
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

（
内
）　　

こ
き
む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船　
　

し　
　
　
　
　
　
　

中　

哉

＊
（
内
）
は
「
こ
え
て
」
を
「
こ
し
て
」
と
と
作
る
。
末
句
、
他
本
「
し
つ
む
浪
」
を
「
し
つ

む
中
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

こ
き
む
か　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

船　
　

へ　
　
　
　
　
　
　

中

＊
（
神
1
）
は
末
句
「
中
か
な
」
が
（
内
）
と
同
文
。
但
し
、（
内
）
は
「
こ
し
て
」
を
（
神

1
）
は
「
こ
へ
て
」
に
作
り
、
他
本
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　

高　
　
　
　
　

し
な
か

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　

高　
　
　
　
　

し　
　
　
　
　
　
　

な
み

＊
（
続
書
）
は
末
句
「
な
み
」
と
す
る
。

（
続
内
）　　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　

高　
　
　
　
　

し　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
神
2
）　　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　

高　
　
　
　
　

し　
　
　
　
　
　
　

な
み

＊
（
続
）
系
は
「
な
み
か
な
」
が
原
形
。（
続
）
系
は
「
こ
し
て
」
と
な
る
。
独
自
本
文
。

右　

嶺
上
雲
深

（
国
）　　

わ
た
つ
海
に
み
れ
は
い
く
重
そ
立　

田
山　

峯
こ
す
雲
の
奥　

つ
白　

浪

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　

嶺

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
し
ら

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　

嶺　
　
　
　
　
　

津

（
明
）　　

わ
た
つ
海
に
み
れ
は
い
く
へ
そ
立　

田
山　

嶺
こ
す
雲
の
奥　

津
白　

浪

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
島
）　　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　
　

あ
ら
し

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
の
我

＊
（
三
）
は
「
あ
ら
し
の
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

＊
（
静
）
は
「
い
な
り
」
の
「
り
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
は
」、
そ
し
て
、「
あ
ら
し
よ
」
が

（
大
）・（
明
）
系
と
同
じ
。
但
し
、「
い
な
り
」
と
す
る
の
は
、（
続
）
系
し
か
な
い
。
こ
の
本

文
が
ど
う
し
て
作
ら
れ
た
か
。
誤
写
と
い
う
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
校
訂
の
結
果
だ
ろ
う
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　
　

あ
ら
し
よ
我　

な

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　

よ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り　
　
　
　

あ
ら
し
よ
我　

な

＊
（
続
）
は
「
い
な
り
」
の
「
り
」
に
「
は
イ
」
と
傍
書
。
異
本
が
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り　
　
　
　

あ
ら
し
に

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り　
　
　
　

あ
ら
し
に

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り　
　
　
　

あ
ら
し
に

＊
（
続
）
系
は
「
い
な
り
山
」
と
作
る
。（
神
2
）
は
「
あ
ら
し
に
」
と
あ
る
が
、「
に
」
は

「
よ
」
と
も
読
め
る
。（
続
書
）
は
「
に
」
と
読
ん
だ
。（
続
）
は
「
よ
」
と
読
ん
だ
か
。

四
十
五
番
左　

聞
恋

（
国
）　　

い
か
に
し
て
か
り
に
も
人
を
三
瀬
川
ひ
と
り
わ
た
ら
ぬ
道
は
あ
れ
と
も

（
大
）

（
ノ
）

（
彰
）

（
明
）　　

い
か
に
し
て
か
り
に
も
人
を
三
瀬
川
ひ
と
り
わ
た
ら
ぬ
道
は
あ
れ
と
も

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

ろ
う
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
こ
ひ　
　

い
て

＊
（
島
）
は
（
明
）
の
「
よ
こ
ひ
」
と
訓
み
、
そ
の
ま
ま
記
し
た
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
こ
ひ　
　

い
て

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
受
け
た
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　

こ
よ
ひ　
　

い
て

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
て
ゝ

＊
（
三
）
＝
（
静
）、「
立
て
」
以
外
は
（
国
）
と
も
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
て
て

＊
（
静
）
は
「
先
立
」
の
「
立
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
た
て
」
と
傍
書
。「
立
」
を
や
や
書
き
誤
っ

た
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　

こ
よ
ひ　
　

い
て

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き
た
て
ゝ
今　

宵

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き
た
て
ゝ
今　

宵

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き
た
て
ゝ
今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き
た
て
ゝ
今　

宵

右　

山
家
嵐
」（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

し
か
り
と
て
又　

い
つ
く
に
か
い
な
は
山　

松
の
嵐　
　

に
わ
れ
な
い
さ
め
そ

＊
（
国
）
は
他
本
「
嵐
よ
」
を
「
嵐
に
」
に
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
我

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
よ
我

（
国
）　　

し
か
り
と
て
又　

い
つ
く
に
か
い
な
は
山　

松
の
嵐　
　

よ
わ
れ
な
い
さ
め
そ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　

辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　

辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ

四
十
六
番
左　

寄
塵
恋

（
国
）　　

こ
と
の
葉
に
塵　

を
た
に
と
も
え
そ
か
け
ぬ
と
こ
夏　

し
ら
ぬ
中
の
垣　

ほ
は

（
大
）　　
　
　
　

は　

ち
り

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
つ　
　
　
　
　

か
き

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
つ　
　
　
　
　

か
き

＊
（
彰
）
は
「
は
そ
か
け
ぬ
」
の
「
は
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
え
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。

（
明
）　　

こ
と
の
葉
に
ち
り
を
た
に
と
も
え
そ
か
け
ぬ
と
こ
夏　

し
ら
ぬ
中
の
か
き
ほ
は

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
つ　
　
　
　
　

か
き

（
島
）　　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
つ　
　
　
　
　

か
き

（
書
）　　
　
　
　
　
　

ち
り

（
三
）　　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
つ

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
つ

（
内
）　　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き

＊
（
内
）
は
「
塵
」
の
く
ず
し
字
が
特
殊
で
あ
る
。
他
本
「
え
そ
か
け
ぬ
」
は
「
ほ
と
か
け

ぬ
」
と
し
か
読
め
な
い
。
だ
が
、
ま
だ
未
確
定
で
あ
る
。「
え
そ
か
け
ぬ
」
と
し
て
失
敗
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き

（
島
）

（
祐
）

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　

渡　

ら

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　

渡　

ら　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　

渡　

ら

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　

渡　

ら　
　
　
　
　
　
　

」

右　

羇
中
衣
」（
国
）（
静
）（
神
1
）（
三
）

（
国
）　　

草
枕
露
し
く
野
へ
の
ぬ
れ
衣　
　

身
を
う
ら
な
ら
は
名
に
や
立　

ま
し

＊
「
身
を
う
ら
な
ら
は
」
と
い
う
表
現
は
、
こ
の
歌
の
み
。
正
徹
語
彙
で
も
な
い
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
　ゝ
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ

（
明
）　　

草
枕
露
し
く
野
へ
の
ぬ
れ
衣　
　

身
を
う
ら
な
ら
は
名
に
や
た
ゝ
ま
し
」（
五
六
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
　ゝ
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
　ゝ
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
彰
）　　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
た
哉

（
明
）　　

深　

に
け
り
秋
を
田　

面
に
く
る
鴈　

の
こ
ゑ
に
も
い
と
ゝ
そ
ふ
涙　
　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

な
み
た
哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

な
み
た

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

な
み
た

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
た
哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
静
）
は
「
深
え
」
の
「
え
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」。
単
な
る
誤
写
だ
ろ
う
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

泪　
　

哉

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り　

こ
ゑ

（
続
）　　

ふ
け　
　
　
　
　

た
の
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　

哉

（
続
書
）　

ふ
け　
　
　
　
　

た
の
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　

哉

（
続
内
）　

ふ
け　
　
　
　
　

た
の
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　

哉

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
た
の
も
」
を
「
た
の
み
」
と
作
る
。（
神
2
）
の
「
た
の
お
」
同
様
、

書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　

ふ
け　
　
　
　
　

た
の
お　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　

哉

＊
（
神
2
）
は
「
た
の
お
」
に
つ
く
る
。

右　

関
路
雲
」（
島
）（
祐
）（
ノ
）（
書
）

（
国
）　　

引　

と
む
る
袖　

に
は
あ
ら
て
た
つ
か
弓
紀
の
関
山
に
雲
そ
か
ゝ
れ
る
」

（
大
）

（
ノ
）　　

ひ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

（
続
）　　

言　

の
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
つ

（
続
書
）　

言　

の
は　

ち
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
つ

（
続
内
）　

言　

の
は　

ち
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

言　

の
は　

ち
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
つ

右　

田
家
鳥
」（
彰
）

（
国
）　　

旅
人
の
行　

て
の
小
田
の
な
る
こ
縄　

引　

に
ま
か
せ
て
た
つ
る
鳥
か
な

（
大
）　　
　
　
　

ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　

ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く

（
彰
）

（
明
）　　

旅
人
の
ゆ
く
て
の
小
田
の
な
る
こ
縄　

ひ
く
に
ま
か
せ
て
た
つ
る
鳥
哉

（
伊
）　　
　
　
　

ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　

ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く

（
祐
）　　
　
　
　

ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
書
）　　
　
　
　

ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　

手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　

手

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立　

る

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

子
な
は　
　
　
　
　
　
　

立　

る　

哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

子
な
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

子
な
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

四
十
七
番
左　

契
待
恋

（
国
）　　

深　

に
け
り
秋
を
田　

面
に
く
る
鴈　

の
声　

に
も
い
と
ゝ
そ
ふ
涙　
　

か
な
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ち
き
り　

ま
ち　
　
　
　
　

も
を　

ふ
す　
　

む
ら

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち　
　
　
　
　

も　
　

ふ
す

（
三
）　　
　

吹　

は　
　
　
　
　
　
　

ま
ち　
　
　
　
　

も　
　

ふ
す

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち　
　
　
　
　

も　
　

ふ
す

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も　
　

ふ
す

＊
（
内
）
は
「
な
れ
も
」
と
す
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
す　
　

呉

＊
（
神
1
）
は
末
句
を
「
呉
竹
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。
勘
違
い
か
。
誤
読
か
。「
な
れ
て
」

と
す
る
の
は
、（
神
1
）
と
（
国
）
だ
け
。

（
続
）　　
　

吹　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も　
　

ふ
す

（
続
書
）　　

吹　

は　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

も　
　

ふ
す

（
続
内
）　　

吹　

は　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

も　
　

ふ
す　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　

吹　

は　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

も　
　

ふ
す

右　

羇
旅
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

旅　

の
空　

駒
に
ま
か
す
る
あ
よ
み
た
に
く
る
し
や
後
の
身
を
い
か
ゝ
せ
ん

＊
（
国
）
は
（
大
）・（
明
）
系
末
句
「
い
か
に
せ
ん
」
を
「
い
か
ゝ
せ
ん
」
と
作
る
。
最
終
形

態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
何
に　
　

」

＊
（
大
）「
如
何
に
せ
ん
」
は
や
や
読
み
取
り
に
く
い
。

（
ノ
）

＊
（
ノ
）
は
「
あ
よ
み
」
の
「
よ
」
に
「
ゆ
歟
」
と
傍
書
。
後
筆
か
。

（
彰
）

（
明
）　　

旅　

の
空　

駒
に
ま
か
す
る
あ
よ
み
た
に
く
る
し
や
後
の
身
を
い
か
に
せ
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
か
に

（
島
）　　

た
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
か
に

（
明
）　　

ひ
き
と
む
る
袖　

に
は
あ
ら
て
た
つ
か
弓
紀
の
関
山
に
雲
そ
か
ゝ
れ
る

（
伊
）　　

ひ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　

ひ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

（
祐
）　　

ひ
き　
　
　

そ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

（
書
）　　

ひ
き

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）
他
、（
神
1
）・（
内
）・（
続
）
系
も
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）

（
神
1
）

（
続
）

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

四
十
八
番
左　

寄
竹
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　

風
ふ
け
は
む
な
し
契　
　

を
待　

か
ほ
に
な
れ
て
お
き
臥　

庭
の
村　

竹

＊
（
国
）
は
他
本
「
な
れ
て
」
を
「
な
れ
も
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。
但
し
、「
も
」
を

「
て
」
と
誤
写
し
た
可
能
性
は
な
き
と
し
な
い
。
他
本
を
見
る
と
、
誤
写
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち　
　
　
　
　

も　
　

ふ
す

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち　
　
　
　
　

も

＊
（
ノ
）
と
（
大
）
は
「
お
き
」
と
表
記
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も　
　

ふ
す

（
明
）　　

風
ふ
け
は
む
な
し
契　
　

を
ま
ち
か
ほ
に
な
れ
も
を
き
ふ
す
庭
の
村　

竹
」（
五
七
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち　
　
　
　
　

も
を　

ふ
す

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち　
　
　
　
　

も
を　

ふ
す
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

祈　
　
　
　
　
　

泊　
　
　

」　
　
　
　
　
　

か
へ

（
書
）　　
　
　
　
　
　

祈　

る　
　
　
　

泊

（
三
）　　
　
　

行　

は　
　
　
　
　
　
　

は
つ
せ
河　
　
　
　
　
　
　

か
へ　
　
　

哉

（
静
）　　
　
　

行　

は　
　
　
　
　
　
　

は
つ
せ　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ　

な
み

（
内
）　　
　
　

行　

は　
　
　
　
　

へ　

は
つ
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
神
1
）　　
　

行　

は
祈　
　

に

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
河　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
河　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
続
内
）　　
　

行　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
河　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
河　
　
　
　
　
　
　

か
へ

右　
　
　
　

古　

幽
栖

（
国
）　　
　

古　

幽
栖

＊
（
国
）
が
「
山
」
を
省
略
し
た
理
由
は
「
山
も
う
し
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

最
終
形
態
か
。
し
か
し
、
山
が
入
っ
て
い
な
い
と
お
か
し
い
か
。
脱
字
の
可
能
性
大
。

（
大
）　　
　

古
山
幽
栖

（
ノ
）　　
　

古
山
幽
栖

（
彰
）　　
　

古
山
幽
栖

（
明
）　　
　

古
山
幽
栖

（
伊
）　　
　

古
山
幽
栖

（
島
）　　
　

古
山
幽
栖

（
祐
）　　
　

古
山
幽
栖

（
書
）　　
　

古
山
幽
栖

（
三
）　　
　

古
山
幽
栖

（
静
）　　
　

古
山
幽
栖

（
内
）　　
　

古
山
幽
栖

（
祐
）　　

た
ひ　

そ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
か
に

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
か
に

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
何
に

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
何
に

＊
（
静
）
は
「
如
何
に
せ
ん
」
の
「
如
何
に
」
が
（
大
）
と
共
通
。（
大
）
系
で
や
は
り
校
訂

し
た
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
内
）
は
他
本
「
あ
よ
み
」
を
「
あ
ゆ
み
」
と
す
る
が
、
末
句
は
（
国
）
と
同
じ
。「
あ
よ

み
」
は
正
徹
・
正
広
語
彙
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

＊
（
続
）
は
「
あ
よ
み
」
で
は
（
内
）・（
国
）
と
同
じ
だ
が
、
末
句
は
（
大
）・（
明
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

四
十
九
番
左　

祈
逢
恋

（
国
）　　

袖　

ゆ
く
は
い
の
る
に
た
え
て
初　

瀬
川
ひ
と
つ
な
か
れ
に
帰　

る
浪　

か
な

＊
（
国
）
は
「
い
の
る
に
も
た
え
て
」
の
「
も
」
ミ
セ
ケ
チ
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

祈　
　

に　
　
　

泊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

祈　
　

に　
　
　

泊

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

祈　
　

に　
　
　

泊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ　

な
み
哉

（
明
）　　

袖　

ゆ
く
は
祈　
　

に
た
え
て
泊　

瀬
川
ひ
と
つ
な
か
れ
に
か
へ
る
浪　

哉

（
伊
）　　

そ
て　
　
　

祈　
　
　
　
　
　

泊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　

祈　
　
　
　
　
　

泊　
　
　

」　
　
　
　
　
　

か
へ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
哉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
哉

五
十
番　

左　

寄
篷
恋
」（
国
）（
静
）

（
国
）　　

な
み
風　

の
と
ま
に
し
た
ゝ
る
灯　
　
　

も
お
も
ひ
も
け
た
ぬ
袖
の
雨　

哉

（
大
）　　

浪　

か
せ　

篷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
ノ
）　　

浪　
　
　
　

篷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
」

（
彰
）　　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

浪　

風　

の
篷　

に
し
た
ゝ
る
灯　
　
　

も
思　

ひ
も
け
た
ぬ
袖
の
雨　

か
な

（
伊
）　　

波　
　
　
　

篷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
」

（
島
）　　

浪　
　
　
　

篷　
　
　
　
　
　

と
も
し
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　

浪　
　
　
　

篷　
　
　
　
　
　

と
も
し
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
書
）　　

浪　
　
　
　

篷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　

浪　

か
せ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　

あ
め
か
な

＊
（
三
）
は
「
か
せ
も
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
内
）　　
　
　
　
　
　

篷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
神
1
）　

浪　
　
　
　

篷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心　
　

ほ
そ
し
や　

に
ち
る
つ
ゆ

＊
（
神
1
）
は
下
句
「
心
ほ
そ
し
や
袖
に
ち
る
つ
ゆ
」
と
い
う
独
自
本
文
。
こ
の
表
現
を
持
つ

和
歌
を
今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。
こ
の
本
文
こ
そ
不
思
議
な
本
文
で
あ
る
。
い
つ
作
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

（
続
）　　

浪　
　
　
　

苫　
　
　
　
　
　

と
も
し
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
め

（
続
書
）　

浪　
　
　
　

苫　
　
　
　
　
　

と
も
し
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
め　
　

」

（
続
内
）　

浪　
　
　
　

苫　
　
　
　
　
　

と
も
し
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
め　
　

」

（
神
2
）　

浪　
　
　
　

苫　
　
　
　
　
　

と
も
し
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
め　
　

」

（
神
1
）　　

古
山
幽
栖

（
続
）　　
　

古
山
幽
栖

（
続
書
）　　

古
山
幽
栖

（
続
内
）　　

古
山
幽
栖

（
神
2
）　　

古
山
幽
栖

（
国
）　　

山
も
う
し
さ
て
い
か
さ
ま
に
椎　

の
は
の
ま
き
る
ゝ
方　

も
な
き
夕　
　

か
な

＊
（
国
）
と
（
内
）
が
（
大
）・（
明
）
系
末
句
「
嵐
哉
」
を
「
夕
か
な
」
と
作
る
。「
嵐
」
を

「
夕
」
に
変
え
た
の
は
、「
幽
栖
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ゐ　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　

嵐　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ゐ　

端　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　
　

哉

（
明
）　　

山
も
う
し
さ
て
い
か
さ
ま
に
し
ゐ
の
葉
の
ま
き
る
ゝ
方　

も
な
き
嵐　
　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ゐ　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ゐ　

葉　
　
　
　
　

か
た　
　
　

嵐

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ゐ　

葉　
　
　
　
　

か
た　
　
　

あ
ら
し
哉

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ゐ　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　
　

哉

＊
（
静
）
は
末
句
「
嵐
哉
」
と
す
る
。（
国
）
の
ほ
ん
の
少
し
前
の
本
に
拠
る
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　

夕　
　

か
な

＊
（
内
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
神
1
）
は
「
い
か
さ
ま
」
の
「
さ
」
が
脱
字
。
書
き
損
じ
か
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
哉

＊
（
続
）
は
「
あ
ら
し
」
に
「
夕
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
哉
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
続
）
系
は
「
そ
ひ
は
て
を
」
と
い
う
の
が
本
来
の
形
か
、
意
味
は
通
ら
な
い
が
。

五
十
一
番
左　

待
恋

（
国
）　　

嶺　

の
松　

心　
　

の
か
た
も
く
れ
は
て
ゝ
夜
ふ
か
き
袖　

に
落　

る
山
か
せ

＊
（
国
）
は
他
本
「
心
の
色
」
を
「
心
の
か
た
」
と
作
る
。
但
し
、「
色
」
の
く
ず
し
字
を
誤

っ
て
「
か
た
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
歌
こ
と
ば
と
し
て
は
「
心
の
色
」
が

圧
倒
的
に
多
い
が
、「
心
の
か
た
」
も
少
し
は
あ
る
。

（
大
）　　

み
ね　
　
　
　
　
　
　

色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
つ　
　

風

（
ノ
）　　

み
ね　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
つ

（
彰
）　　

峯　
　
　
　
　
　
　
　

色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
つ

（
明
）　　

み
ね
の
松　

心　
　

の
色　

も
く
れ
は
て
ゝ
夜
ふ
か
き
袖　

に
お
つ
る
山
風

（
伊
）　　

み
ね　

ま
つ　
　
　
　

色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
つ　
　

風

（
島
）　　

み
ね　
　
　

こ
ゝ
ろ　

い
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
つ　
　

風

（
祐
）　　

み
ね　
　
　

こ
ゝ
ろ　

い
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
て　

お
つ　
　

風

（
書
）　　

み
ね　
　
　
　
　
　
　

色　
　

暮　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
つ　
　

風

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
つ　
　

風

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
つ　
　

風

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
つ

（
神
1
）　　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　

色　
　

暮　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
つ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

色　
　

暮　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
つ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

色　

に
暮　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
つ

＊
（
続
書
）
は
「
出
つ
」
の
「
出
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
お
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

色　

に
暮　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
つ

＊
（
続
内
）
は
「
色
に
」
と
作
る
。（
続
書
）
と
共
通
本
文
。
共
に
書
き
損
じ
た
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

色　
　

暮　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
つ

右　

名
所
松
」（
神
1
）（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

唐　

崎　

や
た
れ
を
恨　
　

の
そ
ひ
は
て
す
つ
ゐ
に
一
木
の
松
と
成　

け
ん

（
大
）　　

か
ら　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
ノ
）　　

か
ら　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
彰
）　　

か
ら　
　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り

（
明
）　　

か
ら
崎　

や
た
れ
を
う
ら
み
の
そ
ひ
は
て
す
つ
ゐ
に
一
木
の
松
と
成　

け
ん
」

 

（
五
七
ウ
）

（
伊
）　　

か
ら　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
島
）　　

か
ら　
　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　

な
り　
　

」

＊
（
島
）
は
（
伊
）
の
「
一
木
」
を
「
一
葉
」
と
誤
読
し
た
か
。

（
祐
）　　

か
ら
さ
き　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　

な
り　
　

」

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
受
け
た
。

（
書
）　　

か
ら　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
三
）　　

か
ら
さ
き　

誰　

を

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　

か
ら
さ
き　

誰　

を

＊
（
静
）
は
「
へ
ゐ
に
」
の
「
へ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
つ
」。
誤
写
だ
ろ
う
。

（
内
）　　

か
ら
さ
き　

誰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら

＊
（
内
）
は
末
句
「
成
ら
ん
＝
な
る
ら
ん
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

か
ら　
　
　

誰　

に
う
ら
み
の

＊
（
神
1
）
は
他
本
「
た
れ
を
」
を
「
誰
に
」
に
作
る
。
独
自
本
文
。
こ
れ
ま
た
不
明
。

（
続
）　　

か
ら
さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
ら

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
じ

（
続
書
）　

か
ら
さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
ら

（
続
内
）　

か
ら
さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
ら

（
神
2
）　

か
ら
さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
ら
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
神
2
）　

我　

な
ら　
　

辺　

さ
　ゝ
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　

ん
い
り
あ
ひ　

か
ね

＊
（
内
）
と
（
続
）
系
は
同
文
。

五
十
二
番
左　

寄
露
恨
恋
」（
内
）

（
国
）　　

も
ら
さ
し
と
露
の
玉
ま
く
蔦　

の
は
を
さ
の
み
な
吹　

そ
宿　

の
秋
か
せ
」

＊
（
国
）（
大
）（
明
）
系
「
し
た
葛
」
を
「
蔦
の
は
」
と
作
る
。
但
し
、（
内
）
は
「
葛
の
は
」

と
作
る
。「
蔦
」
と
「
葛
」
は
崩
す
と
似
て
い
る
が
、（
国
）
は
楷
書
風
に
書
い
て
あ
り
、「
蔦
」

と
し
か
読
め
な
い
。（
内
）
は
「
葛
」
と
し
か
読
め
な
い
。「
蔦
の
は
」「
葛
の
は
」
と
も
に
、

正
徹
・
正
広
語
彙
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
葛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
葛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
葛　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と　
　

風

（
明
）　　

も
ら
さ
し
と
露
の
玉
ま
く
し
た
葛　

を
さ
の
み
な
吹　

そ
宿　

の
秋
風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
葛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
葛

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
葛　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
葛　

を

＊
（
書
）
は
「
吹
な
」
の
「
な
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
そ
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
す
の
は

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）
＝
（
内
）
＝
（
神
1
）
＝
（
続
）
系
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下　

葛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
静
）
は
「
下
葛
を
」
を
一
旦
墨
消
し
、「
く
す
の
は
を
」
と
傍
書
し
て
ま
た
墨
消
し
、
そ

し
て
、「
下
葛
を
」
と
傍
書
。（
内
）・（
続
）
系
に
よ
っ
て
、「
下
葛
を
」
を
訂
正
し
、
お
そ
ら

く
（
大
）
系
に
よ
り
、
元
に
戻
し
た
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葛　

の
は　
　
　
　
　

ふ
き

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葛　

の
葉　
　
　
　
　
　
　
　

や
と　
　

風

右　

野
亭
鐘
」（
三
）

（
国
）　　

わ
れ
な
く
は
野
へ
の
篠　

ふ
き
か
り
の
世
を
誰　

に
い
さ
め
む
入　

あ
ひ
の
こ
ゑ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相　
　

声
」

＊
（
大
）「
声
」
の
ど
に
か
か
り
や
や
判
読
し
に
く
い

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相

（
彰
）　　

我　
　
　
　
　
　
　

さ
　ゝ
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　

て　
　

相

＊
（
彰
）
は
他
本
「
い
さ
め
む
（
ん
）」
と
あ
る
の
に
、「
い
さ
め
て
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
明
）　　

わ
れ
な
く
は
野
へ
の
さ
ゝ
ふ
き
か
り
の
世
を
誰　

に
い
さ
め
む
入　

相　

の
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相　
　

声

＊
（
伊
）「
誰
か
」
の
「
か
」
を
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
　ゝ
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　

ん　
　

相

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
　ゝ
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　

ん
い
り

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相　
　

鐘

＊
（
書
）
は
（
三
）
と
同
文
。

（
三
）　　

我　

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
内
）
＝
（
続
）
系
。

（
静
）　　

我　

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

＊
（
静
）
は
末
句
「
入
相
の
鐘
」
の
「
鐘
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
声
」
と
傍
書

（
内
）　　

我　

な
ら　
　
　
　

さ
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　
　

か
ね

＊
（
内
）
は
初
句
「
我
な
ら
は
」、
末
句
を
「
入
あ
ひ
の
か
ね
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　

相

（
続
）　　

我　

な
ら　
　

辺　

さ
　ゝ
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　

ん　
　

相　
　

鐘

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　

我　

な
ら　
　

辺　

さ
　ゝ
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　

ん
い
り
あ
ひ　

か
ね

（
続
内
）　

我　

な
ら　
　

辺　

さ
さ　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　

ん　
　

相　
　

鐘
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

五
十
三
番
左　

別
無
書
恋
」（
神
1
）（
ノ
）

（
国
）　　

さ
夜
深　

き
人
は
別　
　

て
朝　

鳥　

の
跡　

の
み
残　

る
庭
の
う
す
雪

＊
（
国
）
は
他
本
「
深
く
」
を
「
深
き
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　

深　

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ

（
ノ
）　　
　
　

ふ
か
く

（
彰
）　　
　

よ
ふ
か
く　
　
　
　
　
　

あ
さ　
　
　
　
　
　
　

の
こ

（
明
）　　

さ
夜
ふ
か
く
人
は
別　
　

て
朝　

鳥　

の
跡　

の
み
の
こ
る
庭
の
う
す
雪
」（
五
八
オ
）

（
伊
）　　
　
　

ふ
か
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ

（
島
）　　
　
　

ふ
か
く　
　

わ
か
れ　
　
　

と
り　

あ
と　
　

の
こ

（
祐
）　　
　
　

ふ
か
く　
　

わ
か
れ　
　
　

と
り　

あ
と　
　

の
こ

（
書
）　　
　
　

ふ
か
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ

（
三
）　　
　

よ
ふ
か
く

（
静
）　　
　
　

ふ
か
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ

（
内
）　　
　

よ
ふ
か
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
と

（
神
1
）　　
　

ふ
か
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ

（
続
）　　

小　

ふ
か
く　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　

あ
と

（
続
書
）　

小　

ふ
か
く　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　

あ
と

（
続
内
）　

小　

ふ
か
く　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　

あ
と

（
神
2
）　

小　

ふ
か
く　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　

あ
と

右　

暁
眠
覚
」（
書
）

（
国
）　　

我　

身
又　

人
の
ね
覚　

に
近　

か
ら
む
先　

立　

夢
の
う
か
ふ
涙　
　

に

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
め　

ち
か
ゝ
ら
む

（
ノ
）　　

わ
か　
　
　
　
　
　

さ
め　

ち
か
ゝ
ら
む

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
め　

ち
か
ゝ
ら
ん　
　

た
つ　
　
　
　
　

な
み
た

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葛　
　

葉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葛　

の
葉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葛　

の
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葛　

の
葉

右　

軒
忍
草
（
島
）（
祐
）（
内
）（
彰
）

（
国
）　　

荻
原　

や
ほ
な
み
を
か
け
て
軒　

の
草
吹
や
忍　
　

の
う
ら
の
秋
か
せ

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ふ　

浦

（
明
）　　

荻
原　

や
ほ
浪　

を
か
け
て
軒　

の
草
吹
や
忍　
　

の
浦　

の
秋
風

（
伊
）　　
　
　
　
　

ほ
浪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　

ほ
浪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
き　
　
　
　

し
の
ふ

（
書
）　　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ふ　

浦

（
三
）　　
　

は
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ふ　
　
　
　
　

風

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ふ　
　
　
　
　

風

＊
（
静
）
は
「
萩
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」
と
傍
書
。（
静
）
に
こ
の
例
は
多
い
。

（
内
）　　

萩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

風

＊
（
続
）
は
「
荻
」
に
「
萩
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　

萩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ふ　

浦　
　
　

風
」

（
続
内
）　

萩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ふ　

浦　
　
　

風

（
神
2
）　

萩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ふ　

浦　
　
　

風
」

＊
（
続
）
系
・（
内
）
は
「
萩
原
」
で
ほ
ぼ
一
致
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
祐
）　　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ

（
書
）　　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

×

（
三
）　　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

×

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
書
）。

（
静
）　　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

×

＊
（
静
）
は
「
も
ま
る
」
の
「
ま
る
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ゆ
る
」、
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

（
内
）　　
　
　
　

こ
そ　
　
　
　
　
　

の　
　
　

な
れ　
　

蜻　

蛉

＊
（
内
）
は
「
我
身
こ
そ
世
に
な
る
か
な
き
か
の
契
な
れ
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　

こ
そ
世
に
な
る
か
な
き
か
の
契
な
れ　
　

蜻　

ろ
ふ　
　
　
　

思　

×

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
で
上
句
「
我
身
こ
そ
あ
る
か
な
き
か
の
契
な
れ
」
と
作
る
。

（
続
）　　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ

（
続
書
）　　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ

（
続
内
）　　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ
を
」

＊
（
続
内
）
は
他
本
と
異
な
り
、「
思
ひ
を
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ

右　

窓
前
竹
」（
国
）（
静
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

吹　

風　

の
竹
に
な
る
よ
の
窓　

の
夢　

我　

も
世
わ
た
る
程　

そ
は
か
な
き

（
大
）　　
　
　

か
せ　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
渡　

る　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　

わ
れ　

よ
渡　

る
ね
や

＊
（
ノ
）
は
（
大
）
他
「
程
」
を
「
ね
や
」
と
作
る
。
誤
読
に
よ
る
か
。「
程
」
を
「
禰

（
ね
）」
と
読
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　

わ
れ　

よ

（
明
）　　

吹　

風　

の
竹
に
な
る
夜
の
窓　

の
夢　

わ
れ
も
よ
渡　

る
程　

そ
は
か
な
き

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　

わ
れ　

よ
渡

＊
（
伊
）
は
「
は
か
な
き
」
を
傍
書
、「
か
な
し
き
」
を
ミ
セ
ケ
チ
、
書
写
時
に
連
想
に
よ
る

（
明
）　　

わ
か
身
又　

人
の
ね
さ
め
に
ち
か
ゝ
ら
む
先　

立　

夢
の
う
か
ふ
涙　
　

に

（
伊
）　　

わ
か　
　
　
　
　
　

さ
め　

ち
か　

ら
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
た

＊
（
伊
）
は
衍
字
「
ゝ
」
を
書
き
忘
れ
た
か
。

（
島
）　　

わ
か　

ま
た　
　
　

さ
め　

ち
か
ゝ
ら
む　
　

た
つ　
　
　
　
　

な
み
た

（
祐
）　　

わ
か　

ま
た　
　
　

さ
め　

ち
か
ゝ
ら
む　
　

た
つ　
　
　
　
　

な
み
た

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
め　

ち
か

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　

た
つ

＊
（
三
）
＝
（
静
）。（
三
）
は
「
を
か
ら
ん
」
の
「
を
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
近
」
を
傍
書
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　

た
つ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪

＊
（
内
）
は
「
ち
か
ゝ
ら
む
」
の
「
ち
」
に
「
し
し
」
の
傍
書
。
こ
れ
は
別
の
本
文
を
傍
書
し

た
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、「
ね
さ
め
に
し
し
か
ら
む
」
で
は
文
意
不
明
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

さ
め　

ち
か
ゝ
ら
ん

（
続
）　　

わ
か　

ま
た　
　
　

さ
め　

ち
か
　ゝ

ん
さ
き
た
つ

（
続
書
）　

わ
か　

ま
た　
　
　

さ
め　

ち
か
　ゝ

ん
さ
き
た
つ

（
続
内
）　

わ
か
み
ま
た　
　
　

さ
ね　

ち
か
　ゝ

ん
さ
き
た
つ

（
神
2
）　

わ
か　

ま
た　
　
　

さ
ね　

ち
か
　ゝ

ん
さ
き
た
つ

五
十
四
番
左　

寄
蜻
恋

（
国
）　　

我　

身
世
に
あ
る
か
な
き
か
を
契　
　

に
て
な
と
か
け
ろ
ふ
の
も
ゆ
る
お
も
ひ
そ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

×

（
ノ
）　　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ

（
彰
）　　

我
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

×

（
明
）　　

わ
か
身
世
に
あ
る
か
な
き
か
を
契　
　

に
て
な
と
か
け
ら
ふ
の
も
ゆ
る
思　
　

そ

（
伊
）　　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
き
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

×

（
島
）　　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
き
り　
　

」
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
三
）　　

た
ま

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ　
　
　
　

な
る

（
続
）　　
　
　

襷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ　
　
　
　

な
る

（
続
書
）　

た
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ　
　
　
　

な
る　
　

」

（
続
内
）　

た
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ　
　
　
　

な
る

（
神
2
）　

た
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ　
　
　
　

な
る　
　

」

右　

旅
宿
嵐
」（
神
1
）

（
国
）　　

け
さ
み
れ
は
嵐　
　

そ
あ
る
し
松
か
本　

い
つ
れ
は
床
の
塵　

は
ら
ふ
声

（
大
）　　

今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　

こ
ゑ

（
ノ
）　　

今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　

今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

今
朝
み
れ
は
嵐　
　

そ
あ
る
し
松
か
も
と
い
つ
れ
は
床
の
ち
り
は
ら
ふ
こ
ゑ
」

 

（
五
八
ウ
）

（
伊
）　　

今
朝　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　

ち
り

（
島
）　　

今
朝　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　

こ
ゑ
」

（
祐
）　　

今
朝　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　

こ
ゑ
」

（
書
）　　

今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　

今
朝　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
静
）　　

今
朝
見

（
内
）　　

今
朝　
　
　

あ
ら
し

（
神
1
）　

今
朝
見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　

今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　

こ
ゑ

（
続
書
）　

今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　

こ
ゑ

勘
違
い
か
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　

わ
れ　

よ
渡　
　

ほ
と

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜　

ま
と　

ゆ
め
わ
れ　

よ　
　
　

ほ
と

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　

わ
れ　

よ

（
三
）　　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　

ま
と　
　
　
　
　
　

よ

（
静
）　　

ふ
く　
　
　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
内
）　　
　
　

か
せ　
　
　
　
　

夜

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　

ほ
と

（
続
）　　
　
　

か
せ　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　

わ
れ　

よ

（
続
書
）　　
　

か
せ　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　

わ
れ　

よ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　

わ
れ　

よ

＊
（
続
内
）
の
「
は
か
な
き
」
の
「
か
」
は
「
め
」
に
も
見
え
る
。「
は
め
な
き
」
で
は
意
味

に
な
ら
な
い
の
で
、「
か
」
と
読
ん
で
お
く
。

（
神
2
）　　
　

か
せ　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　

わ
れ　

よ

五
十
五
番
左　

厭
恋

（
国
）　　

玉　

た
す
き
世
は
い
ひ
し
ら
ぬ
あ
や
に
く
に
そ
む
く
を
恋　

る
心　
　

成　

ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
覧

（
ノ
）　　

た
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ　
　
　
　

な
る

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ　
　
　
　

な
る

（
明
）　　

た
ま
た
す
き
世
は
い
ひ
し
ら
ぬ
あ
や
に
く
に
そ
む
く
を
こ
ふ
る
心　
　

な
る
ら
ん

（
伊
）　　

た
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ　
　
　
　

な
る　
　

」

＊
「
な
る
ら
ん
」
喉
に
あ
た
り
判
読
不
明
に
つ
き
推
測
。

（
島
）　　

た
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ　

こ
ゝ
ろ
な
る

（
祐
）　　

た
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ　

こ
　ゝ
　
　
　

む

（
書
）　　

た
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ　
　
　
　

な
る
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明
星
大
学
研
究
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【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
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】
第
二
十
三
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二
〇
一
五
年

＊
（
続
）
系
は
本
来
「
衣
苔
」
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。（
神
2
）
は
「
い
は
き
」
の

「
き
」
に
「
木
」
と
傍
書
。

右　

夕
鐘
」（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

は
か
な
し
な
い
つ
れ
の
暮　

を
と
ち
め
に
て
わ
れ
聞　

捨　

ん
入
あ
ひ
の
声
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
　ゝ
　

む　

相

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ゝ
す
て　
　

相

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

き
ゝ
す
て　
　

相

（
明
）　　

は
か
な
し
な
い
つ
れ
の
暮　

を
と
ち
め
に
て
わ
れ
き
ゝ
す
て
ん
入
相　

の
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ　
　
　
　
　
　
　
　

き
ゝ
す
て　
　

相

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ　
　
　
　
　
　
　
　

き
ゝ
す
て　
　

相　
　

こ
ゑ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ　
　
　
　
　
　
　
　

き
ゝ
す
て　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ゝ
す
て
む　

相　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ　
　
　
　
　
　

我　
　
　
　
　
　
　

相　
　

か
ね

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ　
　
　
　
　
　

我　
　
　
　
　
　
　

相　
　

こ
ゑ
」

＊
（
静
）
は
末
句
「
入
相
の
か
ね
」
の
「
か
ね
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
こ
ゑ
」。（
大
）・（
ノ
）
系
に

よ
る
校
訂
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　
　
　

す
て　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ゝ
す
て　
　

相　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ゝ
す
て　
　

相

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ゝ
す
て　
　

相

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ゝ
す
て　
　

相

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ゝ
す
て　
　

相

＊
（
続
書
）・（
神
2
）
の
声
は
「
色
」
に
似
て
い
る
。

（
続
内
）　

今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　

こ
ゑ

（
神
2
）　

今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　

こ
ゑ

五
十
六
番
左　

寄
苔
恋

（
国
）　　

さ
ら
は
人
心　
　

岩　

木
に
成　

は
て
よ
衣　
　

を
苔
の
色　

に
か
さ
ね
ん

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り

（
明
）　　

さ
ら
は
人
心　
　

岩　

木
に
成
り
は
て
よ
衣　
　

を
苔
の
色　

に
か
さ
ね
む

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

成
り　
　
　

こ
ろ
も　
　
　

い
ろ　
　
　
　

む

（
祐
）　　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

な
り　
　
　

こ
ろ
も　
　
　

い
ろ　
　
　
　

む

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

い
わ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
神
1
）　　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

い
は　
　

な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

い
は　
　

な
り　
　
　
　
　
　

×　
　

い
ろ

＊
（
続
書
）
は
「
は
て
に
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
よ
」
と
傍
書
。「
衣
」
に
一
字
傍
書
。

こ
の
字
が
「
を
」
な
ら
ば
、
脱
字
を
補
う
意
味
が
あ
る
が
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

い
は　
　

な
り　
　
　

苔
の
衣　
　

の
い
ろ　
　
　
　

ん
」

＊
（
続
内
）
は
「
苔
の
衣
の
い
ろ
」
と
な
っ
て
お
り
、
独
自
文
。「
衣
苔
」
か
ら
意
味
が
通
る

よ
う
に
変
え
た
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

い
は　
　

な
り　
　
　
　
　
　

×　
　

い
ろ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
島
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た

（
書
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井

（
三
）　　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
。（
三
）
が
見
た
本
に
は
「
む
す
ふ
」
と
あ
っ
た
が
、（
三
）
の
時
、

正
広
が
そ
う
し
た
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

思　

ひ

＊
（
静
）
は
「
結
ふ
」
に
墨
消
し
で
、「
む
せ
ふ
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ひ　
　
　
　

款
冬

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

款
冬

（
続
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
手

（
続
書
）　　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
手

（
続
内
）　　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
手

（
神
2
）　　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
手

右　

対
鶴
伴
齢
」（
島
）（
祐
）（
三
）

（
国
）　　

天
に
す
む
人
の
よ
は
ひ
を
君
に
み
て
雲
ゐ
の
鶴　

や
庭
に
き
ぬ
ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
「
ら
ん
」
は
の
ど
に
つ
き
推
測

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る

（
彰
）

（
明
）　　

天
に
す
む
人
の
よ
は
ひ
を
君
に
み
て
雲
ゐ
の
つ
る
や
庭
に
き
ぬ
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る

（
書
）

五
十
七
番
左　

思
不
定
恋

（
国
）

＊
（
国
）
の
「
思
不
定
恋
」
が
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　

言

（
ノ
）　　
　
　
　

言

（
彰
）　　
　
　
　

言

（
明
）　　
　
　
　

言

（
伊
）　　
　
　
　

云

（
島
）　　
　
　
　

言

（
祐
）　　
　
　
　

言

（
書
）　　
　
　
　

言

（
三
）　　
　
　
　

定

＊
（
三
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　

言

（
内
）　　
　
　
　

言

（
神
1
）　　
　
　

言

（
続
）　　
　
　
　

言

（
続
書
）　　
　
　

言

（
続
内
）　　
　
　

言

（
神
2
）　　
　
　

言

（
国
）　　

年　

を
へ
て
思　
　

そ
ふ
か
き
山
吹
に
せ
か
れ
て
む
せ
ふ
ゐ
て
の
下　

水

（
大
）

（
ノ
）

（
彰
）　　

と
し　
　
　

思　

ひ

（
明
）　　

年　

を
へ
て
思　
　

そ
ふ
か
き
山
吹
に
せ
か
れ
て
む
せ
ふ
ゐ
て
の
下　

水

（
伊
）
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五
年

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）　　

い
の
る

（
続
書
）　

い
の
る

（
続
内
）　

い
の
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

い
の
る

右　

船
中
夢
覚
」（
ノ
）（
彰
）

（
国
）　　

わ
か
る
と
て
故　

郷　

人
や
袖
ぬ
ら
す
か
ひ
の
雫　
　

に
夢
そ
覚　

ぬ
る

（
大
）　　
　
　
　
　
　

古　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

古　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

古　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
め

（
明
）　　

わ
か
る
と
て
古　

郷　

人
や
袖
ぬ
ら
す
か
ひ
の
し
つ
く
に
夢
そ
覚　

ぬ
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

古　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く

（
島
）　　
　
　
　
　
　

古　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く　
　
　

さ
め

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く　
　
　

さ
め

（
三
）　　
　
　
　
　
　

古　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く　
　
　

さ
め

＊
（
三
）
＝
（
内
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

古　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ
く

（
内
）　　
　
　
　
　
　

古　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
め　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　

古　

郷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
め

（
続
）　　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
め

＊
（
続
）
は
「
ふ
る
さ
と
人
の
」
の
「
の
」
に
「
や
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
や
他
本
と

同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
め

（
続
内
）　　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
め

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

居　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

五
十
八
番
左　

寄
花
祈
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　

祈　
　

て
ふ
神
の
心　
　

の
ま
ゝ
な
ら
は
花
や
は
ち
ら
ん
か
た
き
恋　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

＊
（
ノ
）
と
（
大
）
は
「
ち
ら
む
」
で
同
一
表
記
。

（
彰
）

（
明
）　　

祈　
　

て
ふ
神
の
心　
　

の
ま
ゝ
な
ら
は
花
や
は
ち
ら
ん
か
た
き
恋　

か
な
」

 

（
五
九
オ
）

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　

い
の
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ひ



145

明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
国
）　　

薪
と
り
な
ら
は
ぬ
わ
さ
を
椎　

の
陰　

身
の
お
ち
ふ
る
ゝ
は
て
そ
か
な
し
き

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　

落　

ふ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

果　

そ
悲　

し

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　

を　
　
　
　
　
　
　

悲　

し

（
明
）　　

薪
と
り
な
ら
は
ぬ
わ
さ
を
椎　

の
陰　

身
の
お
ち
ふ
る
ゝ
は
て
そ
か
な
し
き

（
伊
）

＊
（
伊
）
は
「
か
な
し
き
」
の
字
体
、
54
番
「
窓
前
竹
」
の
書
き
損
じ
「
か
な
し
き
」
と
同
じ
。

あ
る
種
の
目
移
り
か
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
書
）

（
三
）　　
　
　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　

を

＊
（
三
）
は
「
薪
と
る
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

終　

そ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ゐ

（
続
）　　
　

こ　
　
　
　
　

業　
　

し
ゐ　

か
け　
　
　
　
　
　
　

果　

そ

（
続
書
）　　

こ　
　
　
　
　
　
　
　

し
ゐ　

か
け

（
続
内
）　　

こ
る　
　
　
　
　
　
　

し
ゐ　

か
け

＊
（
続
内
）
は
「
薪
こ
る
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ゐ　

か
け

＊
（
神
2
）「
薪
と
り
」
の
「
と
」
に
「
こ
か
」
と
傍
書
。（
続
）
系
は
「
薪
こ
り
」
が
通
常
か
。

六
十
番　

左　

寄
鐘
恋

（
国
）　　

寺
古　

て
道　

行　

人
の
つ
く
鐘　

に
待　

と
別　
　

の
面　

か
け
そ
た
つ

（
大
）　　
　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　

影

（
神
2
）　　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
め

＊
（
続
）
系
は
「
人
の
袖
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

五
十
九
番
左　

旧
事
恋
」（
国
）（
静
）

（
国
）　　

み
ち
の
草
い
く
世
の
夢
に
枯　

ぬ
ら
ん
古　
　

枕　
　

に
か
よ
ふ
面　

か
け

（
大
）　　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ　
　
　

古　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ　
　
　

ふ
る
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
彰
）　　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ　
　
　

古　

き

（
明
）　　

道　

の
草
い
く
世
の
夢
に
か
れ
ぬ
ら
ん
古　

き
枕　
　

に
か
よ
ふ
面　

影

（
伊
）　　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ　
　
　

古　

き

（
島
）　　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ　
　

」
古　

き

（
祐
）　　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ　
　

」
古　

き
ま
く
ら　
　
　
　

お
も

（
書
）　　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ　
　

む
ふ
る
き　
　
　
　
　
　
　

お
も
影

（
三
）　　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
き

（
静
）　　

道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
き　
　
　
　
　
　
　

お
も
影

（
内
）　　

路　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ　
　
　

ふ
る
き　
　
　
　
　
　
　

お
も

＊
（
内
）
は
「
枕
」
と
は
読
み
に
く
い
が
、
枕
な
の
だ
ろ
う
。「
梢
」
に
も
似
て
い
る
。
存
疑
。

も
し
そ
う
な
ら
ば
、
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

路　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ　
　
　

ふ
る
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
続
）　　

道　
　
　

幾　
　
　
　
　

か
れ　
　
　

ふ
る
き　
　
　
　
　
　
　

お
も
影

（
続
書
）　

道　
　
　

幾　
　
　
　
　

か
れ　
　
　

ふ
る
き　
　
　
　
　
　
　

お
も
影

（
続
内
）　

道　
　
　

幾　
　
　
　
　

か
れ　
　
　

ふ
る
き　
　
　
　
　
　
　

お
も
影

（
神
2
）　

道　
　
　

幾　

よ　
　
　

か
れ　
　
　

ふ
る
き　
　
　
　
　
　
　

お
も
影

＊
（
神
2
）
は
「
幾
よ
」
の
「
よ
」
に
「
世
か
」
と
傍
書
。

右　

山
家
木
」（
書
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
明
）　　

雲
の
浪　

袖　

こ
そ
ぬ
れ
ね
あ
ら
磯　

や
嵐　
　

岩
う
つ
嶺
の
枕　
　

は
」（
五
九
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　

枕

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　

嶺　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　

い
そ　

あ
ら
し　
　
　

嶺　
　
　
　
　

」

＊
（
祐
）
は
「
ぬ
れ
ね
」
の
「
ね
」
が
脱
字
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺

（
静
）　　
　
　
　
　

そ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺

＊
（
静
）
は
「
嵐
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
岩
」。
誤
写
だ
ろ
う
。

（
内
）　　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　

嶺　

枕

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　

枕

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　

枕

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　

枕

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　

枕

＊
（
神
2
）
は
「
あ
ら
波
」
の
「
波
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
磯
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

六
十
一
番
左　

隔
物
逢
恋

（
国
）　　

中
か
き
や
こ
な
た
に
開　

も
ひ
と
つ
に
て
詞　
　

を
か
わ
す
宿　

の
槿　
　
　

」

＊
（
国
）
は
他
本
「
こ
と
の
葉
か
は
す
」
を
「
詞
を
か
わ
す
」（
仮
名
遣
い
は
「
か
は
す
」
が

よ
い
）
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。「
詞
を
か
わ
す
」
と
な
っ
て
い
る
本
は
（
国
）
の
み
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

こ
と
の
は
か
は
す　
　
　

あ
さ
か
ほ

（
ノ
）　　
　

垣　
　
　
　
　
　

咲　

も　
　
　
　
　

こ
と
の
葉
か
は
す　
　
　

朝　

顔
」

（
彰
）　　
　
　
　
　

此　

方　

さ
く　
　
　
　
　
　

こ
と
の
は
か
は
す
や
と　

あ
さ
か
ほ

（
明
）　　

中
か
き
や
こ
な
た
に
さ
く
も
ひ
と
つ
に
て
こ
と
の
葉
か
は
す
宿　

の
あ
さ
か
ほ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

こ
と
の
葉
か
は
す　
　
　

あ
さ
か
ほ

（
ノ
）　　
　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も

＊
（
ノ
）
は
「
待
と
」
の
「
と
」
に
「
本
ノ
マ
ヽ
」
と
傍
書
。「
待
つ
と
別
れ
」
と
い
う
表
現

に
違
和
感
を
感
じ
た
た
め
か
。

（
彰
）　　
　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ

（
明
）　　

寺
ふ
り
て
み
ち
行　

人
の
つ
く
か
ね
に
待　

と
別　
　

の
面　

影　

そ
た
つ

（
伊
）　　
　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね　
　
　
　
　
　
　
　

お
も　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　

ふ
り　

み
ち　
　
　
　
　
　

か
ね　
　
　
　

わ
か
れ　

お
も

（
祐
）　　
　

ふ
り　

み
ち
ゆ
く　
　
　
　

か
ね　
　
　
　

わ
か
れ　

お
も

（
書
）　　
　

ふ
り　

み
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も

（
三
）　　
　
　
　
　

み
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
内
）　　
　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ふ

＊
（
内
）「
そ
ふ
」
に
「
た
つ
」
と
傍
書
。
い
つ
の
段
階
で
さ
れ
た
か
が
問
題
。

（
神
1
）　　

ふ
り　

み
ち
行
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
影

（
続
）　　
　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　

わ
か
れ　
　
　

影

（
続
書
）　　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　

わ
か
れ　
　
　

影　
　
　
　

」

（
続
内
）　　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　

わ
か
れ　
　
　

影　
　
　
　

」

（
神
2
）　　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　

わ
か
れ　
　
　

影　
　
　
　

」

右　

山
旅
」（
神
1
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

雲
の
浪　

袖　

こ
そ
ぬ
れ
ね
あ
ら
磯　

や
嵐　
　

岩
う
つ
峯
の
ま
く
ら
は

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枕　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　

枕

（
彰
）　　
　
　

波　
　
　
　
　
　

る
れ　
　

い
そ

＊
（
彰
）
は
「
ぬ
け
れ
」
の
「
け
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
る
」
と
傍
書
。
別
筆
か
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
、

独
自
本
文
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷

（
内
）　　
　
　
　

は
向　
　

の　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

宇
治

＊
（
内
）
は
他
本
「
す
む
月
に
」
を
「
す
む
月
は
」
と
作
る
。
あ
る
種
の
独
自
本
文
か
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

宇
治
の　
　

里

（
続
）　　
　
　
　
　

向　

ひ　
　
　
　

鐘　
　
　
　

む
か
し

（
続
書
）　　
　
　
　

向　

ひ　
　
　
　

鐘　
　
　
　

む
か
し

（
続
内
）　　
　
　
　

向　

ひ　
　
　
　

鐘　
　
　
　

む
か
し

（
神
2
）　　
　
　
　

向　

ひ　
　
　
　

鐘　
　
　
　

む
か
し

六
十
二
番
左　

寄
杣
恋
」（
内
）

（
国
）　　

わ
か
袖
は
五
月
の
比　

に
に
ふ
の
川
杣
ひ
け
浪　

の
声　

お
ち
ぬ
ま
に

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落　

ぬ

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ

（
明
）　　

わ
か
袖
は
さ
月
の
比　

に
に
ふ
の
川
杣
ひ
け
浪　

の
声　

お
ち
ぬ
ま
に

（
伊
）　　

我　

袖　

さ

（
島
）　　
　
　
　
　

さ　
　

こ
ろ

（
祐
）　　
　
　
　
　

さ　
　

こ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
書
）　　

我　

袖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
落　

ぬ

（
三
）　　
　
　
　
　

さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
静
）　　
　
　
　
　

さ　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
内
）　　

我　

袖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　

な
み　

こ
ゑ　
　
　

間

（
神
1
）　

我　

袖　

さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　
　
　

さ　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て

＊
（
続
）
は
末
句
「
お
ち
ぬ
ま
て
」
の
「
て
」
に
「
に
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
や
他
本

と
同
じ
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

こ
と
の
葉
か
は
す　
　
　

あ
さ
か
ほ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

こ
と
の
葉
か
は
す　
　
　

あ
さ
か
ほ

（
書
）　　
　

垣　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

こ
と
の
葉
か
は
す　
　
　

あ
さ
か
ほ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
の
葉
か
は
す
や
と　

あ
さ
か
ほ

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　

垣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
の
は
か
は
す
や
と

＊
（
静
）
も
（
大
）（
明
）
と
同
じ
。

（
内
）　　
　

垣　
　
　
　
　
　

咲　
　
　
　
　
　
　

こ
と
の
葉
か
は
す

（
神
1
）　　

垣　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

こ
と
の
葉
か
は
す
や
と　

あ
さ
か
ほ

（
続
）　　
　

垣　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

言　

の
は
か
は
す　
　
　

朝　

か
ほ

（
続
書
）　　

垣　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

言　

の
は
か
は
す　
　
　

朝　

か
ほ

（
続
内
）　　

垣　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

言　

の
は
か
は
す　
　
　

朝　

か
ほ

（
神
2
）　　

垣　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

言　

の
は
か
は
す　
　
　

朝　

か
ほ

右　

対
月
聞
鐘

（
国
）　　

す
む
月
に
む
か
ひ
の
寺　

の
か
ね
の
声　

昔　
　

よ
い
か
に
う
ち
の
山　

さ
と

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

里

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

宇
治　
　
　

里

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　

こ
ゑ
む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

里

（
明
）　　

す
む
月
に
む
か
ひ
の
寺　

の
鐘　

の
声　

昔　
　

よ
い
か
に
宇
治
の
山　

さ
と

（
伊
）　　

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ら　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

宇
治

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ら　

鐘　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

宇
治　

や
ま
さ
と

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

宇
治　
　
　

里

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

て　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里

＊
（
三
）
は
「
む
か
ひ
て
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。



148

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

六
十
三
番
左　

秋
逢
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　

う
き
中
も
秋
も
外
山　

に
な
し
は
て
ゝ
あ
ふ
坂　

こ
ゆ
る
杉
の
下　

み
ち

＊
（
国
）
は
他
本
「
秋
を
外
山
」
を
「
秋
も
外
山
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　
　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　
　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　
　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道

（
明
）　　

う
き
中
も
秋
を
と
山　

に
な
し
は
て
ゝ
逢　

坂　

こ
ゆ
る
杉
の
下　

道
」（
六
〇
オ
）

＊
（
明
）
は
「
う
き
事
」
の
「
事
」
ミ
セ
ケ
チ
「
中
」。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　
　

逢

（
島
）　　
　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

を
と
や
ま　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　

逢　
　
　
　
　
　
　
　

し
た

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　

逢　

さ
か　
　
　
　
　
　
　

道

（
内
）　　
　
　
　
　
　

を

（
神
1
）　　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道

（
続
）　　
　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　
　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道

（
続
書
）　　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　
　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道

（
続
内
）　　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　
　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道

（
神
2
）　　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　
　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道

右　
　

薗
竹
」（
国
）（
静
）（
三
）

（
三
）
園

（
国
）　　

呉　

竹　

の
そ
の
ふ
の
枕　
　

臥　

わ
ひ
ぬ
や
す
け
な
き
世
を
つ
く
る
嵐　
　

に

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
く
ら
ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

＊
（
大
）
は
の
ど
に
あ
た
り
、「
あ
ら
し
に
」
は
や
や
判
読
し
づ
ら
い
。

（
続
書
）　　
　
　
　

さ　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て

（
続
内
）　　
　
　
　

さ　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
」

（
神
2
）　　
　
　
　

さ　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て

＊
（
続
）
系
は
末
句
「
お
ち
ぬ
ま
て
」。
独
自
本
文
。

右　

山
家
嵐
」（
島
）（
祐
）（
内
）（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

い
と
ふ
世
を
し
ら
て
か
た
る
や
軒
の
松
き
け
は
物　

う
き
山　

風　

の
声

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　

こ
ゑ

（
彰
）

（
明
）　　

い
と
ふ
世
を
し
ら
て
か
た
る
や
軒
の
松
き
け
は
物　

う
き
山　

風　

の
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の　
　

や
ま　
　
　

こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　

こ
ゑ

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞　

は　
　
　
　
　
　

か
せ　

こ
ゑ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞　

は
も
の　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞　

は
も
の　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞　

は
も
の　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
続
内
）
は
「
山
風
」
が
「
嵐
」
に
見
え
る
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞　

は
も
の　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
」
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
し
く
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

」
し
く
れ

（
書
）

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　

え

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　

声

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　

え　
　
　
　

声

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　

声
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　

え　
　
　
　

声

右　

海
路
遠
」（
彰
）

（
国
）　　

す
み
わ
ひ
ぬ
わ
れ
い
つ
く
に
も
送　
　

て
よ
浪
路
分　

行　

遠　

つ
舟　

人

（
大
）　　

住　

わ　
　

我　
　
　
　
　
　

を
く
り　
　
　
　
　
　
　
　

と
を
つ

（
ノ
）　　
　
　

侘　

ぬ　
　
　
　
　
　
　

を
く
り　
　
　
　

わ
け

（
彰
）　　

住　

侘　

ぬ
我　
　
　
　
　
　

を
く
り　
　
　
　
　
　

ゆ
く　
　

津

＊
（
彰
）
は
「
遠
」
の
字
が
読
み
に
く
い
。
別
の
字
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
明
）　　

す
み
わ
ひ
ぬ
わ
れ
い
つ
く
に
も
を
く
り
て
よ
浪
路
わ
け
行　

遠　

津
舟　

人

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
く
り　
　
　
　

わ
け　
　
　
　

津

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
く
り　
　
　
　

わ
け　
　
　
　

津

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
く
り　
　
　
　

わ
け
ゆ
く　
　

津
ふ
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
く
り　
　
　

ち

（
三
）　　
　
　

侘　

ぬ
我　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
明
）　　

呉　

竹　

の
そ
の
ふ
の
枕　
　

ふ
し
わ
ひ
ぬ
や
す
け
な
き
世
を
つ
く
る
嵐　
　

に

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
祐
）　　

く
れ
た
け　
　
　
　
　

ま
く
ら
ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

告　

る

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　

ふ
し
侘　

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

＊
（
三
）
は
「
そ
の
ふ
枕
」
と
つ
く
る
。
脱
字
か
。「
あ
ら
し
」
を
除
い
て
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し
侘　

ぬ

＊
（
静
）
は
「
吴
竹
」
の
「
吴
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
呉
」。
書
き
損
じ
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
吴
も

呉
と
同
じ
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

薗　

生　
　
　
　
　
　

侘　

ぬ

（
神
1
）　　
　
　
　
　

薗　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
続
）　　
　
　
　
　
　

苑　

生　
　
　
　

ふ
し
侘　

ぬ　
　
　
　
　
　
　

告　

る

（
続
書
）　　
　
　
　
　

苑　

生　
　
　
　

ふ
し
侘　

ぬ　
　
　
　
　
　
　

告　

る

（
続
内
）　　
　
　
　
　

苑　

生　
　
　
　

ふ
し
侘　

ぬ　
　
　
　
　
　
　

告　

る

（
神
2
）　　
　
　
　
　

苑　

生　
　
　
　

ふ
し
侘　

ぬ　
　
　
　
　
　
　

告　

る

六
十
四
番
左　

寄
雪
恋
」（
ノ
）

（
国
）　　

色
ふ
か
き
み
さ
ほ
の
松
を
君
も
み
よ　

時　

雨
に
た
へ
て
雪
折
の
こ
ゑ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え　
　
　
　

声

（
明
）　　

色
ふ
か
き
み
さ
ほ
の
松
を
君
も
み
よ　

時　

雨
に
た
へ
て
雪
折
の
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

に
よ
る
書
き
損
じ
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮　

る
年　

哉
」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

山
家
鳥
」（
神
1
）（
書
）

（
国
）　　

世
も
う
く
は
行　

て
を
す
ま
む
山
鳥　

の
鳴　

声　

聞　

も
二
親
に
し
て
」

＊
（
国
）
は
（
内
）
と
並
ん
で
、（
大
）・（
明
）
系
が
二
句
目
「
た
れ
す
ま
さ
ら
む
」
を
「
行

て
を
す
ま
む
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。「
た
れ
す
ま
さ
ら
む
」
で
は
、
意
味
が
よ
く
通
ら
な

い
が
、「
行
て
を
す
ま
む
」
の
意
味
も
今
ひ
と
つ
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
山
鳥
の
鳴
く
声
を

両
親
と
受
け
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
そ
れ
で
も
住
も
う
と
い
う
肯
定
的
な
意
味
合

い
は
伝
わ
っ
て
く
る
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

誰　

す
ま
さ
ら
む　
　
　
　

な
く　
　

き
く

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
す
ま
さ
ら
む　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
き
く

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
す
ま
さ
ら
ん　
　
　
　
　
　
　
　

き
く

（
明
）　　

世
も
う
く
は
た
れ
す
ま
さ
ら
む
山
鳥　

の
鳴　

こ
ゑ
き
く
も
二
親
に
し
て
」（
六
〇
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
す
ま
さ
ら
ん　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
き
く

（
島
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
す
ま
さ
ら
む　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
き
く　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
す
ま
さ
ら
む　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
き
く　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
す
ま
さ
ら
む　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
き
く

（
三
）　　
　
　
　
　
　

誰　

す
ま
さ
ら
ん　

と
り　
　
　

こ
ゑ
き
く

＊
（
三
）
も
（
国
）
の
前
。（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

誰　

す
ま
さ
ら
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
静
）　　
　
　

侘　

ぬ
我　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　

お
き
つ

＊
（
内
）
は
末
句
「
お
き
つ
舟
人
」
と
作
る
。
独
自
本
文
か
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
く
り　
　
　
　
　
　
　
　

沖　

津

＊
（
神
1
）
も
（
内
）
と
同
じ
く
「
沖
津
舟
人
」
と
作
る
。

（
続
）　　
　
　

侘　

ぬ　
　
　
　
　
　
　

送　

り　
　
　
　
　
　
　
　

沖

＊
（
続
）
は
「
沖
つ
」
が
（
内
）（
神
1
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　

侘　

ぬ　
　
　
　
　
　
　

送　

り　
　
　
　
　
　
　
　

沖　

津

（
続
内
）　　
　

侘　

ぬ　
　
　
　
　
　
　

送　

り　
　
　
　
　
　
　
　

沖　

津

（
神
2
）　　
　

侘　

ぬ　
　
　
　
　
　
　

送　

り　
　
　
　
　
　
　
　

沖　

津

＊
（
神
1
）（
内
）（
続
）
系
は
「
沖
津
舟
人
」。

六
十
五
番
左　

歳
暮
恋

（
国
）　　

春
も
こ
は
す
め
る
涙　
　

を
又　

や
み
ん
袖
の
氷　
　

に
く
る
ゝ
と
し
か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　

年　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　
　
　
　
　
　

む　
　

こ
ほ
り　
　
　
　

年

（
彰
）

（
明
）　　

春
も
こ
は
す
め
る
涙　
　

を
又　

や
み
む
袖
の
氷　
　

に
く
る
ゝ
年　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年　

哉
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
た　

ま
た　
　

む

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
た　

ま
た　
　

む

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

＊
（
三
）
は
「
涙
に
」
と
作
る
。
誤
写
・
書
き
損
じ
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年

＊
（
静
）
は
「
涙
や
」
の
「
や
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」、「
に
」
を
墨
消
し
で
「
を
」、
目
移
り
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
静
）　　

我　
　
　
　
　

こ
ま

＊
（
静
）
は
「
我
〇
う
き
」
の
〇
に
「
に
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
に
よ
る
。

（
内
）　　

我　
　
　
　
　

こ
ま　

と
の　
　
　
　

し
ほ
き

＊
（
内
）
は
他
本
「
こ
ま
ふ
人
の
」
を
「
こ
ま
ふ
と
の
」
と
作
る
。
高
麗
人
の
こ
と
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

こ
ま　

と
の　
　
　
　
　
　
　
　

と
り

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

高
麗　

人

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　

高
麗　

人

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

高
麗　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　

高
麗　

人

右　

林
下
幽
閑
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

は
か
な
く
も
か
た
ら
ふ
声　

よ
鳥
の
き
て
な
ら
ふ
梢　
　

の
夕　

暮　

の
や
と

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿
」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
く
れ　

宿

（
明
）　　

は
か
な
く
も
か
た
ら
ふ
こ
ゑ
よ
鳥
の
き
て
な
ら
ふ
梢　
　

の
夕　

暮　

の
や
と

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

こ
す
ゑ　

ゆ
ふ
く
れ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

＊
（
静
）
は
「
か
た
ら
ぬ
」
と
つ
く
る
。
誤
写
だ
ろ
う
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

＊
（
静
）
の
本
文
も
「
誰
す
ま
さ
ら
ん
」
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、（
国
）
の
前
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
く

＊
（
内
）
は
（
国
）
と
同
じ
。（
内
）・（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
く

（
続
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
す
ま
さ
ら
ん　
　
　
　
　
　
　
　

き
く

＊
（
続
）
は
「
た
れ
す
ま
さ
ら
ん
」
に
「
行
て
を
す
ま
む
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
国
）
と
同

じ
。
そ
し
て
、（
内
）
と
一
致
し
な
い
。（
続
）
の
完
成
は
、（
国
）
の
後
だ
ろ
う
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　

た
れ
す
ま
さ
ら
ん　
　
　
　
　
　
　
　

き
く

（
続
内
）　　
　
　
　
　

た
れ
す
ま
さ
ら
ん　
　
　
　
　
　
　
　

き
く

（
神
2
）　　
　
　
　
　

た
れ
す
ま
さ
ら
ん　
　
　
　
　
　
　
　

き
く

六
十
六
番
左　

寄
塩
木
恋

（
国
）　　

わ
れ
に
う
き
君
こ　

ふ
人
の
帯
な
ら
ぬ
塩　

木
を
取　

て
か
ら
き
中
哉

＊
（
国
）
は
他
本
「
君
こ
ま
ふ
人
」
を
「
君
こ
ふ
人
」
と
作
る
。「
こ
ま
ふ
」
で
は
意
味
が
よ

く
分
か
ら
な
い
か
ら
か
。「
こ
ま
ふ
」
の
用
例
一
つ
だ
が
、
な
い
に
等
し
い
。「
こ
ま
ふ
人
」
は

「
こ
ま
う
ど
＝
高
麗
人
」
の
こ
と
だ
ろ
う
。「
ま
」
が
脱
落
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
大
）　　

我　
　
　
　
　

こ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ま　
　
　
　
　
　
　

し
ほ　
　

と
り　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　

我　
　
　
　
　

こ
ま

（
明
）　　

わ
れ
に
う
き
君
こ
ま
ふ
人
の
帯
な
ら
ぬ
塩　

木
を
と
り
て
か
ら
き
中
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り　
　
　
　
　

か
な

（
書
）　　

我　
　
　
　
　

こ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り

（
三
）　　

我　
　
　
　
　

こ
ま

＊
（
三
）
＝
（
静
）。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

右　

古
寺
松
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

室
ふ
か
く
昔　
　

お
ほ
え
て
つ
ゝ
ら
折　

老
か
ゝ
ま
れ
る
松　

そ
の
こ
れ
る

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り

（
明
）　　

室
ふ
か
く
昔　
　

お
ほ
え
て
つ
ゝ
ら
お
り
老
か
ゝ
ま
れ
る
松　

そ
の
こ
れ
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　

お
り

（
祐
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　

お
り　
　
　
　
　
　

ま
つ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
り

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ

（
神
1
）

＊
（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
続
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

攀　
　

折　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ

（
続
書
）　　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

攀　
　

折　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ　

」

（
続
内
）　　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

攀　
　

折　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ

＊
（
続
内
）
は
「
か
ゝ
ま
れ
る
」
が
「
か
く
ま
れ
る
」
と
も
読
め
る
。

（
神
2
）　　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

攀　
　

折　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ　

」

六
十
八
番
左　

寄
鳩
恋
」（
国
）（
静
）（
神
1
）

（
国
）　　

我　

の
み
や
む
な
し
契　
　

の
園　

の
竹
二　
　

な
ら
へ
る
家　

鳩　

の
こ
ゑ

＊
（
国
）
は
、
私
家
集
大
成
は
「
閨
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
は
「
園
」
で
い
い
の
で
は
な

い
か
。

＊
（
続
）
は
「
か
た
ら
ふ
声
よ
」
の
「
よ
」
に
「
に
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

六
十
七
番
左　

旅
宿
恋

（
国
）　　

旅　

に
け
さ
た
れ
か
み
か
さ
を
侘　

ぬ
ら
ん
涙　
　

そ
へ
や
る
床　

の
山　

川

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　

と
こ

（
ノ
）　　
　
　
　

今
朝　
　
　
　
　
　
　

わ
ひ　
　
　

な
み
た

（
彰
）　　
　
　
　

今
朝　
　
　
　
　
　
　

わ
ひ

（
明
）　　

旅　

に
今
朝
た
れ
か
み
か
さ
を
わ
ひ
ぬ
ら
ん
涙　
　

そ
へ
や
る
床　

の
山　

川

（
伊
）　　

た
ひ　

今
朝　
　
　
　
　
　
　

わ
ひ

（
島
）　　
　
　
　

今
朝　
　
　
　
　
　
　

わ
ひ　
　
　
　

な
み
た

＊
（
島
）
は
「
み
か
を
」
に
「
さ
」
を
傍
書
し
て
「
み
か
さ
を
」
と
す
る
。

（
祐
）　　

た
ひ　

今
朝　
　
　
　
　
　
　

わ
ひ　
　
　

な
み
た　
　
　
　

と
こ　

や
ま

（
書
）　　
　
　
　

今
朝　
　
　
　
　
　
　

わ
ひ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侘　

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

＊
（
三
）
は
「
河
」
の
表
記
以
外
は
、（
三
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　

今
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
内
）　　
　
　
　
　
　

誰　

か
は
み
さ
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

＊
（
内
）
は
他
本
「
た
れ
か
み
か
さ
を
」
を
「
誰
か
は
み
さ
を
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　

今
朝　
　
　
　
　
　
　

わ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
続
）　　

た
ひ　
　
　
　
　
　

水　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　
　
　
　
　

と
こ

（
続
書
）　

た
ひ　
　
　
　
　
　

水　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　
　
　
　
　

と
こ

（
続
内
）　

た
ひ　
　
　
　
　
　

水　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　
　
　
　
　

と
こ

（
神
2
）　

た
ひ　
　
　
　
　
　

水　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　
　
　
　
　

と
こ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

く
は
「
鳥
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
か
。
前
歌
の
「
鳩
」
に
引
か
れ
て
「
雨
」
を
思
わ
ず
「
鳥
」

と
書
い
て
し
ま
っ
た
か
。

（
大
）　　

雨

（
ノ
）　　

雨

（
彰
）　　

雨

（
明
）　　

雨

（
伊
）　　

雨

（
島
）　　

雨

（
祐
）　　

雨

（
書
）　　

雨

（
三
）　　

雨

＊
（
内
）
が
「
雨
」
と
す
る
の
は
、
底
本
が
そ
う
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

（
静
）　　

雨

（
内
）　　

雨

（
神
1
）　

雨

（
続
）　　

鹿

＊
（
続
）
の
み
「
鹿
」
と
す
る
が
、
こ
れ
も
意
味
的
に
は
よ
い
。

（
続
書
）　

鹿

（
続
内
）　

鹿

（
神
2
）　

鹿

＊
（
続
）
系
は
「
田
家
鹿
」
と
い
う
題

（
国
）　　

よ
る
鹿
の
い
な
は
の
雲　

の
色
か
へ
て
我　

を
時　

雨
の
も
る
夢
路
か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　

ち
哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
彰
）

（
明
）　　

よ
る
鹿
の
い
な
葉
の
雲　

の
色
か
へ
て
わ
れ
を
時　

雨
の
も
る
夢
ち
哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　
　

の
そ
の
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
と　

声

＊
（
大
）
は
他
本
「
む
な
し
」
を
「
お
な
し
」
に
つ
く
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
ノ
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
ヽ

＊
（
ノ
）
は
（
大
）
系
だ
が
、「
お
な
し
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
。（
ノ
）
の
見
た
本
は
既
に
変

容
し
て
い
た
か
。
そ
れ
と
も
他
本
で
校
訂
し
た
か
。

（
彰
）　　

わ
れ　
　
　

お　
　
　
　
　
　

そ
の
ゝ

（
明
）　　

わ
れ
の
み
や
む
な
し
契　
　

の
そ
の
ゝ
竹
二　
　

な
ら
へ
る
家　

鳩　

の
こ
ゑ
」

 

（
六
一
オ
）

（
伊
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
そ
の
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
と

（
島
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　

ち
き
り
の
そ
の
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
祐
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　

ち
き
り
の
そ
の
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

い
へ
は
と

（
書
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
ヽ

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
ゝ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
神
1
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　

契　

り
の
そ
の
　ゝ

ふ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
続
書
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　

契　

り
の
そ
の
　ゝ

ふ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り
の
そ
の
　ゝ

ふ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

声
」

（
神
2
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　

契　

り
の
そ
の
　ゝ

ふ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

右　

田
家
鳥
」（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

鳥

＊
他
本
「
雨
」
を
「
鳥
」
と
作
る
。
但
し
、
歌
の
内
容
か
ら
「
雨
」
が
正
し
い
。
雨
の
く
ず
し

字
を
誤
っ
て
「
鳥
」
と
読
ん
だ
か
。「
雨
」
と
「
鳥
」
は
似
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
書
）　　
　
　

暮　

袖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

＊
（
三
）
は
「
ん
」
以
外
は
（
静
）
と
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
内
）　　
　
　

暮　

袖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
か
た　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　

暮　

袖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た

（
続
）　　
　
　

暮　

袖　
　
　
　

ん　
　
　
　
　

ひ
と
か
た　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
書
）　　
　

暮　

袖　
　
　
　

ん　
　
　
　
　

ひ
と
か
た　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
内
）　　
　

暮　

袖　
　
　
　

ん　
　
　
　
　

ひ
と
か
た　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
2
）　　
　

暮　

袖　
　
　
　

ん　
　
　
　
　

ひ
と
か
た　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

右　

水
郷
蘆
」（
ノ
）（
三
）

（
国
）　　

こ
と
の
は
を
わ
か
歌　

か
た
に
み
る
も
う
し
蘆　

火
に
そ
へ
よ
小
屋
の
里　

人

＊
（
国
）
は
（
内
）
と
共
に
他
本
「
こ
と
の
は
に
わ
か
歌
か
た
を
」
を
「
こ
と
の
は
を
わ
か
歌

か
た
に
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　

に　
　

う
た　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
や　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　

葉
に　
　

う
た　
　

を
見　
　
　
　

芦　
　
　
　
　
　

こ
や

（
彰
）　　
　
　
　
　

に
我　

う
た　
　

を　
　
　
　
　

芦　
　
　
　
　
　

こ
や

（
明
）　　

こ
と
の
葉
に
わ
か
う
た
か
た
を
み
る
も
う
し
蘆　

火
に
そ
へ
よ
こ
や
の
さ
と
人

（
伊
）　　
　
　
　

葉
に　
　

う
た　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
や

（
島
）　　
　
　
　

葉
に　
　

う
た　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
や　

さ
と

（
祐
）　　
　
　
　

葉
に　
　

う
た　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
や　

さ
と

（
書
）　　
　
　
　

葉
に　
　

う
た　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
や

（
三
）　　
　
　
　

葉
に　
　

う
た　
　

を
見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
や

（
静
）　　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
や

＊
（
静
）
は
「
哥
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
う
た
」
と
傍
書
。（
大
）
系
に
合
わ
せ
た
か
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

葉　

く
も　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　

ち
哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　

ち
哉

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　

し
く
れ　
　
　
　

ち
哉

（
書
）　　
　
　
　
　

稲　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　

ち
哉

（
三
）　　
　
　
　
　

稲　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　

哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　

哉

＊
（
静
）
は
「
よ
る
浪
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
鹿
」。
連
想
に
よ
る
書
き
損
じ
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

（
神
1
）　　
　
　
　

稲　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　

し
く
れ　
　
　
　
　

哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　

わ
れ　

し
く
れ　
　
　
　
　

哉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　

わ
れ　

し
く
れ　
　
　
　
　

哉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　

わ
れ　

し
く
れ　
　
　
　
　

哉

＊
（
続
）
系
は
本
来
「
い
な
は
の
雲
を
」
と
い
う
形
態
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
但
し
、
本
文

的
に
は
「
雲
の
」
の
方
が
よ
い
。

六
十
九
番
左　

山
家
恋

（
国
）　　

夕
ま
く
れ
袖
を
そ
ほ
さ
む
さ
ひ
し
さ
の
一　

方　

な
ら
は
露　

の
山　

風

（
大
）　　
　
　

暮　

袖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　

ぬ　
　
　
　
　

か
せ

＊
（
ノ
）
は
「
一
か
た
な
ら
ぬ
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
、
誤
写
か
。

（
彰
）　　
　
　

暮　

袖　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
明
）　　

夕
ま
く
れ
袖
を
そ
ほ
さ
む
さ
ひ
し
さ
の
一　

か
た
な
ら
は
露　

の
山　

風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

か
た　
　
　

つ
ゆ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

か
た　
　
　

つ
ゆ　

や
ま
か
せ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
静
）　　
　
　
　
　

や
と
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　

む
そ
こ　
　
　
　
　

」

＊
（
静
）
も
（
大
）（
明
）
系
と
同
じ
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　

か
せ　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　

そ
こ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　

む　
　
　

黒

（
続
）　　
　
　
　
　

や
と
こ　

浦　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　

そ
こ　

黒

＊
（
続
）
は
（
内
）（
国
）「
は
か
な
し
な
」
を
（
大
）（
明
）
系
と
同
じ
く
「
は
か
な
し
や
」

と
作
る
。

（
続
書
）　　
　
　
　

や
と
こ　

浦　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　

そ
こ　

黒　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　

や
と
こ　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
こ　

黒　
　
　

」

＊
（
続
内
）
は
（
続
）
系
他
本
「
こ
れ
は
」
と
す
る
の
に
、「
こ
え
て
」
と
作
る
。
あ
る
種
の

書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　

や
と
こ　

浦　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　

そ
こ　

黒　
　
　

」

右　

曙
嶺
雲
」（
神
1
）（
彰
）

（
国
）　　

帰　
　

ゐ
る
雲
を
戸
さ
し
の
嶺
の
庵　

あ
く
る
か
は
る
ゝ
山　

風　

の
声

（
大
）　　

か
へ
り　
　
　
　

と　
　
　

峯　
　
　

明　

る

（
ノ
）　　

帰　

り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
ノ
）
は
「
帰
り
ぬ
る
」
と
つ
く
る
。「
ゐ
」
を
「
ぬ
」
と
読
み
間
違
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
彰
）　　

か
へ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

帰　

り
ゐ
る
雲
を
戸
さ
し
の
峯
の
庵　

あ
く
る
か
は
る
ゝ
山　

風　

の
こ
ゑ
」

 

（
六
一
ウ
）

（
伊
）　　

帰　

り　
　
　
　
　
　
　
　

峯

（
島
）　　

帰　

り　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
」

（
祐
）　　

帰　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ほ　
　
　
　
　
　
　

や
ま　
　
　

こ
ゑ
」

（
書
）　　

帰　

り　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　

か
へ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
や

＊
（
内
）
は
（
国
）
と
同
じ
。（
内
）・（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　
　
　

葉　

我　

哥　
　
　
　

見　
　
　
　

あ
し

＊
（
神
1
）
は
（
内
）・（
国
）
と
同
文
。

（
続
）　　

言　

の
葉
に　
　

う
た　
　

を
見　
　
　
　

芦　
　
　
　
　
　

こ
や

（
続
書
）　

言　

の
葉
に　
　

う
た　
　

を
見　
　
　
　

あ
し　
　
　
　
　

こ
や

（
続
内
）　

言　

の
葉
に　
　

う
た
〳
〵
を
見　
　
　
　

あ
し　
　
　
　
　

こ
や

＊
（
続
内
）
は
「
う
た
〳
〵
」
と
作
る
。
そ
の
理
由
は
不
明
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　

言　

の
葉
に　
　

う
た　
　

を
見　
　
　
　

あ
し　
　
　
　
　

こ
や

＊
（
神
2
）「
う
た
か
た
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
を
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

七
十
番　

左　

寄
藻
恋

（
国
）　　

は
か
な
し
な
床　

の
う
ら
風　

浪　

こ
え
て
玉
も
な
ひ
か
ん
底　

の
く
ろ
か
み
」

（
国
）
は
（
内
）
と
共
に
、
他
本
「
は
か
な
し
や
」「
浪
こ
え
は
」
を
「
は
か
な
し
な
」「
浪
こ

え
て
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。
但
し
、「
こ
え
て
」
の
「
て
」
に
「
は
」
と
傍
書
。
校
訂
の

痕
跡
と
と
る
と
「
は
」
で
よ
い
。

（
大
）　　
　
　
　
　

や
と
こ　
　
　

か
せ　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　

そ
こ

（
ノ
）　　
　
　
　
　

や
と
こ　

浦　
　
　
　
　
　
　

て　
　
　
　
　
　

そ
こ

＊
（
ノ
）
は
「
こ
え
て
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　

や
と
こ　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
こ

（
明
）　　

は
か
な
し
や
床　

の
う
ら
風　

浪　

こ
え
は
玉
も
な
ひ
か
む
そ
こ
の
く
ろ
か
み

（
伊
）　　
　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　

む

（
島
）　　
　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　

は　
　
　
　
　

む
そ
こ

（
祐
）　　
　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　

は　
　
　
　
　

む
そ
こ

（
三
）　　
　
　
　
　

や
と
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　

そ
こ

（
書
）　　
　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　

そ
こ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
続
内
）　　
　
　
　

わ
×
れ

＊
（
続
内
）
は
「
わ
か
れ
」
の
「
か
」
が
脱
字
。

（
神
2
）　　
　
　
　

わ
か
れ

右　
　
　

苔
為
石
衣
」（
書
）

（
国
）　

苔
為
石
衣

＊
（
国
）
と
（
内
）・（
続
）
は
他
本
で
は
、
大
き
く
題
が
異
な
り
、
ま
た
、
下
記
に
あ
る
よ
う

に
歌
が
異
な
る
。
つ
ま
り
、
編
纂
過
程
が
（
内
）・（
国
）
の
段
階
で
こ
の
形
に
な
っ
た
こ
と
を

示
す
。

（
大
）　

岸　
　

竹

（
ノ
）　

岸　
　

竹

（
彰
）　

岸　
　

竹

（
明
）　

岸　
　

竹

（
伊
）　

岸　
　

竹

（
島
）　

岸　
　

竹

（
祐
）　

岸　
　

竹

（
書
）　

岸　
　

竹

（
三
）　

苔
為
石
衣

（
静
）　

岸　
　

竹

＊
（
静
）
は
「
苔
為
石
衣
」
に
墨
消
し
。

（
内
）　

苔
為
石
衣

＊
（
内
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）
苔
為
石
衣

（
続
）　

苔
為
石
衣

（
続
書
）
苔
為
石
衣

（
続
内
）
苔
為
石
衣

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　

か
へ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
内
）　　
　
　

り　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　

こ
ゑ

（
神
1
）　

帰　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　

か
へ
り
い　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
書
）　

か
へ
り
い　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
内
）　

か
へ
り
い　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
2
）　

か
へ
り
い　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

七
十
一
番
左　

顕
恋

（
国
）　　

袖
し
た
ふ
別　
　

を
人
に
み
え
て
け
り
折　

ふ
し
月
は
空　

に
く
も
ら
て

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　

お
り

（
明
）　　

袖
し
た
ふ
別　
　

を
人
に
み
え
て
け
り
お
り
ふ
し
月
は
空　

に
く
も
ら
て

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り

（
祐
）　　
　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　

見　
　
　
　

お
り　
　
　
　

そ
ら

（
書
）

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　

お
り

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
続
）　　
　
　
　
　

わ
か
れ

（
続
書
）　　
　
　
　

わ
か
れ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　

そ
れ
も

＊
（
神
1
）
は
（
国
）・（
内
）
が
「
石
も
」
と
あ
る
の
に
、「
そ
れ
も
」
と
作
る
。「
石
」
を
読

み
誤
っ
た
か
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

い
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も

（
続
書
）　　
　
　

×
た
れ
い
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も

（
続
内
）　　
　
　

×
た
れ
い
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も

（
神
2
）　　
　
　

×
た
れ
い
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も

＊
（
続
）
系
は
本
来
「
法
の
道
た
れ
い
ら
さ
ら
ん
」
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

七
十
二
番
左　

寄
月
顕
恋
」（
内
）

（
国
）　　

世
に
め
つ
る
月
に
は
あ
ら
て
秋
今　

夜
わ
れ
も
名
に
た
つ
袖
の
上　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
よ
ひ
我　

も　
　

立　

袖　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　

立　

袖　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
よ
ひ
我　

も　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
明
）　　

世
に
め
つ
る
月
に
は
あ
ら
て
秋
こ
よ
ひ
わ
れ
も
名
に
立　

袖
の
上　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　
　
　

立　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　

立　
　
　

う
へ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　

立　
　
　

う
へ
哉

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　

立　

袖

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

も　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立　

袖　
　
　

哉

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
よ
ひ
我　

も　
　

立　

袖　
　
　

哉

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

（
神
2
）
苔
為
石
衣

（
国
）　　

法
の
道
に
た
れ
入　

さ
ら
ん
石
山
や
石　

も
衣　
　

を
苔　

ふ
か
く
し
て

（
松
下
集
に
は
「
岸
竹　

一
三
一
一　

人
の
世
も
た
ゝ
さ
は
か
り
そ
隙
を
な
み
浪
に
お
き
ふ
す

岸
の
さ
ゝ
竹
」
と
い
う
和
歌
を
載
せ
る
）

＊
（
国
）
と
（
内
）
は
「
法
の
道
」
詠
で
あ
り
、（
大
）・（
明
）
系
は
「
い
つ
ま
て
か
」
詠
で

あ
る
。
松
下
集
一
三
一
二
「
人
の
世
も
」
詠
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
但
し
、
ど
う
し
て

「
い
つ
ま
て
か
」
詠
か
ら
「
法
の
道
」
詠
に
変
更
し
た
の
か
、
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
。「
法
の

道
」
詠
を
最
終
形
態
と
考
え
た
こ
と
は
分
か
る
け
れ
ど
も
。

（
大
）　　

い
つ
ま
て
か
人
に
も
み
え
む
老
の
浪　

我　

世
か
た
ふ
く
岸　

の
さ
ヽ
竹

（
ノ
）　　

い
つ
ま
て
か
人
に
も
み
え
ん
老
の
浪　

わ
か
世
か
た
ふ
く
き
し
の
さ
ヽ
竹

（
彰
）　　

い
つ
ま
て
か
人
に
も
見
え
ん
老
の
浪　

我　

世
か
た
ふ
く
き
し
の
さ
ゝ
竹

（
明
）　　

い
つ
ま
て
か
人
に
も
み
え
む
老
の
浪　

わ
か
世
か
た
ふ
く
岸　

の
さ
ゝ
竹

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪
に

＊
（
伊
）
は
「
浪
に
」
と
す
る
。
誤
写
か
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　

き
し

＊
（
島
）（
祐
）
は
「
み
え
む
」
と
「
み
え
ぬ
」
と
す
る
。
勘
違
い
か
。

（
書
）　　

い
つ
ま
て
か
人
に
も
み
え
ん
老
の
浪　

わ
か
世
か
た
ふ
く
岸　

の
さ
ゝ
竹

（
三
）　　

法
×
道　
　
　

い
ら　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
け

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

ん　
　
　
　
　
　

よ

＊
（
静
）
は
、
墨
消
し
さ
れ
た
「
苔
為
石
衣
」
の
題
の
下
に
「
法
の
道
に
た
れ
入
さ
ら
ん
石
山

や
石
も
衣
を
苔
ふ
か
く
し
て
」
を
記
す
。
お
そ
ら
く
、
最
終
的
に
（
大
）
系
に
し
た
の
で
は
な

い
か
。
し
か
し
、（
国
）
系
の
テ
ク
ス
ト
（
但
し
最
終
形
態
で
は
な
い
）
に
準
拠
し
て
い
た
こ

と
は
確
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　

誰　

い
ら

＊
（
内
）
＝
（
三
）
＝
（
国
）。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　

お
ほ
ふ　
　

む
か
し　

と
ふ

（
続
）　　

苔　
　
　

く
ち　
　

う
へ　
　
　
　
　
　

む
か
し　

と
ふ　
　
　
　
　
　

声

（
続
書
）　　
　
　
　

く
ち　
　

う
へ　
　
　
　
　
　

む
か
し　

と
ふ　
　
　
　
　
　

声
」

（
続
内
）　

苔　
　
　

く
ち　
　

う
へ　
　
　
　
　
　

む
か
し　

と
ふ　
　
　
　
　
　

声

＊
（
続
内
）
は
明
確
に
「
苔
」
と
読
め
る
。

（
神
2
）　　
　
　
　

く
ち　
　

う
へ　
　
　
　
　
　

む
か
し　

と
ふ　
　
　
　
　
　

声
」

七
十
三
番
左　

面
影
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　

い
と
ふ
身
に
人
の
は
そ
ひ
て
人
に
な
と
わ
か
面　

影　

の
別　
　

は
つ
ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

面　
　
　
　

わ
か
れ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
か
け　

わ
か
れ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

面　
　
　
　

わ
か
れ

（
明
）　　

い
と
ふ
身
に
人
の
は
そ
ひ
て
人
に
な
と
わ
か
面　

影　

の
わ
か
れ
は
つ
ら
ん
」

 

（
六
二
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　

わ
か
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
か
け　

わ
か
れ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　

我　

面

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ

＊
（
続
）
は
「
そ
ひ
て
」
の
「
ひ
」
に
「
は
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。「
人
の

は
そ
は
で
」
と
読
む
の
だ
ろ
う
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

右　
　

谷
松
年
久
」（
国
）（
島
）（
祐
）（
内
）（
静
）（
書
）（
三
）（
彰
）（
大
）（
ノ
）（
彰
）

（
続
）
苔
松
年
久

＊
（
続
）
は
「
谷
」
を
「
苔
」
と
翻
刻
し
た
か
。（
内
）
は
「
谷
」

（
続
書
）
谷
松
年
久

（
続
内
）
苔
松
年
久

＊
（
続
内
）
は
明
確
な
「
苔
」
で
あ
る
。

（
神
2
）
谷
松
年
久

（
国
）　　

谷
ふ
か
み
朽　

木
の
上　

に
生　

る
松　

昔　
　

を
問　

や
山　

風　

の
こ
ゑ

＊
（
国
）
と
（
内
）
は
他
本
「
お
ほ
ふ
松
」
を
「
生
る
松
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　

お
ほ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ふ　
　
　
　
　
　

と
ふ　
　
　

か
せ

（
彰
）　　
　
　
　
　

く
ち　
　
　
　
　

お
ほ
ふ　
　
　
　
　
　

と
ふ

（
明
）　　

谷
ふ
か
み
朽　

木
の
上　

に
お
ほ
ふ
松　

昔　
　

を
と
ふ
や
山　

風　

の
声

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ふ　
　

む
か
し　

と
ふ　
　
　
　
　
　

声
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ふ
ま
つ
む
か
し　

と
ふ　
　
　
　
　
　

声

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ふ
ま
つ
む
か
し　

と
ふ　

や
ま
か
せ　

声

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　
　
　
　
　

む
か
し　

と
ふ　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
し

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）
＝
（
内
）
＝
（
書
）
＝
（
続
）
系
「
生
る
松
」
と
す
る
。

重
要
な
用
例
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

＊
（
静
）
は
「
生
る
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
お
ほ
ふ
」
と
傍
書
。
異
筆
か
。
と
は
い
え
、（
大
）
系

へ
の
先
祖
帰
り
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ふ　
　
　

か
せ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

七
十
四
番
左　

寄
榊
恋

（
国
）　　

手
折　

え
ぬ
涙　
　

に
臥　

て
と
こ
や
み
や
神
の
代
つ
ら
き
嶺　

の
真　

榊

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　

世　
　
　
　
　
　

ま
さ
か
き

（
ノ
）　　

た
を
り　
　

な
み
た　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　

ま
さ
か
き

（
彰
）　　

た
を
り　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　

世　
　
　
　
　
　

ま
さ
か
き

（
明
）　　

た
を
り
え
ぬ
涙　
　

に
ふ
し
て
と
こ
や
ま
や
神
の
代
つ
ら
き
嶺　

の
ま
さ
か
き

（
伊
）　　

た
を
り　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
さ
か
き

（
島
）　　

た
を
り　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　

」　

世　
　
　
　
　
　

ま
さ
か
き

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま

（
祐
）　　

た
を
り　
　

な
み
た　

ふ
し　
　
　
　
　
　

」　

世　
　
　

み
ね　

ま
さ
か
き

（
三
）　　
　

お　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　

世　
　
　
　
　
　

×

＊
（
三
）
は
「
ま
榊
」
の
「
ま
」
が
脱
字
だ
が
、
そ
れ
以
外
は
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　

お　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　

世　
　
　
　
　
　

ま

（
内
）　　
　
　
　
　
　

な
み
た

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま

（
続
）　　
　
　
　
　
　

泪　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　

ま
さ
か
き

（
続
書
）　　
　
　
　
　

泪　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　

ま
さ
か
き

（
続
内
）　　
　
　
　
　

泪　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
さ
か
き
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　

泪　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　

ま
さ
か
き

右　

独
述
懐
」（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

問
ふ
人
も
渚　
　

に
た
て
る
一　
　

松
は
か
な
や
い
つ
の
春
を
待　

ら
ん
」

＊
（
国
）・（
内
）
は
他
本
「
松
は
つ
れ
な
や
」
を
「
松
は
は
か
な
や
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

用
例
と
し
て
は
、「
松
は
つ
れ
な
」
の
方
が
多
い
。「
松
は
は
か
な
」
は
後
撰
集
に
一
例
の
み
。

（
大
）　　
　
　
　
　

な
き
さ　
　
　
　
　
　
　
　

つ
れ
な　
　
　
　
　
　

ま
つ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ

右　

述
懐

（
国
）　　

こ
と
の
葉
を
落　

葉
の
程　

も
学　
　

え
ぬ
に
老
木
の
陰　

そ
更　

に
恋
し
き

＊
私
家
集
大
成
は
「
覚
」
と
す
る
が
、「
学
」
の
く
ず
し
方
や
他
本
か
ら
「
学
」
と
読
む
。「
ま

な
ひ
え
ぬ
」
と
い
う
表
現
は
室
町
和
歌
で
六
首
を
数
え
る
。
ま
た
、「
学
え
ぬ
に
」
と
い
う
字

余
り
に
な
っ
て
い
る
。
誤
記
か
、
書
き
損
じ
か
。

（
大
）　　
　
　
　

は　
　
　

は　

ほ
と　

ま
な
ひ
え
ぬ
×　
　
　

か
け

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　

ま
な
ひ
え
ぬ
×　
　
　
　
　
　

さ
ら

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　

ま
な
ひ
え
ぬ
×　
　
　

か
け　

さ
ら

（
明
）　　

こ
と
の
葉
を
落　

葉
の
程　

も
ま
な
ひ
え
ぬ
×
老
木
の
陰　

そ
さ
ら
に
恋
し
き

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
な
ひ
え
ぬ
×　
　
　
　
　
　

さ
ら

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
な
ひ
え
ぬ
×　
　
　
　
　
　

さ
ら

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　

ま
な
ひ
え
ぬ
×　
　
　
　
　
　

さ
ら

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
な
ひ
ね
ぬ
×　
　
　
　
　
　
　
　

×

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

は　

ほ
と　

ま
な
ひ
え
ぬ
×　
　
　

か
け　

さ
ら

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　

ま
な
ひ
え
ぬ
×　
　
　
　
　
　

さ
ら

＊
（
静
）
は
（
大
）
系
と
同
じ
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

お
ち
は　
　
　
　

学　

ひ
え
ぬ
×

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　

ま
な
ひ
え
ぬ
×　
　
　
　
　
　

さ
ら

（
続
）　　

言　

の　
　

お
ち
は　

ほ
と　

ま
な
ひ
え
ぬ
×

（
続
書
）　

言　

の　
　

お
ち
は　

ほ
と　

ま
な
ひ
え
ぬ
×

（
続
内
）　

言　

の　
　

お
ち
は　

ほ
と　

ま
な
ひ
え
ぬ
×

（
神
2
）　

言　

の　
　

お
ち
は　

ほ
と　

ま
な
ひ
え
ぬ
×
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

＊
（
ノ
）
は
歌
が
な
い
。
ノ
ド
の
と
こ
ろ
に
「
哥
不
足
本
ノ
マ
ヽ
」
と
あ
り
。
つ
ま
り
、（
大
）

そ
の
も
の
を
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
分
か
る
。（
大
）
系
の
こ
の
歌
を

欠
い
た
あ
る
本
を
見
て
い
る
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り

（
明
）　　

杉
た
て
る
門　

に
は
あ
ら
て
み
わ
の
さ
と
市
に
ま
き
れ
て
人
そ
か
へ
り
し

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
わ　

さ
と　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
わ　

さ
と　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
わ　

さ
と　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恋
し　

き
」

＊
（
内
）
は
他
本
「
か
へ
り
し
」
を
「
恋
し
き
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帰　

り

（
続
）　　
　
　
　
　

か
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ひ
し
き

＊
（
続
）
は
末
句
「
こ
ひ
し
き
」
で
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　

か
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帰　

り　

」

（
続
内
）　　
　
　
　

か
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帰　

り

（
神
2
）　　
　
　
　

か
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帰　

り　

」

＊
（
続
）
は
他
の
（
続
）
系
と
末
句
が
異
な
る
。
活
字
本
（
続
）
に
（
内
）
系
の
果
た
し
た
役

割
は
大
か
。

右　

山
館
煙
細
」（
神
1
）（
三
）

（
国
）　　

誰　

か
す
む
き
ひ
の
中
山
行
河
の
水
の
煙
を
嶺　

の
か
り
庵

＊
（
国
）
と
（
内
）
と
（
大
）（
明
）
系
で
は
二
句
目
以
降
の
本
文
が
大
き
く
異
な
る
。（
内
）

（
ノ
）　　

と　
　
　

な
き
さ　
　
　
　
　
　
　
　

つ
れ
な

（
彰
）　　

と　
　
　

な
き
さ　
　
　
　
　
　
　
　

つ
れ
な

（
明
）　　

と
ふ
人
も
な
き
さ
に
た
て
る
一　
　

松
つ
れ
な
や
い
つ
の
春
を
待　

ら
ん

（
伊
）　　

と　
　
　

な
き
さ　
　
　
　
　
　
　
　

つ
れ
な

（
島
）　　

と　
　
　

な
き
さ　
　
　
　

ひ
と
つ　

つ
れ
な

（
祐
）　　

と　
　
　

な
き
さ　
　
　
　

ひ
と
つ　

つ
れ
な　
　
　
　
　
　

ま
つ

（
書
）　　

と　
　
　

な
き
さ　
　
　
　
　
　
　
　

つ
れ
な　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　

む

（
三
）　　
　

×　
　

な
き
さ　
　
　
　
　
　
　
　

つ
れ
な

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　

な
き
さ　
　
　
　
　
　
　
　

つ
れ
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
静
）
も
（
大
）
系
と
同
じ
く
「
つ
れ
な
や
」
と
す
る
。

＊
（
内
）
＝
（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
内
）　　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や

（
神
1
）　

と

（
続
）　　

と　
　
　

な
き
さ　
　
　
　

ひ
と
つ　

つ
れ
な

＊
（
続
）
は
（
大
）・（
明
）
系
と
同
様
に
「
つ
れ
な
や
」
と
し
、（
内
）
と
異
な
る
。

（
続
書
）　

と　
　
　

な
き
さ　
　
　
　

ひ
と
つ　

つ
れ
な

（
続
内
）　

と　
　
　

な
き
さ　
　
　
　

ひ
と
つ　

つ
れ
な

＊
（
続
内
）
は
「
な
き
さ
」
の
「
さ
」
の
字
母
が
不
明
。
い
ち
お
う
「
さ
」
と
読
ん
で
お
く
が
、

よ
く
分
か
ら
な
い
。

（
神
2
）　

と　
　
　

な
き
さ　
　
　
　

ひ
と
つ　

つ
れ
な

七
十
五
番
左　

隠
在
所
恋
」（
ノ
）

（
国
）　　

杉
た
て
る
門　

に
は
あ
ら
て
三
輪
の
里　

市
に
ま
き
れ
て
人
そ
帰　
　

し

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
わ

（
ノ
）
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
2
）　

た
れ　
　
　

細　

谷
川
の
帯
な
ら
ぬ
煙　
　

も
め
く
る
き
ひ
の
中
山

七
十
六
番
左　

寄
夕
恋

（
国
）　　

身
を
せ
む
る
恋　

の
や
つ
こ
の
声　

や
是　

た
そ
か
れ
時　

の
宿　

の
松
か
せ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　

や
と

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
明
）　　

身
を
せ
む
る
恋　

の
や
つ
こ
の
声　

や
こ
れ
た
そ
か
れ
時　

の
宿　

の
松
か
せ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
島
）　　
　
　
　
　
　

こ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

こ
ひ　
　
　
　
　

こ
ゑ　

こ
れ　
　
　
　

と
き　

や
と

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　

こ
れ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

奴　
　

の
こ
ゑ　

こ
れ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ

右　

社
頭
水
」（
彰
）

（
国
）　　

た
れ
も
く
め
や
と
る
月
日
は
あ
ら
た
な
る
神
の
御
影　

そ
宮　

川
の
浪

＊
（
国
）・（
内
）
は
末
句
「
浪
」
と
作
る
。（
大
）（
明
）
系
は
「
水
」。

（
大
）　　

誰　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水

（
ノ
）　　

誰　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水

＝
（
国
）

（
大
）　　
　
　
　
　
　

ほ
そ
谷
川
の
帯
な
ら
ぬ
煙　
　

も
め
く
る
き
ひ
の
中
山
」

＊
（
大
）
で
大
き
く
改
稿
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

ほ
そ
谷
川
の
帯
な
ら
ぬ
煙　
　

も
め
く
る
き
ひ
の
中
山

＊
（
ノ
）
は
（
大
）
系
。

（
彰
）　　

た
れ　
　
　

ほ
そ
谷
川
の
帯
な
ら
ぬ
け
ふ
り
も
め
く
る
き
ひ
の
中
山

（
明
）　　

誰　

か
す
む
ほ
そ
谷
川
の
帯
な
ら
ぬ
煙　
　

も
め
く
る
き
ひ
の
中
山
」（
六
二
ウ
）

＊
「
の
ほ
る
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
め
く
る
」
と
傍
書
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

ほ
そ
谷
川
の
帯
な
ら
ぬ
け
ふ
り
も
め
く
る
き
ひ
の
中
山

（
島
）　　

た
れ　
　
　

ほ
そ
谷
川
の
帯
な
ら
ぬ
け
ふ
り
も
め
く
る
き
ひ
の
中
山
」

（
祐
）　　

た
れ　
　
　

ほ
そ
谷
川
の
帯
な
ら
ぬ
け
ふ
り
も
め
く
る
き
ひ
の
中
山
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　

ほ
そ
谷
川
の
帯
な
ら
ぬ
煙　
　

も
め
く
る
き
ひ
の
中
山

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）
＝
（
神
1
）・（
内
）。

（
静
）　　

誰　
　
　
　

ほ
そ
谷
川
の
帯
な
ら
ぬ
け
ふ
り
も
め
く
る
き
ひ
の
中
山

＊
（
静
）
は
「
き
ひ
の
中
山
行
河
の
水
の
煙
を
峯
の
か
り
庵
」
を
墨
消
し
で
「
ほ
そ
谷
川
の
帯

な
ら
ぬ
け
ふ
り
も
め
く
る
き
ひ
の
中
山
」
を
傍
書
。（
大
）
系
に
戻
っ
た
。
先
祖
帰
り
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね

（
神
1
）　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね

＊
（
神
1
）・（
内
）
は
（
国
）
と
同
文
。

（
続
）　　

た
れ　
　
　

細　

谷
川
の
帯
な
ら
ぬ
煙　
　

も
め
く
る
き
ひ
の
中
山

＊
（
続
）
は
「
細
谷
川
の
帯
な
ら
ぬ
煙
も
め
く
る
き
ひ
の
中
山
」
に
「
き
ひ
の
中
山
行
河
の
水

の
煙
を
み
ね
の
か
り
庵
イ
」
と
傍
書
。
こ
れ
は
、（
国
）
と
同
じ
。（
続
）
は
（
国
）
を
見
て
い

る
か
。

（
続
書
）　

た
れ　
　
　

細　

谷
川
の
帯
な
ら
ぬ
煙　
　

も
め
く
る
き
ひ
の
中
山

（
続
内
）　

た
れ　
　
　

細　

谷
川
の
帯
な
ら
ぬ
煙　
　

も
め
く
る
き
ひ
の
中
山
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

＊
（
ノ
）
は
「
思
ひ
の
」
と
し
て
（
大
）
の
「
思
を
」
と
異
な
る
。（
大
）
系
自
体
が
変
化
し

た
結
果
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

立　

我

＊
（
彰
）
は
「
野
山
え
て
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。
但
し
、「
に
」
と
書
こ

う
と
し
て
妙
な
形
に
な
っ
た
の
で
、
ミ
セ
ケ
チ
を
し
た
の
で
は
な
い
か
。

（
明
）　　

袖
し
ほ
る
秋
の
思　

ひ
の
野
山　

に
て
恋
に
た
ひ
た
つ
我　

を
待　

ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ひ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　

た
ひ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　

た
ひ　
　
　
　
　

ま
つ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　

や
ま

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立

（
神
1
）

＊
（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

右　

旅
宿
灯
」（
島
）（
祐
）（
書
）

（
国
）　　

壁　

に
今
朝
い
か
て
そ
む
け
ん
た
と
り
き
て
く
ら
き
に
憑　

む
宿　

の
灯

（
大
）　　

か
へ　

け
さ

（
ノ
）　　

か
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
の

（
彰
）　　

か
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
の

（
明
）　　

壁　

に
今
朝
い
か
て
そ
む
け
ん
た
と
り
き
て
く
ら
き
に
た
の
む
宿　

の
灯

（
彰
）　　

誰　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水

（
明
）　　

た
れ
も
く
め
や
と
る
月
日
は
あ
ら
た
な
る
神
の
御
影　

そ
宮　

川
の
水

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　

水

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　

み
や　
　

水

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　

河　

水

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　

誰　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水

＊
（
静
）
の
末
句
は
（
大
）
系
と
同
じ
。

（
内
）　　

誰　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　

な
み

＊
（
内
）
は
末
句
が
「
な
み
」、（
国
）
と
同
じ
。（
内
）
は
「
御
影
の
」
と
作
る
。（
神
1
）

（
内
）
共
に
こ
こ
が
ゆ
れ
て
い
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　

河

＊
（
神
1
）
は
「
御
影
を
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
か
け　
　
　

河　

水

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
か
け　
　
　

河　

水

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
か
け　
　
　

河　

水

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
か
け　
　
　

河　

水

＊
（
続
）
系
は
（
大
）・（
明
）
系
と
同
文
。

七
十
七
番
左　

秋
旅
恋
」（
国
）（
静
）

（
国
）　　

袖
し
ほ
る
秋
の
思　

ひ
の
野
山　

に
て
恋
に
旅　

た
つ
我　

を
待　

ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

＊
（
大
）
は
「
思
を
」
と
作
る
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

追
加

（
書
）

＊
（
書
）
に
も
「
追
加
」
の
表
記
が
な
い
。（
明
）
の
後
の
形
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

（
三
）

（
静
）

（
内
）

（
神
1
）

（
続
）

（
続
書
）

（
続
内
）

（
神
2
）

（
国
）　　

形　

見
と
て
し
け
く
巻　

と
く
文
の
文
字
そ
れ
さ
へ
薄　

く
な
る
契　
　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し　
　
　
　

う
す

（
ノ
）　　

か
た
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し

（
彰
）　　

か
た
み　
　
　
　
　

ま
き　
　
　
　

も
し　
　
　
　

う
す

（
明
）　　

か
た
み
と
て
し
け
く
ま
き
と
く
文
の
も
し
そ
れ
さ
へ
う
す
く
な
る
契　
　

哉
」

 

（
六
三
オ
）

（
伊
）　　

か
た
み　
　
　
　
　

ま
き　
　
　
　

も
し　
　
　
　

う
す　
　
　

ち
き
り
哉

（
島
）　　

か
た
み　
　
　
　
　

ま
き　
　
　
　

も
し　
　
　
　

う
す　
　
　

ち
き
り

（
祐
）　　

か
た
み　
　
　
　
　

ま
き　
　
　
　

も
し　
　
　
　

う
す　
　
　

ち
き
り

（
書
）　　

た
か
み　
　
　
　
　

ま
き　
　
　
　

も
し　
　
　
　

う
す

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
き　
　
　
　

も
し　
　
　
　

う
す　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
三
）
は
「
ま
紀
」
の
「
紀
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
き
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。「
哉
」

以
外
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
き　
　
　
　

も
し　
　
　
　

う
す

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し　
　
　
　

う
す　
　
　
　
　
　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
の

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
の　

や
と　

と
も
し
火

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
の

（
三
）　　
　
　
　

け
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼

（
静
）　　
　
　
　

け
さ

＊
（
静
）
は
「
た
つ
む
」
の
「
つ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
の
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
に
よ
る
も
の
だ

ろ
う
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
し
火

（
神
1
）　　
　
　

け
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

（
続
）　　

か
へ　

け
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
の
む

（
続
書
）　

か
へ　

け
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
の
む　
　
　
　

」

（
続
内
）　

か
へ　

け
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
の
む

（
神
2
）　

か
へ　

け
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
の
む　
　
　
　

」

七
十
八
番
左　

寄
書
恋　

」（
ノ
）

（
国
）

＊
（
国
）
は
（
内
）・（
続
）・（
静
）
共
に
「
追
加
」
の
表
記
が
な
い
。（
大
）
段
階
で
追
加
さ

れ
、
そ
れ
が
（
明
）
に
引
き
継
が
れ
、（
国
）
段
階
で
は
、
追
加
で
は
な
く
正
規
な
も
の
と
な

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

追
加

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

追
加　

本
ノ
マ
ヽ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

追
加

（
明
）　　
　
　
　
　
　
　

追
加

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

追
加

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

追
加
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

七
十
九
番
左　

久
忍
恋

（
国
）　　

も
え
出　

し
昔　
　

は
い
つ
そ
我　

み
て
も　

庇　
　

の
草
の
軒　

の
下　

露
」

＊
（
国
）
は
（
内
）
と
同
じ
く
（
大
）・（
明
）
系
「
も
え
そ
め
し
」
を
「
も
え
出
し
」、「
初
」

を
「
む
か
し
」
と
作
る
。
最
終
形
態
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。（
大
）・（
明
）
で
は
萌
え
始
め
た

初
め
は
い
つ
だ
っ
た
か
と
い
う
内
容
だ
が
、（
国
）・（
内
）
で
は
萌
え
出
し
た
昔
は
し
つ
だ
っ

た
か
、
と
い
う
内
容
で
あ
り
、「
久
忍
恋
」
の
題
詠
で
は
、（
国
）・（
内
）
の
方
が
題
意
を
よ
く

伝
え
て
い
る
。

（
大
）　　
　
　

そ
め　

初　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
さ
し

（
ノ
）　　
　
　

そ
め　

初　
　

は　
　
　

わ
れ　
　
　
　

ひ
さ
し

（
彰
）　　
　
　

そ
め　

初　
　

は　
　
　

わ
れ　
　
　
　

ひ
さ
し

＊
（
彰
）
は
「
ひ
か
し
」
の
「
か
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
さ
」
と
傍
書
。
同
筆
別
筆
不
明
。

（
明
）　　

も
え
そ
め
し
初　
　

は
い
つ
そ
わ
れ
み
て
も　

ひ
さ
し
の
草
の
軒　

の
下　

露

（
伊
）　　
　
　

初　
　

は
し
め　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　

久　

し

（
島
）　　
　
　

そ
め　

初　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　

」
ひ
さ
し　
　
　
　
　
　

し
た

（
祐
）　　
　
　

そ
め　

初　
　
　
　
　

か
わ
れ
見　
　

」
ひ
さ
し　
　
　

の
き　

し
た

（
書
）　　
　
　

そ
め　

初　
　

は　
　
　

わ
れ　
　
　
　

ひ
さ
し

（
三
）　　
　

へ
初　

し
始　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
さ
し　
　
　
　
　
　

し
た

＊
「
も
へ
」「
し
た
」
の
表
記
以
外
、（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　

初　

し
始　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
さ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
静
）
は
（
大
）
系
と
同
じ
。

（
内
）　　
　
　

出　

し

＊
（
神
1
）・（
内
）
は
（
国
）
と
同
文
。（
内
）
＝
（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
続
）　　
　
　

そ
め　

は
し
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
さ
し

＊
（
続
）
は
「
は
し
め
」
に
「
む
か
し
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）・（
国
）
と
同
じ
。

（
神
1
）　

か
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し　
　
　
　

う
す　
　
　
　
　
　

哉

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し　
　
　
　

う
す　
　
　
　
　
　

哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し　
　
　
　

う
す　
　
　
　
　
　

哉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　

も
し　
　
　
　

う
す　
　
　
　
　
　

哉
」

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
巻
と
く
」
を
「
巻
を
く
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し　
　
　
　

う
す　
　
　
　
　
　

哉

右　

浦
鶴
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

今　

は
と
て
昔　
　

い
く
世
を
忍　
　

ら
ん
我　

身
ふ
け
ゐ
の
浦　

に
鳴　

鶴

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忍　

ふ　
　

わ
か
身
吹　

飯　

う
ら　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

忍　

ふ
覧　

わ
か　

吹　

飯

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹　

飯　
　
　
　

な
く

（
明
）　　

今　

は
と
て
昔　
　

い
く
世
を
忍　
　

ら
ん
我　

身
吹　

飯
の
浦　

に
な
く
つ
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

忍　

ふ　
　
　
　
　

吹　

飯　
　
　
　

な
く
つ
る

（
島
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

し
の
ふ　
　
　
　
　

吹　

飯　
　
　
　

な
く
つ
る

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

し
の
ふ　
　
　
　
　

吹　

飯　

う
ら　

な
く
つ
る

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忍　

ふ　

む　
　
　

吹　

飯　
　
　
　

な
く

（
三
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

＊
「
む
か
し
」
の
表
記
以
外
は
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代　
　
　

ふ　
　

わ
か　

吹　

飯　

う
ら　

な
く
つ
る

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　

吹　

飯　
　
　
　
　
　

つ
る

（
続
）　　

い
ま　
　
　

む
か
し　
　
　
　

忍　

ふ　
　
　
　
　

吹　

ゐ　

う
ら　

な
く

（
続
書
）　

い
ま　
　
　

む
か
し　
　
　
　

し
の
ふ　
　

わ
か　

吹　

ゐ　

う
ら　

な
く

（
続
内
）　

い
ま　
　
　

む
か
し　
　
　
　

し
の
ふ　
　

わ
か　

吹　

ゐ　

う
ら　

な
く

（
神
2
）　

い
ま　
　
　

む
か
し　
　
　
　

し
の
ふ　
　

わ
か　

吹　

ゐ　

う
ら　

な
く
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
書
）　

わ
か
れ　
　

誰　

と　
　
　
　
　
　
　

子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ

（
続
内
）　

わ
か
れ　
　

誰　

と　
　
　
　
　
　
　

子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ

（
神
2
）　

わ
か
れ　
　

誰　

と　
　
　
　
　
　
　

子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ

八
十
番　

左　

寄
草
恋

（
国
）　　

お
り
立　

て
思　
　

の
ね
せ
り
君
も
見
は
み
か
き
か
原　

に
身
を
や
捨　

ま
し

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

思　

ひ

（
彰
）　　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
て

（
明
）　　

お
り
立　

て
思　

ひ
の
ね
せ
り
君
も
見
は
み
か
き
か
原　

に
身
を
や
す
て
ま
し

（
伊
）　　

折　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
て

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ら　
　
　
　

す
て

（
書
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　

み

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　

み

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　

み

＊
（
静
）
は
「
君
も
み
よ
」
の
「
よ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
は
」。
書
き
損
じ
に
よ
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　

み

（
神
1
）　　
　
　
　
　

思　

ひ　

根　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
て

（
続
）　　
　
　

た
ち　

思　

ひ　
　
　
　
　
　

み　

御　

垣

（
続
書
）　　
　

た
ち　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　

御　

垣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　

た
ち　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　

御　

垣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　

た
ち　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　

御　

垣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　
　
　

山
家
鳥
」（
神
1
）（
書
）（
彰
）

（
続
書
）　　
　

そ
め　

は
し
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
さ
し

（
続
内
）　　
　

そ
め　

は
し
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
さ
し　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ゆ

（
神
2
）　　
　

そ
め　

は
し
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
さ
し

右　

暁
雲

（
国
）　　

別　
　

か
ね
た
れ
と
ぬ
る
夜
そ
わ
き
も
こ
か
か
つ
ら
き
山　

の
雲
の
乱　
　

は

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
た
れ

（
ノ
）　　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
た
れ

（
彰
）　　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
た
れ

＊
（
彰
）
は
「
わ
か
れ
さ
れ
」
の
「
さ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
た
」
と
傍
書
。
同
筆
・
別
筆
不
明
。

別
筆
か
。

（
明
）　　

わ
か
れ
か
ね
た
れ
と
ぬ
る
夜
そ
わ
き
も
こ
か
か
つ
ら
き
山　

の
雲
の
み
た
れ
は

（
伊
）　　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
た
れ

（
島
）　　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
た
れ

（
祐
）　　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　
　
　

み
た
れ

（
書
）　　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
た
れ

（
三
）　　
　
　
　
　
　

誰　

と　
　

よ　
　
　
　

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
た
れ

＊
（
三
）
は
「
よ
」
の
表
記
、「
わ
き
も
く
」
と
い
う
書
き
損
じ
が
あ
る
が
、
原
則
的
に
（
三
）

＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

誰　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
た
れ

＊
（
静
）
は
「
わ
き
も
か
」
の
「
も
」
と
「
か
」
の
間
に
〇
で
「
子
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
に

よ
る
。

（
内
）　　

わ
か
れ　
　

誰　

と　
　
　
　
　
　
　

子

＊
（
内
）
は
「
わ
き
子
」
の
「
き
」
と
「
子
」
の
間
に
「
も
」
と
傍
書
（
同
筆
）。

（
神
1
）　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
た
れ

（
続
）　　

わ
か
れ　
　

誰　

と　
　
　
　
　
　
　

子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

＊
（
書
）
と
（
明
）
が
題
・
歌
と
も
に
異
な
る
。
重
要
な
用
例
。

（
三
）　　

天　

て
ら
す
神
世
の
か
ゝ
み
雲
の
上　

に
い
た
す
と
見
る
や
秋
の
夜
の
月

（
静
）　　
　
　
　
　
　

み
ね　
　
　
　
　

あ
け

＊
（
静
）
は
「
天
て
ら
す
神
世
の
か
ゝ
み
雲
の
上
に
い
た
す
と
み
る
や
秋
の
夜
の
月
」
を
墨
消

し
で
、「
夜
や
ふ
か
き
み
ね
の
庵
の
あ
け
て
後
ふ
も
と
を
き
け
は
初
鳥
の
声
」
を
題
の
下
に
傍

書
。

＊
問
題
は
「
寄
月
祝
」「
あ
ま
て
ら
す
」
詠
は
今
の
と
こ
ろ
、
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
。
題
も

正
徹
・
正
広
に
な
し
。
よ
っ
て
、
後
か
ら
捏
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
静
）

は
そ
れ
に
気
が
つ
い
て
、（
大
）
系
に
戻
っ
た
か
。

（
内
）　　

天　

照　

す
神
代
の
鏡　
　

雲
の
う
へ
に
い
た
す
と
み
る
や
秋
の
夜
の
月

＊
（
内
）・（
神
1
）
＝
（
三
）。

（
神
1
）　

天　

照　

×
神
代
の
鏡　
　

雲
の
上　

に
い
た
す
と
見
る
や
秋
の
夜
の
月

（
続
）　　

あ
ま
照　

す
神
代
の
か
ゝ
み
雲
の
上　

に
出　

す
と
見
る
や
秋
の
夜
の
月

（
続
書
）　

あ
ま
照　

す
神
代
の
か
ゝ
み
雲
の
上　

に
出　

す
と
見
る
や
秋
の
夜
の
月

（
続
内
）　

あ
ま
照　

す
神
代
の
か
ゝ
み
雲
の
上　

に
出　

す
と
見
る
や
秋
の
夜
の
月

（
神
2
）　

あ
ま
照　

す
神
代
の
か
ゝ
み
雲
の
上　

に
出　

す
と
見
る
や
秋
の
夜
の
月

＊
（
神
1
）・（
内
）・（
続
）
系
は
題
・
歌
と
も
に
別
の
も
の
。（
静
）
に
も
絡
む
。

八
十
一
番
左　

不
言
恨
恋

（
国
）　　

尋　

て
も
誰
れ
宿　

か
ら
む
塩　

こ
え
て
嶋
に
か
ね
つ
く
浦　

の
夕　

浪

＊
私
家
集
大
成
は
「
誰
宿
」
と
読
む
が
、（
国
）
に
は
「
レ
」
が
傍
書
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
誰

れ
宿
」
と
す
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら　
　
　

く
れ

＊
（
大
）
で
は
、
末
句
「
夕
く
れ
」
と
作
る
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　

た
れ
や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　
　

波

＊
（
ノ
）
は
末
尾
は
「
夕
波
」
で
あ
り
、（
大
）
の
「
夕
く
れ
」
に
な
っ
て
い
な
い
。（
大
）
系

（
国
）

＊
（
国
）
は
（
大
）・（
明
）
系
に
先
祖
返
り
し
た
か
。

（
大
）

（
ノ
）

（
彰
）

（
明
）

（
書
）　

寄
月
祝

（
三
）　

寄
月
祝

（
静
）　

寄
月
祝

＊
（
静
）
は
こ
れ
に
墨
消
し
（
ミ
セ
ケ
チ
）
で
「
山
家
鳥
」
と
す
る
。
つ
ま
り
、「
寄
月
祝
」

と
い
う
本
文
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。（
静
）
は
、
先
祖
返
り
し
た
か
。

（
内
）　　

寄
月
祝

（
神
1
）　

寄
月
祝

（
続
）　　

寄
月
祝

（
続
書
）　

寄
月
祝

（
続
内
）　

寄
月
祝

（
神
2
）　

寄
月
祝

（
国
）　　

夜
や
ふ
か
き
嶺　

の
庵　
　

の
明　

て
後
ふ
も
と
を
き
け
は
初
鳥
の
声

（
大
）　　
　
　
　
　
　

峯

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

み
ね　

い
ほ
り　

あ
け　
　

梺　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

夜
や
ふ
か
き
峯　

の
い
ほ
り
の
あ
け
て
後
麓　
　

を
き
け
は
初
鳥
の
こ
ゑ
」（
六
三
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

峯　
　

い
ほ
り　

あ
け　
　

麓　
　
　

聞　

は

（
島
）　　
　
　
　
　
　

峯　
　

い
ほ
り　

あ
け　
　

麓　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

み
ね　

い
ほ
り　
　
　
　
　

麓　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
」

（
書
）　　

天　

照　

す
神
代
の
鏡　
　

雲
の
上　

に
い
た
す
と
み
る
や
秋
の
よ
の
月
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
明
）　　

大
ひ
え
や
わ
か
た
つ
杣
の
山　

口
に
つ
づ
く
や
雲
の
林　
　

な
る
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
や
し
成　

ら

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　
　
　
　

は
や
し

（
書
）

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　

ゑ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

立　

杣

（
神
1
）　　
　
　
　

我　

立　

杣

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
や
し

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
や
し

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
や
し
成　

ら

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
や
し

八
十
番　

左　

寄
衣
恋
」（
内
）

（
国
）　

八
十　

番

＊
（
国
）
は
「
八
十
番
」
と
す
る
が
、
次
が
「
八
十
三
番
」
と
正
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
書

き
損
じ
で
あ
ろ
う
。

（
大
）　

八
十
二
番

（
ノ
）　

八
十
ニ
番

（
彰
）　

八
十
二
番

（
明
）　

八
十
二
番

（
伊
）　

八
十
二
番

（
島
）　

八
十
二
番

（
祐
）　

八
十
二
番

の
変
容
か
、
そ
れ
と
も
（
明
）
系
に
よ
る
校
訂
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　

た
れ
や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
な
み

（
明
）　　

尋　

て
も
た
れ
や
と
か
ら
む
塩　

こ
え
て
嶋
に
鐘　

つ
く
浦　

の
夕　

浪

（
伊
）　　
　
　
　
　

た
れ
や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　

う
ら　
　
　

波

（
島
）　　
　
　
　
　

た
れ
や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　

う
ら

（
祐
）　　
　
　
　
　

た
れ
や
と　
　
　

し
ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら　

ゆ
ふ
な
み

（
書
）　　
　
　
　
　

た
れ
や
と　
　
　

し
ほ　
　
　
　
　

鐘　
　
　

う
ら

（
三
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　

鐘

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　

鐘

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

や
と　
　

ん　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
な
み

（
神
1
）　　
　
　
　

た
れ
や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
続
）　　

尋
ね　
　

た
れ　
　
　
　

ん
し
ほ　
　
　

島　

鐘　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
続
書
）　

尋
ね　
　

た
れ　
　
　
　

ん
し
ほ
す　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

＊
（
続
内
）
は
（
神
2
）
同
様
に
「
す
え
て
」
と
作
る
。「
こ
」
が
「
す
」
に
読
み
間
違
え
ら

れ
た
か
。

（
続
内
）　

尋
ね　
　

た
れ　
　
　
　

ん
し
ほ　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
神
2
）　

尋
ね　
　

た
れ　
　
　
　

ん
し
ほ
す　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

＊
（
続
書
）・（
神
2
）
は
「
し
ほ
す
え
て
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。
但
し
、
も
と
も
と
の
誤
読

に
基
づ
く
か
。

右　

山
寺
隠
雲
」（
国
）（
静
）（
三
）

（
国
）　　

大
ひ
え
や
わ
か
た
つ
杣
の
山　

口
に
つ
ゝ
く
や
雲
の
林　
　

な
る
ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　

我　

た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
や
し　
　
　
　

」

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

立　

杣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
や
し
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

右　

古
郷
草
」（
島
）（
祐
）（
内
）（
彰
）

（
国
）　　

敷　

嶋　

や
昔　
　

は
さ
そ
な
道　

の
草　

色　

に
花　

さ
く
古　

郷　

の
霜

＊
（
国
）
は
、（
内
）
と
同
じ
く
、（
大
）・（
明
）
系
は
「
花
さ
け
」
と
す
る
に
「
花
さ
く
」
と

作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　

し
き　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
る
さ
と

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け

（
明
）　　

敷　

嶋　

や
昔　
　

は
さ
そ
な
道　

の
草　

色　

に
花　

さ
け
古　

郷　

の
霜

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け　
　
　
　
　

し
も
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ　
　
　
　

け　
　
　
　
　

し
も

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

み
ち　
　
　
　
　
　

は
な　

け
ふ
る
さ
と　

し
も

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

故

（
三
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、（
神
1
）・（
内
）
も
「
さ
く
」。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開　

ふ

＊
（
静
）
は
「
色
に
花
開
ふ
る
郷
の
霜
」
で
あ
る
か
ら
、「
開
」
が
「
さ
く
」
な
の
か
、「
さ

け
」
な
の
か
、
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
用
例
を
見
れ
ば
、「
さ
く
」
だ
ろ
う
が
、「
さ

け
」
の
可
能
性
も
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
。

（
内
）　　

し
き
し
ま
の

＊
（
内
）
は
他
本
「
敷
嶋
や
」
と
す
る
の
に
、「
し
き
し
ま
の
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。（
神

1
）
も
同
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
さ

（
続
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

故

（
続
書
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

故　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

故

（
書
）　

八
十
二
番

（
三
）　

八
十
二
番

（
静
）　

八
十
二
番

（
内
）　

番
号
な
し

（
神
1
）
八
十
二
番

（
続
）　

八
十
ニ
番

（
続
書
）
八
十
二
番

（
続
内
）
八
十
ニ
番

（
神
2
）
八
十
二
番

（
国
）　　

心　
　

し
て
夜
は
の
衣
を
ぬ
き
を
く
に
猶　

も
人
香
の
と
ま
る
袖　

哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　

か
な

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
て

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

心　
　

し
て
夜
は
の
衣
を
ぬ
き
を
く
に
猶　

も
人
か
の
と
ま
る
袖　

か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　

か
な

（
島
）　　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　

か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　

か
な

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　

な
を

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　

な
を

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　

な
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　

な
を
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
内
）
系
の
本
文
を
持
つ
底
本
を
見
て
、
そ
れ
か
ら
（
大
）
系
で
校
訂
し
た
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　

よ　
　

鳥
屋
た

（
神
1
）　　
　
　
　

よ　
　

鳥
や
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　

窓

＊
（
神
1
）
は
「
な
ら
は
す
よ
」
で
（
内
）
と
同
文
。「
向
か
ふ
窓
」
は
「
恋
」
の
誤
読
に
よ

る
も
の
だ
ろ
う
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　

は
つ　
　

た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

＊
（
続
）
は
「
な
ら
は
ず
も
」
の
「
も
」
に
「
よ
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　

は
つ　
　

た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

（
続
内
）　　
　
　
　
　

は
つ　
　

た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

（
神
2
）　　
　
　
　
　

は
つ　
　

た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

＊
こ
の
歌
の
二
句
と
三
句
は
「
は
つ
と
や
だ
し
の
／
朝
風
に
」
と
読
む
。
そ
う
な
る
と
、
二
句

目
の
意
味
は
、
鷹
狩
が
ら
み
で
、
鳥
屋
が
「
鷹
の
羽
が
夏
の
末
に
抜
け
落
ち
、
冬
に
な
っ
て
生

え
揃
う
こ
と
」
も
し
く
は
、「
そ
の
回
数
に
よ
っ
て
鷹
の
年
齢
を
数
え
、
三
歳
あ
る
い
は
四
歳

以
上
の
鷹
、
ま
た
、
四
歳
秋
か
ら
五
歳
ま
で
の
鷹
を
特
に
称
す
る
」（
日
国
）
ら
し
い
の
で
、

こ
こ
は
「
と
や
だ
し
」
で
四
歳
秋
の
鷹
を
比
喩
に
使
っ
て
い
る
か
。「
と
や
だ
し
」
は
9
首

（
正
治
百
首
他
）
数
え
る
。

玄
玉
和
歌
集　

巻
七　

草
樹
下

か
る
か
や
を　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　
　

六
七
一　

は
し
鷹
や
は
つ
と
や
だ
し
の
秋
風
に
ま
だ
き
し
ほ
れ
ぬ
野
路
の
か
る
か
や

こ
の
歌
が
本
歌
だ
ろ
う
。

右　

古
砌
蓬
」（
ノ
）（
書
）

（
国
）　　

所
う
る
庭
の
よ
も
き
ふ
秋　

も
こ
は
い
と
ゝ
さ
し
入　

月
そ
な
か
ら
む
」

＊
（
国
）
は
他
本
末
句
「
月
も
な
か
ら
む
」
と
す
る
に
「
月
そ
な
か
ら
む
」
と
作
る
。「
秋
も
」

と
の
「
も
」
の
重
複
を
避
け
た
か
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

（
神
2
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

故　
　
　
　
　

」

八
十
三
番
左　

秋
逢
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　

な
ら
は
す
も
初　

と
や
出
し
の
朝　

風
に
心　
　

や
す
め
て
向　

ふ
恋　

哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

鳥　
　
　
　

あ
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　

こ
ひ

＊
（
大
）
の
「
初
」
の
次
の
字
は
「
鳥
」
で
あ
る
。「
鳥
や
」
と
あ
る
が
、「
鳥
屋
」
で
「
と

や
」
と
読
む

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た　
　

あ
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　

か
な

＊
（
彰
）
は
「
な
ら
は
す
は
」
の
「
は
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
も
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。

（
明
）　　

な
ら
は
す
も
初　

と
や
た
し
の
朝　

風
に
心　
　

や
す
め
て
む
か
ふ
恋　

哉
」

 

（
六
四
オ
）

＊
（
明
）
の
「
初
と
や
た
し
」
の
字
は
「
こ
し
」
と
も
読
め
る
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　

か
な

＊
（
伊
）
は
（
明
）
の
「
た
し
」
＝
「
こ
し
」
を
「
こ
し
」
と
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

む
か　
　
　

か
な

＊
（
島
）
は
（
明
）
の
「
こ
し
」
を
「
た
し
」
と
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

む
か　
　
　

か
な

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
写
し
た
も
の
だ
か
ら
「
た
し
」
と
な
る
。

（
書
）　　
　
　
　
　

よ
は
つ　
　

た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

＊
（
書
）
と
（
明
）
が
事
な
り
、（
書
）
が
（
三
）
と
一
致
す
る
。

（
三
）　　
　
　
　
　

よ　
　

鳥
屋
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
内
）。（
国
）
の
直
前
で
「
な
ら
は
す
よ
」
と
い
う
本
文
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
屋
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
静
）
は
「
な
ら
は
す
よ
」
に
「
よ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
も
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
で
は
な
く
、
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（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天　
　

う
き
は
し

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

天　
　
　
　

橋

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め　

う
き
は
し

（
明
）　　

神
代
よ
り
い
く
世
の
人
の
思　
　

川　

か
け
し
そ
つ
ら
き
あ
め
の
う
き
は
し

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め　

浮　

は
し

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　

」　
　
　
　
　
　
　

め　

う
き
は
し

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
か
は
」　
　
　
　
　
　
　

め　

う
き
は
し

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
き

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
天　
　

う
き

＊
（
三
）
は
「
つ
ら
く
」
と
作
る
。
誤
写
・
書
き
損
じ
に
よ
る
か
。

（
静
）　　
　

世　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　

天　
　

う
き

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

天　
　

う
き
橋

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

天　
　

う
き
は
し

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
河

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
河

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
河

右　

暁
更
灯
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

高
野
山　

後　

の
仏　
　

に
石
の
室
ひ
ら
く
を
見
は
や
法
の
灯

（
大
）　　

た
か
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　

と
も
し
火
」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
し
火

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
け

（
明
）　　

髙
野
山　

後　

の
仏　
　

に
石
の
室
ひ
ら
く
を
見
は
や
法
の
灯

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
し
火

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
し
ひ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
明
）　　

所
う
る
庭
の
よ
も
き
ふ
秋　

も
こ
は
い
と
ゝ
さ
し
入　

月
も
な
か
ら
む

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る　

も　
　
　

ん

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も　
　
　

ん

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や　
　
　

ん

＊
（
三
）
＝
（
静
）、「
月
や
な
か
ら
ん
」。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や　
　
　

ん
」

＊
（
静
）
は
「
月
や
な
か
ら
ん
」
と
い
う
独
自
文
。
但
し
、「
や
」
に
「
も
イ
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

＊
（
内
）
＝
（
神
1
）
は
、（
大
）（
明
）
系
と
同
様
に
、「
も
」
と
す
れ
ば
、「
月
も
」
↓
「
月

や
」
↓
「
月
も
」
↓
「
月
そ
」
と
い
う
変
化
か
。（
大
）
↓
（
明
）
↓
（
国
）
で
言
え
ば
、「
月

も
」
↓
「
月
そ
」
だ
け
だ
ろ
う
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

（
続
）　　
　
　
　
　
　

蓬　
　

生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る　

も　
　
　

ん

（
続
書
）　　
　
　
　
　

蓬　
　

生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る　

も　
　
　

ん

（
続
内
）　　
　
　
　
　

蓬　
　

生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る　

も　
　
　

ん

（
神
2
）　　
　
　
　
　

蓬　
　

生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る　

も　
　
　

ん

八
十
四
番
左　

寄
橋
恋

（
国
）　　

神
代
よ
り
い
く
世
の
人
の
思　
　

川　

か
け
し
そ
つ
ら
き
あ
ま
の
浮　

橋

＊
（
国
）
は
、（
大
）・（
明
）
系
が
「
あ
め
の
う
き
は
し
」
と
す
る
に
「
あ
ま
の
浮
橋
」
と
作

る
。「
あ
め
の
う
き
は
し
」
の
用
例
は
な
い
。「
あ
ま
の
浮
橋
」
は
30
例
以
上
あ
る
か
ら
、
通
例

に
合
わ
せ
た
か
。
最
終
形
態
か
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
続
）　　

琴　
　

音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　
　

と

（
続
書
）　

琴　
　

音　
　
　
　
　

雪　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　
　

と　
　
　
　

」

（
続
内
）　

琴　
　

音　
　
　
　
　

雪　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　
　

と

（
神
2
）　

琴　
　

音　
　
　
　
　

雪　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　
　

と　
　
　
　

」

＊
（
続
書
）・（
神
2
）
は
他
本
「
行
て
」
を
「
雪
の
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

右　
　
　

巌
頭
苔
」（
神
1
）

（
国
）　

巌
頭
苔

＊
（
国
）
は
（
内
）（
大
）
と
同
じ
く
「
頭
」
と
作
る
（（
内
）
も
同
じ
）。
こ
れ
は
（
内
）・

（
大
）
段
階
に
最
終
的
に
戻
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。「
巌
頭
苔
」
は
草
根
集
に
あ
る
。

「
巌
上
苔
」
は
草
根
集
に
は
な
い
。
こ
れ
が
決
定
打
か
。

（
大
）　

巌
頭
苔

（
ノ
）　

巌
頭
苔

＊
（
ノ
）
＝
（
大
）
＝
（
国
）
＝
（
神
1
）
＝
（
内
）

（
彰
）　

巌
頭
苔

（
明
）　

巌
上
苔

＊
（
明
）
は
「
頭
」
を
消
し
て
「
上
」

（
伊
）　

巌
上
苔

（
島
）　

巌
上
苔

（
祐
）　

巌
上
苔

（
書
）　

岸
頭
苔

＊
（
書
）
と
（
明
）
が
異
な
る
。（
書
）
＝
（
三
）。

（
三
）　

岸
頭
苔

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
続
）
系
。

（
祐
）　　
　
　

や
ま　
　
　

ほ
と
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
し
ひ

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　

の
ち

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　

の
ち

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
し
火

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　

と
も
し
火

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
し
火

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
し
火

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
し
火

＊
（
神
2
）
は
「
宝
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
室
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

八
十
五
番
左　

尋
縁
恋

（
国
）　　

こ
と
の
ね
に
か
よ
は
ゝ
行　

て
嶺　

の
松
風　

の
し
ら
へ
を
先　

や
問
は
ま
し

（
大
）　　

琴　
　

音　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　

ま
し

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
彰
）　　

琴　
　

音　
　
　
　
　

ゆ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
明
）　　

こ
と
の
ね
に
か
よ
は
ゝ
ゆ
き
て
嶺　

の
松
風　

の
し
ら
べ
を
先　

や
と
は
ま
し

（
伊
）　　
　
　
　

音　
　
　
　
　

ゆ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ゆ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

＊
（
書
）
は
「
ゆ
き
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
て
」。
同
筆
。

（
三
）　　
　
　
　

音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　

ま
つ　

と

（
静
）　　
　
　
　

音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
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（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

岩　

ほ　

つ
る

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巌

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巌

（
内
）

＊
（
内
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

つ
る

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

つ
る

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

つ
る　
　

羽

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
毛
衣
」
を
「
毛
羽
」
と
作
る
。
連
想
に
よ
る
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

つ
る

＊
（
神
2
）
は
「
け
衣
」
の
「
け
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
毛
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

八
十
六
番
左　

寄
花
見
恋
」（
国
）（
静
）

（
国
）　　

心　
　

を
は
人
に
う
つ
し
て
山　

桜　
　

み
る
に
向　

は
ぬ
花　

の
か
け
か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　

む
か　
　

は
な　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　

陰　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
さ
く
ら
見　
　

む
か

（
明
）　　

心　
　

を
は
人
に
う
つ
し
て
山　

桜　
　

み
る
に
む
か
は
ぬ
花　

の
か
け
か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

（
島
）　　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　

む
か

（
祐
）　　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
さ
く
ら
見　
　

む
か　
　

は
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な

＊
（
三
）
は
「
は
な
」
以
外
（
国
）
と
同
一
表
記
。

（
静
）　

岸
頭
苔

＊
（
続
）
系
と
（
静
）
だ
け
が
「
岸
頭
苔
」
と
作
る
。
理
由
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
。
意
味
的
に

は
「
巌
」
の
方
が
よ
い
。
誤
読
か
。

（
内
）　

巌
頭
苔

＊
（
国
）・（
大
）・（
神
1
）・（
内
）
は
「
巌
頭
声
」。

（
神
1
）
巌
頭
苔

（
続
）　

岸
頭
苔

（
続
書
）
岸
頭
苔

（
続
内
）
岸
頭
苔

（
神
2
）
岸
頭
苔

（
国
）　　

苔　

の
上　

に
又　

そ
か
さ
ぬ
る
さ
む
し
と
は
誰　

か
い
は
ほ
の
鶴　

の
毛
衣

＊
（
国
）
は
「
さ
む
し
ろ
は
」
の
「
ろ
」
に
「
と
」
と
傍
書
。
但
し
、「
ろ
」
に
は
ミ
セ
ケ
チ

は
な
い
。（
内
）
は
こ
れ
を
受
け
た
の
か
、「
さ
む
し
と
は
」
と
作
る
。
こ
れ
は
何
を
示
し
て
い

る
か
。
他
本
同
様
に
「
さ
む
し
と
は
」
で
い
き
た
い
の
か
。
そ
れ
と
も
、「
さ
む
し
ろ
は
」
と

し
た
い
の
か
。
決
定
不
能
状
態
を
示
し
て
い
る
か
。
と
も
に
意
味
は
通
る
も
の
の
、「
さ
む
し

ろ
」
の
方
が
自
然
な
感
じ
が
す
る
。
他
本
を
見
て
、
決
め
た
い
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ひ
し　
　
　
　
　

岩　

ほ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

岩　

ほ

（
彰
）　　
　
　
　

う
へ　
　
　
　
　
　

な　

さ
ひ
し　
　

た
れ　

岩　

ほ

＊
（
彰
）
は
他
本
「
か
さ
ぬ
る
」
を
「
か
さ
な
る
」、「
さ
む
し
」
で
は
な
く
、（
大
）
と
同
じ

く
「
さ
ひ
し
」

（
明
）　　

苔　

の
上　

に
又
そ
か
さ
ぬ
る
さ
む
し
と
は
た
れ
か
巌　
　

の
鶴　

の
毛
衣
」

 

（
六
四
ウ
）

（
伊
）　　

こ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

岩　

ほ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

岩　

ほ　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　

こ
け　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

岩　

ほ　
　
　
　
　
　

」
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
書
）　

橘　
　
　
　
　
　

む
か
し　

し
る
ふ
み　
　
　
　

お
も
ひ

（
続
内
）　

橘　
　
　
　
　
　

む
か
し　

し
る
ふ
み　
　
　
　

お
も
ひ

（
神
2
）　

橘　
　
　
　
　
　

む
か
し　

し
る
ふ
み　
　
　
　

お
も
ひ

八
十
七
番
左　

等
思
両
人
恋

（
国
）　　
　

等
思
両
人
恋

＊
（
国
）
は
他
本
と
異
な
り
、「
思
」
を
「
両
人
」
の
前
に
置
く
。
こ
ち
ら
の
方
が
漢
文
と
し

て
は
よ
い
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　

等
両
人
思
恋

（
ノ
）　　
　

等
両
人
思
恋

（
彰
）　　
　

等
両
人
思
恋

（
明
）　　
　

等
両
人
思
恋

（
伊
）　　
　

等
両
人
思
恋

（
島
）　　
　

等
両
人
思
恋

（
祐
）　　
　

等
両
人
思
恋

（
書
）　　
　

等
両
人
思
恋

（
三
）　　
　

等
思
両
人
恋

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　

等
思
両
人
恋

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
同
じ
。

（
内
）　　
　

等
両
人
思
恋

＊
（
内
）
の
表
記
が
（
大
）・（
明
）
系
に
踏
襲
さ
れ
、（
三
）
で
改
め
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
だ

ろ
う
。

（
神
1
）　　

等
両
人
思
恋

（
続
）　　
　

等
両
人
思
恋

（
続
書
）　　

等
両
人
思
恋

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陰　

哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

む
か

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　

む
か　
　
　
　
　

陰

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　

む
か　
　
　
　
　

陰

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　

む
か　
　
　
　
　

陰　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　

む
か　
　
　
　
　

陰

右　

披
書
知
昔
」（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

た
ち
花
に
あ
ら
ぬ
昔　
　

を
知　

文　

の
か
ほ
る
思　
　

や
う
ち
の
山　

さ
と

（
大
）　　

橘　
　
　
　
　
　

む
か
し　

し
る

（
ノ
）　　

橘　
　
　
　
　
　

む
か
し　

し
る
人　
　
　
　
　

思　

ひ　

宇
治　
　
　

里

＊
（
ノ
）
は
「
し
る
人
」
と
作
る
。「
文
」
を
誤
記
し
た
か
。
他
本
に
「
人
」
は
な
い
。

（
彰
）　　

橘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　

里

＊
（
彰
）
は
「
柏
カ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
橘
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。

（
明
）　　

橘　
　

に
あ
ら
ぬ
昔　
　

を
知
る
文　

の
か
ほ
る
思　

ひ
や
宇
治
の
山　

さ
と

（
伊
）　　
　
　
　
　

橘　
　

む
か
し　

知
る　
　
　
　
　
　

思　

ひ　

宇
治

（
島
）　　
　
　
　
　

橘　
　

む
か
し　

知
る　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

宇
治

（
祐
）　　

た
ち
は
な　
　
　

む
か
し　

知
る　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

宇
治　

や
ま

（
書
）　　

橘　
　
　
　
　
　

む
か
し　

し
る　
　
　
　
　
　

思　

ひ　

宇
治　
　
　

里

（
三
）　　

橘　
　
　
　
　
　

む
か
し　

し
る

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　

橘　
　
　
　
　
　

む
か
し　

し
る

（
内
）　　

橘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る　
　
　
　
　
　

思　

ひ　

宇
治　
　
　

里

（
神
1
）　

橘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る　
　
　
　
　
　

思　

ひ　

宇
治　
　
　

里

（
続
）　　

橘　
　
　
　
　
　

む
か
し　

し
る
ふ
み　
　
　
　

お
も
ひ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

右　

春
秋
野
遊
」（
島
）（
祐
）（
三
）

（
国
）　　

さ
く
ら
か
り
秋
は
小
鷹
に
立　

鳥
の
毛
花　

も
の
へ
に
ち
る
嵐　
　

哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

桜　
　

か
り
秋
は
小
鷹
に
立　

鳥
の
毛
花　

も
野
へ
に
ち
る
嵐　
　

哉

（
伊
）　　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

か
な
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　

あ
ら
し

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　

あ
ら
し

（
書
）　　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
静
）　　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　
　
　
　

野

（
内
）　　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　

あ
ら
し

（
神
1
）　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
）　　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　

け
は
な　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
続
書
）　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　

け
は
な　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　

」

（
続
内
）　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　

け
は
な　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
神
2
）　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　

け
は
な　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　

」

八
十
八
番
左　

寄
草
別
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　

お
き
て
行
涙　
　

や
染　

る
道　

の
草
名
さ
へ
ち
の
は
の
色
に
枯　

ぬ
る
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ

（
ノ
）　　
　
　
　
　

泪　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
彰
）　　

起　

て　
　
　
　
　

そ
む

（
明
）　　

お
き
て
行
涙　
　

や
そ
む
る
道　

の
草
名
さ
へ
ち
の
葉
の
色
に
枯　

ぬ
る
」（
六
五
オ
）

（
伊
）　　

起　

て　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
続
内
）　　

等
両
人
思
恋

（
神
2
）　　

等
両
人
思
恋

（
国
）　　

袖
の
露
も
い
つ
れ
の
か
た
か
ふ
か
ゝ
ら
む
面　

影　

分　

る
ふ
る
の
中
道

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
お
も
か
け

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　

か
ほ
る

＊
（
ノ
）
は
他
本
「
わ
く
る
（
分
る
）」
を
「
か
ほ
る
」
と
作
る
。
誤
読
か
。「
分
」
を
「
か

ほ
」
と
読
ん
だ
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　

か
け

（
明
）　　

袖
の
露
も
い
つ
れ
の
か
た
か
ふ
か
ゝ
ら
む
面　

影　

わ
く
る
ふ
る
の
中
道

＊
（
明
）
は
「
か
た
に
」
の
「
に
」
ミ
セ
ケ
チ
「
か
」

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
く

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　

か
け
わ
く

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　

か
け
わ
く

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
く

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

＊
（
三
）
＝
（
静
）、「
む
」
以
外
は
（
国
）
も
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
く

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　

わ
く

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
お
も
か
け

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
お
も
か
け

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
お
も
か
け

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
お
も
か
け

＊
（
神
2
）
は
「
い
つ
れ
の
か
た
に
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
か
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
だ

ろ
う
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
静
）
は
「
身
を
も
お
ほ
え
す
」
の
「
を
も
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
と
も
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ

か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

閑
さ　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

閑
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

閑
さ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

閑
さ

＊
（
続
内
）
の
「
お
ほ
え
す
」
の
「
え
」
は
「
へ
」
に
似
て
い
る
が
、「
え
」
だ
ろ
う
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

閑
さ

八
十
九
番
左　

恨
身
恋
」（
ノ
）

（
国
）　　

千　

世
も
と
は
人
や
は
祈　

る
長　

岡　

や
さ
の
み
命　
　

の
我　

そ
つ
れ
な
き

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祈　
　

長　

を
か

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祈　
　

長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

＊
（
ノ
）
は
（
大
）
と
「
祈
長
」
で
同
一
表
記
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祈　
　

な
か

（
明
）　　

千　

世
も
と
は
人
や
は
祈　
　

長　

岡　

や
さ
の
み
命　
　

の
わ
れ
そ
つ
れ
な
き

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
か　

」　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
る
な
か
を
か　

」　
　

い
の
ち　

わ
れ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祈　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
る

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
る

（
内
）　　
　

と
せ　
　

×　
　
　

い
の
る

＊
（
内
）・（
神
1
）
は
他
本
「
千
世
も
と
は
」
を
「
千
と
せ
も
と
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　

か
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　

な
み
た　

そ
む　

み
ち　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　

か
れ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　

み
ち　
　
　
　
　
　
　

葉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　
　

茅

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
続
）　　

起　

て　
　
　
　
　

そ
む　

み
ち　
　

な　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ

（
続
書
）　

起　

て　
　
　
　
　

そ
む　

み
ち　
　

な　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ

（
続
内
）　

起　

て　
　
　
　
　

そ
む　

み
ち　
　

な　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ　
　

」

（
神
2
）　

起　

て　
　
　
　
　

そ
む　

み
ち　
　

な　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ

右　

心
静
延
寿
」（
彰
）

（
国
）　　

す
ま
し
み
る
心　
　

の
水
の
の
と
け
さ
に
老
の
浪
よ
る
身
と
も
お
ほ
え
す

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚　

え

（
彰
）　　
　
　
　

見

（
明
）　　

す
ま
し
み
る
心　
　

の
水
の
ゝ
と
け
さ
に
老
の
浪
よ
る
身
と
も
お
ほ
え
す

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚　

え

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

（
祐
）　　
　
　
　

見　

こ
ゝ
ろ　
　
　

ゝ

（
書
）

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
続
書
）　　
　
　
　
　

我　
　
　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　

か
せ

（
続
内
）　　
　
　
　
　

我　
　
　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　

か
せ

（
神
2
）　　
　
　
　
　

我　
　
　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　

か
せ

＊
（
続
）
系
は
「
す
み
す
て
は
」
と
作
る
。（
国
）
と
同
文
か
。

九
十
番　

左　

寄
煙
恋

（
国
）　　

胸　

に
た
つ
煙　
　

を
と
は
ゝ
引　

い
る
ゝ
袖
の
火
取　

と
人
に
こ
た
へ
ん

（
大
）　　

む
ね

（
ノ
）　　

む
ね　

立　

煙

（
彰
）　　

む
ね　
　
　

け
ふ
り　
　
　
　

ひ
き　
　
　
　
　
　

と
る

（
明
）　　

む
ね
に
立　

煙　
　

を
と
は
ゝ
引　

い
る
ゝ
袖
の
火
取　

と
人
に
こ
た
へ
ん

（
伊
）　　

む
ね　

立　

け
む
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　

む
ね　

立

（
祐
）　　

む
ね　

立　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
き

（
書
）　　

む
ね

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り

（
内
）　　
　
　
　

立

（
神
1
）　　
　
　

立　

煙

（
続
）　　

む
ね　
　
　

烟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り

（
続
書
）　

む
ね　
　
　

烟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

む
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

む
ね　
　
　

烟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り　
　
　
　
　
　
　

」

右　

晩
鐘
」（
国
）（
静
）（
神
1
）（
三
）（
彰
）

（
神
1
）　

ち
と
せ　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
る　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
ち

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
る　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
ち

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
る　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
ち

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
る　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
ち

右　

幽
栖
」（
書
）

（
国
）　　

あ
ら
す
な
よ
わ
れ
す
み
捨　

は
松
の
声　

ひ
と
り
そ
も
ら
ん
宿
の
秋
風

＊
（
国
）
の
「
捨
は
」
は
「
は
て
は
」
と
訓
む
の
か
。「
す
み
す
て
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い

が
、（
続
）
も
同
じ
。
最
終
形
態
の
可
能
性
は
あ
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

我　

す　

は
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　

か
せ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
て

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
て　
　
　
　
　

独　
　

そ　
　
　
　
　
　

か
せ

（
明
）　　

あ
ら
す
な
よ
わ
れ
す
み
は
て
は
松
の
声　

ひ
と
り
そ
も
ら
む
宿
の
秋
風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　

か
せ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
て　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　

む　
　
　

か
せ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

＊
（
書
）
と
（
明
）
が
異
な
り
、（
書
）
＝
（
三
）。

（
三
）　　
　
　
　
　
　

我　
　
　

す
て　
　
　
　
　

独　
　
　
　
　

ん

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

我　
　
　

は
て　
　
　
　
　

独　
　
　
　
　

ん

＊
（
静
）
は
「
み
す
て
」
の
「
す
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
は
」
と
傍
書
。
と
す
れ
ば
、
先
祖
返
り
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

終　

は　
　

こ
ゑ
独　
　

そ　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
て　
　
　

こ
ゑ
独　
　

そ　
　

む　
　
　

か
せ

（
続
）　　
　
　
　
　
　

我　
　
　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　

か
せ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

だ
ろ
う
」
と
は
異
な
る
。
こ
こ
で
、
題
の
「
馴
不
逢
恋
」
と
の
関
係
を
見
る
と
、
逢
わ
な
い
意

味
合
い
は
（
国
）
の
方
が
強
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
が
最
終
形
態
か
と
思
わ
れ
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

籬　
　
　
　
　
　
　
　

な
と
て
む
な
し
き
中
と
な
し
け
ん

＊
（
大
）
は
「
中
と
な
し
け
ん
」
と
作
る
。
推
敲
の
一
過
程
か
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

籬　
　
　
　
　
　
　
　

な
と
て
む
な
し
き
中
と
成　

け
ん

＊
（
ノ
）
は
（
大
）「
な
し
け
ん
」
な
の
に
、（
明
）
と
同
じ
く
「
成
け
ん
」
と
作
る
。
理
由
は

今
の
と
こ
ろ
不
明
。
ど
こ
か
で
校
訂
さ
れ
た
か
。
否
、
こ
れ
で
「
な
し
け
ん
」
と
読
ま
せ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
（
明
）
も
。

（
彰
）　　

を　
　
　
　
　
　
　

籬　
　
　
　
　
　
　
　

な
と
て
む
な
し
き
中
と
成　

け
ん

（
明
）　　

お
き
ふ
し
も
お
な
し
籬　
　

の
竹　

の
よ
を
な
と
て
む
な
し
き
中
と
成　

け
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

籬　
　
　
　
　
　
　
　

な
と
て
む
な
し
き
中
と
成　

け
ん

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

籬　
　
　
　
　
　
　
　

な
と
て
む
な
し
き
中
と
な
り
け
ん

＊
（
島
）
は
勝
手
に
「
な
り
け
ん
」
と
読
ん
だ
か
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
と
て
む
な
し
き
中
と
な
り
け
ん

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

籬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　

た
の
め

＊
（
書
）
と
（
明
）
が
異
な
り
、（
書
）
＝
（
三
）。

（
三
）　　
　
　
　

す　
　
　
　

籬　
　
　
　
　
　

世　
　
　
　
　
　

に
何　

た
の
め

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

籬　
　
　
　
　
　

世　

な
と
て
む
な
し
き
中
と
成　

け
ん

＊
（
静
）
は
「
お
き
ふ
す
も
」
の
「
す
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
し
」。
こ
れ
は
書
き
損
じ
に
拠
る
の

だ
ろ
う
が
、
そ
の
後
、「
む
な
し
契
に
何
た
の
め
け
ん
」
を
墨
消
し
し
て
「
な
と
て
む
な
し
き

中
と
成
け
ん
」
を
傍
書
す
る
。
先
祖
返
り
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

籬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

＊
（
内
）
は
「
た
の
め
」
と
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

籬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
の
め

＊
（
神
1
）
は
（
国
）
と
同
文
。

（
国
）　　

山
本　

に
臥　

と
て
さ
は
く
村　

鳥
を
し
つ
め
て
暮　

る
鐘
の
声　

哉

（
大
）　　
　

も
と　

ふ
す　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　

ふ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
る
　ゝ
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　

ふ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

山
本　

に
ふ
す
と
て
さ
は
く
村　

鳥
を
し
つ
め
て
暮　

ゝ
鐘
の
声　

哉
」（
六
五
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　

ふ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮　

ゝ

（
島
）　　
　

も
と　

ふ
す　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　

暮　

　ゝ
　
　
　

か
な
」

（
祐
）　　
　

も
と　

ふ
す　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
か
な
」

（
書
）　　
　
　
　
　

ふ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
る
ゝ

（
三
）　　
　
　
　
　

ふ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
る
　ゝ
　

こ
ゑ
か
な

（
静
）　　
　
　
　
　

ふ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
る
ゝ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
る
　ゝ
　

こ
ゑ

＊
（
内
）
は
「
し
め
て
」
の
「
し
」
と
「
め
」
の
間
に
「
つ
」
を
傍
書
。

（
神
1
）　　
　
　
　

ふ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮　

ゝ

（
続
）　　
　

も
と　

ふ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
る
　ゝ
　
　
　

か
な

（
続
書
）　　

も
と　

ふ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
る
　ゝ
　
　
　

か
な

（
続
内
）　　

も
と　

ふ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
る
ゝ

（
神
2
）　　

も
と　

ふ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
る
　ゝ
　
　
　

か
な

九
十
一
番
左　

馴
不
逢
恋

（
国
）　　

お
き
ふ
し
も
お
な
し
ま
か
き
の
竹　

の
よ
を
む
な
し
契　

と
な
に
憑　
　

け
ん

＊
（
国
）
と
（
内
）
は
末
句
を
「
む
な
し
契
と
な
に
憑
け
ん
」
と
作
る
。（
大
）・（
明
）
系
は

「
な
と
て
む
な
し
き
中
と
成
け
ん
」
で
あ
る
。
但
し
、（
大
）
の
「
な
し
け
ん
」
を
（
明
）
は

「
な
り
け
ん
」
と
改
訂
し
て
い
る
。（
国
）
と
（
明
）
の
意
味
上
の
違
い
は
、（
国
）
で
は
、「
空

虚
な
約
束
な
の
に
ど
う
し
て
あ
て
に
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
も
の
（「
た
の
め
」
だ
と
あ
て

に
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
と
な
る
）
で
あ
り
、（
明
）
の
「
ど
う
い
て
む
な
し
い
関
係
に
な
っ
た
の
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

＊
（
内
）
＝
（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

＊
（
神
1
）
は
（
内
）・（
国
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　

度　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　

袖
ぬ
ら
す
ら
ん

＊
（
続
）
は
末
句
「
袖
ぬ
ら
す
」
に
「
涙
な
る
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）（
国
）
と
同
じ
。

（
内
）・（
続
）
は
（
国
）
の
後
の
成
立
だ
ろ
う
。

（
続
書
）　　
　

度　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　

袖
ぬ
ら
す
ら
ん

（
続
内
）　　
　

度　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　

袖
ぬ
ら
す
ら
ん

（
神
2
）　　
　

度　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　

袖
ぬ
ら
す
ら
ん

九
十
二
番
左　

寄
槙
恋
」（
内
）

（
国
）　　

日
数　

の
み
つ
も
る
思　

ひ
を
雪　

に
見
は
槙
立　

山
も
色　

そ
な
ひ
か
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

＊
（
大
）
段
階
で
「
な
ひ
か
ん
」
と
改
稿
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ

（
明
）　　

日
数　

の
み
つ
も
る
思　

ひ
を
雪　

に
見
は
槙
立　

山
も
色　

そ
な
ひ
か
む

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ　
　
　
　

む

（
書
）

（
三
）　　
　

か
す　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　

み　
　

た
つ

（
静
）　　
　

か
す　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　
　
　
　
　
　

む

＊
（
静
）
は
「
山
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
も
」。
書
き
損
じ
に
よ
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

積　

る
お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　
　
　

な
か
ら
む

＊
（
内
）
は
末
句
を
「
色
そ
な
か
ら
む
」
と
作
る
。
恋
で
あ
る
か
ら
、「
な
ひ
か
ん
」
の
方
が

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

籬　
　
　

た
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
何　

た
の
め

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
け　
　
　
　
　
　
　

契
り
に
何　

た
の
め

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
け　
　
　
　
　
　
　

契　

に
何　

た
の
め

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
け　
　
　
　
　
　
　

契
り
に
何　

た
の
め

＊
（
神
2
）
は
「
ま
か
き
に
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
の
」
と
傍
書
。（
続
）
系
は
「
契
り

に
」
と
作
る
。

右　

老
後
述
懐

（
国
）　　

う
き
た
ひ
に
心　
　

に
よ
す
る
老
の
な
み
こ
え
て
あ
ま
る
や
涙　

な
る
ら
ん

＊
（
国
）・（
内
）
は
末
句
「
涙
な
る
ら
ん
」
で
あ
る
。（
大
）（
明
）
系
は
「
袖
ぬ
ら
す
ら
ん
」

と
作
っ
て
い
る
。
こ
の
両
者
を
比
較
す
る
と
、
老
の
浪
が
越
え
て
袖
を
ぬ
ら
す
と
い
う

（
大
）・（
明
）
系
の
方
が
、
自
然
の
感
じ
も
す
る
が
、
敢
え
て
、
浪
が
越
え
て
、
あ
ま
る
の
は
、

涙
と
い
う
こ
と
で
、「
老
後
述
懐
」
の
題
意
に
沿
お
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　

袖
ぬ
ら
す
ら
ん

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　

袖
ぬ
ら
す
ら
ん
」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袖
ぬ
ら
す
ら
ん

（
明
）　　

う
き
た
ひ
に
心　
　

に
よ
す
る
老
の
浪　

こ
え
て
あ
ま
る
や
袖
ぬ
ら
す
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　

袖
ぬ
ら
す
ら
ん

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　

袖
ぬ
ら
す
ら
ん

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　

袖
ぬ
ら
す
ら
ん

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　

袖
ぬ
ら
す
ら
ん

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　

袖
ぬ
ら
す
ら
ん

＊
（
静
）
＝
（
三
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　

袖
ぬ
ら
す
ら
ん

＊
（
静
）
は
「
袖
ぬ
ら
す
ら
ん
」
で
あ
り
、（
大
）・（
明
）
と
同
じ
。

（
内
）
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
内
）　　

旧

（
神
1
）　

旧

（
続
）　　

旧

（
続
書
）　

旧

（
続
内
）　

題
な
し

（
神
2
）　

旧

（
国
）　　

よ
し
や
袖
昔　
　

を
遠　

く
み
ち
の
く
の
月
物　

い
は
て
忍　
　

も
ち
す
り
」

＊
（
国
）
は
他
本
「
み
ち
の
く
や
」
と
あ
る
の
に
、（
内
）
と
同
じ
く
「
み
ち
の
く
の
」
と
作

る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や

（
ノ
）　　
　
　
　
　

む
か
し　

と
を　
　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　

忍　

ふ

（
彰
）　　
　
　
　
　

む
か
し　

と
を　
　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　

忍　

ふ

（
明
）　　

よ
し
や
袖
昔　
　

を
遠　

く
み
ち
の
く
や
月
物　

い
は
て
忍　
　

も
ち
す
り

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　

や

（
祐
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　

し
の
ふ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
を　
　
　
　
　

や

（
三
）　　
　
　
　
　

む
か
し　

と
を　
　
　
　
　

や　

も
の　
　
　

し
の
ふ

（
静
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

道　

の
く
や　
　
　
　
　
　

し
の
ふ　
　
　
　

」

＊
（
静
）
は
「
道
の
く
や
」
と
な
っ
て
お
り
、（
大
）
系
と
同
じ
。

（
内
）

＊
（
内
）
は
「
み
ち
の
く
の
」
と
な
っ
て
い
る
。（
内
）
＝
（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

と
を

（
続
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

陸　
　

奥
や　

も
の　
　
　

し
の
ふ

（
続
書
）　　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

陸　
　

奥
や　

も
の　
　
　

し
の
ふ　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

陸　
　

奥
や　

も
の　
　
　

し
の
ふ

よ
い
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
ら
ん

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。
末
句
「
色
そ
な
か
ら
ん
」。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ　
　
　
　

た
つ　
　
　
　

に

＊
（
続
）
は
「
よ
そ
に
」（
他
本
「
雪
に
」）、「
色
に
な
ひ
か
ん
」（
他
本
「
色
そ
な
ひ
か
ん
）

な
ど
、
独
自
本
文
が
多
い
。「
よ
そ
に
」
は
「
雪
に
」
の
誤
読
か
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ　
　
　
　

た
つ　
　
　
　

に

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ　
　
　
　

た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ　
　
　
　

た
つ　
　
　
　

に

＊
（
続
）
系
は
「
よ
そ
に
」「
色
に
な
ひ
か
ん
」
が
独
自
本
文
。

右　
　

懐
薫
」（
島
）（
祐
）（
内
）（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

旧

＊
（
国
）
は
私
家
集
大
成
は
「
薫
」
と
読
ん
で
い
る
が
、「
旧
」
で
あ
る
。

（
大
）　　

旧

（
ノ
）　　

旧

（
彰
）　　

旧

（
明
）　　

旧

（
伊
）　　

薫
（「
旧
歟
」
と
傍
書
）

＊
（
明
）
の
旧
の
く
ず
し
字
が
薫
と
似
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。

（
島
）　　

旧

＊
（
明
）
の
旧
の
く
ず
し
字
に
似
た
形
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
見
て
写
し
た
の
だ
ろ
う
。

（
祐
）　　

旧

（
書
）　　

旧

（
三
）　　

旧

（
静
）　　

旧
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
神
2
）　　
　
　
　

×　

た
つ
か
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ

＊
（
続
）
系
は
「
三
輪
の
山
杉
」
と
な
り
「
や
」
が
な
い
。
字
余
り
を
気
に
し
て
「
や
」
を
と

っ
た
か
。

右　

深
山
狩
猟
」（
三
）

（
国
）　　

か
り
人
の
太
山
ち
暮　

て
弓
張　

の
月
の
兎　
　

の
出　

る
を
そ
ま
つ

（
大
）　　

狩　
　
　

み　

路　
　
　
　

は
り　
　
　
　
　
　
　

い
つ
る　
　
　

」

（
ノ
）　　

狩　
　
　
　
　

路
く
れ　
　

は
り　
　
　

う
さ
き

（
彰
）　　

狩　
　
　

み　

路　
　
　
　

は
り　
　
　

う
さ
き　

い
つ
る

（
明
）　　

狩　

人
の
太
山
路
く
れ
て
弓
は
り
の
月
の
う
さ
き
の
出　

る
を
そ
ま
つ

＊
（
明
）
は
「
月
の
兎
」
の
「
の
」
は
傍
書

（
伊
）　　

狩　
　
　
　
　

路
く
れ　
　

は
り　
　
　

う
さ
き

（
島
）　　

狩　
　
　
　
　

路
く
れ　
　

は
り　
　
　

う
さ
き

（
祐
）　　

狩　
　
　
　
　

路
く
れ　
　

は
り　
　
　

う
さ
き

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

路　
　
　
　

は
り　
　
　

う
さ
き

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

路
く
れ　
　
　
　
　
　
　

う
さ
き

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　

路
く
れ　
　
　
　
　
　
　

う
さ
き　

い
つ
る

＊
（
静
）
は
「
い
つ
る
を
そ
み
る
」
の
「
み
る
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ま
つ
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ

に
よ
る
。

（
内
）　　

狩　
　
　
　
　

路　
　
　
　

は
り　
　
　

う
さ
き

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

路
く
れ　
　

は
り　
　
　

う
さ
き　
　
　
　
　
　
　

待

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

路
く
れ　
　

は
り　
　
　

う
さ
き

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　

路
く
れ　
　

は
り　
　
　

う
さ
き

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

路
く
れ　
　

は
り　
　
　

う
さ
き

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　

路
く
れ　
　

は
り　
　
　

う
さ
き

（
神
2
）　　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

陸　
　

奥
や　

も
の　
　
　

し
の
ふ　
　
　
　

」

九
十
三
番
左　

従
門
帰
恋

（
国
）　　

三
輪
の
山
や
杉
た
つ
門　

の
夕　

嵐　
　

や
と
り
も
と
ら
て
帰　

る
雲　

か
な

（
大
）　　
　

わ　
　
　
　
　
　

か
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

立　

門　
　
　
　

あ
ら
し

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

立　

門　
　

ゆ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

（
明
）　　

三
輪
の
山
や
杉
立　

門　

の
夕　

嵐　
　

や
と
り
も
と
ら
て
帰　

る
雲　

哉
」

 

（
六
六
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

立　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　

か
へ　

く
も
哉

（
祐
）　　
　
　

×　
　
　

立　
　
　
　

ふ
ゆ
あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　

か
へ　

く
も

＊
（
祐
）
は
他
本
「
三
輪
の
山
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
三
輪
山
」
と
作
る
。（
島
）
の
「
ノ
」

字
を
無
視
し
た
結
果
か
。
も
し
く
は
、
意
味
で
「
三
輪
山
や
」
と
読
ん
だ
方
が
よ
い
と
判
断
し

た
か
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

立　

門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　

か
へ　
　
　

哉

＊
（
三
）
も
「
三
輪
の
山
杉
」
と
な
り
、「
や
」
が
な
い
。
脱
字
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ　
　
　

哉

＊
（
静
）
は
「
三
輪
の
山
」
と
「
杉
」
の
間
に
ミ
セ
ケ
チ
で
「
や
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
に
よ

る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

立　

門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

立　

門

（
続
）　　
　
　
　
　

×　
　
　

か
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
続
書
）　　
　
　
　

×　

た
つ
か
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

た
つ
か
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

な
る
が
、「
旅
の
空
わ
れ
彼　

岸　

の
」
が
な
ん
と
か
題
に
干
渉
し
な
い
で
記
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
る
と
、
親
本
自
体
が
こ
う
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
国
）　　

旅
の
空
わ
れ
彼　

岸　

の
舟
な
ら
て
此　

世
に
い
そ
く
浪
そ
は
か
な
き

（
大
）　　
　
　
　

我　

か
の　
　
　
　
　
　
　

こ
の

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

か
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

か
の

（
明
）　　

旅
の
空
わ
れ
か
の
岸　

の
舩
な
ら
て
此　

世
に
い
そ
く
浪
そ
は
か
な
き

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

か
の

（
島
）　　
　
　
　
　
　

か
の　
　
　

舩　
　
　

こ
の

（
祐
）　　

た
ひ　
　
　

か
の　
　
　
　
　
　
　

こ
の

（
書
）　　
　
　
　
　
　

か
の

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

き
し　

船　
　
　

こ
の　
　
　
　
　

波

（
神
1
）　　
　
　
　
　

か
の

（
続
）　　

た
ひ　
　
　

か
の　
　
　
　
　
　
　

こ
の

（
続
書
）　

た
ひ　
　
　

か
の
き
し　
　
　
　
　

こ
の

＊
（
続
書
）
は
「
声
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
世
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　

た
ひ　
　
　

か
の
き
し　
　
　
　
　

こ
の

（
神
2
）　

た
ひ　
　
　

か
の
き
し　
　
　
　
　

こ
の

＊
（
神
2
）
は
「
た
ひ
の
舟
」
の
「
舟
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
空
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

九
十
五
番
左　

白
地
恋
（
静
）

＊
（
静
）
は
こ
こ
で
（
国
）
と
行
数
と
が
ず
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
全
く
同
じ
丁
数
と
行
数
だ
っ

た
。
原
因
は
、
一
丁
九
行
を
守
っ
て
い
た
の
に
、（
国
）
が
こ
こ
に
か
ぎ
っ
て
、
十
行
に
し
た

九
十
四
番
左　

寄
秋
山
恋

（
国
）　　

わ
か
袖
も
中
〳
〵
染　

よ
ま
き
檜
原　

さ
り
と
て
秋
に
も
れ
ん
山　

か
は

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　

槙

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　

槙

（
彰
）　　

我　

袖　
　
　
　

そ
め　

槙　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
明
）　　

わ
か
袖
も
中
〳
〵
そ
め
よ
槙　

檜
原　

さ
り
と
て
秋
に
も
れ
ん
山　

か
は

（
伊
）　　

我　

袖　
　
　
　

そ
め　

槙

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　

槙　
　

は
ら
」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　
　
　

ひ
は
ら
」　
　
　
　
　
　
　

む
や
ま

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　

槙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物

＊
（
書
）
が
ど
う
し
て
最
後
に
「
物
か
は
」
と
し
た
の
は
不
明
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

（
三
）　　

我　

袖　
　
　
　

そ
め　

槙　

ひ
は
ら

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　

我　

袖　
　
　
　

そ
め　

槙　

ひ
は
ら

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

槙

（
神
1
）　

我　

袖　
　
　
　
　
　
　

槙

（
続
）　　

我　

袖　
　
　
　

そ
め　

槙

（
続
書
）　

我　

袖　
　
　
　

そ
め　

槙

（
続
内
）　

我　

袖　
　
　
　

そ
め　

槙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

我　

袖　
　
　
　

そ
め　

槙

右　

岸
頭
待
舟
」（
ノ
）（
彰
）

＊
（
国
）
は
「
右　

岸
頭
待
舟
」
が
前
の
歌
「
わ
か
袖
も
中
〳
〵
」
と
こ
の
歌
「
旅
の
空
わ
れ

彼　

岸　

の
」
の
間
に
強
引
に
入
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
後
段
に
し
る
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ

こ
で
、
こ
こ
ま
で
完
全
に
一
致
し
て
い
た
行
数
・
丁
数
が
（
静
）
と
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

原
因
は
、
親
本
が
そ
う
な
っ
て
い
た
か
。
そ
れ
と
も
、
紙
が
ず
れ
る
な
り
で
書
き
忘
れ
た
か
に
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（
大
）　　
　
　
　
　
　

た
ゝ
一
も
と
も　
　
　
　
　

嵐　
　

や
松　

を
初　
　

な
り
け
ん

＊
（
大
）
段
階
で
「
な
り
け
ん
」
と
改
稿
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

た
ゝ
一
本　

も
を
と　
　
　

嵐　
　

や
松　

を
は
し
め
な
り
け
ん

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

た
ゝ
一
本　

も
を
と　
　
　

嵐　
　

や
松　

を
は
し
め
な
り
け
ん

（
明
）　　

万　
　

木
に
た
ゝ
一
本　

も
を
と
た
か
し
嵐　
　

や
松　

を
初　
　

な
り
け
む
」

 

（
六
六
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

た
　ゝ
　
　

も
を
と　
　
　

嵐　
　

や
ま
つ
を
初
し
め
成　

け
ん

（
島
）　　
　
　
　
　
　

た
　ゝ
　
　

も
を
と　
　
　

あ
ら
し
や
松　

を
初　
　

な
り
け
む
」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

た
　ゝ
　
　

も
を
と　
　
　

あ
ら
し
や
松　

を
初　
　

な
り
け
ん
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　

た
　ゝ
　
　

も
を
と　
　
　
　
　
　
　

松　

を
は
し
め
な
り
け
む

（
三
）　　
　
　
　
　
　

た
ゝ
一
本　

も　
　
　
　
　

あ
ら
し
や
松　

を
は
し
め
成　

ら
ん

＊
（
三
）
は
（
大
）・（
明
）
系
だ
が
末
尾
が
「
成
ら
ん
」
と
な
る
。

＊
（
内
）・（
神
1
）
は
末
尾
は
（
三
）
と
同
一
だ
が
、
そ
れ
以
外
は
（
国
）
と
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

た
ゝ
一　
　

も　
　
　
　
　

嵐　
　

や
松　

を
は
し
め
な
り
け
む

＊
（
静
）
は
（
大
）
と
同
じ
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　

な
る
ら
む

＊
（
内
）
は
、
末
句
（
国
）
を
含
め
た
他
本
「
な
り
け
む
」
を
「
な
る
ら
む
」
と
作
る
。
独
自

本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
ら
む

（
続
）　　

よ
ろ
つ　
　

た
ゝ
一
も
と
も　
　
　
　
　

あ
ら
し
や
松　

を
は
し
め
な
る
ら
む

＊
（
続
）
は
「
た
ゝ
一
も
と
」
に
「
松
は
一
も
と
イ
」、「
や
松
を
は
し
め
」
に
「
い
か
な
る
契

イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）（
国
）
と
同
じ
。
末
句
は
（
内
）
同
様
独
自
本
文
。

（
続
書
）　

よ
ろ
つ　
　

た
ゝ
一
も
と
も　
　
　
　
　

あ
ら
し
や
松　

を
は
し
め
な
る
ら
む

（
続
内
）　

よ
ろ
つ　
　

た
ゝ
一
も
と
も　
　
　
　
　

あ
ら
し
や
松　

を
は
し
め
な
る
ら
ん

（
神
2
）　

よ
ろ
つ　
　

た
ゝ
一
も
と
も　
　
　
　
　

あ
ら
し
や
松　

を
は
し
め
な
る
ら
む

＊
（
続
）
系
は
（
大
）・（
明
）
系
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
末
尾
「
な
る
ら
む
」
は
（
神
1
）・

こ
と
に
よ
る
。
お
そ
ら
く
「
岸
頭
待
舟
」
を
書
き
忘
れ
て
、
後
で
狭
い
間
に
強
引
に
入
れ
た
こ

と
に
拠
る
。

（
国
）　　

雨
や
と
り
立　

そ
ふ
程　

を
契　
　

に
て
は
か
な
や
袖　

を
引　

こ
ゝ
ろ
か
な
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く
心　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と

（
明
）　　

雨
や
と
り
立　

そ
ふ
ほ
と
を
契　
　

に
て
は
か
な
や
袖　

を
引　

こ
ゝ
ろ
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　

ち
き
り

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　

ち
き
り　
　
　
　
　
　

そ
て

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く
心　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く　
　
　

哉

（
続
）　　
　
　
　
　

た
ち　
　

ほ
と　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く
心

（
続
書
）　　
　
　
　

た
ち　
　

ほ
と　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く
心　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　

た
ち　
　

ほ
と　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く
心

（
神
2
）　　
　
　
　

た
ち　
　

ほ
と　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く
心　
　
　
　

」

右　

松
嵐
」（
神
1
）（
書
）

（
国
）　　

万　
　

木
に
松
は
一
本　
　

音　

た
か
し
嵐　
　

い
か
な
る
契　
　

な
り
け
む

＊
（
国
）
は
（
大
）・（
明
）
系
が
二
句
目
「
た
ゝ
一
本
も
」
を
「
松
は
一
本
」、
四
・
五
句
目

「
嵐
や
松
を
初
な
り
け
ん
」
を
「
嵐
い
か
な
る
契
な
り
け
む
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。
末
句
が
「
契
な
る
ら
む
」
と
な
る
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

て
、「
松
風
」
が
よ
い
。

（
大
）　　

嵐

（
ノ
）　　

風

＊
（
ノ
）
は
、（
大
）
が
「
嵐
」
と
す
る
の
に
、
ど
う
し
て
「
風
」
と
し
た
の
か
、
不
明
。

（
三
）
系
を
見
た
か
。

（
彰
）　　

嵐

（
明
）　　

嵐

（
伊
）　　

嵐

（
島
）　　

嵐

（
祐
）　　

嵐

（
書
）　　

風

＊
（
書
）
は
（
明
）
と
異
な
り
「
風
」

（
三
）　　

風

＊
（
三
）
も
「
風
」。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
た
か
な
。

（
静
）　　

嵐

（
内
）　　

風

＊
（
内
）
は
風
。

（
神
1
）　

風

（
続
）　　

風

（
続
書
）　

嵐

（
続
内
）　

嵐

（
神
2
）　

嵐

（
国
）　　

人
す
ま
ぬ
池
辺
に
た
て
る
そ
な
れ
松　

風　

の
な
ひ
か
す
ま
ゝ
に
ふ
り
つ
ゝ

＊
（
国
）・（
内
）
は
「
人
す
ま
ぬ
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。
他
本
は
「
人
す
ま
て
」。

（
大
）　　
　
　
　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　

て　
　

×　
　
　
　
　

×

（
内
）
と
同
文
。

九
十
六
番
左　

寄
月
恨
恋

（
国
）　　

と
は
ぬ
夜
を
袖
に
恨　
　

て
吹　

飯
か
た
お
ほ
く
の
浪
を
し
の
く
月
哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

深　

ゐ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

深　

ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

深　

ゐ　
　
　
　
　
　

波

（
明
）　　

と
は
ぬ
夜
を
袖
に
う
ら
み
て
深　

ゐ
か
た
お
ほ
く
の
浪
を
し
の
く
月
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

深　

ゐ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

深　

ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

深　

ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
ゐ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

深　

ゐ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
静
）
は
「
深
ゐ
」
を
ミ
セ
ケ
チ
「
ふ
け
ゐ
」
と
傍
書
。「
ふ
け
」
と
読
ま
せ
た
か
っ
た
か

ら
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　

か
な

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

ふ
け
ゐ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

ふ
け
ゐ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

ふ
け
ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

ふ
け
ゐ

右　

閑
居
松
風
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

風

＊
（
大
）・（
明
）
系
は
「
嵐
」
と
す
る
が
、（
国
）・（
内
）
は
「
風
」
と
作
る
。
歌
か
ら
言
っ
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＊
（
国
）（
内
）
は
、（
明
）
系
の
初
句
「
こ
よ
ひ
人
」
を
「
い
か
に
せ
む
」、
末
句
「
つ
ら
き

世
の
雨
」
を
「
へ
た
て
あ
る
身
を
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。
恋
の
歌
ら
し
く
変
え
た
か
。

（
大
）　　

こ
よ
ひ
人　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
き
雨
哉

＊
（
大
）
の
み
末
句
が
「
つ
ら
き
雨
哉
」
と
な
る
。（
内
）
の
改
訂
。

（
ノ
）　　

こ
よ
ひ
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　
　

つ
ら
き
夜
の
あ
め
」

＊
（
ノ
）
は
（
大
）
系
だ
が
、
こ
こ
の
末
尾
は
（
明
）
系
。
校
訂
の
結
果
か
。

（
彰
）　　

こ
よ
ひ
人　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
き
雨
か
な

（
明
）　　

こ
よ
ひ
人　

枕　
　

な
ら
へ
て
臥　

待　

の
月
も
涙　
　

の
つ
ら
き
夜
の
雨

＊
（
大
）
の
「
つ
ら
き
雨
哉
」
を
「
つ
ら
き
夜
の
雨
」
と
改
訂
。

（
伊
）　　

今　

宵
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
き
夜
の
雨

（
島
）　　

こ
よ
ひ
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　

な
み
た　

つ
ら
き
夜
の
雨

（
祐
）　　

こ
よ
ひ
人　

ま
く
ら　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　

な
み
た　

つ
ら
き
夜
の
雨

（
書
）　　

い
か
に
せ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
た
て
あ
る
身
を

＊
（
書
）
は
「
こ
よ
ひ
人
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
い
か
に
せ
ん
」、「
つ
ら
き
夜
の
雨
」
に
ミ
セ
ケ
チ

「
へ
た
て
あ
る
身
を
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。
訂
正
後
は
（
三
）
と
同
文
。
も
し
く
は
、（
内
）
に

よ
る
校
訂
か
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し
ま
ち　
　
　
　
　
　
　

隔

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）
＝
（
神
1
）
＝
（
内
）。

（
静
）　　

こ
よ
ひ
人　

枕　
　

な
ら
へ
て
臥　

待　

の
月
も
涙　
　

の
つ
ら
き
夜
の
雨
」

＊
（
静
）
は
こ
の
前
に
「
い
か
に
せ
む
枕
な
ら
へ
て
ふ
し
ま
ち
の
月
に
涙
の
隔
あ
る
身
を
」
を

記
し
て
、
墨
消
す
。
こ
れ
は
「
月
に
」
と
な
っ
て
い
る
が
、（
国
）
系
本
文
。
先
祖
帰
り
か
。

（
内
）

＊
（
神
1
）・（
内
）
は
（
国
）
と
同
文
。

（
神
1
）

（
続
）　　

こ
よ
ひ
人　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
き
夜
の
あ
め

＊
（
続
）
は
「
こ
よ
ひ
人
」
に
「
い
か
に
せ
ん
イ
」、「
つ
ら
き
夜
の
あ
め
」
に
「
へ
た
て
あ
る

＊
（
ノ
）
は
「
池
辺
た
」
の
「
辺
」
と
「
た
」
の
間
に
「
に
歟
」、「
そ
な
松
」
の
「
な
」
と

「
松
」
の
間
に
「
れ
歟
」
と
傍
書
。
校
訂
の
跡
か
。

（
彰
）　　
　
　
　

て

（
明
）　　

人
す
ま
て
池
辺
に
た
て
る
そ
な
れ
松　

風　

の
な
ひ
か
す
ま
ゝ
に
ふ
り
つ
ゝ

（
伊
）　　
　
　
　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ

（
島
）　　
　
　
　

て

（
祐
）　　
　
　
　

て

（
書
）　　
　
　
　

て

（
三
）　　
　
　
　

て　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　

古　

つ

＊
（
三
）
＝
（
静
）、
但
し
「
か
せ
」
以
外
。

（
静
）　　
　
　
　

て　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古　

つ

＊
（
静
）
は
（
大
）
と
同
文
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　

古　

つ

＊
（
内
）
＝
（
神
1
）
＝
（
国
）
と
な
っ
た
か
。

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
り

＊
（
続
）
の
末
句
「
ふ
り
け
り
」
の
「
け
り
」
に
「
つ
ゝ
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同

文
。

（
続
書
）　　
　
　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
り

（
続
内
）　　
　
　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
り

（
神
2
）　　
　
　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
り

＊
（
続
書
）・（
神
2
）
は
「
人
す
ま
て
」
で
（
大
）・（
明
）
系
と
同
文
。（
続
）
系
の
末
尾

「
け
り
」
は
独
自
本
文
。

九
十
七
番
左　

臥
無
実
恋

（
国
）　　

い
か
に
せ
む
枕　
　

な
ら
へ
て
臥　

待　

の
月
も
涙　
　

の
へ
た
て
あ
る
身
を
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る

＊
（
続
）
は
「
ふ
か
き
」
に
「
心
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る
」

＊
（
続
書
）
は
歌
の
上
部
に
「
花
皿
」
と
記
す
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る
」

九
十
八
番
左　

寄
鷺
恋

（
国
）　　

は
れ
か
た
き
涙　
　

の
雨
に
蓑　

毛
風　

袖
は
江　

川
そ
鷺　

の
一
つ
れ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
の　

か
せ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

泪　
　
　
　
　

み
の　

か
せ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
の　
　
　
　
　
　
　

河

（
明
）　　

は
れ
か
た
き
涙　
　

の
雨
に
み
の
毛
か
せ
袖
は
江　

川
そ
鷺　

の
一
つ
れ
」（
六
七
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
の　

か
せ

（
島
）　　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　

み
の　

か
せ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　

み
の　

か
せ　
　
　
　
　
　

さ
き

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
三
）　　

晴　

か　
　
　
　
　
　
　
　

み
の　

か
せ

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　

晴　

か　
　
　
　
　
　
　
　

み
の　

か
せ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　

さ
き

（
続
）　　
　
　
　
　
　

泪　
　
　
　
　

み
の
け
か
せ　
　

え
か
は

（
続
書
）　　
　
　
　
　

泪　
　
　
　
　

み
の
け
か
せ　
　

え
か
は

＊
（
続
書
）
は
「
雨
よ
」
の
「
よ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。
勘
違
い
を
恐
れ
て
敢
え
て

傍
書
し
た
か
。

身
を
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）（
国
）
と
同
文
。

（
続
書
）　

こ
よ
ひ
人　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
き
夜
の
あ
め

（
続
内
）　

こ
よ
ひ
人　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
き
夜
の
あ
め

（
神
2
）　

こ
よ
ひ
人　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
き
夜
の
あ
め

右　

寄
水
釈
教
」
七
四
（
国
）（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

あ
か
の
水
う
つ
し
も
て
行　

花
皿　

に
つ
た
ふ
る
法
の
ふ
か
き
を
そ
知

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ら　
　
　
　
　
　
　

深　

き　
　

し
る

＊
（
大
）
段
階
で
「
深
き
を
そ
し
る
」
と
改
訂
。

（
ノ
）　　

あ
伽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深　

き　
　

し
る

＊
（
ノ
）
は
「
深
き
」
の
「
き
」
に
「
さ
歟
」
と
傍
書
。
校
訂
か
。（
静
）・（
三
）
は
「
さ
」

と
す
る
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る

（
明
）　　

あ
か
の
水
う
つ
し
も
て
行　

花
皿　

に
つ
た
ふ
る
法
の
深　

き
を
そ
し
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深　

き　
　

し
る
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深　

き　
　

し
る

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
く　

さ
ら　
　
　
　
　
　
　

深　

き　
　

し
る

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深　

き

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ　
　

し
る

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る

＊
（
静
）
は
「
血
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
皿
」、「
ふ
か
さ
」
の
「
さ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
き
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ら　

伝　

ふ　
　
　

心　
　

を
そ
し
る

＊
（
内
）
は
末
句
「
心
を
そ
し
る
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ら　

伝　
　

る　
　

心　
　

を
そ
し
る

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
国
）　　

今　

は
と
て
車
を
よ
す
る
人
の
き
て
う
ち
こ
は
つ
く
る
明
か
た
の
空

＊
私
家
集
大
成
は
「
う
ち
こ
え
」
と
読
む
が
、
他
本
同
様
「
う
ち
こ
は
」
で
よ
い
。

（
大
）

（
ノ
）　　

い
ま

（
彰
）

（
明
）　　

い
ま
は
と
て
車
を
よ
す
る
人
の
き
て
う
ち
こ
は
つ
く
る
明
か
た
の
空

（
伊
）　　

い
ま

（
島
）　　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
祐
）　　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
書
）　　

い
ま

＊
（
書
）
は
「
う
ち
と
」
の
「
と
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
こ
」
と
傍
書
。
同
筆
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）
＝
（
内
）。

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方

（
続
）　　

い
ま

（
続
書
）　

い
ま

（
続
内
）　

い
ま

（
神
2
）　

い
ま

右　

述
懐
言
尽
」（
静
）（
三
）

（
国
）　　

我　

身
世
に
恨　
　

は
秋
を
限　
　

に
て
冬
に
真　

葛
の
枯　

葉
た
に
な
し
」

（
大
）　　

わ
か　
　
　

う
ら
み　
　
　

か
き
り　
　
　
　

ま　
　
　
　
　

は　
　
　
　

」

（
ノ
）　　

わ
か　
　
　

う
ら
み　
　
　

か
き
り

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　

か
き
り　
　
　
　

ま
く
す

（
続
内
）　　
　
　
　
　

泪　
　
　
　
　

み
の
け
か
せ　
　

え
か
は　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　

泪　
　
　
　
　

み
の
け
か
せ　
　

え
か
は

右　

田
家
奥
」（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

湊　
　

田
や
冬
の
日
よ
り
と
ま
ふ
鶴　

に
お
く
て
か
る
男
も
う
た
ふ
声　

こ
ゑ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　

こ
ゑ
〳
〵

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〳
〵

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　

〳
〵

（
明
）　　

湊　
　

田
や
冬
の
日
よ
り
と
ま
ふ
つ
る
に
お
く
て
か
る
男
も
う
た
ふ
こ
ゑ
〳
〵

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声　

〳
〵

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
〳
〵

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
〳
〵

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　

み
な
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〳
〵

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　

み
な
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〳
〵

＊
（
静
）
は
「
鶴
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」　

書
き
損
じ
に
よ
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
〳
〵
」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〳
〵

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　
　
　
　

刈　

お
の　
　
　
　
　

〳
〵

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　
　
　
　

刈　

お
の　
　
　
　
　

〳
〵

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　
　
　
　

刈　

お
の　
　
　
　
　

〳
〵

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　
　
　
　

刈　

お
の　
　
　
　
　

〳
〵

＊
（
続
書
）・（
神
2
）
は
「
お
く
て
刈
お
の
」
と
す
る
。「
の
」
が
独
自
本
文
。

九
十
九
番
左　

欲
別
恋
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

＊
（
三
）
は
「
か
ほ
る
」
と
作
る
。
連
想
に
よ
る
書
き
損
じ
か
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

水
郷
鳥
」（
神
1
）（
彰
）

（
国
）　　

は
し
姫　

の
水
の
か
ゝ
み
や
か
ほ
よ
鳥　

と
り
と
成　

て
や
影　

う
つ
す
ら
ん

＊
（
国
）
は
（
明
）
が
一
旦
「
鏡
や
」
を
「
鏡
に
」
と
変
え
た
の
に
、「
か
ゝ
み
や
」
に
戻
す
。

（
内
）
は
「
鏡
に
」
で
あ
る
か
ら
、「
か
ゝ
み
や
」
が
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　

橋　

ひ
め　
　
　

鏡　
　
　
　
　
　
　
　

鳥　

と
成　

て
そ
影　
　
　
　
　

む

＊
（
大
）
は
「
鳥
と
成
り
そ
」
と
改
稿
。
明
星
本
も
「
な
り
て
そ
」
を
「
や
」
に
変
え
て
い
る

か
ら
、
推
敲
の
過
程
が
そ
の
ま
ま
出
た
と
言
っ
て
よ
い
。

（
ノ
）　　

橋　
　
　
　
　
　

鏡　
　
　
　
　
　
　
　

鳥　

と
な
り
て
そ
か
け

＊
（
ノ
）
は
「
な
り
て
そ
」
と
作
る
。（
大
）
は
「
な
り
て
や
」。「
そ
」
を
も
つ
本
文
は
、

（
三
）・（
静
）
系
。

（
彰
）　　

橋　
　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
て
そ
か
け

（
明
）　　

橋　

姫　

の
水
の
鏡　
　

に
か
ほ
よ
鳥　

鳥　

と
な
り
て
や
か
け
う
つ
す
ら
ん
」

 

（
六
七
ウ
）

＊
「
鏡
や
」
の
「
や
」
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」、「
鳥
と
な
り
て
そ
」
の
「
そ
」
ミ
セ
ケ
チ
「
や
」
と

改
稿
。

（
伊
）　　

橋　
　
　
　
　
　
　
　
　

や　
　
　
　
　

と
り
と
な
り
て　

か
け

（
明
）　　

我
か
身
世
に
う
ら
み
は
秋
を
か
き
り
に
て
冬
に
ま　

葛
の
枯　

葉
た
に
な
し

＊
「
秋
の
」
の
「
の
」
ミ
セ
ケ
チ
「
を
」
と
傍
書
。

（
伊
）　　

我
か　
　
　

う
ら
み　
　
　

か
き
り　
　
　
　

ま　
　
　

か
れ
は

（
島
）　　

我
か　
　
　

う
ら
み　
　
　

か
き
り　
　
　
　

ま　
　
　
　
　

葉

（
祐
）　　

我
か　
　
　

う
ら
み　
　
　

か
き
り　
　
　
　

ま　
　
　
　
　

葉

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
く
す

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
く
す　

か
れ

＊
（
三
）
＝
（
静
）、
但
し
「
か
れ
」
以
外
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
く
す

（
内
）　　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
き
り　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ
は

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま

（
続
）　　

わ
か　

よ

（
続
書
）　

わ
か　

よ

（
続
内
）　

わ
か　

よ

（
神
2
）　

わ
か　

よ

百
番　

左　

寄
草
恋
」（
ノ
）

（
国
）　　

い
ひ
よ
れ
は
い
な
と
て
か
ほ
を
ふ
る
も
う
し
水
か
け
草
の
風　

な
ら
ね
と
も

（
大
）

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共

（
明
）　　

い
ひ
よ
れ
は
い
な
と
て
か
ほ
を
ふ
る
も
う
し
水
か
け
草
の
風　

な
ら
ね
と
も
」

（
伊
）

（
島
）

（
祐
）

（
書
）
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終
形
態
か
。「
を
」
の
場
合
、「
そ
め
」
を
明
確
な
他
動
詞
と
と
る
。

（
大
）　　
　
　
　

の
ひ
と
つ　

そ
め

（
ノ
）　　
　
　

葉
の
ひ
と
つ　

そ
め　
　
　
　
　

の

＊
（
ノ
）
は
「
と
き
は
木
の
」
と
つ
く
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
彰
）　　
　
　

葉
の
ひ
と
つ　

そ
め

（
明
）　　

秋
の
葉
の
ひ
と
つ
も
そ
め
ぬ
と
き
は
木
に
こ
か
れ
て
な
ら
ふ
色
そ
は
か
な
き

（
伊
）　　
　
　

葉
の
ひ
と
つ　

そ
め

（
島
）　　
　
　

葉
の
ひ
と
つ　

そ
め

（
祐
）　　
　
　

葉
の
ひ
と
つ　

そ
め

（
書
）　　
　
　

葉
の
ひ
と
つ　

そ
め

（
三
）　　
　
　
　

の
ひ
と
つ　

そ
め

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　

の
ひ
と
つ　

そ
め

＊
（
静
）
は
（
大
）
と
同
文
。

（
内
）

＊
（
内
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　
　

葉
よ　
　
　
　

そ
め　

常　

は

＊
（
神
1
）
は
「
秋
の
葉
よ
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。
こ
の
理
由
は
不
明
。

（
続
）　　
　
　

葉
の
一　

つ　

そ
め　

常　

磐

（
続
書
）　　
　

葉
の
ひ
と
つ　

そ
め　

常　

磐

（
続
内
）　　
　

葉
の
ひ
と
つ　

そ
め　

常　

磐

（
神
2
）　　
　

葉
の
ひ
と
つ　

そ
め　

常　

磐

右　
　

嶋
松
」（
書
）

（
続
）
島

（
国
）　　

そ
な
れ
松
昔　
　

を
し
ら
は
や
と
り
か
せ
身
は
老
つ
る
の
よ
る
嶋
も
な
し

＊
「
鏡
や
」
の
「
や
」
に
「
に
」
と
傍
書
小
書
き
。

（
島
）　　

橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥　

と
な
り
て　

か
け

（
祐
）　　

橋　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　

と
り
鳥　

と
な
り
て　

か
け

（
書
）　　

橋　
　
　
　
　
　

鏡　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　

む

＊
（
書
）
は
「
鏡
や
」
の
「
や
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」、「
成
て
や
」
の
「
や
」
に
ミ
セ
ケ
チ

「
そ
」。
但
し
別
筆
か
。

（
三
）　　

橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り
と
も
に　
　
　

そ
か
け

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
。「
な
り
て
そ
」
と
あ
る
か
ら
、（
国
）
段
階
で
初
期
形
態
に
戻
し
た

か
。

（
静
）　　

橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥　
　
　
　
　

そ

＊
（
静
）
は
（
大
）
と
同
文
。「
と
も
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
鳥
と
」。
書
き
損
じ
に
よ
る
か
。

（
静
）
が
（
大
）
系
で
校
訂
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
。
こ
の
（
大
）
系
と
は
（
ノ
）
系
か
。

（
内
）　　

橋　
　
　
　
　
　

鏡　
　

に　
　
　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　

む

＊
（
内
）
は
「
鏡
に
」
と
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

鏡　
　

に
㒵　
　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　

む

（
続
）　　

橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
て
そ

（
続
書
）　

橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
な
り
て
そ

（
続
内
）　

橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
な
り
て
そ

（
神
2
）　

橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
な
り
て
そ

＊
（
神
2
）
は
「
か
ほ
よ
は
な
」
の
「
は
な
」
を
ミ
セ
ケ
チ
「
鳥
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
だ
ろ

う
。
だ
が
、（
続
書
）（
神
2
）
は
「
と
り
て
な
り
て
そ
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。（
続
）
は
す

で
に
（
内
）
系
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
て
い
る
か
。

百
一
番
左　

片
恋

（
国
）　　

秋
の
は
を
一　
　

も
染　

ぬ
と
き
は
木
に
こ
か
れ
て
な
ら
ふ
色
そ
は
か
な
き

＊
（
国
）
は
（
内
）
と
共
に
「
秋
の
は
を
」
と
作
る
。（
大
）・（
明
）
系
は
「
秋
の
は
の
」。
最
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
島
）　　

寄
枕
×
恋

（
祐
）　　

寄
枕
×
恋

（
書
）　　

寄
枕
×
恋

（
三
）　　

寄
枕
忍
恋

（
静
）　　

寄
枕
忍
恋

＊
（
静
）
は
「
忍
」
に
墨
消
し
。
完
全
に
は
消
え
て
い
な
い
が
。（
大
）
に
合
わ
せ
た
か
。

（
内
）　　

寄
枕
忍
恋

＊
（
内
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　

寄
枕
忍
恋

（
続
）　　

寄
枕
忍
恋

（
続
書
）　

寄
枕
忍
恋

（
続
内
）　

寄
枕
忍
恋

（
神
）　　

寄
枕
忍
恋

（
国
）　　

上　

の
衣　

を
し
や
る
程　

に
お
と
ろ
く
や
枕
ひ
と
つ
そ
跡　

に
残　

れ
る

＊
（
国
）
は
（
大
）「
ひ
と
つ
そ
跡
に
の
こ
れ
る
」
を
（
明
）
が
「
ひ
と
つ
を
跡
に
の
こ
し
て
」

と
変
え
た
の
を
元
に
戻
し
た
。
こ
れ
が
最
終
形
態
だ
ろ
う
。

（
大
）　　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　

の
こ

＊
（
大
）
は
「
ひ
と
つ
そ
」
と
す
る
。
改
稿
だ
ろ
う
が
、
最
終
形
態
に
も
な
っ
た
。
末
尾
を

「
跡
に
に
こ
れ
る
」
と
改
稿
。

（
ノ
）　　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　

の
こ

＊
（
ノ
）
＝
（
大
）

（
彰
）　　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　

ほ
と　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ

（
明
）　　

う
へ
の
き
ぬ
を
し
や
る
ほ
と
に
お
ど
ろ
く
や
枕
ひ
と
つ
を
跡　

に
の
こ
し
て

＊
「
ひ
と
つ
そ
」
の
「
そ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
を
」、「
の
こ
れ
る
」
の
「
れ
る
」
に
ミ
セ
ケ
チ

「
し
て
」
と
改
稿
。

（
伊
）　　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　

し
て

（
大
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴

（
ノ
）　　
　
　
　
　

む
か
し

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴

（
明
）　　

そ
な
れ
松
昔　
　

を
し
ら
は
や
と
り
か
せ
身
は
老
つ
る
の
よ
る
嶋
も
な
し

（
伊
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
島
）　　
　
　
　
　

む
か
し

（
祐
）　　
　
　
　
　

む
か
し

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る

＊
（
三
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴

（
続
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　
　
　
　

島

（
続
書
）　　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴

（
続
内
）　　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴

（
神
2
）　　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴

百
二
番
左　

寄
枕
忍
恋
」（
国
）（
内
）

（
国
）　　

寄
枕
忍
恋

＊
（
国
）
は
恋
だ
け
で
は
な
く
、「
忍
恋
」
と
作
る
。

（
大
）　　

寄
枕
×
恋

（
ノ
）　　

寄
枕
×
恋

（
彰
）　　

寄
枕
×
恋

（
明
）　　

寄
枕
×
恋

（
伊
）　　

寄
枕
×
恋
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（
彰
）　　

へ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
明
）　　

へ
た
つ
な
よ
月
と
ふ
た
り
の
中
山
に
雲
の
衣　
　

を
嵐　
　

た
つ
こ
ゑ

（
伊
）　　

へ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声
」

（
島
）　　

へ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も　

あ
ら
し

（
書
）　　

へ
た
つ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も　

あ
ら
し

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
内
）　　

へ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
う
つ

＊
（
内
）
は
「
あ
ら
し
う
つ
こ
ゑ
」
の
「
う
つ
」
が
独
自
本
文
。「
衣
」
↓
「
う
つ
」
の
連
想
。

凝
っ
た
表
現
。

（
神
1
）　

へ
た
つ　
　
　
　

二　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
立　

こ
ゑ

＊
（
神
1
）「
あ
ら
し
立
こ
ゑ
」
と
す
る
。「
嵐
」
の
語
感
で
そ
う
な
っ
た
か
。
不
明
。

（
続
）　　

へ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
う
つ

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
独
自
本
文
が
同
文
。

（
続
書
）　

へ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
た
つ　
　

」

（
続
内
）　

へ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
た
つ

（
神
2
）　

へ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
た
つ　
　

」

＊
（
続
書
）・（
神
2
）
は
「
あ
ら
し
た
つ
こ
ゑ
」
と
あ
る
。（
続
）
は
（
内
）
系
を
見
て
校
訂

し
た
か
。

百
三
番
左　

不
逢
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　

逢　

か
た
み
さ
て
こ
そ
か
ゝ
る
浮　

世
に
は
わ
か
身
生　
　

れ
袖
な
し
ほ
り
そ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
き　
　
　

我　

身　
　

る
れ

（
ノ
）　　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
き　
　
　
　
　
　

う
ま
る
れ

＊
（
ノ
）
は
「
我
身
う
ま
れ
」
の
「
う
」
に
「
む
歟
」
と
傍
書
。
仮
名
遣
い
か
ら
の
注
記
か
。

（
島
）　　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　

の
こ
し
て

（
祐
）　　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
あ
と　

の
こ
し
て

（
書
）　　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ
れ
る

＊
（
書
）
と
（
明
）
は
異
な
る
。（
大
）
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　

な
ら
へ
し
中
川
の
宿

＊
（
三
）
＝
（
神
1
）
＝
（
内
）。
再
び
（
内
）
系
に
戻
す
。

（
静
）　　
　
　
　

き
ぬ

＊
（
静
）
は
「
ひ
と
つ
そ
跡
に
に
こ
れ
る
」
を
一
旦
消
し
て
ま
た
復
活
さ
せ
た
。
そ
し
て
、

「
な
ら
へ
し
中
川
の
や
と
」
を
傍
書
し
、
そ
れ
を
墨
消
し
に
し
た
。（
静
）
が
（
内
）・（
続
）
を

見
て
、
そ
れ
か
ら
、
改
め
て
（
大
）
系
に
戻
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
の
（
大
）
は
（
ノ
）
系

か
。

（
内
）　　
　
　
　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　

驚　
　
　
　

枕
な
ら
へ
し
中
河
の
宿

＊
（
内
）
は
下
句
が
「
枕
な
ら
へ
し
中
河
の
宿
」
と
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　
　

な
ら
へ
し
中
川
の
宿

＊
（
神
1
）
と
（
内
）・（
続
）
系
は
同
文
。

（
続
）　　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　

枕
な
ら
へ
し
中
川
の
宿

＊
（
続
）
は
下
句
が
（
内
）
と
同
文
。

（
続
書
）　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　

枕
な
ら
へ
し
中
川
の
宿

（
続
内
）　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　

枕
な
ら
へ
し
中
川
の
宿
」

（
神
2
）　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　

枕
な
ら
へ
し
中
川
の
宿

右　

旅
宿
嵐
」（
島
）（
祐
）（
内
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

隔　
　

な
よ
月
と
ふ
た
り
の
中
山
に
雲
の
衣　
　

を
嵐　
　

た
つ
こ
ゑ

（
大
）　　

へ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声
」

＊
（
大
）
は
「
た
つ
」
と
改
稿
。

（
ノ
）　　

へ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も　
　
　
　
　
　
　
　

」
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
彰
）
は
「
雲
も
」
の
「
も
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
そ
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。

（
明
）　　

た
ち
か
へ
り
み
れ
は
嵐　
　

の
嶺
の
松　

し
た
は
ぬ
雲
そ
ひ
と
り
わ
か
る
ゝ

（
伊
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　

ま
つ

（
島
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

嶺

（
祐
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

み
ね

（
書
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

嶺　
　
　
　
　
　
　

袖　

独　

り

＊
（
三
）
は
他
本
「
雲
」
を
「
袖
」
に
作
る
。
但
し
、（
静
）
の
初
期
も
「
袖
」。
こ
こ
は

「
雲
」
の
方
が
よ
い
が
、「
袖
」
と
す
る
本
文
が
一
時
期
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。（
三
）
と
（
静
）

は
か
な
り
近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
袖
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
雲
」
と
傍
書
。
他
本
（
ノ
）
系
に
よ
っ
て
校
訂
。

（
内
）　　
　
　

帰　

り　
　
　

あ
ら
し

（
神
1
）　

た
ち　
　
　

見　
　
　
　
　
　

嶺

（
続
）　　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　

嶺

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺

百
四
番
左　

寄
坂
恋
（
静
）

（
国
）　　

人
心　
　

秋
た
つ
風　

に
な
ら
坂　

や
う
ら
吹　

の
み
の
か
し
は
木
の
露
」

（
大
）

（
ノ
）　　
　

こ
ゝ
ろ　

立
×
風

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ゆ

（
明
）　　

人
心　
　

秋
た
つ
風　

に
な
ら
坂　

や
う
ら
吹　

の
み
の
か
し
は
木
の
露

（
伊
）

（
彰
）　　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
き　
　
　

我　

身
む
ま
る
れ

＊
（
彰
）
は
「
む
ま
る
れ
」
と
作
る
。
意
味
は
同
じ
。

（
明
）　　

あ
ひ
か
た
み
さ
て
こ
そ
か
ゝ
る
う
き
世
に
は
わ
か
身
う
ま
る
れ
袖
な
し
ほ
り
そ
」

 

（
六
八
オ
）

（
伊
）　　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
き　
　
　

我　

身

（
島
）　　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
き　
　
　
　
　
　

う
ま
る
れ

（
祐
）　　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
き　
　
　
　
　
　

う
ま
る
れ

（
書
）　　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
き　
　
　

我　

身
生　

る
れ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
き　
　
　

我　

身
生　

る
れ

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
き　
　
　

我　

身
生　

る
れ

＊
（
静
）
は
（
大
）・（
国
）
と
同
文
。

（
内
）　　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
き　
　
　

我　

身　
　
　

る

（
神
1
）　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
き　
　
　

我　

身
生　

る
れ

（
続
）　　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

憂　

世　
　

我　

身
生　

か
れ

＊
（
続
）
は
「
生
か
れ
」
に
「
生
る
ゝ
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
書
）　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

憂　

世　
　

我　

身
生　

か
れ

（
続
内
）　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

憂　

世　
　

我　

身
生　

か
れ

（
神
2
）　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

憂　

世　
　

我　

身
生　

か
れ

＊
（
続
書
）・（
神
2
）
は
「
生
か
れ
」
と
あ
る
が
、
ど
う
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
独
自
本
文
。

右　

羇
中
嵐

（
国
）　　

立　

か
へ
り
み
れ
は
嵐　
　

の
峯
の
松　

し
た
は
ぬ
雲
そ
ひ
と
り
わ
か
る
ゝ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺

（
ノ
）　　

た
ち

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
く
み
哉

（
続
）　　

常　

磐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　

め
く
み
哉

（
続
書
）　

常　

磐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　

め
く
み
哉

（
続
内
）　

常　

磐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　

め
く
み
哉

（
神
2
）　

常　

磐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　

め
く
み
哉

百
五
番
左　

歎
無
名
恋

（
国
）　　

枯　

ね
た
ゝ
し
ら
ぬ
花　

さ
く
藤
か
つ
ら
わ
れ
も
な
け
き
の
庭
の
松
か
え

（
大
）　　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

も

（
ノ
）　　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝

（
彰
）　　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

も

（
明
）　　

か
れ
ね
た
ゝ
し
ら
ぬ
花　

さ
く
藤
か
つ
ら
わ
れ
も
な
け
き
の
庭
の
松
か
え

（
伊
）　　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　

か
れ

（
祐
）　　

か
れ　
　
　
　
　
　

は
な

（
書
）　　

か
れ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
×
藤　
　
　

我　

も

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
×
藤　
　
　

我　

も

（
内
）　　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

も　
　
　
　
　
　
　
　

枝
」

（
神
1
）　

か
れ

（
続
）　　

か
れ

（
続
書
）　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

か
れ

（
神
2
）　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　

か
せ　
　
　

さ
か　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　

立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏　
　

木

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏　
　

木

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏　
　

木　

つ
ゆ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏　
　

木

（
神
1
）　　
　
　
　
　

立
×
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏　
　

木　

つ
ゆ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く

右　

寄
都
祝
」（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

と
き
は
な
る
花
の
都　
　

の
天　

津
風　

に
ほ
は
ぬ
方　

も
な
き
恵　
　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

は　

か
た　
　
　

め
く
み
哉

（
ノ
）　　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　

め
く
み

＊
（
ノ
）
は
「
と
き
な
る
」
の
「
き
」
と
「
な
」
の
間
に
「
は
歟
」
と
傍
書
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　

め
く
み

（
明
）　　

と
き
は
な
る
花
の
都　
　

の
天　

津
風　

に
ほ
は
ぬ
か
た
も
な
き
め
く
み
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

は　

か
た　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　

め
く
み

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
こ　

あ
ま　
　
　
　
　
　
　

か
た　
　
　

め
く
み

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
く
み
哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
こ　
　
　
　
　
　

匂　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

は

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　

か
た　
　
　
　
　
　

哉
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

憑　
　
　
　

み　

ま
く
す　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま　
　
　
　
　
　

は
ら

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

憑　
　

露

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
く
す　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
く
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）

＊
（
内
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

憑　
　

露

（
続
）　　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

＊
（
続
）
系
は
「
わ
か
」
が
独
自
本
文
。

（
続
書
）　　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
続
内
）　　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
」

（
神
2
）　　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

右　

冬
懐
旧
」（
国
）（
彰
）

（
続
内
）
題
な
し

（
国
）　　

身
ひ
と
つ
に
世
ゝ
を
忍　
　

の
種　

と
め
て
い
つ
れ
の
草
も
か
る
ゝ
比　

哉

＊
（
国
）・（
内
）
は
末
句
を
「
か
る
ゝ
比
哉
」
と
作
る
。（
大
）・（
明
）
系
は
「
枯
る
野
へ
哉
」。

「
か
る
ゝ
比
」
の
方
が
冬
を
明
確
に
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

忍　

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
へ
か
な

＊
（
大
）
段
階
で
「
の
へ
か
な
」
と
改
稿
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

忍　

ふ　

た
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ

（
明
）　　

身
ひ
と
つ
に
世
ゝ
を
忍　
　

の
た
ね
と
め
て
い
つ
れ
の
草
も
枯　

る
野
へ
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　

る
野
へ

右　

海
上
夕
雲
」（
神
1
）（
ノ
）（
三
）

（
国
）　　

浪
の
上　

に
人
は
帰　
　

て
あ
ま
の
う
け
夕
ゐ
る
雲
そ
あ
ま
た
な
ら
へ
る

（
大
）　　
　
　

う
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

帰　

り

（
彰
）　　
　
　

う
へ　
　
　

か
へ
り

（
明
）　　

浪
の
う
へ
に
人
は
か
へ
り
て
あ
ま
の
う
け
夕
ゐ
る
雲
そ
あ
ま
た
な
ら
へ
る
」（
六
八
ウ
）

（
伊
）　　
　
　

う
へ　
　
　

か
へ
り

（
島
）　　
　
　

う
へ　
　
　

か
へ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　

う
へ　
　
　

か
へ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

帰　

り

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り

（
内
）　　

波

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

帰　

り

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

か
へ
り

百
六
番
左　

寄
原
恋

（
国
）　　

さ
し
も
わ
れ
し
め
ち
と
た
の
む
露
の
身
を
真　

葛
に
く
た
く
原　

の
秋
か
せ

（
大
）　　
　
　
　

我　

し　
　
　

憑　

む　
　
　
　

ま

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

憑　
　

露　
　
　

ま

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼　

む　
　
　
　

ま
く
す　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
明
）　　

さ
し
も
わ
れ
し
め
ち
と
憑　
　

露
の
身
を
ま　

葛
に
く
た
く
原　

の
秋
風
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

＊
（
彰
）
は
他
本
「
は
る
ゝ
」
に
相
当
す
る
三
字
分
欠
字
。

（
明
）　　

す
ゝ
め
つ
る
恨　
　

そ
は
る
ゝ
別　
　

て
も
な
に
心　
　

な
き
鳥　

の
八
こ
ゑ
に

＊
（
明
）
は
「
八
こ
ゑ
」
の
「
こ
ゑ
」
が
消
し
た
跡
が
あ
り
、
読
み
取
り
に
く
い
。

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
国
）、「
と
り
」
以
外
、（
静
）
も
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ

右　

山
家
水
」（
島
）（
祐
）（
書
）

（
国
）　　

今　

は
わ
れ
水
を
呑　

て
も
こ
ゆ
る
き
の
い
そ
か
て
な
と
か
世
に
は
住　

け
ん

（
大
）　　
　
　
　

我　

水　

の
み

（
ノ
）　　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き　
　
　
　
　
　
　

す
み

＊
（
ノ
）
は
「
い
そ
き
て
」
と
作
る
。
連
想
に
よ
る
書
き
損
じ
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

の
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み

（
明
）　　

い
ま
は
わ
れ
水
を
の
み
て
も
こ
ゆ
る
き
の
い
そ
か
て
な
と
か
世
に
は
す
み
け
ん

（
伊
）　　

い
ま　
　
　
　
　

の
み　
　
　
　
　

木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み　
　

」

（
島
）　　

い
ま　
　
　
　
　

の
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ

＊
（
三
）
は
「
世
々
の
」
と
あ
る
。（
三
）
＝
（
静
）
初
期
。
こ
の
よ
う
な
本
文
に
改
稿
し
た

か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　

ゝ
の
へ

＊
（
静
）
は
、「
世
ゝ
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
を
」
と
傍
書
。「
草
も
か
る
ゝ
」
の
「
か

る
ゝ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
枯
し
」
と
傍
書
。
但
し
、「
枯
ゝ
」
と
読
ん
だ
可
能
性
は
残
る
。
今
は

そ
の
よ
う
に
読
ん
で
お
く
。「
か
る
ゝ
」
の
表
記
は
（
大
）
と
同
じ
。「
枯
ゝ
」
で
あ
れ
ば
、
意

味
を
明
確
に
し
、「
刈
」
と
の
混
同
を
避
け
た
か
。
本
文
は
（
大
）
＝
（
ノ
）
と
同
文
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

忍　

ふ

＊
（
内
）
＝
（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
神
1
）
は
（
国
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　

一　

つ　
　

　々

忍　

ふ　

た
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ
か
な

＊
（
続
）
は
、「
野
へ
」
に
「
比
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
、（
内
）・（
国
）
と
同
文
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ふ　

た
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ふ　

た
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ふ　

た
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ

百
七
番
左　

別
恋

（
国
）　　

す
ゝ
め
つ
る
恨　
　

そ
は
る
ゝ
別　
　

て
も
な
に
心　
　

な
き
鳥　

の
八
声　

に

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
×
×
わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ



195

明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
三
）
＝
（
静
）、
但
し
「
わ
れ
」
以
外
。

（
静
）　　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　

む
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
同
じ
で
、（
大
）
の
「
立
と
て
」
に
従
っ
て
い
な
い
。
理
由
は
同
じ

（
大
）
で
も
（
ノ
）
系
に
基
づ
く
か
ら
か
。

（
内
）　　
　
　
　

わ
れ　
　

宇
治　
　

む
な

＊
「
む
な
く
る
ま
」
は
歌
語
。
正
徹
語
彙
。

（
神
1
）　　
　
　

わ
れ　
　

宇
治　
　

む
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
続
）　　
　
　
　

わ
か　
　
　
　

河　

む
な　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　

と

＊
（
続
）
系
は
「
わ
か
」
と
す
る
。

（
続
書
）　　
　
　

わ
か　
　
　
　

河　

む
な　

け
ふ
り　
　
　
　

た
れ　

と

（
続
内
）　　
　
　

わ
か　
　
　
　

河　

む
な　

け
ふ
り　
　
　
　

た
れ　

と　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　

わ
か　
　
　
　

河　

む
な　

け
ふ
り　
　
　
　

た
れ　

と

右　

嶺
上
雲
」（
静
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

ふ
も
と
よ
り
つ
も
る
は
し
ら
す
雲　

の
ち
り
峯
い
や
高　

く
み
ゆ
る
空　

哉
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塵　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　

か
な
」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塵　
　
　
　

た
か　

見

（
彰
）　　

麓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塵　
　

嶺　

た
か　

見　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

ふ
も
と
よ
り
つ
も
る
は
し
ら
す
雲　

の
塵　

嶺
い
や
た
か
く
み
ゆ
る
空　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塵　

嶺　
　

た
か

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も　

塵　

嶺　
　

た
か　
　
　
　

そ
ら
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も　

塵　

み
ね　

た
か　

見　
　

そ
ら
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　
　

た
か　

見

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　

い
ま　
　
　
　
　

の
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み

（
書
）　　

い
ま　
　
　
　
　

の
み

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

の
み

（
静
）

＊
（
静
）
＝
（
国
）
＝
（
内
）。「
の
み
」
以
外
は
（
三
）
も
同
一
表
記
。

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

の
み

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

の
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

剣

（
続
書
）　

い
ま　
　
　
　
　

の
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み　
　

」

（
続
内
）　

い
ま　
　
　
　
　

の
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み

（
神
2
）　

い
ま　
　
　
　
　

の
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み　
　

」

百
八
番
左　

寄
車
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　

つ
ゐ
に
我　

身
を
う
ち
川
の
空　

車
煙　
　

た
て
ゝ
も
誰　

か
問
は
ま
し

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　

む
な　
　
　
　

立　

と
て
た
れ　

と

＊
（
大
）
は
他
本
「
た
て
ゝ
も
」
と
す
る
の
に
「
立
と
て
」
と
作
る
。（
大
）
の
改
稿
か
。

（
ノ
）　　
　
　
　

わ
れ　
　

宇
治　
　

む
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　

」

＊
（
ノ
）
は
（
大
）
の
「
立
と
て
」
に
従
っ
て
い
な
い
。

（
彰
）　　
　
　
　

わ
れ　
　

宇
治　
　
　
　
　
　
　
　

立　

と
て
た
れ　

と

（
明
）　　

つ
ゐ
に
わ
れ
身
を
う
ち
川
の
む
な
車
煙　
　

た
て
ゝ
も
た
れ
か
と
は
ま
し
」（
六
九
オ
）

＊
（
明
）
段
階
で
（
内
）
に
戻
る
。

（
伊
）　　

終　

に
わ
れ　
　
　
　
　
　

む
な　

け
ふ
り　
　
　
　

た
れ　

と

（
島
）　　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　

む
な　

け
ふ
り　
　
　
　

た
れ　

と

（
祐
）　　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　

む
な　

け
ふ
り　
　
　
　

た
れ　

と

（
書
）　　
　
　
　

わ
れ　
　

宇
治　
　

む
な　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

と

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
内
）　　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て

＊
（
内
）
は
末
句
が
他
本
「
た
と
ふ
と
も
」
を
「
た
と
ふ
と
て
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

思　

ひ
は　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　
　
　

く
ち

＊
（
神
1
）
は
「
思
ひ
は
ひ
」
の
「
は
」
が
独
自
文
。
書
き
損
じ
か
。

（
続
）　　

思　

ひ
侘　

い　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　
　
　

く
ち

＊
（
続
）
は
末
句
「
た
と
ふ
と
も
」
に
「
た
と
れ
と
て
イ
」
と
傍
書
。
お
そ
ら
く
「
た
と
ふ
と

て
」
の
間
違
い
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
異
文
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
書
）　

思　

ひ
侘　

い　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　

わ
か　

く
ち

（
続
内
）　

思　

ひ
侘　

い　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　

わ
か　

く
ち

（
神
2
）　

思　

ひ
侘　

い　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　

わ
か　

く
ち

右　

名
所
橋

（
国
）　　

道　

あ
り
て
み
は
や
な
か
ら
の
浪
の
上　

山
か
つ
ら
き
に
く
め
の
岩　

は
し

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

（
ノ
）　　

み
ち　
　
　

見

（
彰
）　　

み
ち　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋

（
明
）　　

み
ち
あ
り
て
み
は
や
な
か
ら
の
浪
の
上　

山
か
つ
ら
き
の
く
め
の
岩　

は
し

（
伊
）　　

み
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋

（
島
）　　

み
ち

（
祐
）　　

み
ち

（
書
）　　

み
ち　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋

（
三
）　　

み
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋

（
静
）　　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋

（
内
）　　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　

波

（
神
1
）　　
　
　
　
　

見

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋

＊
（
静
）
は
「
は
や
」
の
「
は
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
い
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
に
よ
る
か
。「
ハ
」

に
見
ら
れ
る
か
ら
も
し
れ
な
い
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
ミ
セ
ケ
チ
に
し
た
方
が
こ
こ
で
の
説
明
に
な

る
か
。
こ
れ
で
よ
い
。

（
内
）　　

麓　
　
　
　

積　

る　

知
ら　
　
　
　

塵　

嶺　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　
　

た
か　

見

（
続
）　　

麓　
　
　
　

積　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
書
）　

麓　
　
　
　

積　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
内
）　

麓　
　
　
　

積　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
神
2
）　

麓　
　
　
　

積　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

百
九
番
左　

尽
恋

（
国
）　　

思　
　

わ
ひ
い
ね
つ
る
程　

の
夢
路
と
へ
我　

身
朽　

た
る
木
に
た
と
ふ
と
も

（
大
）　　
　
　
　

侘　

い　
　
　

ほ
と

＊
（
大
）
段
階
で
「
た
と
ふ
と
も
」
と
改
稿
か
。

（
ノ
）　　

お
も
ひ
侘　

い　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　

わ
か

（
彰
）　　

思　

ひ
侘　

い　
　
　

ほ
と　
　
　
　
　
　
　
　

く
ち　
　
　
　
　
　
　

共

（
明
）　　

お
も
ひ
わ
ひ
い
ね
つ
る
ほ
と
の
夢
ち
と
へ
我　

身
朽　

た
る
木
に
た
と
ふ
と
も

（
伊
）　　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　

ち

（
島
）　　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　

ち　
　

」

（
祐
）　　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　

ち　
　

」

（
書
）　　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　

ほ
と

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
。「
夢
路
さ
へ
」
と
い
う
本
文
を
持
つ
。（
三
）
は
他
本
で
校
訂
し
て

い
な
い
。（
三
）
段
階
で
一
旦
「
さ
へ
」
に
し
た
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と

＊
（
静
）
は
「
夢
路
さ
へ
」
の
「
さ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
と
」
と
傍
書
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
国
）　　

誰　

世
を
か
わ
れ
松　

の
戸
の
夕
あ
ら
し
霜　

に
か
た
ふ
く
陰　

と
成　

身
に

＊
（
国
）
と
（
内
）
は
末
句
、（
大
）・（
明
）
系
「
か
け
そ
つ
れ
な
き
」
と
す
る
の
に
、「
陰
と

成
身
に
」
と
作
る
。
述
懐
の
意
味
合
い
を
帯
び
さ
せ
る
の
に
は
、（
明
）・（
内
）
の
方
が
よ
い
。

最
終
形
態
か
。

（
大
）　　

た
か　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
そ
つ
れ
な
き

＊
（
大
）
段
階
で
「
か
け
そ
つ
れ
な
き
」
と
改
稿
し
た
か
。

（
ノ
）　　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
つ
れ
な
き

（
彰
）　　

た
か　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
そ
つ
れ
な
き

（
明
）　　

た
か
世
を
か
わ
れ
松　

の
戸
の
夕
嵐　
　

霜　

に
か
た
ふ
く
陰　

そ
つ
れ
な
き
」

 

（
六
九
ウ
）

（
伊
）　　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　

影　

そ
つ
れ
な
き

（
島
）　　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
つ
れ
な
き
」

（
祐
）　　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
そ
つ
れ
な
き
」

（
書
）　　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
そ
つ
れ
な
き

（
三
）　　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
つ
れ
な
き

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
つ
れ
な
き
」

＊
（
静
）
は
（
大
）・（
ノ
）
と
同
文
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る

＊
（
内
）
＝
（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐

＊
（
神
1
）
と
（
内
）
は
（
国
）
と
同
文
。

（
続
）　　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　
　

し
も　
　
　
　
　

か
け
そ
つ
れ
な
き

＊
（
続
）
は
「
そ
つ
れ
な
き
」
に
「
と
な
る
身
に
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）（
国
）
と
同

文
。

（
続
書
）　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　
　

し
も　
　
　
　
　

か
け
そ
つ
れ
な
き

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋

百
十
番
左　

寄
月
忍
恋

（
国
）　　

灯　
　
　

は
あ
れ
と
も
月
の
か
た
は
ら
に
出　

て
か
つ
み
る
露
の
玉　

章

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

つ
さ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
さ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
　ゝ
　

見　
　
　
　
　

つ
さ

（
明
）　　

灯　
　
　

は
あ
れ
と
も
月
の
か
た
は
ら
に
出　

て
か
つ
み
る
露
の
玉　

つ
さ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
さ
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
さ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　

つ
さ

＊
（
内
）
は
「
か
つ
み
る
」
の
「
み
」
が
脱
字
。「
玉
章
」
に
小
書
き
で
「
別
本
」
と
傍
書
。

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
　ゝ
　
　
　
　
　

た
ま

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
　ゝ
　
　
　
　
　

た
ま

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
　ゝ
　

見

（
続
）　　

と
も
し
火

（
続
書
）　

と
も
し
火　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

と
も
し
火　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

と
も
し
火　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

松
戸
夕
嵐
」（
神
1
）（
書
）（
彰
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
続
内
）　　
　
　
　

む
か　
　

匂　

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　

な
み

（
神
2
）　　
　
　
　

む
か　
　

匂　

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

＊
（
神
2
）
は
「
滝
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
津
」
と
傍
書
。

右　

山
家
待
友
」（
三
）

（
国
）　　

今　

さ
ら
に
な
に
と
夕
の
松　

の
風　

我　

も
一
木
そ
声　

な
い
さ
め
そ

＊
（
国
）・（
内
）
は
（
明
）
系
が
「
一
木
と
」
と
す
る
の
を
「
一
木
そ
」
と
作
っ
た
。
最
終
形

態
だ
ろ
う
。

（
大
）　　
　
　

更　

に
た
れ
を
か
松
の
夕
嵐　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
大
）
は
（
明
）
で
ミ
セ
ケ
チ
で
変
更
さ
れ
る
前
の
初
期
形
態
を
示
し
て
い
る
。

（
ノ
）　　

い
ま　
　
　

た
れ
を
か
松
の
夕
嵐　
　

わ
れ　
　
　

と

＊
（
ノ
）
＝
（
大
）
＝
（
彰
）。

（
彰
）　　

い
ま　
　
　

誰　

を
か
松
の
夕
嵐　
　

わ
れ　
　
　

と
こ
ゑ

（
明
）　　

い
ま
さ
ら
に
な
に
と
夕
の
松　

の
風　

わ
れ
も
一
木
と
声　

な
い
さ
め
そ

＊
（
明
）
は
、「
た
れ
を
か
」
ミ
セ
ケ
チ
「
な
に
と
夕
の
」、「
夕
嵐
」
ミ
セ
ケ
チ
「
風
」
と
改

稿
。（
明
）
に
よ
っ
て
、（
大
）
の
改
稿
が
改
訂
さ
れ
た
。

（
伊
）　　

い
ま　
　
　

な
に
と
夕
の　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　

と

（
島
）　　

い
ま　
　
　

な
に
と
夕
の　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　

と

（
祐
）　　

い
ま　
　
　

な
に
と
夕
の
ま
つ
の
か
せ
わ
れ　
　
　

と

（
書
）　　

い
ま　
　
　

な
に
と
夕
の
松　

の
風　

わ
れ　
　
　

と
こ
ゑ

＊
（
書
）
は
「
た
れ
を
か
」
ミ
セ
ケ
チ
「
な
に
と
夕
の
」、「
夕
嵐
」
ミ
セ
ケ
チ
「
風
」
と
訂
正
。

こ
の
訂
正
は
（
明
）
と
同
じ
だ
が
、
本
文
は
（
内
）
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
他
筆
で
は
な
い
か
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　

誰
を
か
松
の
夕
あ
ら
し　
　
　
　
　
　

と

＊
（
三
）
＝
（
静
）、（
三
）
は
（
書
）
の
訂
正
前
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

誰
を
か
松
の
夕
あ
ら
し　
　
　
　
　
　

と

＊
（
静
）
は
（
大
）・（
ノ
）
と
同
文
。（
大
）・（
ノ
）
系
を
見
て
そ
う
し
た
の
か
は
存
疑
。

（
続
内
）　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　
　

し
も　
　
　
　
　

か
け
そ
つ
れ
な
き

（
神
2
）　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐　
　

し
も　
　
　
　
　

か
け
そ
つ
れ
な
き

百
十
一
番
左　

詞
和
不
逢
恋
」（
国
）（
ノ
）

（
国
）　　

山
風　

に
向　

へ
は
に
ほ
ふ
声　

な
か
ら
お
ら
れ
ぬ
花
や
滝
津
岩
な
み

＊
（
国
）
と
（
内
）
は
末
句
、（
大
）・（
明
）
系
が
「
花
の
滝
津
岩
な
み
」
と
す
る
の
に
、「
花

や
滝
津
岩
な
み
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　

む
か　
　

匂　

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　

つ

（
ノ
）　　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
彰
）　　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　

を

（
明
）　　

山
風　

に
む
か
へ
は
に
ほ
ふ
声　

な
か
ら
お
ら
れ
ぬ
花
の
滝
津
岩
な
み

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
島
）　　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
祐
）　　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
書
）　　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
三
）　　
　

か
せ　

む
か　
　

匂　

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

＊
（
三
）
＝
（
静
）
同
一
本
文
。

（
静
）　　
　
　
　
　

む
か　
　

匂　

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　

浪

＊
（
静
）
は
（
大
）・（
ノ
）
と
同
文
。

（
内
）　　
　

か
せ　

む
か　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
内
）
＝
（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ

＊
（
神
1
）・（
内
）
は
（
国
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　

む
か　
　

匂　

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　

つ

＊
（
続
）
は
「
花
の
」
の
「
の
」
に
「
や
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）・（
国
）
と
同
文
。

（
続
書
）　　
　
　
　

む
か　
　

匂　

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
。（
三
）
段
階
で
「
は
か
な
き
」
と
改
訂
し
た
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

習　
　

を

＊
（
静
）
は
末
句
「
か
な
き
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
る
け
き
」

（
内
）　　
　
　
　
　
　

打　

と　
　
　
　

ま
ね　

と　
　
　
　

か
せ
き
の

＊
（
内
）
は
「
ま
ね
く
と
も
」「
よ
ら
ぬ
か
せ
き
の
」
が
独
自
本
文
。
か
せ
き
＝
鹿
は
「
寄
獣

恋
」
に
は
ふ
さ
わ
し
い
か
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ね　
　
　
　
　
　

か
せ
き
の

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
「
ま
ね
く
に
も
」
を
除
い
て
同
文
。「
か
せ
き
の
」
で
は
（
続
）
と

も
同
文

（
続
）　　

更　

に　
　

打　

と　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　

か
せ
き
の

＊
（
続
）
は
「
更
に
」
に
「
さ
ら
は
イ
」
と
傍
書
。
異
文
お
よ
び
独
自
本
文
は
（
内
）
と
同
文
。

「
か
せ
き
の
」
は
（
内
）
系
と
の
校
訂
に
よ
る
か
。

（
続
書
）　　
　

に　
　

打　

と　
　
　
　

ま
ね　

と　
　
　
　
　
　
　
　

な
か

（
続
内
）　　
　

に　
　

打　

と　
　
　
　

ま
ね　

と　
　
　
　
　
　
　
　

な
か　

春　

け　

」

（
神
2
）　　
　

に　
　

打　

と　
　
　
　

ま
ね　

と　
　
　
　
　
　
　
　

な
か

＊
（
続
書
）・（
神
2
）
は
「
な
ら
ひ
を
」
と
す
る
。（
続
）
系
は
「
さ
ら
に
」
が
独
自
本
文
。

「
ま
ね
く
と
も
」
は
（
内
）
と
同
文
。

右　

嶺
樹
猿
」（
島
）（
祐
）（
内
）（
彰
）

（
国
）　　

さ
ひ
し
さ
は
峯　

た
つ
鹿　

の
声　

よ
り
も
冬
に
ま
し
ら
の
椎
の
下　

か
せ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

立　

し
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

み
ね
立　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ　
　
　
　

風

＊
（
ノ
）
は
「
ま
し
ら
ぬ
」
と
作
る
。
連
想
に
よ
る
書
き
損
じ
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

嶺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
明
）　　

さ
ひ
し
さ
は
み
ね
立　

鹿　

の
こ
ゑ
よ
り
も
冬
に
ま
し
ら
の
椎
の
下　

風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

み
ね
立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
」

（
三
）
が
そ
う
な
っ
て
い
る
た
め
。

（
内
）　　
　
　

更　
　

何　
　
　
　
　
　
　

か
せ
わ
れ

＊
（
内
）
＝
（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　

更　
　

た
れ
を
か
松
の
夕
嵐　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　

み

＊
（
続
）
は
（
大
）
と
同
文
の
「
た
れ
を
松
の
夕
嵐
」
に
「
何
と
夕
の
松
の
風
イ
」
を
傍
書
、

「
一
木
と
」
の
「
と
」
に
「
そ
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
、（
内
）・（
国
）
と
同
文
。

（
続
書
）　　
　

更　
　

た
れ
を
か
松
の
夕
嵐　
　

わ
れ　
　
　

と　
　
　
　
　
　

み

（
続
内
）　　
　

更　
　

た
れ
を
か
松
の
夕
嵐　
　

わ
れ　
　
　

と　
　
　
　
　
　

み

＊
（
続
書
）・（
続
内
）
は
「
い
さ
み
そ
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　

更　
　

た
れ
を
か
松
の
夕
嵐　
　

わ
れ　
　
　

と

＊
（
続
）
系
は
（
大
）（
ノ
）
と
同
文
。

百
十
二
番
左　

寄
獣
恋
」（
内
）

（
国
）　　

さ
ら
は
わ
れ
う
つ
と
も
さ
ら
し
招　

く
に
も
よ
ら
ぬ
な
ら
ひ
を
中　

そ
は
る
け
き

（
大
）　　
　
　
　

我　

う　
　
　
　
　
　

ま
ね

＊
（
大
）
段
階
で
最
終
形
態
に
改
訂
か
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ　
　

ま
ね

＊
（
ノ
）
は
「
つ
ら
し
」
の
「
つ
」
に
「
さ
歟
」
と
傍
書
。
校
訂
し
た
跡
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ね

（
明
）　　

さ
ら
は
わ
れ
う
つ
と
も
さ
ら
し
ま
ね
く
に
も
よ
ら
ぬ
な
ら
ひ
を
中　

そ
は
る
け
き

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ね

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ね

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ね

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ね

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
き
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
三
）　　

奥　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　

奥　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
内
）　　

お
き
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

碇　
　

な
は
波

（
神
1
）　

仲　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　

碇　
　

縄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
神
1
）「
仲
」
は
「
沖
」
の
書
き
損
じ
か
。

（
続
）　　
　
　

つ
風　
　
　

ふ
き　
　
　
　
　
　

な
は

（
続
書
）　　
　
　

風　
　
　

ふ
き　
　
　
　
　
　

な
は

（
続
内
）　　
　
　

風　
　
　

ふ
き　
　
　
　
　
　

な
は

（
神
2
）　　
　
　

風　
　
　

ふ
き　
　
　
　
　
　

な
は

右　
　

浦
鶴
鳴
月
」（
書
）

（
国
）　　

い
に
し
へ
の
道
は
な
に
は
の
都　
　

鳥　

月
に
は
有　

て
た
つ
そ
鳴　

な
る

＊
（
国
）・（
内
）
は
（
大
）・（
明
）「
い
に
し
へ
の
道
」
と
す
る
の
を
「
い
に
し
へ
の
跡
」
と

作
る
。「
な
に
は
の
都
」
と
連
関
さ
せ
る
と
、「
跡
」
の
方
が
よ
い
か
。
最
終
段
階
だ
ろ
う
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

跡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

跡　

難　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

跡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　

な
く

（
明
）　　

い
に
し
へ
の
跡
は
難　

波
の
都　
　

鳥　

月
に
は
あ
り
て
た
つ
そ
鳴　

な
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

跡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　

な
く

（
島
）　　
　
　
　
　
　

跡　
　
　
　
　

み
や
こ
と
り　
　
　

あ
り

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

跡　
　
　
　
　

み
や
こ
と
り　
　
　

あ
り　
　
　
　

な
く

（
書
）　　
　
　
　
　
　

跡　

難　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り

（
三
）　　

古　
　
　

の
跡　
　
　
　
　
　
　
　

と
り　
　
　

あ
り

＊
（
三
）
＝
（
静
）
は
同
一
本
文
。

（
静
）　　

古　
　
　

の
跡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り

（
島
）　　
　
　
　
　
　

み
ね
立　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

み
ね
立　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
風

（
書
）　　
　
　
　
　
　

嶺　

立　

鹿　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　

嶺　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ

＊
（
三
）
も
「
ま
し
ら
ぬ
」
と
作
る
。
同
じ
く
連
想
に
よ
る
書
き
損
じ
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

嶺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

立　
　
　
　

こ
ゑ

（
神
1
）　　
　
　
　
　

嶺　

立　

鹿　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
続
）　　
　
　
　
　
　

み
ね　
　

し
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
続
書
）　　
　
　
　
　

み
ね　
　

し
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）
脱
文
（
百
十
二
右
か
ら
百
十
六
左
ま
で
は
百
廿
番
左
以
降
に
移
る
。
落
丁
の
一
種
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　
　

し
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
神
2
）　　
　
　
　
　

み
ね　
　

し
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

百
十
三
番
左　

俄
変
約
恋
」（
静
）（
神
1
）

（
国
）　　

沖　

津
か
せ
ま
ほ
吹　

か
へ
て
い
か
り
縄　

浪　

の
た
ゝ
ち
に
と
ま
る
舟　

哉
」

（
大
）　　

奥　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ね
か
な

（
ノ
）　　

奥　
　

風　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
ノ
）
は
「
に
ほ
吹
」
と
つ
く
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
彰
）　　

奥　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

奥　

津
風　

ま
ほ
吹　

か
へ
て
い
か
り
縄　

浪　

の
た
ゝ
ち
に
と
ま
る
舟　

哉
」

 

（
七
〇
オ
）

（
伊
）　　

奥　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
島
）　　

奥　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ね
か
な

（
祐
）　　

奥　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ね
か
な

（
書
）　　

奥　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　

し
る　
　

間
暮

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　

し
る　
　

ま
暮　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　

し
る　
　

間
暮

右　

山
家
惜
花
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

花　

よ
り
も
わ
れ
そ
嵐　
　

の
松
か
本　

さ
そ
は
れ
や
す
き
露
の
身
に
し
て

（
大
）　　
　
　
　
　
　

我　

そ　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　

安　

き　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

我　

そ

（
明
）　　

花　

よ
り
も
わ
れ
そ
嵐　
　

の
松
か
も
と
さ
そ
は
れ
や
す
き
露
の
身
に
し
て

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　

も
と

（
祐
）　　

は
な　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　

も
と

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

（
三
）　　
　
　
　
　
　

我　

そ
あ
ら
し

＊
（
三
）
＝
（
静
）、
但
し
「
あ
ら
し
」
以
外
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

我　

そ

（
内
）　　
　
　
　
　
　

我　

そ
あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

＊
（
内
）
＝
（
三
）、
但
し
「
み
」
以
外
。

（
神
1
）

＊
（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
続
）　　
　
　
　
　
　

我　

そ
あ
ら
し　
　
　

も
と

（
続
書
）　　
　
　
　
　

我　

そ
あ
ら
し　
　
　

も
と

（
続
内
）　　
　
　
　
　

我　

そ
あ
ら
し　
　
　

も
と

（
神
2
）　　
　
　
　
　

我　

そ
あ
ら
し　
　
　

も
と

＊
（
静
）
は
（
大
）・（
ノ
）
と
同
文
。

（
内
）　　

古　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　

な
く

＊
（
内
）
＝
（
神
1
）
＝
（
国
）。

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　

跡　

難　

波　

み
や
こ　
　
　
　
　

あ
か
て
田
鶴

＊
（
続
）
系
は
「
あ
か
て
」
が
独
自
本
文
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　

跡　

難　

波　

み
や
こ　
　
　
　
　

あ
か
て
田
鶴

（
続
内
）　　
　
　
　
　

跡　

難　

波　

み
や
こ
嶋　
　
　
　

あ
か
て
田
鶴

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
み
や
こ
鳥
」
を
「
み
や
こ
嶋
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　

跡　

難　

波　

み
や
こ　
　
　
　
　

あ
か
て
田
鶴

百
十
四
番
左　

寄
秋
露
恋

（
国
）　　

露
は
ら
ふ
袖
を
や
す
め
ぬ
秋
の
き
て
恋
の
は
て
知　

夕　

ま
く
れ
哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る　
　
　

暮

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る　
　
　

暮　

か
な

（
明
）　　

露
は
ら
ふ
袖
を
や
す
め
ぬ
秋
の
き
て
恋
の
は
て
し
る
夕　

ま
く
れ
か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る　
　
　
　
　

か
な

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　

し
る　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　

し
る
ゆ
ふ　
　
　

か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　

し
る　
　

間
暮
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
彰
）　　

閑
居
待
友

（
明
）　　

閑
居
待
友

（
伊
）　　

閑
居
待
友

（
島
）　　

閑
居
待
友

（
祐
）　　

閑
居
待
友

（
書
）　　

閑
居
待
友

（
三
）　　

閑
居
松

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
内
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　

閑
居
松

＊
（
静
）
は
「
閑
居
待
友
」
と
あ
っ
た
も
の
を
そ
の
上
に
「
友
」
を
墨
消
し
。
こ
れ
は
か
な
り

消
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
待
」
の
上
に
「
松
」
と
書
き
、
改
め
て
「
松
」
と
傍
書
し
て
い
る
。

ど
う
し
て
（
大
）・（
ノ
）
で
は
な
く
、（
国
）
に
し
た
の
か
、
歌
に
よ
る
か
。
歌
は
（
大
）
を

と
っ
て
い
る
の
で
、
混
乱
が
原
因
で
は
な
い
か
。

（
内
）　　

閑
居
松

＊
（
内
）
＝
（
国
）
＝
（
三
）。

（
神
1
）　

閑
居
松
友

（
続
）　　

閑
居
松
友

（
続
書
）　

閑
居
松
友

（
続
内
）　

閑
居
松
友

（
神
2
）　

閑
居
松
友

（
国
）　　

露　

の
身
よ
わ
れ
き
え
は
て
は
宿　

の
松　

誰　

と
と
も
に
か
年　

を
送　

ら
ん

＊
（
国
）・（
内
）
は
（
大
）・（
明
）「
い
つ
ま
て
と
わ
れ
す
み
は
て
は
」
を
「
露
の
身
よ
わ
れ

き
え
は
て
は
」
と
作
る
。
つ
ま
り
、「
松
」
に
目
が
注
が
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
題
と
対
応
し
て

い
る
の
は
明
ら
か
。
最
終
形
態
だ
ろ
う
。

（
大
）　　

い
つ
ま
て
と
我　

住　

す
て
は
や
と　
　
　

た
れ

（
ノ
）　　

い
つ
ま
て
と
わ
れ
住　

す
て
は　
　
　
　
　

た
れ　

友　
　
　
　
　

を
く

百
十
五
番
左　

深
夜
逢
恋

（
国
）　　

深　

に
け
り
い
か
に
と
問
へ
は
よ
ひ
の
ま
は
人
し
つ
め
て
と
う
ち
そ
か
た
ふ
く

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

（
ノ
）　　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　

ゝ

（
彰
）　　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　

と

（
明
）　　

ふ
け
に
け
り
い
か
に
と
ゝ
へ
は
よ
ひ
の
ま
は
人
し
つ
め
て
と
う
ち
そ
か
た
ふ
く

（
伊
）　　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　

ゝ

（
祐
）　　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　

と

（
書
）　　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　

と

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
神
1
）
＝
（
内
）、「
と
」
以
外
は
（
国
）
も
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
続
）　　

更　

に　
　
　
　
　
　

と　
　

宵　

の
間　
　

鎮　

め

（
続
書
）　

更　

に　
　
　
　
　
　

と　
　

宵　

の
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

更　

に　
　
　
　
　
　

と　
　

宵　

の
間

（
神
2
）　

更　

に　
　
　
　
　
　

と　
　

宵　

の
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　
　
　

閑
居
松
」
七
八
（
国
）（
神
1
）

（
国
）　　

閑
居
松

＊
（
国
）・（
内
）
は
「
閑
居
松
」、（
大
）・（
明
）
は
「
閑
居
待
友
」
で
あ
る
。
但
し
、
歌
も
大

き
く
異
な
る
の
で
、
歌
確
定
後
、
題
も
改
め
た
と
み
て
よ
い
か
。

（
大
）　　

閑
居
待
友

（
ノ
）　　

閑
居
待
友
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　

と　
　
　

き

＊
（
大
）
は
他
本
「
ゆ
か
り
に
」
を
「
ゆ
か
り
と
」
と
作
る
。（
大
）
に
よ
る
改
編
か
。
但
し
、

（
ノ
）
に
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ
き　
　

ん

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
に
ほ
ひ
き　
　

ん

（
明
）　　

紫　
　
　

の
色　

に
は
あ
ら
て
か
は
桜　
　

な
に
を
ゆ
か
り
に
に
ほ
ひ
き
ぬ
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ
き

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ
き　
　

ん

（
祐
）　　

む
ら
さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ
き　
　

ん

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ
き　
　

ん

（
三
）　　
　
　
　
　
　

う
へ　
　
　
　
　
　

え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

＊
（
三
）
は
「
は
」
を
書
き
損
じ
で
「
え
」
と
し
た
か
。「
う
へ
」
は
共
通
。（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

う
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

＊
（
静
）
は
他
本
「
色
」
を
「
う
へ
」
と
す
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ
き

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ
き　
　

ん

（
続
）　　

む
ら
さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何　
　
　
　
　
　

匂　

ひ
き　
　

ん

（
続
書
）　

む
ら
さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
何　
　
　
　
　
　

匂　

ひ
き　
　

ん

（
続
内
）　

む
ら
さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
何　
　
　
　
　
　

匂　

ひ
き　
　

ん

（
神
2
）　

む
ら
さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
何　
　
　
　
　
　

匂　

ひ
き　
　

ん

右　

旅
宿
月
」（
ノ
）（
書
）（
彰
）

（
国
）　　

く
る
し
く
は
う
ち
ね
よ
と
て
や
曇　
　

ら
ん
山
路
を
宿　

に
送　
　

夜
の
月

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る　
　
　
　
　

や
と　

送　

る
よ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
く
る

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る　
　
　
　
　

や
と　

を
く
る

（
彰
）　　

い
つ
ま
て
と
わ
れ
す
み
は
て
は
や
と　
　
　

た
れ　

友

＊
（
彰
）
は
（
明
）
と
同
一
表
記
。「
す
み
は
て
は
」

（
明
）　　

い
つ
ま
て
と
わ
れ
す
み
は
て
は
や
と
の
松　

た
れ
と
友　

に
か
年　

を
く
ら
ん
」

 

（
七
〇
ウ
）

（
伊
）　　

い
つ
ま
て
と
わ
れ
す
み
す
て
は　
　
　

ま
つ
た
れ　

友

（
島
）　　

い
つ
ま
て
と
わ
れ
す
み
す
て
は
や
と　
　
　

た
れ　

友　
　
　
　
　

を
く　
　
　

」

（
祐
）　　

い
つ
ま
て
と
わ
れ
す
み
す
て
は
や
と　
　
　

た
れ　

友　
　
　

と
し
を
く　
　
　

」

（
書
）　　

い
つ
ま
て
と
わ
れ
す
み
す
て
は　
　
　
　
　

た
れ　

友　
　
　
　
　

を
く

＊
（
書
）
は
（
明
）
と
同
文
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　

我　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ

（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
神
1
）
＝
（
内
）
＝
（
続
）
系
＝
（
国
）。

（
静
）　　

い
つ
ま
て
と
我　

す
み
す
て
は　
　
　
　
　

た
れ

＊
（
静
）
は
「
い
つ
ま
て
か
我
す
み
す
て
」
が
一
旦
、
墨
消
し
さ
れ
、
復
活
し
て
い
る
。
そ
の

横
に
「
露
の
身
よ
わ
れ
き
え
は
て
は
」
が
傍
書
さ
れ
、
墨
で
消
さ
れ
て
い
る
。
最
終
的
に

（
大
）・（
ノ
）
に
戻
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

消　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

消　

は　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

友　
　
　
　
　
　
　
　

む

＊
（
神
1
）
は
（
内
）・（
国
）・（
続
）
系
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　

我　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

ゝ
も

＊
（
続
）
は
（
内
）・（
国
）
と
同
文
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　

我　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

ゝ
も

（
続
内
）　　
　
　
　
　

あ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

ゝ
も

（
神
2
）　　
　
　
　
　

我　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

ゝ
も

百
十
六
番
左　

寄
花
恋

（
国
）　　

紫　
　
　

の
色　

に
は
あ
ら
て
か
は
桜　
　

な
に
を
ゆ
か
り
に
匂　
　

来
ぬ
ら
む
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
は

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
は

＊
（
静
）
は
（
大
）・（
ノ
）
と
同
文
。

（
内
）　　
　
　

波　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
は

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　

て　
　

業　
　
　
　

海
士

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て　
　
　
　
　
　
　

海
士　
　
　

な
は

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て　
　
　
　
　
　
　

海
士　
　
　

な
は

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て　
　
　
　
　
　
　

海
士　
　
　

な
は

＊
（
続
）
系
は
「
け
た
し
と
て
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

右　

野
旅
宿
」（
島
）（
祐
）（
静
）（
三
）

（
国
）　　

明　

ぬ
と
て
は
か
な
の
夢
や
枕　
　

に
は
月
を
残　

し
て
ゐ
な
の
篠　

原　

」

＊
（
国
）
は
（
内
）
を
含
め
て
「
い
な
」
と
す
る
の
を
「
ゐ
な
」
と
作
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
仮

名
遣
い
は
よ
い
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　
　
　
　
　

さ
ゝ
原
」

（
ノ
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　
　

い　
　

笹

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　
　

い　
　

さ
ゝ
は
ら

（
明
）　　

あ
け
ぬ
と
て
は
か
な
の
夢
や
枕　
　

に
は
月
を
の
こ
し
て
い
な
の
さ
ゝ
は
ら

（
伊
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い　
　

さ
ゝ
は
ら
」

（
島
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　
　

い　
　

さ
ゝ
は
ら

（
祐
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
く
ら　
　
　
　

の
こ　
　
　
　
　

さ
ゝ
は
ら

＊
（
島
）
は
「
い
な
」
と
し
、（
祐
）
は
「
ゐ
な
」
と
す
る
。
猪
名
だ
か
ら
「
ゐ
な
」
が
正
し

い
。

（
書
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　
　

い　
　

さ
ゝ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　
　

い　
　

さ
ゝ

（
明
）　　

く
る
し
く
は
う
ち
ね
よ
と
て
や
く
も
る
ら
む
山
ち
を
や
と
に
を
く
る
夜
の
月

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る　
　
　
　
　

や
と　

を
く
る

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る　
　
　

ち　

や
と　

を
く
る

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る　

む　

ち　

や
と　

を
く
る

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る　

む　
　
　
　
　
　

を
く
る

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
る

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）　　

苦　

し　
　
　
　
　

に　
　
　

曇　

る　
　
　
　
　

や
と　

お
く
る

＊
（
続
）
は
他
本
「
う
ち
ね
よ
」
の
「
よ
」
を
「
に
」
に
作
る
。
誤
読
に
よ
る
も
の
か
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　

曇　

る　
　
　
　
　

や
と　

お
く
る

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　

曇　

る　
　
　
　
　

や
と　

お
く
る

＊
（
続
書
）・（
続
内
）
は
「
う
ち
ね
に
」
と
作
る
。
理
由
は
「
よ
」
と
「
に
」
の
誤
読
だ
ろ
う
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

る　
　
　
　
　

や
と　

お
く
る

百
十
七
番
左　

押
涙
悔
恋

（
国
）　　

よ
る
浪　

に
さ
す
か
お
も
ひ
を
け
た
し
と
の
身
の
わ
さ
つ
ら
き
あ
ま
の
た
く
縄

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
は

（
ノ
）　　
　
　

波

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜑

（
明
）　　

よ
る
浪　

に
さ
す
か
思　

ひ
を
け
た
し
と
の
身
の
わ
さ
つ
ら
き
あ
ま
の
た
く
縄

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
士

（
島
）

（
祐
）　　
　
　

な
み

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
内
）
は
末
句
を
「
こ
ゝ
ろ
を
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め
む

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め

右　
　
　

峯
雲
」（
彰
）

（
国
）　　

峯

（
大
）　　

嶺

（
ノ
）　　

峯

（
彰
）　　

嶺

（
明
）　　

嶺

（
伊
）　　

嶺

（
島
）　　

嶺

（
祐
）　　

嶺

（
書
）　　

嶺

（
三
）　　

嶺

（
静
）　　

嶺

（
内
）　　

嶺

（
神
1
）　

嶺

（
続
）　　

嶺

（
続
書
）　

嶺

（
続
内
）　

嶺

（
神
2
）　

嶺

（
国
）　　

雨
と
な
り
朝　
　

に
契　
　

行　

ゑ
に
や
今　

も
別　

る
ゝ
嶺　

の
よ
こ
雲

＊
（
三
）
＝
（
内
）、「
さ
ゝ
」
以
外
は
（
静
）
も
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　
　

い

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　
　

い　
　

さ
ゝ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　
　
　
　
　

さ
ゝ
は
ら

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　
　
　
　
　

さ
ゝ
は
ら
」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ゝ
は
ら

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　
　
　
　
　

さ
ゝ
は
ら
」

百
十
八
番
左　

寄
石
恋
」（
神
1
）

（
国
）　　

い
か
に
し
て
筆
を
も
染　

ん
紫　
　
　

の
硯　
　

の
石　

の
か
た
き
こ
ゝ
ろ
は

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め
む　
　
　
　
　

す
ゝ
り　
　
　
　
　
　
　

心

＊
（
大
）
段
階
で
「
心
は
」
と
改
編
し
た
か
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め
む

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
し　
　
　
　
　
　
　

を

＊
（
彰
）
は
末
尾
が
（
内
）
と
同
じ
く
「
を
」
と
作
る
。

（
明
）　　

い
か
に
し
て
筆
を
も
そ
め
ん
紫　
　
　

の
硯　
　

の
石　

の
か
た
き
心　
　

は
」

 
（
七
一
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め
む
む
ら
さ
き

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め
む
む
ら
さ
き

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
し
の　
　
　

こ
ゝ
ろ
を
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

（
大
）　　

思　
　

つ　
　
　

岩　

ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

岩　

ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　

て　
　
　
　

と
な
り　
　

」

（
彰
）　　

思　

ひ　
　
　
　

岩　

ほ　

あ
は
ひ
か
ひ
蜑　
　
　
　
　
　
　

と
也

（
明
）　　

お
も
ひ
つ
く
浪
の
岩　

ほ
の
蚫　
　

貝　

あ
ま
の
手
に
と
る
中
と
な
り
ぬ
る

（
伊
）　　

思　

ひ　
　
　
　

岩　

ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
ほ　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
り

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
ほ　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
り

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

岩　

ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　

て　
　
　
　

と

（
三
）　　

思　

×
つ　
　
　

岩　

ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
り

＊
（
三
）
＝
（
静
）。
但
し
、「
な
り
」
以
外
。

（
静
）　　

思　

×
つ　
　
　

岩　

ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

＊
（
静
）
は
（
大
）・（
ノ
）
と
同
文
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

波　

い
は
ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

＊
（
内
）
は
末
句
「
成
か
な
」
の
「
か
な
」
を
消
し
て
「
ぬ
る
」
と
傍
書
。

（
神
1
）　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
ほ　

あ
は
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

い
は
ほ　

あ
は
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

い
は
ほ　

あ
は
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
り

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

い
は
ほ　

あ
は
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

右　

旅
泊
夢
」（
書
）

（
国
）　　

空　

蟬　

の
わ
か
世
む
な
し
き
か
ら
泊　
　

さ
て
そ
は
か
な
き
夢
通　
　

ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ふ

＊
（
大
）「
と
ふ
り
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
泊
」。

（
ノ
）　　

う
つ
せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
り　
　
　
　
　
　
　
　

通　

ふ

（
彰
）　　

う
つ
せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
り　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ふ

＊
（
国
）
は
他
本
（（
内
）
も
含
む
）「
行
ゑ
と
や
」
を
「
行
ゑ
に
や
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

他
本
に
一
切
な
い
、
と
り
わ
け
、（
国
）
以
降
の
伝
本
で
あ
る
（
内
）
も
「
と
」
と
す
る
の
で
、

書
き
損
じ
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

る　
　
　

と　
　
　
　

わ
か　
　

峯

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

る　
　
　

と　
　
　
　

わ
か　
　

峯　
　

横

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

る
ゆ
く
ゑ
と　
　
　
　

わ
か　
　

峯

（
明
）　　

雨
と
な
り
朝　
　

に
契　

る
行　

ゑ
と
や
今　

も
わ
か
る
ゝ
嶺　

の
よ
こ
雲

（
伊
）　　
　
　

成　

朝　
　
　

契　

る　
　
　

と　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　

く
も

（
島
）　　
　
　
　
　

あ
し
た　

契　

る　
　
　

と　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　

く
も

（
祐
）　　
　
　
　
　

あ
し
た　

ち
き
る　
　
　

と　
　
　
　

わ
か　
　

み
ね

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
く　

と　
　
　
　

わ
か

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

る　
　
　

と　
　
　
　

わ
か

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
き
る　
　
　

と　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　

横

＊
（
静
）
は
（
大
）・（
ノ
）
と
同
文
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　

横

（
続
）　　
　
　
　
　

あ
し
た　

契　

る　
　

衛
と　

い
ま　

わ
か　
　
　
　
　

横

（
続
書
）　　
　
　
　

あ
し
た　

契　

る　
　

衛
と　

い
ま　

わ
か　
　
　
　
　

横

（
続
内
）　　
　
　
　

あ
し
た　

契　

る　
　

衛
と　

い
ま　

わ
か

（
神
2
）　　
　
　
　

あ
し
た　

契　

る　
　

衛
と　

い
ま　

わ
か　
　
　
　
　

横

百
十
九
番
左　

非
心
離
恋

（
国
）　　

お
も
ひ
つ
く
浪
の
巌　
　

の
蚫　
　

貝　

あ
ま
の
手
に
と
る
中
そ
成　

ぬ
る

＊
（
国
）
は
他
本
「
中
と
」
を
「
中
そ
」
と
作
る
。「
な
り
ぬ
る
」
と
の
係
り
結
び
で
は
「
そ
」

が
い
い
の
で
、
こ
う
し
た
か
。
し
か
も
（
内
）
は
「
と
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
や
や
微
妙
で

は
あ
る
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

（
書
）　　
　
　

鳴　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
す
哉

（
三
）　　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
三
）
＝
（
静
）、
但
し
「
こ
ゑ
」
以
外
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
す
哉

（
神
1
）　　
　

鳴　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
す

（
続
）　　
　
　

鳴　

声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ

（
続
書
）　　
　

鳴　

声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　

鳴　

声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
」

（
神
2
）　　
　

鳴　

声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

貴
賤
祝
言
」（
神
1
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

宮　

人
の
日
影　

の
糸　

も
時　

つ
風　

と
き
世
に
な
ひ
く
賤　

の
小
田
巻
」

（
大
）　　

み
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
た　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津　
　

時　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
た
ま
き
」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ　

を
た
ま
き

（
明
）　　

宮　

人
の
日
影　

の
糸　

も
時　

津
風　

時　

世
に
な
ひ
く
賤
士
の
を
た
巻
」

 

（
七
一
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津　
　

時　
　
　
　
　
　
　

士　

を
た　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
と　
　
　

津　
　

時　
　
　
　
　
　
　

士　

を
た　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
と　

と
き
津　
　

時　
　
　
　
　
　

賤
士　

を
た　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津　
　

時　

代　
　
　
　
　
　
　

を
た

（
三
）　　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　

津　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
つ　

を
た
ま
き

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
た
ま
き
」

（
内
）　　
　
　
　
　
　

か
け　

い
と　
　
　

津
か
せ　
　
　
　
　
　
　

し
つ　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　

か
け　
　
　

え　
　

津　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
た　
　

」

（
明
）　　

う
つ
せ
み
の
わ
か
世
む
な
し
き
か
ら
と
ま
り
さ
て
そ
は
か
な
き
夢
か
よ
ふ
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

空
し
き　
　
　

と
ま
り　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ふ

（
島
）　　

う
つ
せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
り　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ふ

（
祐
）　　

う
つ
せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
り　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ふ　

む

（
書
）　　

う
つ
せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
り　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ふ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ふ

＊
（
三
）
は
「
わ
か
世
を
」
の
「
を
」
に
ミ
セ
ケ
チ
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
静
）
＝
（
国
）、（
三
）
も
「
か
よ
ふ
」
以
外
同
一
表
記
。

（
内
）　　

う
つ
せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も　
　
　
　
　

か
よ
ふ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
り　
　

も

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
様
に
「
さ
て
も
」
と
作
る
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
り　
　
　
　
　
　
　
　

通　

ふ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
り　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ふ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
り　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ふ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
り　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ふ

百
廿
番
左　

寄
鳥
別
恋
」（
国
）

（
国
）　　

月
に
な
く
声　

そ
と
人
に
い
ひ
な
せ
は
衣　

〳
〵
い
そ
く
朝　

烏　
　

か
な

（
大
）　　
　
　

鳴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
か
ら
す
哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
か
ら
す

（
彰
）　　
　
　

鳴　

声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　
　
　
　
　

あ
さ
か
ら
す
哉

（
明
）　　

月
に
鳴　

こ
ゑ
そ
と
人
に
い
ひ
な
せ
は
衣　

　ゝ

い
そ
く
あ
さ
か
ら
す
哉

（
伊
）　　
　
　

鳴　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ゝ
　
　
　

あ
さ
か
ら
す
哉
」

（
島
）　　
　
　

鳴　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　々
　
　
　

あ
さ
か
ら
す

（
祐
）　　
　
　

鳴　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
か
ら
す
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（
続
書
）　　
　
　

き
よ　

い
は
ほ　
　
　
　

も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
続
内
）　　
　
　

き
よ　

い
は
ほ　
　
　
　

も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
神
2
）　　
　
　

き
よ　

い
は
ほ　
　
　
　

も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

書
写
日
付

（
国
）　

な
し

（
神
1
）
な
し

（
ノ
）　

な
し

（
彰
）　

な
し

（
明
）
文
明
八
年
七
月
日　
　
　
　

正
広
（
花
押
）（
七
二
）
1
（
オ
）

お
わ
り
に

　

書
誌
的
問
題
や
正
広
自
身
に
よ
る
改
訂
の
過
程
に
つ
い
て
の
推
測
は
前
稿
で
検
討

し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
）
2
（

い
。
今
後
の
課
題
だ
け
を
挙
げ
て
本
稿
を
閉
じ

た
く
思
う
。

　

第
一
に
、
正
広
の
和
歌
の
特
性
に
関
す
る
注
釈
的
的
研
究
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
そ

れ
ら
を
行
う
に
際
し
て
は
、
和
歌
の
校
異
に
お
い
て
も
何
度
か
触
れ
て
は
い
る
が
、

師
匠
で
あ
る
正
徹
の
和
歌
と
の
比
較
（
題
・
語
彙
・
表
現
特
性
・
姿
）
は
最
初
に
行

わ
ね
ば
な
ら
な
い
作
業
過
程
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
ん
と
言
っ
て
も
、
師
正
徹
の
家
集

『
草
根
集
』
を
編
纂
し
、
招
（
松
）
月
庵
正
徹
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
意
味
を
も
つ

＊
（
神
1
）
は
他
本
「
糸
も
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
「
糸
え
」
と
作
る
。「
も
」
の
つ
も
り
だ
っ

た
か
。

（
続
）　　

み
や　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手　
　

」

（
続
書
）　

み
や　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手　
　

」

（
続
内
）　

み
や　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手

（
神
2
）　

み
や　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手　
　

」

（
明
）　

あ
ふ
け
と
も
清　

き
巌　
　

の
松　

か
本

　
　
　
　
　

は
か
な
や
つ
ゐ
に
ふ
る
葉
を
そ
か
く

（
国
）
な
し

（
大
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

い
は
ほ　

ま
つ　

も
と

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

い
は
ほ

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

い
は
ほ　
　
　
　

も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
続
）　　
　
　
　

き
よ　

い
は
ほ
の
ま
つ　

も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
2
）　　
　

前
田
雅
之

歌
合
』
が
貸
与
・
書
写
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
を
論
述
し
た
が
、
改
め
て
、
大
名
間
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
古
典
籍
に
移
動
の
問
題
を
探
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
と

い
う
の
も
、
近
世
に
お
い
て
古
典
的
書
物
を
蒐
集
・
収
蔵
し
て
い
た
代
表
格
が
全
国

の
大
名
た
ち
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
島
原
松
平
文
庫
（
忠
房
の
蔵
書
が

中
心
）
や
伊
達
文
庫
（
吉
村
の
蔵
書
が
中
心
）
を
調
査
す
れ
ば
、
集
積
さ
れ
た
古
典

的
書
物
は
、
決
し
て
平
安
・
鎌
倉
の
諸
テ
ク
ス
ト
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
が
容
易
に

判
明
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
室
町
期
の
歌
人
た
ち
の
テ
ク
ス
ト
も
同
様
程
度
蒐
集

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
正
徹
・
正
広
も
入
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
大
名
に
と
っ
て
、
か
か
る
歌
人
や
か
か
る
家
集
・
歌
書
・
歌
合

と
い
っ
た
テ
ク
ス
ト
は
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
か
な
り

大
事
な
問
題
で
あ
る
。
我
々
は
、
江
戸
期
に
お
い
て
、
類
題
集
（
版
本
）
が
作
ら
れ

た
歌
人
と
し
て
、
頓
阿
・
正
徹
・
三
玉
集
（
実
隆
・
政
為
・
後
柏
原
）
が
あ
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
い
る
。
類
題
集
と
は
、
和
歌
が
題
ご
と
に
再
編
さ
れ
て
い
る
の
で
実
際

に
和
歌
を
詠
む
と
き
の
手
本
と
な
り
、
ま
た
、
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
南

北
朝
〜
室
町
の
歌
人
た
ち
が
近
世
に
お
け
る
手
本
と
な
っ
て
い
る
事
実
と
、
大
名
文

庫
に
お
け
る
室
町
歌
人
の
歌
書
蒐
集
と
は
ど
こ
か
で
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
も
大
き
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
大
名
の
文
庫
形
成
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
科
研
（
基
盤
Ｂ
）
を
と
り
、

島
原
松
平
文
庫
を
中
核
に
据
え
て
忠
房
蒐
集
本
の
あ
り
よ
う
か
ら
調
査
・
研
究
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

以
上
三
点
が
今
後
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
重
い
も
の
ば
か
り
だ
が
、

ど
う
し
て
和
歌
や
古
典
が
消
え
ず
に
近
世
に
伝
授
さ
れ
、
あ
る
意
味
で
「
古
典
の
王

国
」
と
も
呼
ぶ
こ
と
が
可
能
な
近
世
に
お
い
て
、
大
名
を
中
心
に
古
典
復
興
が
起
こ

っ
た
の
か
、
こ
れ
は
、「
古
典
」
な
る
も
の
を
考
究
す
る
研
究
者
な
ら
誰
し
も
が
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
第
一
級
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
。
本
稿
が
そ
の

私
家
集
『
松
下
集
』
を
も
つ
正
広
で
あ
る
。
正
徹
と
の
徹
底
的
比
較
を
行
っ
て
こ
そ
、

正
広
の
独
自
性
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
加
え
て
、

正
広
に
と
っ
て
過
去
の
和
歌
（
と
り
わ
け
正
徹
が
範
に
仰
い
だ
定
家
他
新
古
今
時
代

の
詠
歌
群
、
古
典
中
の
古
典
で
あ
る
『
古
今
集
』・『
伊
勢
物
語
』・『
源
氏
物
語
』
さ

ら
に
『
狭
衣
物
語
』
も
入
る
か
）
と
の
比
較
、
お
よ
び
、
同
時
代
和
歌
（
三
条
西
実

隆
、
冷
泉
政
為
、
後
柏
原
天
皇
、『
新
続
古
今
集
』）
と
の
比
較
も
落
と
せ
な
い
だ
ろ

う
。

　

第
二
に
、「
自
歌
合
」
と
い
う
あ
り
よ
う
の
変
遷
に
関
す
る
和
歌
史
的
研
究
で
あ

る
。
自
歌
合
は
、
新
古
今
時
代
（
西
行
『
御
裳
濯
河
歌
合
』・『
宮
河
歌
合
』、『
慈
鎮

和
尚
自
歌
合
』、『
後
京
極
殿
自
歌
合
』、『
定
家
卿
百
番
自
歌
合
』、『
家
隆
卿
百
番
自

歌
合
』、『
後
鳥
羽
院
自
歌
合
』、
そ
れ
に
『
隆
祐
朝
臣
百
番
自
歌
合
』）
に
生
ま
れ
て
、

鎌
倉
後
期
に
は
永
福
門
院
に
よ
っ
て
一
度
復
活
し
た
も
の
の
（『
永
福
門
院
百
番
自

歌
合
』）、
そ
の
後
、
途
絶
え
て
し
ま
う
。
だ
が
、
室
町
に
至
っ
て
突
如
復
活
す
る
の

で
あ
る
（『
尭
孝
法
印
自
歌
合
』、『
慈
照
院
殿
（
足
利
義
政
）
御
自
歌
合
』、『
道
堅

法
師
自
歌
合
』、『
豊
原
統
秋
自
歌
合
』、『
十
市
遠
忠
自
歌
合
』（
五
十
番
・
百
番
・

百
五
十
番
）、『
細
川
右
京
大
夫
（
高
国
）
自
歌
合
』、『
素
純
自
歌
合
』、『
貞
徳
自
歌

合
』（
五
十
番
・
十
五
番
））。
そ
の
中
で
一
等
規
模
が
大
き
い
の
が
『
正
広
自
歌
合
』

（
三
百
六
十
番
）
で
あ
る
。
何
故
に
室
町
期
で
か
か
る
規
模
で
復
活
し
た
の
か
、
ま

た
、
正
徹
が
行
っ
て
い
な
い
「
自
歌
合
」（
時
期
的
に
や
や
早
い
と
推
測
さ
れ
る
も

の
の
）
を
敢
え
て
正
広
が
行
っ
た
意
味
は
何
な
の
か
。「
自
歌
合
」
の
和
歌
史
的
意

味
を
踏
ま
え
た
正
広
の
企
て
を
当
時
の
歌
壇
史
・
和
歌
が
詠
ま
れ
る
状
況
を
絡
み
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
く
の
は
価
値
の
あ
る
作
業
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
正
広
と
『
正
広
自
歌
合
』
を
含
ん
だ
『
松
下
集
』
の
後
代
に
お
け
る
享

受
史
的
研
究
で
あ
る
。
前
稿
に
お
い
て
、
稲
葉
正
通
―
伊
達
吉
村
、
稲
葉
正
通
―
林

鵞
峰
―
松
平
忠
房
、
松
平
忠
房
―
鍋
島
直
条
の
関
係
を
通
し
て
、
明
星
本
『
正
広
自
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
三
号　

二
〇
一
五
年

第
一
歩
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

と
ま
れ
、『
正
広
自
歌
合
』
と
い
う
マ
イ
ナ
ー
な
作
品
で
は
あ
る
が
、
管
見
の
及

ぶ
範
囲
内
で
は
あ
る
が
、
本
文
と
校
異
を
一
応
完
成
し
た
。
こ
れ
を
存
分
に
利
用
し

て
、
上
記
の
問
題
に
迫
る
研
究
者
が
後
に
続
く
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
諸
本
調
査
の
た
め
、
大
谷
大
学
図
書

館
・
宮
城
県
図
書
館
（
伊
達
文
庫
）・
島
原
市
立
図
書
館
（
松
平
文
庫
）・
国
会
図
書

館
・
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）・
宮
内
庁
書
陵
部
・
静
嘉
堂
文
庫
・
国
文
学
研

究
資
料
館
・
明
星
大
学
図
書
館
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
ご
配
慮
に
預
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

稲
田
利
徳
先
生
は
、
筆
者
に
ご
架
蔵
本
『
正
広
自
歌
合
』（
大
谷
大
本
系
統
）
を
貸

与
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
新
企
画
に
『
正
広
自
歌
合
』
担
当
者

と
し
て
筆
者
を
推
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
既
に
感
謝
の
言
葉
を
失
っ
て
い
る
。
共
々
衷

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
難
有
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

註（
1
）　

奥
書
等
に
つ
い
て
は
、
前
稿
「
明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）」（『
明
星
大
学

研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】』
二
二
号
、
二
〇
一
四
年
）
で
詳
細
に
論
じ
て
い
る
の

で
、
こ
こ
で
は
、
明
星
本
の
み
記
し
た
。

（
2
）　

前
掲
論
文
。
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